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 宮古島市告示第７８号 

 

 

  平成２６年第４回宮古島市議会（定例会）を次のとおり招集する。 

 

 

 

   平成２６年６月４日 

 

 

 

                     宮古島市長 下 地 敏 彦 

 

 

 

  １ 期  日   平成２６年６月１１日（水） 

 

  ２ 場  所   宮古島市議会議事堂 
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上 程 案 件 処 理 結 果 

 

議案番号 件        名 提 案 者 提出月日 処理月日 結  果 

議案 

第９５号 
宮古島市職員の再任用に関する条例 市   長 

平成25年

12月４日 

平成26年

６月24日 
否  決 

議案 

第９７号 

宮古島市職員の給与に関する条例等の一部を改

正する条例 
〃 〃 〃 〃 

議案 

第９８号 

宮古島市現業職員の給与の種類及び基準に関す

る条例の一部を改正する条例 
〃 〃 〃 〃 

議案 

第９９号 

宮古島市職員の勤務時間、休暇等に関する条例

の一部を改正する条例 
〃 〃 〃 〃 

議案 

第３９号 

平成２６年度宮古島市一般会計補正予算（第２

号） 
〃 

平成26年 

６月11日 
〃 原案可決 

議案 

第４０号 

平成２６年度宮古島市国民健康保険事業特別 

会計補正予算（第１号） 
〃 〃 〃 〃 

議案 

第４１号 

平成２６年度宮古島市港湾事業特別会計補正予

算（第１号） 
〃 〃 〃 〃 

議案 

第４２号 

平成２６年度宮古島市農漁業集落排水事業特別

会計補正予算（第１号） 
〃 〃 〃 〃 

議案 

第４３号 

平成２６年度宮古島市公共下水道事業特別会計

補正予算（第１号） 
〃 〃 〃 〃 

議案 

第４４号 

平成２６年度宮古島市平良字久貝財産区特別会

計予算 
〃 〃 〃 〃 

議案 

第４５号 

平成２６年度宮古島市平良字松原財産区特別会

計予算 
〃 〃 〃 〃 

議案 

第４６号 

エコアイランド宮古島の推進に関する条例の制

定について 
〃 〃 〃 〃 

議案 

第４７号 
宮古島市財産区特別会計条例の制定について 〃 〃 〃 〃 

議案 

第４８号 

宮古島市平良字久貝財産区基金条例の制定につ

いて 
〃 〃 〃 〃 

議案 

第４９号 

宮古島市平良字松原財産区基金条例の制定につ

いて 
〃 〃 〃 〃 

議案 

第５０号 

宮古島市職員の給与に関する条例及び宮古島市

職員の修学部分休業に関する条例の一部を改正

する条例 

〃 〃 〃 〃 
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議案番号 件        名 提 案 者 提出月日 処理月日 結  果 

議案 

第５１号 

宮古島市職員の高齢者部分休業に関する条例の

一部を改正する条例 
市   長 

平成26年

６月11日 

平成26年

６月24日 
原案可決 

議案 

第５２号 

宮古島市固定資産税の課税免除の特例に関する

条例の一部を改正する条例 
〃 〃 〃 〃 

議案 

第５３号 
宮古島市火災予防条例の一部を改正する条例 〃 〃 〃 〃 

議案 

第５４号 
土地の取得について 〃 〃 〃 〃 

議案 

第５５号 
土地の取得について 〃 〃 〃 〃 

議案 

第５６号 
財産の取得について 〃 〃 〃 〃 

報告 

第 ６ 号 

平成２５年度宮古島市一般会計予算繰越明許費

繰越計算書の報告について 
〃 〃 

 

 

 

報告 

第 ７ 号 

平成２５年度宮古島市公共下水道事業特別会計

予算繰越明許費繰越計算書の報告について 
〃 〃 

  

報告 

第 ８ 号 

平成２５年度宮古島市水道事業会計予算継続費

繰越計算書の報告について 
〃 〃 

  

諮問 

第 ４ 号 

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることに

ついて 
〃 〃 

平成26年

６月24日 
適  任 

陳情書 

第 ２ 号 

これからの勤労青年教育のあり方に関する要望

書 

日本青年団

協議会会長

立道 斉 

平成26年 

２月25日 
〃 採  択 

陳情書 

第 ５ 号 

住民の安全・安心を支える公務・公共サービス

の体制・機能の充実を求める陳情書 

国家公務員

労働組合沖

縄県協議会

（沖縄県国

公）議長 

山田貞光 

平成26年

６月11日 
〃 不 採 択 

陳情書 

第 ６ 号 

住民の安全・安心を支える「国の出先機関の原

則廃止」に関する要請書 

国家公務員

労働組合沖

縄県協議会

（沖縄県国

公）議長 

山田貞光 

〃 〃 〃 
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議案番号 件        名 提 案 者 提出月日 処理月日 結  果 

陳情書 

第 ７ 号 

船員税制（住民税）の減免に関する申し入れに

ついて 

全日本海員

組合沖縄支

部長 

大崎昭男 

平成26年

６月11日 

平成26年

６月24日 
継続審査 

陳情書 

第 ８ 号 
学校規模適正化に関する要請書 

伊良部島の

新しい学校

をつくる会

会長 

長濱国博 

〃 〃 採  択 

陳情書 

第 ９ 号 

労働者保護ルール改悪反対を求める意見書の採

択を求める要請書 

日本労働組

合総連合会

沖縄県連合

会会長 

大城紀夫 

〃 〃 継続審査 

陳情書 

第１０号 

市民総合健康保健センター（仮称）建設にむけ

ての要望書 

ゆうかぎの

会会長 

真栄里隆代 

〃 〃 採  択 

決議案 

第 １ 号 

宮古島市議会議会改革調査特別委員会の設置に

ついて 

議会運営委

員会 

平成26年

６月24日 
〃 原案可決 

指名 

第 １ 号 

宮古島市議会議会改革調査特別委員会委員の選

任について 
 〃 〃 指  名 

派遣 

第 １ 号 
議員の派遣について  〃 〃 派  遣 

意見書案 

第 ２ 号 

集団的自衛権行使を容認する解釈改憲の慎重な

る審議を求める意見書 
議   員 〃 〃 否  決 

 

 ※ 陳情書第３号、鏡原小学校の幼稚園舎新築に伴う公立保育所併設の要請書（提出月日：平成２６年２ 

  月２５日、提出者：公立鏡原保育園新設期成会 会長 狩俣 仁） 

  については、審議未了となった。 
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   開会日（平成２６年６月１１日）に応招した議員 

 

眞 榮 城  德  彦  君 

佐 久 本  洋  介  〃 

濱  元  雅  浩  〃 

粟  国  恒  広  〃 

下  地  勇  德  〃 

上  地  廣  敏  〃 

平  良  敏  夫  〃 

國  仲  昌  二  〃 

上  里     樹  〃 

高  吉  幸  光  〃 

仲  間  則  人  〃 

西  里  芳  明  〃 

嵩  原     弘  〃 

 

 

 

 

 

 

 

棚  原  芳  樹  君 

新  城  元  吉  〃 

亀  濱  玲  子  〃 

下  地     明  〃 

垣  花  健  志  〃 

富  永  元  順  〃 

平  良     隆  〃 

前  里  光  惠  〃 

山  里  雅  彦  〃 

池  間     豊  〃 

下  地     智  〃 

新  里     聰  〃 

 

   平成２６年６月１７日に応招した議員 

 

       仲  間  賴  信  君 



平 成 26 年 

第４回宮古島市議会(定例会)会議録 

 

 

６月11日（水）  初 日 

（議案上程、説明、聴取、議案に対する質疑（付託）） 
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平成２６年第４回宮古島市議会定例会（６月）議事日程第１号 

 

平成２６年６月１１日（水）午前１０時開会  

 

日程第 １           会議録署名議員の指名について 

 〃 第 ２           会期を定めることについて 

 〃 第 ３    議案第３９号 平成２６年度宮古島市一般会計補正予算（第２号）    （市長提出） 

 〃 第 ４    議案第４０号 平成２６年度宮古島市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 

                                          （  〃  ） 

 〃 第 ５     〃 第４１号 平成２６年度宮古島市港湾事業特別会計補正予算（第１号）（  〃  ） 

 〃 第 ６     〃 第４２号 平成２６年度宮古島市農漁業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 

                                          （  〃  ） 

 〃 第 ７     〃 第４３号 平成２６年度宮古島市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） 

                                          （  〃  ） 

 〃 第 ８     〃 第４４号 平成２６年度宮古島市平良字久貝財産区特別会計予算   （  〃  ） 

 〃 第 ９     〃 第４５号 平成２６年度宮古島市平良字松原財産区特別会計予算   （  〃  ） 

 〃 第１０    〃 第４６号 エコアイランド宮古島の推進に関する条例の制定について （  〃  ） 

 〃 第１１    〃 第４７号 宮古島市財産区特別会計条例の制定について       （  〃  ） 

 〃 第１２    〃 第４８号 宮古島市平良字久貝財産区基金条例の制定について    （  〃  ） 

 〃 第１３    〃 第４９号 宮古島市平良字松原財産区基金条例の制定について    （  〃  ） 

 〃 第１４    〃 第５０号 宮古島市職員の給与に関する条例及び宮古島市職員の修学部分休業に関す 

               る条例の一部を改正する条例              （  〃  ） 

 〃 第１５    〃 第５１号 宮古島市職員の高齢者部分休業に関する条例の一部を改正する条例 

                                          （  〃  ） 

 〃 第１６    〃 第５２号 宮古島市固定資産税の課税免除の特例に関する条例の一部を改正する条例 

                                          （  〃  ） 

 〃 第１７    〃 第５３号 宮古島市火災予防条例の一部を改正する条例       （  〃  ） 

 〃 第１８    〃 第５４号 土地の取得について                  （  〃  ） 

 〃 第１９    〃 第５５号 土地の取得について                  （  〃  ） 

 〃 第２０    〃 第５６号 財産の取得について                  （  〃  ） 

 〃 第２１   諮問第 ４ 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて   （  〃  ） 

 〃 第２２   報告第 ６ 号 平成２５年度宮古島市一般会計予算繰越明許費繰越計算書の報告について 

                                          （  〃  ） 

 〃 第２３    〃 第 ７ 号 平成２５年度宮古島市公共下水道事業特別会計予算繰越明許費繰越計算書 

               の報告について                    （  〃  ） 

 〃 第２４    〃 第 ８ 号 平成２５年度宮古島市水道事業会計予算継続費繰越計算書の報告について 
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                                          （市長提出） 

 

◎会議に付した事件 

    議事日程に同じ 
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平成２６年第４回宮古島市議会定例会（６月）会期日程計画表 

 

平成２６年６月１１日（水）午前１０時開会  

月  日 曜 種 別 日             程 摘   要 

６月１１日 水 本会議 

会議録署名議員の指名 

会期の決定 

議案上程、説明、聴取、議案に対する質疑（付託） 

開   会 

６月１２日 木 休 会 委員会 通 告 締 切 

６月１３日 金 〃  〃  

６月１４日 土 〃   

６月１５日 日 〃   

６月１６日 月 〃  報告書作成 

６月１７日 火 本会議 一般質問  

６月１８日 水 〃   〃  

６月１９日 木 〃   〃  

６月２０日 金 〃   〃  

６月２１日 土 休 会   

６月２２日 日 〃   

６月２３日 月 〃  慰 霊 の 日 

６月２４日 火 本会議 一般質問  

６月２５日 水 〃 委員長報告、質疑、討論、表決 閉   会 

 

                                                本会議                               ７日 

              会期＝１５日間                           委  員  会    ２日 

                           休 会＝ ８ 日       休    日    ５日 

                                                                     そ  の  他    １日 
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平成２６年第４回宮古島市議会定例会（６月）会期日程計画表（変更） 

 

平成２６年６月１１日（水）午前１０時開会  

月  日 曜 種 別 日             程 摘   要 

６月１１日 水 本会議 

会議録署名議員の指名 

会期の決定 

議案上程、説明、聴取、議案に対する質疑（付託） 

開   会 

６月１２日 木 休 会 委員会 通 告 締 切 

６月１３日 金 〃  〃  

６月１４日 土 〃   

６月１５日 日 〃   

６月１６日 月 〃  報告書作成 

６月１７日 火 本会議 一般質問  

６月１８日 水 〃   〃  

６月１９日 木 〃   〃  

６月２０日 金 〃   〃  

６月２１日 土 休 会   

６月２２日 日 〃   

６月２３日 月 〃  慰 霊 の 日 

６月２４日 火 本会議 委員長報告、質疑、討論、表決 閉   会 

                               （会議規則第７条による議決閉会）  

 

 ※ ６月１３日、議会運営委員会が開催され、今定例会の一般質問通告者が１８名となったことによる一 

  般質問日数について協議がされ、議会運営に関する申し合わせ事項の規定により、予定していた５日間 

  を４日間とすることが了承された。これに伴い、６月２５日に予定していた議事日程、各常任委員会の 

  審査結果報告から表決については、これを１日繰り上げ、６月２４日に処理された。 

   ６月２４日で会議に付された事件をすべて議了したので、宮古島市議会会議規則第７条「会議に付さ 

  れた事件をすべて議了したときは、会期中でも議会の議決で閉会することができる」の規定により、議 

  会の議決を得て同日平成２６年第４回宮古島市議会定例会（６月）を閉会した。 

 

                                                本会議                               ６日 

              会期＝１４日間                           委  員  会    ２日 

                           休 会＝ ８ 日       休    日    ５日 

                                                                     そ  の  他    １日 
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議  案  付  託  表 

 

平成２６年６月１１日（水）第４回定例会  

委 員 会 名 議案番号 件             名 

総務財政委員会 

議案第３９号 

議案第４４号 

議案第４５号 

議案第４６号 

議案第４７号 

議案第４８号 

議案第４９号 

議案第５０号 

 

議案第５１号 

議案第５２号 

 

議案第５３号 

議案第５４号 

議案第５６号 

平成２６年度宮古島市一般会計補正予算（第２号） 

平成２６年度宮古島市平良字久貝財産区特別会計予算 

平成２６年度宮古島市平良字松原財産区特別会計予算 

エコアイランド宮古島の推進に関する条例の制定について 

宮古島市財産区特別会計条例の制定について 

宮古島市平良字久貝財産区基金条例の制定について 

宮古島市平良字松原財産区基金条例の制定について 

宮古島市職員の給与に関する条例及び宮古島市職員の修学部分休業に

関する条例の一部を改正する条例 

宮古島市職員の高齢者部分休業に関する条例の一部を改正する条例 

宮古島市固定資産税の課税免除の特例に関する条例の一部を改正する

条例 

宮古島市火災予防条例の一部を改正する条例 

土地の取得について 

財産の取得について 

文教社会委員会 議案第４０号 平成２６年度宮古島市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 

経済工務委員会 

議案第４１号 

議案第４２号 

議案第４３号 

議案第５５号 

平成２６年度宮古島市港湾事業特別会計補正予算（第１号） 

平成２６年度宮古島市農漁業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 

平成２６年度宮古島市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） 

土地の取得について 
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議案第３９号 平成２６年度宮古島市一般会計補正予算（第２号） 

歳出款項別審査委員会表 

 

平成２６年６月１１日（水）第４回定例会  

委 員 会 名 款 項 頁 

文教社会委員会 

  ２．総 務 費 

  ３．民 生 費 

 

  ４．衛 生 費 

 １０．教 育 費 

 

 

 

 

 

 ３．戸 籍 住 民 基 本 台 帳 費 

 １．社 会 福 祉 費 

 ２．児 童 福 祉 費 

 １．保 健 衛 生 費 

 １．教 育 総 務 費 

 ２．小 学 校 費 

 ３．中 学 校 費 

 ４．幼 稚 園 費 

 ５．社 会 教 育 費 

 ６．保 健 体 育 費 

１８ 

１９ 

２０ 

２１ 

３１ 

３２ 

３３ 

３４ 

３５ 

３６ 

経済工務委員会 

  ６．農 林 水 産 業 費 

 

 

  ８．土 木 費 

 

 

 １３．諸 支 出 金 

 １．農 業 費 

 ２．林 業 費 

 ３．水 産 業 費 

 ２．道 路 橋 り ょ う 費 

 ３．都 市 計 画 費 

 ５．港 湾 空 港 費 

 ２．公 営 企 業 費 

22～23 

２４ 

２５ 

２７ 

２８ 

２９ 

３７ 



- 13 - 
 

平成２６年第４回宮古島市議会定例会（６月）会議録 

 平成２６年６月１１日 

                                      （開会＝午前10時06分） 

◎出席議員（２５名）                            （散会＝午後零時20分） 

 

議   長（４ 番） 

副 議 長（１７〃） 

議   員（１ 〃） 

  〃  （２ 〃） 

  〃  （３ 〃） 

  〃  （５ 〃） 

  〃  （６ 〃） 

  〃  （７ 〃） 

  〃  （８ 〃） 

 

  〃  （１０〃） 

  〃  （１１〃） 

  〃  （１２〃） 

 

眞榮城 德 彦 君 

佐久本 洋 介 〃 

濱 元 雅 浩 〃 

粟 国 恒 広 〃 

下 地 勇 德 〃 

上 地 廣 敏 〃 

平 良 敏 夫 〃 

國 仲 昌 二 〃 

上 里   樹 〃 

 

高 吉 幸 光 〃 

仲 間 則 人 〃 

西 里 芳 明 〃 

 

議   員（１３番） 

  〃  （１４〃） 

  〃  （１５〃） 

  〃  （１６〃） 

  〃  （１８〃） 

  〃  （１９〃） 

  〃  （２０〃） 

  〃  （２１〃） 

  〃  （２２〃） 

  〃  （２３〃） 

  〃  （２４〃） 

  〃  （２５〃） 

  〃  （２６〃） 

 

嵩 原   弘 君 

棚 原 芳 樹 〃 

新 城 元 吉 〃 

亀 濱 玲 子 〃 

下 地   明 〃 

垣 花 健 志 〃 

富 永 元 順 〃 

平 良   隆 〃 

前 里 光 惠 〃 

山 里 雅 彦 〃 

池 間   豊 〃 

下 地   智 〃 

新 里   聰 〃 

 

◎欠席議員（１名） 

 議   員（９ 番）  仲 間 賴 信 君     

 

◎説 明 員 

 市       長  下 地 敏 彦 君  上 下 水 道 部 長  砂 川   嚴 君 

 副   市   長  長 濱 政 治 〃  会 計 管 理 者  宮 国 高 宣 〃 

 企 画 政 策 部 長  古 堅 宗 和 〃  伊 良 部 支 所 長  川 満 勝 彦 〃 

 総 務 部 長  安谷屋 政 秀 〃  消   防   長  来 間   克 〃 

 福 祉 部 長  譜久村 基 嗣 〃  教   育   長  宮 國   博 〃 

 生 活 環 境 部 長  平 良 哲 則 〃  教 育 部 長  奥 原 一 秀 〃 

 観 光 商 工 局 長  下 地 信 男 〃  生 涯 学 習 部 長  垣 花 徳 亮 〃 

 振 興 開 発 
プロジェクト局長 

 友 利   克 〃  企 画 政 策 部 次 長 
兼 企 画 調 整 課 長 

 垣 花 和 彦 〃 

 建 設 部 長  下 地 康 教 〃  総 務 部 次 長 
兼 総 務 課 長 

 砂 川 一 弘 〃 

 農 林 水 産 部 長  村 吉 順 栄 〃  財 政 課 長  仲宗根   均 〃 

 

◎議会事務局職員出席者 

 

事 務 局 長 

次       長 

補 佐 兼 議 事 係 長 

 

上 地 栄 作 君 

伊 波 則 知 〃 

友 利 毅 彦 〃 

 

議 事 係 調 整 官 

議   事   係 

 

 

仲 間 清 人 君 

下 地 博 正 〃 
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平成２６年第４回宮古島市議会定例会（６月）諸般の報告書 

平成２６年６月１１日（水） 

 

 

 ３月定例会の閉会後、９件の陳情書を受理し、そのうち６件をお手元に配付の陳情

文書表のとおり付託しましたので、所管委員会のご審査をお願いします。 

 

 

 宮古島市監査委員の砂川正吉委員、富永元順委員の両名から、平成２６年１月分、

２月分、３月分の例月出納検査結果報告があった。 

 ５月 ８日  多良間村で開催された「平成２６年第１回先島市町村議会議長会定例総会」に出席

した。 

 ５月１９日～ 

２２日 

 文教社会委員会の視察研修が実施され、長野市において介護予防事業「はつらつア

ップ高齢者」及び「新健康ながの２１」の取り組みについて、日野市にある佐々木ク

リニックにおいて「医療と福祉の連携の取り組み及び複合施設の運営について」等々

調査を行った。 

 経済工務委員会の視察研修が実施され、岐阜県農業技術センターにおいて「ポット

ファーム（ポット耕）について」、東京都北区にある国立スポーツ科学センターにお

いて「スポーツ観光交流拠点施設整備に伴う施設の視察」等々調査を行った。 

 ５月２２日 

 

 市内ホテルで開催された「第３０回全日本トライアスロン宮古島大会地元協力企業

・関係団体感謝の集い」に出席し、挨拶を述べた。 

 ５月２７日～ 

３０日 

 ５月２８日、第９０回全国市議会議長会定期総会が日比谷公会堂で開催され、会長

提出議案２件のほか、各部会提出議案２５件が可決され、類似案件を整理し要望すべ

く各委員会に付託された。同総会では議員表彰もあり、本市議会から議長４年以上で

平良隆議員、議員２０年以上で上里樹議員、議員１０年以上で新城元吉議員の計３名

が表彰された。 

 ２９日、市議会議員共済会第１０８回代議員会が都市センターホテルで開催され、

平成２５年度会計決算が認定された。 

 ３０日、全国市議会議長会定期総会にあわせた２年に１回の天皇陛下拝謁があり、

皇居において拝謁した。 

 総務財政委員会の視察研修が実施され、神戸市にある人と未来防災センターにおい

て「地震による被害の現状や減災等について」、姫路市にある姫路みなとドームにお

いて「施設概要、維持管理費、利用状況、問題点」等々調査を行った。 

 ５月２７日 

 

 市内で開催されたＥ３宮古給油所開所式に佐久本洋介副議長が出席し、テープカッ

トを行った。 

 ５月３０日  宮古島市中央公民館で開催された宮古島市シルバー人材センターの「平成２６年度

定時総会」に佐久本洋介副議長が出席し、祝辞を述べた。 

 ６月 ４日  下地敏彦市長から平成２６年第４回定例会の招集告示をした旨の通知とともに、今

定例会に付議すべき議案の送付があった。 

 ６月 ６日  議会運営委員会が開催され、諮問した会期については、本日６月１１日から２５日
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までの１５日間とするのが適当であると決した。 

 ６月１０日  平良庁舎玄関前で行われた「赤十字社資募集出発式」に出席した。 

 市内で挙行された「（仮称）宮古島市ごみ焼却施設等建設工事安全祈願祭」に出席

し、祝辞を述べた。 

                                  以上   
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◎議長（眞榮城德彦君） 

  ただいまから平成26年第４回宮古島市議会定例会を開会いたします。 

                                     （開会＝午前10時06分） 

  本日の出席議員は、25名で定足数に達しております。 

  これより会議に入ります。 

  本日の日程は、お手元にお配りした議事日程第１号のとおりであります。 

  直ちに本日の会議を開きます。 

  この際、諸般の報告をいたします。 

  事務局長から報告させます。 

◎事務局長（上地栄作君） 

  議長の命により、諸般の報告をいたします。 

  去る３月定例会の閉会後、９件の陳情書を受理し、そのうち６件をお手元に配付の陳情文書表のとおり

付託いたしましたので、所管委員会のご審査をお願いいたします。 

  そのほかの諸報告につきましては、お手元に配付の報告書によりご了承願います。 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  これより日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  会議録署名議員は、会議規則第87条の規定により、議長において平良敏夫君と上里樹君を指名いたしま

す。 

  次に、日程第２、会期を定めることについてを議題といたします。 

  今定例会の会期は、本日６月11日から６月25日までの15日間といたしたいと思います。これにご異議あ

りませんか。 

                 （「異議なし」の声多数あり） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  ご異議なしと認めます。 

  よって、会期は本日から６月25日までの15日間と決しました。 

  なお、議事の都合により、６月12日、13日及び16日の３日間は休会にいたしたいと思います。これにご

異議ありませんか。 

                 （「異議なし」の声多数あり） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  ご異議なしと認めます。 

  よって、そのとおり決しました。 

  なお、会議予定につきましては、さきにお配りした会期日程計画表のとおりでありますので、ご了承願

います。 

  次に、福祉部長から去った平成26年第３回宮古島市議会臨時会における國仲昌二議員からの議案に対す

る質疑への答弁について、発言の訂正をしたい旨の申し出がありますので、これを許可します。 

◎福祉部長（譜久村基嗣君） 
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  時間をいただきまして大変感謝をしております。訂正の内容をお答えいたします。 

  ５月１日の臨時会の國仲昌二議員の議案第37号、平成26年度宮古島市一般会計補正予算（第１号）の民

生費県補助金、社会福祉補助金の就労自立給付金創設に伴うシステム改修費の質疑に対する答弁で、補助

金の交付要綱が２月６日閣議決定したということでお答えいたしましたけども、答弁した２月６日は臨時

福祉給付金、子育て世帯臨時特例給付金に関する要綱が制定された日となっております。就労自立支援給

付金創設に伴うシステム改修費は、含まれておりません。就労自立支援給付金創設に伴うシステム改修費

については、平成26年１月16日に県より、緊急雇用基金事業補助金による予算措置を予定しているとの連

絡を受けまして、１月28日に県にシステム改修費の見積額の提出を行い、４月１日付の平成26年度沖縄県

緊急雇用創出事業等臨時特例補助金の内示を受けて補正を行うものでありますということで訂正をいたし

ます。 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  ただいま福祉部長の訂正答弁がありましたけれども、國仲昌二議員、これに関して追加の質疑があれば

許します。大丈夫ですか。 

◎國仲昌二君 

  はい。 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  議長からのお願いでありますけれども、当局の皆さん、答弁に際しては誤りのないよう、責任を持ち、

慎重かつ正確な答弁を求めたいと思いますので、よろしくお願い申し上げます。 

  次に、日程第３、議案第39号から日程第24、報告第８号までの計22件を一括議題とし、提案者から提案

理由の説明を求めます。 

◎市長（下地敏彦君） 

  平成26年第４回宮古島市議会定例会に提出しました議案についてご説明申し上げます。 

  今回提出しました議案は、予算議案７件、条例議案８件、議決議案３件、報告３件、諮問１件の合計22件

であります。 

  最初に、議案第39号、平成26年度宮古島市一般会計補正予算（第２号）についてご説明申し上げます。

今回の補正は７億5,476万3,000円の補正増で、歳入歳出予算の補正のほか、債務負担行為の補正及び地方

債の補正を行い、補正後の歳入歳出総額を378億3,647万7,000円と定めてあります。 

  次に、議案第40号、平成26年度宮古島市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）についてご説明

申し上げます。今回の補正額は80万9,000円の補正増で、補正後の歳入歳出総額を71億6,657万2,000円と定

めてあります。 

  次に、議案第41号、平成26年度宮古島市港湾事業特別会計補正予算（第１号）についてご説明申し上げ

ます。今回の補正額は1,990万3,000円の補正増で、補正後の歳入歳出総額を１億5,660万5,000円と定めて

あります。 

  次に、議案第42号、平成26年度宮古島市農漁業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）についてご説

明申し上げます。今回の補正額は2,000万2,000円の補正増で、補正後の歳入歳出総額を１億5,663万5,000円

と定めてあります。 
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  次に、議案第43号、平成26年度宮古島市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）についてご説明申

し上げます。今回の補正は、市債増に伴う財源振りかえであります。 

  次に、議案第44号、平成26年度宮古島市平良字久貝財産区特別会計予算についてご説明申し上げます。

平良字久貝財産区特別会計予算の総額は、3,015万円と定めてあります。 

  次に、議案第45号、平成26年度宮古島市平良字松原財産区特別会計予算についてご説明申し上げます。

平良字松原財産区特別会計予算の総額は、3,015万円と定めてあります。 

  次に、議案第46号から議案第53号までの条例議案についてご説明申し上げます。議案第46号、エコアイ

ランド宮古島の推進に関する条例の制定について。エコアイランド宮古島の具現化に向けた施策の展開を

図るため、エコアイランド宮古島に係る政策的位置づけを確保する必要があることから、条例を制定する

必要があるため、本案を提出します。 

  議案第47号、宮古島市財産区特別会計条例の制定について。宮古島市の財産区の円滑な運営とその経理

の適正化を図るため、特別会計を設置するには、条例を制定する必要があるため、本案を提出します。 

  議案第48号、宮古島市平良字久貝財産区基金条例の制定について。久貝財産区の健全な運営に資するた

め、基金を設置するには、条例を制定する必要があるため、本案を提出します。 

  議案第49号、宮古島市平良字松原財産区基金条例の制定について。松原財産区の健全な運営に資するた

め、基金を設置するには、条例を制定する必要があるため、本案を提出します。 

  議案第50号、宮古島市職員の給与に関する条例及び宮古島市職員の修学部分休業に関する条例の一部を

改正する条例。１時間当たりの給与額の算出方法を変更するには条例を改正する必要があるため、本案を

提出します。 

  議案第51号、宮古島市職員の高齢者部分休業に関する条例の一部を改正する条例。地方公務員法の一部

改正に伴い対象年齢を定める必要があること、また１時間当たりの給与額の算出方法を変更するには条例

を改正する必要があるため、本案を提出します。 

  議案第52号、宮古島市固定資産税の課税免除の特例に関する条例の一部を改正する条例。沖縄振興特別

措置法第９条の地方税の課税免除又は不均一課税に伴う措置が適用される場合等を定める省令の一部改正

に伴い、条例を改正する必要があるため、本案を提出します。 

  議案第53号、宮古島市火災予防条例の一部を改正する条例。消防法施行令の一部を改正する政令が公布

されたことに伴い、条例を改正する必要があるため、本案を提出します。 

  次に、議案第54号から議案第56号の議決議案についてご説明申し上げます。議案第54号、土地の取得に

ついて。スポーツ観光交流拠点施設用地に係る土地の取得について、宮古島市議会の議決に付すべき契約

及び財産の取得又は処分に関する条例第３条の規定によって、議会の議決を必要とするため、本案を提出

します。 

  議案第55号、土地の取得について。臨港道路伊良部島線用地に係る土地の取得について、宮古島市議会

の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第３条の規定によって、議会の議決を必要と

するため、本案を提出します。 

  議案第56号、財産の取得について。水槽つき消防ポンプ自動車物品の売買契約について、宮古島市議会

の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第３条の規定によって、議会の議決を必要と
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するため、本案を提出します。 

  次に、報告第６号から報告第８号についてご説明申し上げます。報告第６号、平成25年度宮古島市一般

会計予算繰越明許費繰越計算書の報告について。平成25年度宮古島市一般会計補正予算（第５号）第２条、

（第７号）第２条の繰越明許費は、翌年度に繰り越したので、地方自治法施行令第146条第２項の規定によ

って、これを報告します。 

  報告第７号、平成25年度宮古島市公共下水道事業特別会計予算繰越明許費繰越計算書の報告について。

平成25年度宮古島市公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）第２条の繰越明許費は、翌年度に繰り越

したので、地方自治法施行令第146条第２項の規定によって、これを報告します。 

  報告第８号、平成25年度宮古島市水道事業会計予算継続費繰越計算書の報告について。平成25年度宮古

島市水道事業会計補正予算（第１号）第４条、（第２号）第３条の継続費は、翌年度に繰り越したので、

地方公営企業法第26条第３項及び地方公営企業法施行令第18条の２第１項の規定によって、これを報告し

ます。 

  最後に、諮問第４号についてご説明申し上げます。諮問第４号、人権擁護委員の推薦につき意見を求め

ることについて。人権擁護委員の任期が平成26年９月30日に満了となるため、その後任を推薦したいので、

本案を提出します。 

  以上、今回提出しました議案についてご説明申し上げました。慎重なるご審議の上、議決を賜りますよ

うお願い申し上げます。 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  これで提案理由の説明は終わりました。 

  これより質疑に入ります。 

  質疑があれば発言を許します。 

◎國仲昌二君 

  ちょっと質疑が多岐にわたりますので、よろしくお願いします。 

  まず、提出議案書のほうからですけども、めくって１枚目ですね、提出議案の一覧がありますけれども、

ここで議案第47号、宮古島市財産区特別会計条例の制定についてですね、これ地方自治法第209条の第２項

で、条例でこれを設置することができるというふうになっております。この前に議案第44号、平成26年度

宮古島市平良字久貝財産区特別会計予算と議案第45号、平成26年度宮古島市平良字松原財産区特別会計予

算で特別会計の予算が出てきているんですけれども、ちょっと素朴な疑問として、例えば最終日に議案第

44号、議案第45号が可決、成立した場合に、まだ条例で設置されていない特別会計の予算ができるという

ことになるんですけれども、ちょっとこの辺は、こういうことになるんですけども、これでいいのかどう

かというのをお聞きしたいと思います。 

  それから、11ページの議案第50号、宮古島市職員の給与に関する条例及び宮古島市職員の修学部分休業

に関する条例の一部を改正する条例ですね。提案理由のほうで、ほかの、例えば議案第51号、宮古島市職

員の高齢者部分休業に関する条例の一部を改正する条例だと、「地方公務員法の一部改正に伴い」とかで

すね、あと19ページの議案第53号、宮古島市火災予防条例の一部を改正する条例では「消防法施行令の一

部を改正する政令が公布されたことに伴い」という理由があるんですけれども、11ページの議案第50号で
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はその辺の説明がなくて、いきなり「１時間当たりの給与額の算出方法を変更するには」という部分があ

るんですけれども、これはどういう理由なのでしょうかというのをちょっとお聞かせいただきたいと思い

ます。 

  それから、32ページから33ページですね。繰越明許費のですね、平成25年度繰越明許費繰越計算書が報

告されていますけれども、実は３月定例会に議会のほうから要求して、繰越明許費の一覧表を資料として

提出してもらったんですけれども、この資料に入っていない事業がですね、33ページの８款土木費の３項

都市計画費の沖縄振興公共投資交付金事業（旧地活金）、それからバリアフリー基本構想計画というのが

実はこれに載っていないんですね、３月のときの資料には。これは、単なる漏れなのかということをちょ

っと。もう一件ですね。臨港道路伊良部島線（社会資本整備総合交付金）というのも漏れているんですけ

れども、これ単なる報告ミス、資料に入れなかっただけなのかどうかというのをちょっとお願いしたいと

思います。 

  それから、議案第39号、平成26年度宮古島市一般会計補正予算（第２号）についてちょっとお尋ねいた

します。よろしくお願いします。一般会計補正予算書の９ページの15款国庫支出金、２項国庫補助金、１

目総務費国庫補助金、これの右側の説明の欄に行きまして、9006、がんばる地域交付金（地域経済活性化

・効果実感臨時交付金）というのがあります。このがんばる地域交付金（地域経済活性化・効果実感臨時

交付金）というのは、資料を見るとですね、交付対象というのがありまして、交付対象は実施計画を策定

する市町村、括弧書きで、財政力が弱い団体へ重点化とあります。この財政力の弱い団体というものにつ

いて、どういった団体が財政力が弱いと定義しているのかというのをちょっと教えていただきたいと思い

ます。 

  それから、その下ですね、住宅・ビルの革新的省エネ技術導入促進事業補助金がありますけれども、こ

の補助金はまたＺＥＢといいましてですね、ネット・ゼロ・エネルギー・ビルというふうに、要するに省

エネルギーの高いシステムや高性能設備機器等を導入する費用を補助するとあるんですけれども、これは

宮古島市はどういう事業するのかということもちょっと教えていただきたいと思います。 

  次に、その下、社会保障・税番号制度システム整備費補助金というのがあって、これは15ページ及び16ペ

ージのほうにある電子計算費のほうに社会保障・税番号制度システム整備費で総務省分と、それから厚生

労働省分、それぞれに充当されているんですけれども、これが多分事業が違うんで、それぞれで分かれて

いると思うんですけれども、その充当率が一方は80％ぐらいで、もう一方が70％にもいっていないような

充当率となっているんですけれども、この辺の説明もお願いしたいと思います。 

  次、19ページお願いします。19ページのですね、３款民生費、１項社会福祉費、２目国民年金事務費と

いうので一般財源で600万円近く計上されているんですけれども、国民年金事務費については、これいわば

国の事業でですね、一義的には国庫支出金ですか、国庫負担金ですかね、それで賄うことが原則となって

いるはずなんですね。一応当初予算では国県支出金が969万9,000円で、一般財源が71万4,000円ということ

だったんですけれども、今回600万円近く一般財源で上がってきている。これ人件費なんですけどもね、こ

ういう計上の仕方はどうなのかと思うんですけれども、なぜ法定受託事務の国民年金事務費に一般財源で

こういうふうに充てているかということをちょっと教えていただきたいと思います。 

  それからですね、21ページ、４款衛生費、１項保健衛生費、３目環境衛生費、一般財源でいきなり２億
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2,000万円という計上があります。これは、宮古清掃センター解体事業ということなんですけれども、これ

は以前にですね、臨時会の補正予算でやった覚えがあるんですけれども、この辺も説明してもらいたいと

思います。 

  それからあと、22ページですね、かなり大きい事業が補正で入ってきておりますね。これは、何で当初

で上げられなかったのかというのが１つ。それと、地方債が7,700万円も減になっているということですね。

一般財源が逆に9,000万円近くふえている。この財源の増減の理由ですね。 

  25ページの６款農林水産業費、３項水産業費、４目漁港建設費も同じく地方債が減って、一般財源がふ

えているとなっています。この辺もちょっと理由を聞かせてください。 

  続いて、29ページ、８款土木費、５項港湾空港費、３目空港管理費ですね。空港管理費も、これは県の

空港を管理委託を受けて市がやっているんで、これも一義的には県が出す、いわゆる予算で賄うべきもの

だと思うんですけれども、一般財源が800万円近く補正で上がっているというのと、それから県の支出金が

2,300万円以上も減っているというんで、これはどういうことなのかということですね。 

  あと、一番最後のページ、38ページですけども、ふるさとまちづくり応援基金積立金の中身について、

どういったものなのかというのをちょっと教えていただきたいと思います。 

  ちょっと多岐にわたりましたけれども、よろしくお願いします。 

◎企画政策部長（古堅宗和君） 

  議案第39号、平成26年度宮古島市一般会計補正予算（第２号）についてのご質疑にお答えをいたします。 

  15ページ及び16ページの電子計算費の中の社会保障・税番号制度システム整備費の総務省分と厚生労働

省分の補助率についてのご質疑かなと思います。まず、総務省分についてはですね、３つのシステムの予

算がなっております。これ住民基本台帳システム、税システム、それから宛名システムの３つになります。

それから、厚生労働省分につきましては８つのシステムがございます。国民年金システムと国民健康保険

システム、それから後期高齢医療システム、障害者福祉システム、児童福祉システム、生活保護システム、

介護保険システム、健康管理システム、以上の８つになりますが、それぞれ補助率が違っていまして、ま

ず総務省分につきましては、住民基本台帳と宛名システムにつきましては10分の10です。100％の補助率に

なりますが、税システムについてが３分の２です。それから、厚生労働省分につきましては国民年金シス

テムが10分の10で、残りの７つのシステムが３分の２になります。という形の補助率になりますが、ただ

国庫裏負担につきましては普通交付税及び特別交付税措置ということで、実際の負担はないというふうに

聞いております。 

◎総務部長（安谷屋政秀君） 

  多岐にわたっておりますので、もし答弁漏れがあれば、後で指摘してもらいたいと思います。 

  まず、財産区についてでありますけど、これ地方自治法第294条第３項において、地方公共団体は、財産

区の収入及び支出については会計を分別しなければならないとされております。まず、条例を制定しまし

て、それに基づいて財産区に対する予算の措置をするという流れになると思います。その管理については、

市のほうで管理をしまして、もし地元から公共性の高い要望等があれば、その要望を踏まえて、一般財源

で予算化をしまして、議会の承認を得て、支出をするという仕組みになります。それで、まず財産区の条

例を制定してもらって、それに基づいて松原財産区、久貝財産区という会計、特別会計を設置をして、運
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用には当たることになると思います。 

  次に、議案第39号、平成26年度宮古島市一般会計補正予算（第２号）の９ページ、がんばる地域交付金

（地域経済活性化・効果実感臨時交付金）、これはですね、今國仲昌二議員がおっしゃったように、財政

力が弱いという市町村に一応重点的に配分されるということになっております。この予算の内容について

は、Ｂ＆Ｇの解体の委託料及び佐良浜、伊良部学校給食調理場の解体工事、それとキャンプ誘致促進事業

における予算となっております。 

  次に、住宅・ビルの革新的省エネ技術導入促進事業補助金については、これは経済産業省のほうから補

助メニューがありまして、城辺庁舎のクーラーと照明ですね、それを補助メニューでできないかというこ

とで、今一応申請をしてあります。この事業に対して大体予算が約7,400万円かかりまして、そのうちの

2,000万円余りが補助メニューとして金額が査定されております。これ５カ年間リースということで一応組

んであります。ただ、補助が確定しない場合には、またこの予算については再度検討していきたいと思っ

ております。これは、補助が確定した段階で事業を実施したいという計画をしております。 

  次に、25ページの漁港建設費1,590万円の財源振りかえでありますけど、これは歳入の中で、13ページの

中で農林水産業債ですね、この事業、マイナス9,290万円となっておりますけど、これは普通交付税に算入

されない借り入れ先がその事業でありましたので、これを交付税でバックがなければ単費で一応持とうと

いうことで、財源振りかえをしております。借金をしても75％交付税のバックはありませんので、それで

いわば一般財源で充てたとしても、いわば交付税の歳入がありませんので、同じになりますので、これに

ついては一般財源のほうで振りかえ財源としてあります。いわば借り入れをしたとしても交付税で歳入に

入っていないという事業でありましたので、それについては財源振りかえをするということです。 

  次に、給与の改正についてお答えしたいと思います。 

  議案第50号、宮古島市職員の給与に関する条例及び宮古島市職員の修学部分休業に関する条例の一部を

改正する条例に関しては、勤務１時間当たりの給与について、労働基準法に基づいた計算方式によると、

理由であります。 

◎総務部次長兼総務課長（砂川一弘君） 

  議案第50号、宮古島市職員の給与に関する条例及び宮古島市職員の修学部分休業に関する条例の一部を

改正する条例と議案第51号、宮古島市職員の高齢者部分休業に関する条例の一部を改正する条例の違いで、

議案第51号は法改正に伴うものですけども、議案第50号はなぜ法改正に伴わないものじゃないんですかと

いう話ですけども、まず議案第50号につきましては、これまで１時間当たりの勤務時間の算定方法につき

まして、年末年始、それから祝祭日を含んだ形での計算方法がとられておりました。これにつきましては、

沖縄県が労基法に基づいた計算方法に改めておりまして、４月から施行されております。 

  次に、議案第51号につきましては、第２条と第３条の改正になります。第２条の部分が法の改正に伴う

…… 

                 （議員の声あり） 

◎総務部次長兼総務課長（砂川一弘君） 

  議案第50号はそういうことでの改正ということになります。 

◎生活環境部長（平良哲則君） 
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  議案第39号、平成26年度宮古島市一般会計補正予算（第２号）の19ページ、その中の国民年金事務費で

593万5,000円の補正をしてあります。これは人件費でありまして、平成25年度に年金担当者に定年退職者

がおりました。平成26年度当初、予算計上していなかったもんで、今回の補正ということであります。 

  次に、21ページ、環境衛生費で２億2,000万円の補正をしてあります。これは、上野新里地区の旧清掃セ

ンターの解体撤去工事でありまして、当初一括交付金を活用して予算化してありましたが、この一括交付

金での予算執行ができないということでありまして、２款総務費、１項総務管理費、16目沖縄振興特別推

進費の予算計上を補正減しまして、新たに４款衛生費、１項保健衛生費、３目環境衛生費の中に新たに予

算計上したということであります。 

◎農林水産部長（村吉順栄君） 

  議案第39号、平成26年度宮古島市一般会計補正予算（第２号）の22ページ、農地費の２億8,000万円余の

大型補正があるとの質疑でございましたが、この事業は団体営圃場整備事業に係る補正でございます。今

年度、団体営では10地区整備を実施します。その中で、当初予算では事業費、事務費を合わせ７億800万円

余の予算計上でございましたが、その後、県とのヒアリングの中で追加配分がございまして、同じ10地区、

地区は同じですが、事業費の増額配分がございまして、これが９億6,500万円余ということで、今回の補正

をお願いしているところです。 

◎建設部長（下地康教君） 

  まず、１点目は議案書の33ページ、平成25年度繰越明許費繰越計算書、８款土木費、３項都市計画費で

ございますね、と５項港湾空港費の３つの項目、つまり沖縄振興公共投資交付金事業（旧地活金）とバリ

アフリー基本構想計画、それと臨港道路伊良部島線（社会資本整備総合交付金）、その３つが去った３月

定例会の繰越明許の資料に載っていなかったということで、これはどういうことかというご質疑だと思い

ますけれども、これは我々のほうもですね、漏れということでご理解いただきたいというふうに思ってお

ります。 

  次に、議案第39号、平成26年度宮古島市一般会計補正予算（第２号）の29ページでございまして、これ

空港管理費の県からの支出金が減額、それと一般財源が797万5,000円増額されているということでござい

ますが、空港課の業務は県からの委託業務ということでありまして、例年どおりの作業がほぼ大体決まっ

ておりまして、ほぼ前年度の予算を踏襲しながら当初予算を組んでございます。その後ですね、県からの

委託費の通知がなされますので、どうしてもその辺の過不足といいますか、違いが発生してきます。今回

は、県からの委託業務の予算が2,329万4,000円減ということで、我々のほうも一生懸命努力をしまして、

その分いろいろ節約しましてですね、それに足らない分を一般財源で補正をするということでございます。 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  答弁は終わっていると思いますけど、まだありますか。答弁漏れがありますか。 

                 （議員の声あり） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  休憩しますか。 

                 （「休憩お願いします」の声あり） 

◎議長（眞榮城德彦君） 
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  休憩します。 

                                     （休憩＝午前10時55分） 

  再開します。 

                                     （再開＝午前10時56分） 

◎総務部長（安谷屋政秀君） 

  これは、議案第39号、平成26年度宮古島市一般会計補正予算（第２号）の13ページですね、その中で補

正が減額をされております、農林水産業債。これはですね、借り入れ先が県振興基金ということで、これ

普通交付税の措置がない、沖縄県市町村振興基金借り入れということで、交付税の措置がないということ

で、これは一般財源に財源を振りかえてあります。 

  それと、ふるさとまちづくり応援基金積立金、これ２月から３月までの１件分となっております。今基

金としましては、約5,200万円ほど一応基金としては積み立てております。それについては、いろいろソフ

ト事業等について、財源等については今後考えていきたいと思っております。 

◎國仲昌二君 

  再質疑をしたいと思います。 

  まず、財産区の特別会計について、私はこの議案の順番でいくと、議案第44号、平成26年度宮古島市平

良字久貝財産区特別会計予算、議案第45号、平成26年度宮古島市平良字松原財産区特別会計予算を、特別

会計予算が成立したというときに、まだ議案第47号の宮古島市財産区特別会計条例が制定されていないん

ですけれども、それでよろしいんですかということを聞いたつもりですので、その辺の、そこを踏まえて

お答え願いたいと思います。 

  それから、繰越計算書の報告についてですけれども、３月定例会に要求したときにはちょっと漏れてい

たということなので、できればですね、議会のほうに提出するのは正確を期していただきたいと思います。 

  それから、がんばる地域交付金（地域経済活性化・効果実感臨時交付金）、議案第39号、平成26年度宮

古島市一般会計補正予算（第２号）の９ページですね。これは、どういう事業に充当するとかということ

じゃなくて、この事業の交付対象としては実施計画を策定する市町村、括弧書きで、財政力が弱い団体へ

重点化とあるんですけれども、この財政力が弱い団体という定義はどういう定義なのかということを質疑

したつもりですので、そのほうの答えもお願いします。 

  あと、21ページの宮古清掃センター解体事業、これ２億2,000万円を一般財源ですね。この解体工事とい

うのは、当初予算に計上されているんですね。県支出金が１億7,600万円、一般財源で4,400万円、合計２

億2,000万円ですね。今回は、一括交付金が充当できなかったということで、一般財源という話があったん

ですけれども、この当初予算はどこに行ったんですかね。これは、減が計上されていないように思うんで

すけども、ちょっとそこら辺の説明もお願いします。 

  あと、これ最初にも質疑したんですけれども、22ページの農地費の地方債の減、7,700万円の減をお願い

します。 

  次にですね、25ページの漁港建設費のですね、財源振りかえ、これを何か13ページの歳入のほうで質疑

しているんですけど、そうじゃなく、何か交付税算入がないとかいう話をしているんですけど、これ交付

税の算入がない事業なので、一般財源、要するに起債やめて、一般財源に振りかえるという考えでよろし
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いですか。それでよろしい。わかりました。 

◎総務部長（安谷屋政秀君） 

  予算が先で条例が後かということで一応質疑受けたと思いますけど、これについては予算のほうが最初

に来るということで、そういう議案の組み方をしております。まず、予算を先に組んで、条例を後に持っ

てくるという今までの流れの中で組んでおります。原則としましては、本来でしたら条例を先にして、そ

の後に予算化するというのが順序だと思いますけど、まず予算については最初に予算議案からやって、次

に条例議案をやるという流れにつくってあります。 

  それと、財政力が弱いという質疑については、財政力指数が0.3以下の市町村を指しております、基準で

は。財政力指数の0.3以下の市町村を指しております。 

◎企画政策部長（古堅宗和君） 

  宮古清掃センター解体工事について、予算についてお答えいたします。 

  ２億2,000万円の一括交付金減にかかわるものですが、議案第39号、平成26年度宮古島市一般会計補正予

算（第２号）の16ページに解体工事の委託料の1,000万円の減、それから17ページに解体工事の工事請負費

の２億1,000万円の減がのせてございます。この減の分がどこに行ったかというご質疑だったと思うんです

が、その減の分につきましては、同じように16ページ、17ページのですね、一括交付金のそれぞれの事業

に振り分けて、増額になっているものもございます。それから、一方で16ページの委託料の下のほうにご

ざいます宮古島市スポーツ施設機能向上事業（沖縄振興）ですとか、それから17ページにも同じように宮

古島市スポーツ施設機能向上事業（沖縄振興）がございます。こういった事業が新しい事業で入ってきて

ございます。それから、負担金補助及び交付金、これが新しくですね、これまで一般財源からの振りかえ

ということで一括交付金に入れてございます。そういったもので２億2,000万円が一括交付金の減の分をそ

ういうところに振り分けたということでございます。 

◎総務部長（安谷屋政秀君） 

  繰越明許費については、これ12月、３月にも行われておりまして、報告については、これは確認してい

ただければ、漏れはないと思いますけど、再度確認してもらいたいと思います。 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  休憩します。 

                                     （休憩＝午前11時06分） 

  再開します。 

                                     （再開＝午前11時06分） 

◎國仲昌二君 

  どうも多岐にわたりありがとうございました。 

  農地費の件についても先ほどの交付税の絡みということで理解してよろしいですかね。わかりました。 

  それで、じゃちょっと１件だけ。私、最初に質疑したんですけど、国民年金事務費でですね、一般財源

で人件費が600万円近く計上されているんですけど、これ法定受託事業、いわゆる国の事業でですね、国か

らもちゃんと負担金として出ているものですので、これは余り一般財源で職員を配置するというのはふさ

わしくないと思うんですけれども、これについて一言だけ、この件についてだけ再度お伺いしたいと思い
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ます。よろしくお願いします。 

◎生活環境部長（平良哲則君） 

  国民年金事務費の国からの支出金というのは額が決まっております。今年度は567万6,000円というふう

に国からはありまして、それ以外は市の一般財源を活用するというふうになっております。 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  ほかに質疑はありませんか。 

◎亀濱玲子君 

  何点か質疑をさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

  まずは、議案第39号、平成26年度宮古島市一般会計補正予算（第２号）の21ページをお願いいたします。

今國仲昌二議員も質疑されましたけれども、環境衛生費の２億2,000万円が、宮古清掃センターの解体費が

一般財源で丸々のっていると。今の説明でいくと、ほかに振り分けて交付金を使ったんだということにな

っていますけど、こんなふうに何かまるで議会が追認機関のような形で、当局のやりたいような形でいく

というのは、議会は責任持てないですよ。これは、例えばなぜ交付金がこういう形になったのかという説

明がなければ、これは当局の見積もりが、見通しが甘かったということになるわけで、これがなぜ交付金

で予定したのができなかったのか、大き過ぎますよ。一般財源で、当たり前みたいに一般財源に入れて計

上していますけれども、これはやっぱり議会はきちっと審議をして、交付金でということで通してきたわ

けですから、これがなぜ交付金で通らなかったのか。それは、当局のやっぱり計算あるいは見通しが甘か

ったのではないかというふうに思いますので、これについてはなぜ交付金が通らなかったのか、なぜこう

いう形になったのかをもう一回きちっと説明してください。 

  ２点目です。同じ21ページの総合福祉保健センター建設事業費の委託料ですけど、これは当初の予算で

衛生費で同じように、何か事務だったか何だかの委託料が2,000万円余計上されていたと思うんですが、そ

れとの兼ね合いを教えてください。これについては、実は市民からの保健センターについての陳情書が上

がっています。今度の議会運営委員会で、その陳情書が総務財政委員会に付託されました。それなぜかと

質疑をしたら、振興開発プロジェクト局が担うのだというふうなことでした。今補正を見ると、衛生費と

して上がっていると。この兼ね合いはどうなんですかと、どこが持つんですかということが２点目。この

予算、当初予算と今の補正予算の中身は何かというのが１点目。そして、健康増進課と振興開発プロジェ

クト局、どこが主体になってこれを進めるのかというのが２点目ですね。これをはっきりしていただきたい｡ 

  そして、実は非常に混乱を招いているのは、新聞で、もとのＮＴＴの予定地が総合福祉保健センターだ

というふうに新聞に報道されました。そういうふうなイメージで市民は受けとめていたわけですね。そう

すると、市長の施政方針では市民総合健康保健センターですかね、これは（仮称）というふうに出ました。

今回の３月の当初予算では、健康センター新築という形で出ました。今回は（仮称）がないわけですから、

これが正式な名称として、今後これを使っていくということなのかですね、これを３点目、お答えいただ

きたいと思います。 

  続いて、23ページにですね、農山漁村活性化対策整備事業の中に補償、補填及び賠償金というのが入っ

ています。これは、どういう事業について、どういう内容があったので、補償、補填及び賠償金が発生し

ているのかということをお答えいただきたいと思います。 
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  続いて、36ページ、体育館施設管理費について、キャンプ誘致促進事業の工事請負費が1,130万円計上さ

れておりますけれども、これについてはどういう内容なのかを教えていただきたいというふうに思います。 

  続いて、議案第42号、宮古島市農漁業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）の７ページに工事請負

費が計上されておりますけども、この中身について教えていただきたいというふうに思います。 

  続いて、議案第41号、平成26年度宮古島市港湾事業特別会計補正予算（第１号）ですが、これについて

も、６ページですね、工事請負費が計上されておりますけれども、これの中身について教えていただきた

いと思います。 

  最後になりますけれども、繰り越しについてはまた細かく後で伺うことにして、１つですね、報告第７

号、平成25年度宮古島市公共下水道事業特別会計予算繰越明許費繰越計算書の報告について、ページで言

うと提出議案書の35ページですね、これに公共下水道事業の下水道建設費が大きな額で繰り越しがなされ

ておりますけれども、これはどういう内容の事業で、なぜ繰り越しになっているのかということをご説明

いただきたいと思います。 

◎副市長（長濱政治君） 

  議案第39号、平成26年度宮古島市一般会計補正予算（第２号）の21ページ、２億2,000万円の宮古清掃セ

ンターの解体工事です。３月の時点で、一括交付金でというふうなことを話しました。これですね、国と

県のほうで、この一括交付金でお願いしたいということの調整をしてまいりました。しかしながら、どう

しても一括交付金ではできないというふうなことになりまして、それでしかしながらこの施設は既に老朽

化していて、何かあった場合に倒壊したりして、ダイオキシンが出たりするのもこれは大変だということ

から、また議会でも何度か早く解体するようにという話がございましたので、一括交付金で何とかと思い

ましたけれども、調整ができずに、今回財源振りかえということになっております。一括交付金でできな

かったのは本当に残念だと思っております。 

◎振興開発プロジェクト局長（友利 克君） 

  ３点ほどでした。保健センターの委託料、2,000万円という質疑でございましたけど、私今確認したとこ

ろ、旅費が28万4,000円、それから委託料が50万円ということになっています。先にですね、振興開発プロ

ジェクト局と、それから健康増進課、どちらが主体になるかということでありますけども、一応保健セン

ターの整備ということで、振興開発プロジェクト局が主体となる。ただ、最終的に使用しますのは健康増

進課でございますので、お互い連携をして取り組んでいくということになっています。健康増進課といい

ますか、旅費のほうの28万4,000円、これ今さっき申し上げましたように、連携して取り組んでいくわけで

すから、いろんな視察でありますとか、そういった旅費として健康増進課で組んでいると。委託料につい

ては、ちょっとまだ確認ができておりませんので、これは後ほどまた確認をしたいと、報告したいという

ふうに思います。 

  それから、正式な名称ということでございますけども、基本的には保健センター、保健施設ですね、を

中心とした施設の整備というふうに考えておりまして、名称の変更は今後あろうかというふうに思ってい

ます。 

◎上下水道部長（砂川 嚴君） 

  議案第42号、平成26年度宮古島市農漁業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）の工事請負費はどう
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いう事業かということでありますが、現在ある比嘉地区のですね、改修工事でございます。 

  あと、報告第７号、平成25年度宮古島市公共下水道事業特別会計予算繰越明許費繰越計算書の報告につ

いての公共下水道事業の繰り越しについてお尋ねでありますが、区画整理事業の竹原地区の設計変更に伴

いまして工期がおくれましたので、この繰り越しでございます。 

◎農林水産部長（村吉順栄君） 

  議案第39号、平成26年度宮古島市一般会計補正予算（第２号）の23ページ、22節の補償、補填及び賠償

金の50万4,000円計上してございますが、先ほど國仲昌二議員にもお答えしましたが、この補正予算は団体

営圃場整備事業に係る補正でございます。圃場整備をする中で電柱移動が出てきますので、電柱移転の分

でございます。 

◎生涯学習部長（垣花徳亮君） 

  議案第39号、平成26年度宮古島市一般会計補正予算（第２号）の36ページでございます。体育施設管理

費のキャンプ誘致促進事業、これは委託料と工事請負費の２つに分けてご提案をしております。委託料は、

市民球場の芝の管理委託でございます。 

  それから、工事請負費は、まず３点、工事請負費に今回予定をしております。まず、１点目は市民球場

がちょっとでこぼこで地盤沈下しているところがありますので、そこの不陸工事でございます。それから、

２点目が市民球場のバックスクリーンの塗装工事、どうもキャッチャーからボールが見えにくいという、

レフトからの、外野からの返球が見えにくいという指摘がございまして、そのバックスクリーンの塗装工

事でございます。それから、３点目に屋内練習場の雨漏り補修工事、この３件でございます。 

◎建設部長（下地康教君） 

  まず、議案第41号、平成26年度宮古島市港湾事業特別会計補正予算（第１号）の６ページのほうで、ま

ず運営費の中で工事請負費の622万5,000円の内訳はどういうものかということでご質疑でございましたん

ですけれども、まずこれはＳＯＬＡＳ条約の遵守に伴うフェンス取りつけ工事及びスピーカー、拡声機で

すね、それの設置工事というふうになります。つまり第１埠頭に今現在南西海運の船が着いているんです

けれども、これが今回新造船をつくるということで、船が大きくなります。そうすることによりまして、

ＳＯＬＡＳ条約に制限がかかってくるという形になりますので、それに伴う施設の整備費という形になり

ます。 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  休憩します。 

                                     （休憩＝午前11時22分） 

  再開します。 

                                     （再開＝午前11時23分） 

◎振興開発プロジェクト局長（友利 克君） 

  先ほどの当初予算の50万円の委託費の件です。これはですね、新しい保健センターの整備に係る予算で

はなくて、上野の保健センターの取り壊しに係る諸物品処分費ということで50万円を計上しているという

ことでございます。 

◎亀濱玲子君 
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  再度質疑をさせていただきます。 

  まず、議案第39号、平成26年度宮古島市一般会計補正予算（第２号）の21ページですけれども、副市長

お答えいただきましたけど、その今までの副市長がお答えいただいている経緯は私たちはわかっていて、

当然早目にしたいわけです。もちろん市民の安全のためにもあれは早目に、老朽化している炉は危険です

から、解体したい、それで通したんです。私が聞いているのは、どういう理由で通らなかったのかという

ことをお聞きしているわけです。調整ができなかったということをお聞きしているわけではありません。

それは、これまでに答えていただいていますので、例えば国や県と調整したけど、どういう理由でこれが

通らなかったのかということがわかりましたら教えていただきたいというふうに思います。 

  それと、同じく同じページの総合福祉保健センターですけれども、これは局長が新しく局長になられた

ときの新聞インタビューでもはっきり福祉という言葉を入れて、総合福祉センターとか、そういう言葉を

入れて、これに大きく意欲を示すというようなことで書かれていました。これが例えば保健センターだけ

になるのか、福祉も入れての総合センターになるのかというのは、市民の期待にとっては大きな違いがあ

るわけです。この間、市民が市民の声を反映してほしいというふうに窓口に行ったときに、例えば生活環

境部、健康増進課に行ったら、いやいや、うちでは、また福祉部に行ったら、いやいや、うちでは。局長

のところに行っても、いやいや、まだまだできていません。ここまで来ていません。こういう形で、きち

っといいものをつくるための市民に周知をするというのに、ころころと名前が変わっていくのでは、これ

は何をつくろうとしているかわからないわけです。せっかくつくるのに、保健センターの建てかえだけで

すよというのは、余りにもこれは知恵がないんじゃないですかというのがあって、それに市民は関心を示

しているわけですから、これについてはしっかり市長の施政方針の意思も反映して、しっかりと保健も福

祉もという意味での名前で、こういうふうにして補正でも上がってきているわけですから、それはそのよ

うにして、きちっと名前、名称を整えていっていただきたいというふうに思います。これについては、も

う一度ご答弁をいただきたいというふうに思います。 

  それと、36ページ、今生涯学習部長がお答えいただいたキャンプ誘致促進事業の工事請負費が市民球場

だということがわかりました。これは、これまでも私たちも何度か、うねって波打つんだと、あそこはど

んなにしても、下に廃材とか、瓦れきや何かを入れてある場所を埋め立てたので、どうしても波打ってく

るんだというようなことでした。このたんびにこうやって一般財源を繰り込んで、入れ込んで、やり続け

ていくのかということですよね。なので、例えばこれを、前も総務部長が担当だったときに説明をいただ

いたんですけど、きちっと根本的に地盤を直すということが長い目で見たときに必要なのかということも

含めてですね、これがこうやって毎回毎回一般財源を入れ込んで修正していくというような考えなのか、

もっともっと根本的にこれを直していくことが、例えば一括交付金がこういうのに対象になるのかですね、

そういうことなんかもきちっと考えていかないと、何かでこぼこになったから、埋める、うねったから、

埋めるみたいなことをずっと繰り返してきているように思うんですよね。なので、これについてどういう

お考えかということをお聞かせ願いたいと思います。 

◎副市長（長濱政治君） 

  国と県とのどういう調整だったかというふうなことです。国、県の話はですね、これを壊して、準天頂

衛星システムをつくりたいというふうに私どもは申し上げたんですね。そしたら、だったらその準天頂衛
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星システムをつくる人たちにその費用を出させなさいということでした。 

◎生涯学習部長（垣花徳亮君） 

  確かに議員ご指摘のとおり、年々地盤沈下したり、施設も老朽化してきております。これから一括交付

金の対象になるかどうか、まだわかりませんけども、新しい市民球場建設に向けての検討していきたいと

いうふうに思いますんで、どうぞよろしくお願いします。 

◎振興開発プロジェクト局長（友利 克君） 

  福祉機能も備えた施設整備であったはずだということでございますけども、施政方針等も確認しており

ますけども、施政方針の中では市民総合健康保健センターということになっております。私が福祉という

文言を加えたということであれば、訂正したいというふうに思っております。私一人でこういう大それた

計画ができるわけでありません。あくまでも私は保健センターの整備ということで命を受けているところ

でございます。今後の名称の統一性もですね、含めて検討していきたいというふうに思っています。 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  休憩します。 

                                     （休憩＝午前11時30分） 

  再開します。 

                                     （再開＝午前11時30分） 

◎亀濱玲子君 

  ありがとうございます。お答えいただきました。むしろ私は今振興開発プロジェクト局長の答えたこと

に対して、むしろもっと市民の使い勝手、たくさんの人が使えるように、ふやしてほしいという意味で、

もっと広げてほしいという意味なんで、何も縮小して統一しましょうというようなことをお考えにならな

いで、もっと市長と調整していただきたいというのがこれ希望１点。 

  それと、さきに副市長がお答えになった準天頂衛星システムというのがにわかに出てきて、それとバー

ターして、いかにもその事業が進むのだというような、そういうような行政の進め方を私はやっぱり反省

すべきだというふうに思うわけですよ。議会は、真面目に議論をして、予算を通します。それが次の補正

予算では全く違う形で、一般財源から２億円余まで出しましょうといったら、それどうやって調整してい

くんですかということを今まさに問われているんだというふうに思うんですよね。なので、これについて

は、この進め方ということに関して当局に一言いただきたいというふうに思います。 

◎副市長（長濱政治君） 

  一括交付金という交付金の性格自体からしてですね、常に交渉して、やりとりしながらやるというもの

になっておりまして、できるだけ一括交付金でやりたいというふうな進め方というふうなものが、これが

確約できるものではないということをぜひ先にまずご理解していただきたいと思います。それで、これま

で例を見ないような交付金の出し方ですので、この一括交付金というものが、ですからいろんな事業を書

いて、計画して、これを出して、それでまたやりとりが何度もあるんですね。何度も何度もあって、それ

で国のほうも会計検査が入りますんで、簡単にはオーケーとは出さないというところがありまして、今回

の件は私ども、確かに甘いと言えば甘かったかもしれません。しかしながら、これで何とかやりたいとい

うことを、これで上野の宮古清掃センターの解体がですね、できるというふうに考えて進めてきたわけで、
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本当に国とのやりとりの中でどうしてもできないということになったということをご理解いただきたいと

思います。 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  ほかに質疑はありませんか。 

◎上里 樹君 

  私からは３点お伺いしたいと思います。 

  まず、１点は議案第54号ですね、土地の取得について、これ松原と久貝の両方計上されていますけども、

これに伴って条例の制定等いろいろあります。そこで、いわゆる自治会の所有している土地ですから、売

買に当たっては自治会で総会を開いたものと考えます。その自治会総会において、住民の同意は全会一致

だったのか、それとも反対もあったのか、その経緯をお伺いします。 

  それから、ただいまの一般会計補正予算、議案第39号、平成26年度宮古島市一般会計補正予算（第２号）

の21ページなんですが、この２億2,000万円のいわゆる４款衛生費、１項保健衛生費の３目環境衛生費で補

正額が上がっていますけども、この経緯を見たときに、一括交付金の性格上、国が安易にオーケーを出す

もんではないと。しかし、皆さん12月定例会が終わって、年を明けて、１月早々の臨時会でこれだけの一

括交付金の予算計上したんですよね。準天頂衛星システムを導入すれば一括交付金が活用が可能と明快に

そのときは答弁なさっていました。本来でしたらもっと早く計上しようとしたけども、提案しようとした

けども、国からストップがかかったのか、私の記憶も曖昧ですので、早まらないでほしいということを受

けて、12月に閣議決定を受けて、一括交付金で可能だと確証を得て計上したとおっしゃったじゃないです

か。だから、異例の１月の臨時会という中で、國仲昌二議員もそのとき質疑していますけども、そういう

経緯を、本来だったら一般財源で単費を充てる以外にない、巨額を要するこの撤去費用を一括交付金で撤

去が可能だと、だから理解してほしいというのがそのときの説明でした。副市長がおっしゃるように、一

括交付金の性格上、安易に国が認めるもんではないと。慎重の上に慎重を期して、１月というそのときに

臨時会を開いた。そうですよね。そこで、そういう説明では納得できませんので、もっと詳しい説明を求

めます。あわせて、準天頂衛星システムは今後どうなるのか、それについてもお伺いします。 

  もう一点、22ページの農地費、これもかなりの額の補正になっていますけども、こういう補正が６月で

出てきて、本当に職員も減らされていく中で、どんどん事業費がふえていく、これが本当にそれでいいの

かなという心配があるんですよ。ですから、この事業を本当に繰り越しすることなく、年度内におさめる

ことができるのか、疑問です。それなりに頑張っていただきたいと思いますけども、それを受けるに当た

っての決意というんですか、経緯をお伺いします。 

◎農林水産部長（村吉順栄君） 

  今回農地費に２億8,000万円余の補正をお願いしているところですが、所管課としましては、職員が減ら

される中で非常に厳しいとは認識しております。ただ、圃場整備に関してまだ60％にも達しておりません。

できるだけ早く圃場整備を推進するという立場からも、国、県からの配分があった事業については極力受

け入れして、実施していきたいと思っております。その中において、繰り越しがないかという話がござい

ましたけど、繰り越しは原則やらないようにしております。ただ、農家との作付調整ですね、これができ

ない部分が出てきます。というのは、今植えつけしてあるキビについて収穫した後で整備してほしいとい
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う農家からの要望もございますので、その場合についてはやはり繰り越しは出てきます。ただ、原則とし

て繰り越さないように進めてまいりたいと思っております。 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  休憩します。 

                                     （休憩＝午前11時40分） 

  再開します。 

                                     （再開＝午前11時41分） 

◎副市長（長濱政治君） 

  １月の臨時会で計上した予算は、解体するための調査費用ですよね。２億2,000万円そこで入ったという

わけではないですよね。その辺をちょっと確認させてください。ですから、１月でやったというのはいわ

ゆる調査費です。そして、３月の当初予算で２億2,000万円というふうなものを出してまいりました。一応

国のほうは、その時点で全て精査しているわけではないんですね。新しく新年度になって、交付申請を要

求するんですよ。そこで初めて国等の調整が始まるということになります。ですから、流れ的にはそうい

う流れになりますので、一括交付金の制度を活用するに当たってはこのような流れでしか対応できないと

いうことがございまして、ほかの市町村でも一応計上して、できないというふうなものなども結構出てお

ります。これは、これまでにない一括交付金という制度のあり方として、このような形しかとれないとい

うことでございますので、ご理解いただきたいと思います。 

  準天頂衛星システムはですね、予定どおり今話は順調に進んでいるという報告を受けております。 

◎振興開発プロジェクト局長（友利 克君） 

  久貝、松原の総会における意見の状況ということでございますけども、５月14日に両自治会とも総会を

開いております。両自治会とも全会一致であったというふうに聞いております。 

◎上里 樹君 

  再度お伺いいたします。 

  議案第39号、平成26年度宮古島市一般会計補正予算（第２号）の21ページ、歳出の４款衛生費、１項保

健衛生費、３目の環境衛生費の関係ですけども、私の質疑で１月で補正を組んだという間違った質疑をし

ましたけども、私も訂正いたします。いわゆる委託調査費ということで、２億円を計上したのは当初予算

です。そういう経緯がありましたけども、いわゆるその臨時会の中での質疑で、国の情報として、閣議決

定後にしてほしいという、そういった判断をして、臨時会に提案をしたという経緯がありましたよね。単

費を出す、そういうところを一括交付金でできると、それがメリットだと國仲昌二議員の質疑にお答えに

なっています。一体この情報というのはどこから出て、誰から話があって、そういう準天頂衛星システム

をつくるという、それと一括交付金を使う話になったのかどうか、その経緯をもっと詳しくお聞かせくだ

さい。 

◎副市長（長濱政治君） 

  準天頂と一括交付金ということですよね。これは、準天頂という話が去年ですね、入ってまいりました。

時期的なものはちょっと覚えておりませんが、たしか７、８月ごろだったと思います。調査を彼らはやり

たいと、そしてできれば市の土地につくらせてくれないかという話で、市の土地じゃないところも含めて、
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幾つか候補を出しました。そして、彼らはその調査をして、その中でこの上野が一番適地であるというふ

うなことの調査結果が出たということで、宮古清掃センター解体後の跡地を使わせてほしいということで

した。それで、だったら何とか一括交付金でこれを解体して、そこに準天頂というシステムをつくってい

ただこうということで、それで国と調整をかけてきたわけです。ところが、一括交付金では採択されませ

んでした。それで、しかしながら準天頂は順調に進んでいるということで、この解体はまた避けられない

状態だということで、また古い施設でもありますし、これをできれば早く解体してほしいという議会から

の要望も、質疑もたくさんございました。それを踏まえまして、今回の一般財源で取り壊すというふうな

判断をして、補正予算に財源振りかえということで計上しているところです。 

◎上里 樹君 

  ただいまの説明でも納得ができないんですよ。いわゆる１月の臨時会という異例の対応ですよね。です

から、一括交付金でできるから、単費２億円余りを一括交付金で賄えるメリットを強調しました。危険だ

から、住民から撤去要求があるから、議会からも要求があるからと、これは以前からの話ですよね。そう

であるのなら、降って湧いたようなそういう準天頂衛星システムと、なぜそれを一括交付金と一緒に進め

ようとなさったんですか。行政のプロとおっしゃいますけども、余りにも安易だと思うんですよ。一体誰

から話があったんですか。お聞かせください。いわゆる臨時会で、12月で補正予算を計上しようとしたけ

ども、閣議決定がまだだから、待ってほしいと、12月の末に閣議決定をしたので、１月の臨時会になった

という経緯を私は記憶していますが、それが間違いであれば、訂正するかどうか。そういった詳しい説明

のもとに進められてきた事業なんですね。その閣議決定の話も踏まえて、間違いなしという判断を皆さん

は判断なさったと思うんです。12月の補正をしようという経緯もあったということから鑑みて、そこら辺

の、だから納得のいく説明をお願いします。 

◎副市長（長濱政治君） 

  閣議決定というふうなものは、この準天頂の話を持ってきた方が話しておりました。そして、そういう

中で、じゃ実際に補正予算でその調査費を出さないと、この解体までに間に合わないということでした。

それで、補正予算をお願いしたところです。そして、その解体費用としては一括交付金を充てたいと、こ

れができるはずだというふうに考えて、一括交付金の予算計上を当初予算で行い、そして一括交付金でや

るべく国と県と調整に入って、先ほどから申し上げておりますとおり、認められなかったということでご

ざいます。 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  ほかに質疑はありませんか。 

◎上地廣敏君 

  二、三確認も含めて質疑をしたいと思います。 

  まず、議案第41号、平成26年度宮古島市港湾事業特別会計補正予算（第１号）の６ページをお願いしま

す。１款総務費、１項総務管理費の１目運営費の中の13節の委託料、この中で港湾事務費の委託料1,367万

8,000円、補正が計上されておりますけれども、せんだっての全員協議会での提出議案事前説明のときにで

すね、この中身を伺ったところ、弁護士費用が90万円、裁判費用含めて270万円、それから競売といいます

か、それでこの倉庫、建物を買い取る費用がおよそ1,000万円、締めて1,367万8,000円を見込んでいるとい
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うふうな説明がございました。この委託料で、例えば弁護士費用、裁判費用などは委託料で計上していい

と思いますけれども、要は競売で取得する財産、倉庫のおよそ1,000万円の費用、これ委託料で取得できる

のか。私は、むしろ17節の公有財産購入費で計上すべきではないのかというふうな疑問がありますけれど

も、まず初めにその点１点をお伺いしたいと思います。 

  それから、議案第39号、平成26年度宮古島市一般会計補正予算（第２号）の中でですね、歳出、35ペー

ジ、これは10款教育費、５項社会教育費の６目文化振興費でありますけれども、410万円の補正減がされて

おります。これは、いわゆる歳入のほうでみやこじま青少年国際音楽祭の補助金が220万円減額をされてい

ると、国県支出金がですね。220万円減額されたために、歳出でその約倍の410万円が補正減になったとい

うことになると思いますけれども、その辺の説明をお願いしたいと思います。 

  それから、同じく一般会計補正予算の37ページのですね、上水道事業出資費でありますけれども、説明

によりますと上水道合併特例事業補助金1,110万円ということで補助金が計上されておりますけれども、こ

れはどこに支出をしていくのかですね、この補助金をですね、どこに支出をするのか、お尋ねをしたいと

思います。 

  それから、最初に國仲昌二議員が質疑をしておりましたけれども、財産区に関係する部分でありますが、

先ほどの総務部長の答弁では、議案第44号、平成26年度宮古島市平良字久貝財産区特別会計予算、議案第

45号、平成26年度宮古島市平良字松原財産区特別会計予算、これは財産区の特別会計予算でありますけれ

ども、これまでの慣例として、いわゆる予算のほうを先に、提出議案の並べかえ、順序だと思いますけれ

ども、予算のほうを先にして、条例についてはその次に持ってくるんだというふうなことでありますが、

ただ國仲昌二議員もおっしゃっておりましたけれども、これを議決する場合にですね、特別会計の設置条

例をないままに予算を先に議決をするのかという疑問が私もあります。したがって、特別会計の設置条例、

いわゆる特別会計設置するという条例、これ議案第47号であります。先に議案第47号、宮古島市財産区特

別会計条例の制定についてを議決をすると、その後に特別会計の予算を議決をしていくという順序のほう

がよろしいんではないのかというふうに思いますけれども、それについての答弁をよろしくお願いいたし

ます。 

◎生涯学習部長（垣花徳亮君） 

  議案第39号、平成26年度宮古島市一般会計補正予算（第２号）の35ページ、文化振興費の委託料でござ

います。文化芸術による地域活性化事業410万円の補正減でございます。これ、これまで文化庁にみやこじ

ま青少年国際音楽祭を開催したいということで補助金の申請を行ってきておりました。ところが、平成26年

４月１日付で文化庁から不採択の通知が来ております。その理由としては、全国から応募件数が多くて、

予算額を上回っており、外部有識者等による審査会の結果、採択に至らなかったということで、文化庁か

らの予算が220万円減になりまして、市の補助金もそれに伴って190万円の予算減となっています。ちなみ

に、みやこじま青少年国際音楽祭は、順調に実行委員会が企業協賛の協力を得て開催をしております。 

◎総務部長（安谷屋政秀君） 

  条例議案を先にすべきじゃないかとのご指摘ですが、それは思います。これについてはですね、委員会

の中で先議案件として審議を先に進めていただきたいということで議会の皆さんにお願いしたいというこ

とになると思います。今後これについては条例議案が先に来て、予算議案は後にするというの、これやは
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り本来の形になると思いますので、それについては、今回については先議案件として一応審議をしていた

だきたいというお願いしたいと思います。 

◎建設部長（下地康教君） 

  まず、議案第41号、平成26年度宮古島市港湾事業特別会計補正予算（第１号）の委託料の件でございま

すが、その中に内訳としまして競売に関する費用をなぜ委託料で組んでいるのかと、公有財産取得に関す

る費用になるのではないかというご質疑だったと思います。 

  まず、この件に関しまして平成24年の９月27日にですね、造船所に対して土地の明け渡しと支払いがで

すね、我々に対して、市に対して支払うように判決が出ております。それで、私どもはその明け渡しと支

払い命令の判決を受けましてですね、直ちに退去してくださいという申し入れをしております。それで、

なかなか退去ができないと、また退去しないということでございまして、今回の裁判、強制執行の申し立

てによる裁判の費用を組ませていただいていますけれども、その中に競売に関する費用というのはですね、

一連の裁判の委託費の中という形で我々は捉えておりまして、これは実を言いますと退去というふうな形

でなりますと、この費用が要らなくなってくる可能性もございます。その中で、そうなりまして、我々と

しては裁判所の委託料の一連の流れとしてその費用を組ませていただいております。 

◎上地廣敏君 

  今の議案第41号、平成26年度宮古島市港湾事業特別会計補正予算（第１号）の件でありますけれども、

この倉庫というのは今造船所にいる人の私物ではないですか。ですから、今造船所として使っている方が

仮に退去しても、倉庫そのものは残るわけです。これは、原状回復をして退去するということは恐らくし

ないと思いますから、それは当然に個人の財産を買い取るということになるわけですから、ですから17節

の公有財産購入費に当たるのではないかと。弁護士費用と裁判費用は、当然委託料でいいと思いますけれ

ども、裁判が終わって、競売にかかる個人の倉庫を買い取るということについては、委託料ではなくて、

17節の公有財産購入費が妥当ではないでしょうかという疑問があるわけです。もう一度お願いいたします。 

◎建設部長（下地康教君） 

  まず、先ほども申し上げましたように、裁判の一連の流れの中で我々はこの競売費用を組ませていただ

いたというのをご説明しました。それとですね、もう一つのケースが考えられます。といいますのは、自

主退去となった場合はですね、実を言いますと我々はその倉庫をですね、代物弁済という手法で、まだ土

地代といいますか、賃借料の未払いの部分を考えておりまして、もしそうなった場合はその代物弁済の手

法をとろうというふうに考えております。 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  ほかに質疑はありませんか。 

◎嵩原 弘君 

  もうお昼過ぎていますけど、簡単に２点ほど。まず、議案第39号、平成26年度宮古島市一般会計補正予

算（第２号）の16ページですけど、この中でスポーツ観光交流拠点事業（沖縄振興）の委託費、そして17ペ

ージには同じくスポーツ観光交流拠点事業の工事請負費が１億5,000万円、合計で１億5,865万円計上され

ています。その中で、これ沖縄振興特別推進費、いわゆる一括交付金事業だと思うんですけど、これにも

括弧して沖縄振興というふうにうたわれております。これは、一括交付金事業として認められているかど
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うかというのを確認したいと思います。そして、総括の説明によりますと、このスポーツ観光交流拠点施

設の１億5,865万円は増額とありますけど、何に対する増額なのかを説明してもらいたい。 

  次に、これまでも質疑がありました21ページなんですが、総合福祉保健センター建設事業というのがあ

ります。これについて、当初予定していた用地については建築基準法の問題から建設ができなくなったと

お聞きをしておりますが、この委託料、これ設計料になるかと思いますが、そういったものをやるときに

は、先に用地の選定があって初めて建築計画というのはできるかと思いますが、建設予定地はどうなって

いるのかというのを、この２点だけ確認したいと思います。 

◎振興開発プロジェクト局長（友利 克君） 

  スポーツ観光交流拠点施設関係の増額についてですけども、これは一括交付金の事業でございまして、

先ほどから出ております宮古清掃センターの一括交付金の対象から外れたということに伴いまして、スポ

ーツ観光交流拠点施設分を増額するということになっております。これ７月の交付決定に向けて、現在県、

国と調整を進めている段階でございます。内容につきましてはですね、基本的には駐車場部分の造成費に

係る分というふうになります。ちょっとあそこは凹凸が激しいといいますかね、著しいといいますか、そ

ういう箇所なので、盛り土が必要でございます。大量の盛り土が必要でございます。当初その盛り土材の

確保が困難ということもありまして、駐車場部分をやむなく１メートルもしくは３メートルぐらいの段差

が生じるということになっていたわけですけども、今年度にですね、市の発注事業あるいは県の発注事業

等々ですね、照会をしたところ、残土の盛り土材の確保が可能ということで、本体部分と全体を同じ高さ

にする、バリアフリー化、それからユニバーサルデザイン化を促進するということで、その分、造成費に

係る費用だというふうになっています。 

  それから、保健センターの用地の件ですけども、現在選定に向けて進めているという状況です。確かに

そのＮＴＴ跡地ということで当初候補地が挙がっておりましたけども、都市計画法上の用途地域、いろい

ろ指定ございます。それに合致しないということで、面積等々が合致しないということで、場所の変更を

余儀なくされていると、ただ具体的な場所についてはまだ決まっていない、これからだということです。 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  ほかに質疑はありませんか。 

◎新城元吉君 

  ２点ばかり確認を込めて質疑したいと思います。 

  まず、13ページと17ページ…… 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  議案番号を言ってください。 

◎新城元吉君 

  済みません。議案第39号、平成26年度宮古島市一般会計補正予算（第２号）であります。13ページと17ペ

ージ、同じ事業ですので。まず、13ページにはですね、歳入の沖縄振興特別推進事業債ですね、大きいの

はスポーツ観光交流拠点施設整備事業債で3,110万円ですけど、イムギャーマリンガーデン遊歩道改修事業

債がいわゆる市債で510万円計上されて、17ページでイムギャーマリンガーデン遊歩道改修事業の工事請負

費2,544万2,000円計上されています。この遊歩道というのがですね、あそこ２つに分かれているんですけ
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ど、いわゆる橋を中心にして西側のほう、山になっている部分、あのぐるりというのも遊歩道、それから

博愛漁港友利地区に至る近辺も遊歩道があります。これも含めての事業なのかどうなのか、両方ですね。

非常に台風時に傷めつけられたり、ひび割れがあったり、あるいはもっとワイヤメッシュか鉄筋を入れた

らなという地元の人たちの要望などもこの間あったりしていたんですけど、どの程度ね、これだけの予算

でどこまで補強できて、どういう形で直していくのかというようなのを具体的にお聞きしたいと思います。 

  それと、もう一点はですね、議案第42号、平成26年度宮古島市農漁業集落排水事業特別会計補正予算（第

１号）の７ページですね。これも先ほど亀濱玲子議員からも質疑があったんですけど、工事請負費の中の

1,830万1,000円というのは比嘉地区の改修工事とあるんですけど、向こうはちゃんと建物があって、建物

の中に曝気する施設があると思います。ですから、この改修、工事請負費が1,800万円余か、多額なので、

向こうは合併前の城辺町時代に比嘉集落近辺のいわゆる各戸と結んだし尿処理、これも当初の計画どおり

全戸には至っていないんですけどね、ここで予算計上して、どんな事業しようとしているのか、どんな工

事をしようとしているのかということを具体的に説明願います。 

  それと、もう一点だけ。先ほど来問題になっています議案第44号、平成26年度宮古島市平良字久貝財産

区特別会計予算と議案第45号、平成26年度宮古島市平良字松原財産区特別会計予算、いわゆる財産区につ

いてであります。きょう渡された資料、また全員協議会でも聞いたんですけど、このいわゆる仕組みがね、

会計の管理と財産区側に支払う土地購入費、それからその土地代を管理する基金、こういうものが非常に

理解しがたいわけですよね。これは、地方自治法において定められているということなんですけど、まず

簡単に理解できるのは、市はね、特別会計を設置して、財産区の所有地を処分による収入及び支出を２つ

に分けてね、久貝と松原に分けて管理すると。もう一つはですね、第２条に書かれている売却したお金を

いわゆる積立金として、基金として積み立てて、その使途はね、使い道は地域住民、財産区の住民ですよ

ね、事業計画をもって財産区における公共的事業を実施するための財源にすると。その売却したお金、松

原地区、久貝地区にとってはですね、売った土地代は市が管理するような状態で、それでしかも基金にし

て、その基金の使途もですね、限られているわけですね。公共的事業を実施するための財源として。その

ために市は一般会計に繰り出したり繰り入れたりして、それで一般会計でもって予算を計上して、その事

業を実施するときに使うというふうになっているわけですけど、普通は字有地はですね、土地を売却した

場合は、その売却費は字で自由にね、何に使おうと自由に使えるというのが今までの常識だったんですけ

ど、この財産区においては、地方自治法の絡みでもって、じゃ松原地区も久貝地区もですね、その売却し

た財産費というのは市によって管理されるというような、しかも使い道まで、そのお金は基金として積み

立てられていて、使い道まで全部制限された形で支出されるというようなね、全て市に管理されているよ

うな受けとめ方の説明なんですけど、そういうことなどをすると、地元は果たして賛成してスムーズに売

っただろうかという疑問があったんですけど、全会一致でスムーズに話し合いできたということなんです

けど、この財産区の売却金の相手方はですね、そうやって市に全部管理から基金化、使途まで任すという

ことを十分納得して、これは締結がされたのかどうかということをお聞きしたいと思います。 

◎総務部長（安谷屋政秀君） 

  財産区についてお答えしたいと思います。 

  これは、地方自治法のほうで財産区のほうについては法律で決められているということになっておりま
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す。字と、また財産区と、登記簿謄本にきちんと登記されておりますので、松原財産区、久貝財産区とい

うことでやはり登記されておりますので、これについてはやはり地方自治法に基づいて管理を行うという

ことになると思います。今新城元吉議員が言っているように、特別会計で基金をつくって、それで管理を

していて、松原、久貝のほうが例えば公民館が古いから、それを建てかえてくれないかということであれ

ば、その事業計画に基づいて、それを市のほうに出してもらって、それを一般財源化をして、議会の承認

を得て、事業執行するということになります。今は各地域、地縁団体ということがありまして、そのほう

に将来は移行するかどうかわかりませんが、それは今後松原財産区、久貝財産区については協議をする必

要があるかなと。字有地と財産区と全く性格別ですので、その辺はご理解をしていただきたいと思います。 

◎農林水産部長（村吉順栄君） 

  議案第39号、平成26年度宮古島市一般会計補正予算（第２号）についての質疑にお答えいたします。 

  17ページのほうでイムギャーマリンガーデン遊歩道改修事業については工事請負費2,544万2,000円今回

お願いしているところですが、当初と合わせて今年度は5,000万円を予定しております。議員がおっしゃっ

たように、台風でめくれてですね、南側を中心にして、今年度は約290メートル整備予定でございます。３

カ年計画で全体的に整備していく予定でございます。 

◎上下水道部長（砂川 嚴君） 

  比嘉地区のどういう工事かということでございますが、消毒槽前ですね、増築工事が主な工事でござい

ます。それと、中継ポンプ等も結構経年しておりまして、老朽化進んでおりますんで、その中継ポンプ等

の電気工事も含めての工事費でございます。 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  ほかに質疑はありませんか。 

                 （「質疑なし」の声多数あり） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  ただいま議題となっております22件のうち、日程第３、議案第39号から日程第20、議案第56号までの計

18件については、お手元にお配りした議案付託表のとおり、各所管委員会に付託いたします。 

  なお、議案第39号の歳出については、款項別審査委員会表により各所管委員会のご審査をお願いいたし

ます。 

  お諮りいたします。日程第21、諮問第４号の１件については、会議規則第37条第３項の規定により委員

会の付託を省略し、最終本会議において処理したいと思います。これにご異議ありませんか。 

                 （「異議なし」の声多数あり） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  ご異議なしと認めます。 

  よって、そのとおり決しました。 

  これで本日の日程は全部終了いたしました。 

  よって、本日の会議はこれにて散会いたします。 

                                     （散会＝午後零時20分） 



平 成 26 年 

第４回宮古島市議会(定例会)会議録 

 

 

６月17日（火）  ２日目 

（一 般 質 問） 
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平成２６年第４回宮古島市議会定例会（６月）議事日程第２号 

 

平成２６年６月１７日（火）午前１０時開議  

 

日程第 １  一般質問 

 

◎会議に付した事件 

    議事日程に同じ 
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平成２６年第４回宮古島市議会定例会（６月）会議録 

 平成２６年６月１７日 

                                      （開議＝午前10時00分） 

◎出席議員（２６名）                            （散会＝午後４時48分） 

 

議   長（４ 番） 

副 議 長（１７〃） 

議   員（１ 〃） 

  〃  （２ 〃） 

  〃  （３ 〃） 

  〃  （５ 〃） 

  〃  （６ 〃） 

  〃  （７ 〃） 

  〃  （８ 〃） 

  〃  （９ 〃） 

  〃  （１０〃） 

  〃  （１１〃） 

  〃  （１２〃） 

 

眞榮城 德 彦 君 

佐久本 洋 介 〃 

濱 元 雅 浩 〃 

粟 国 恒 広 〃 

下 地 勇 德 〃 

上 地 廣 敏 〃 

平 良 敏 夫 〃 

國 仲 昌 二 〃 

上 里   樹 〃 

仲 間 賴 信 〃 

高 吉 幸 光 〃 

仲 間 則 人 〃 

西 里 芳 明 〃 

 

議   員（１３番） 

  〃  （１４〃） 

  〃  （１５〃） 

  〃  （１６〃） 

  〃  （１８〃） 

  〃  （１９〃） 

  〃  （２０〃） 

  〃  （２１〃） 

  〃  （２２〃） 

  〃  （２３〃） 

  〃  （２４〃） 

  〃  （２５〃） 

  〃  （２６〃） 

 

嵩 原   弘 君 

棚 原 芳 樹 〃 

新 城 元 吉 〃 

亀 濱 玲 子 〃 

下 地   明 〃 

垣 花 健 志 〃 

富 永 元 順 〃 

平 良   隆 〃 

前 里 光 惠 〃 

山 里 雅 彦 〃 

池 間   豊 〃 

下 地   智 〃 

新 里    聰 〃 

 

◎欠席議員（０名） 

 

◎説 明 員 

 市       長  下 地 敏 彦 君  上 下 水 道 部 長  砂 川   嚴 君 

 副   市   長  長 濱 政 治 〃  会 計 管 理 者  宮 国 高 宣 〃 

 企 画 政 策 部 長  古 堅 宗 和 〃  伊 良 部 支 所 長  川 満 勝 彦 〃 

 総 務 部 長  安谷屋 政 秀 〃  消   防   長  来 間   克 〃 

 福 祉 部 長  譜久村 基 嗣 〃  教   育   長  宮 國   博 〃 

 生 活 環 境 部 長  平 良 哲 則 〃  教 育 部 長  奥 原 一 秀 〃 

 観 光 商 工 局 長  下 地 信 男 〃  生 涯 学 習 部 長  垣 花 徳 亮 〃 

 振 興 開 発 
プロジェクト局長 

 友 利   克 〃  企 画 政 策 部 次 長 
兼 企 画 調 整 課 長 

 垣 花 和 彦 〃 

 建 設 部 長  下 地 康 教 〃  総 務 部 次 長 
兼 総 務 課 長 

 砂 川 一 弘 〃 

 農 林 水 産 部 長  村 吉 順 栄 〃  財 政 課 長  仲宗根   均 〃 

 

◎議会事務局職員出席者 

 

事 務 局 長 

次       長 

補 佐 兼 議 事 係 長 

 

上 地 栄 作 君 

伊 波 則 知 〃 

友 利 毅 彦 〃 

 

議 事 係 調 整 官 

議   事   係 

 

 

仲 間 清 人 君 

下 地 博 正 〃 
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平成２６年第４回宮古島市議会定例会（６月）諸般の報告書 

平成２６年６月１７日（火） 

 ６月１３日  委員会前に、議会運営委員会が開催され、今定例会の一般質問通告者が１８名

となったことによる一般質問日数について協議がされ、議会運営に関する申し合

わせ事項の規定により、予定していた５日間を４日間とすることが了承された。 

 これに伴い、６月２５日に予定していた議事日程、各常任委員会の審査結果報

告から採決については、これを１日繰り上げ、６月２４日に処理する予定であり

ますのでご協力願います。 

                                  以上   
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一  般  質  問  通  告  書 

 

順位 発  言  者 発  言  事  項 要      旨 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18番 

下 地   明 君 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．市長の政治姿勢について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．教育行政について 

３．福祉行政について 

 

４．農業振興について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．道路行政について 

 

１．宮古島市花と緑の島づくり計画につい

て 

２．カママ嶺公園遊歩道側に桜並木植栽に

ついて 

３．市陸上競技場を指定管理制度について 

４．西交番所東側交差点で信号機設置につ

いて 

５．指定外来種等による生態系に係る被害

の防止に関する条例制定について 

６．旧城辺町役場跡地利用について 

１．学校規模適正化基本方針について 

１．保育所に関する施策について 

２．民生委員の充足率と職務について 

１．伊良部地区へ地下ダム送水時期につい

て 

２．サトウキビ株出管理作業並びに収穫後

の耕耘作業専門トラクター配置について 

３．ハーベスター収穫作業放棄対策につい

て 

４．サトウキビ収穫後圃場への緑肥奨励に

ついて 

５．長南地区圃場整備後の道路補修工事に

ついて 

１．市街地主要道路整備計画について 

２．富名腰１区集落内生活道路整備につい

て 

２ 17番 

佐久本 洋 介 君 

 

１．市長の政治姿勢について 

 

 

 

 

 

 

１．伊良部漁協荷さばき場の改築について 

 ①改築時期について 

 ②施設内容について 

２．佐良浜漁港利活用について 

 ①検討委員会の答申内容について 

３．佐良浜地区集会場の建設について 

４．不審死者の解剖について 
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順位 発  言  者 発  言  事  項 要      旨 

 

２．公園整備について 

 

 

３．バス路線について 

 

４．教育行政について 

 

 ①宮古でできないのか。 

１．パイナガマ公園の進捗状況について 

２．宮古郵便局西隣の造成地の利用法につ

いて 

１．伊良部大橋開通後のバス路線について 

 ①宮古島市全体での協議は？ 

１．「伊良部島の新しい学校をつくる会」

の要請について 

 ①市長見解を伺う。 

 ②教育委員会見解を伺う。 

 ③統合時期の見直しは？ 

 ④平成29年度統合への作業工程について 

  の説明。 

２．伊良部地区陸上競技場の備品整備につ

いて 

３ 20番 

富 永 元 順 君 

 

１．市長の政治姿勢について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．環境行政について 

 

 

 

 

３．道路行政について 

 

 

４．学校給食について 

１．下地島空港及び残地の利活用について 

 ①シミュレーター機の設置計画及び関 

 連施設の建設計画について 

 ②観光特区の誘致計画について 

２．トロピカルフルーツパークの管理状況

及び今後の利用計画について 

 ①薬草園計画について 

３．伊良部大橋開通記念のイベント計画に

ついて 

４．団地建てかえ計画と雨戸の設置状況に

ついて 

１．エコ推進条例の概要について 

２．不法投棄の現状と対策について 

３．環境税の導入について 

４．太陽光発電の買い取り制度と現状につ

いて 

１．バリアフリーの現状と今後の計画につ

いて 

２．市街地の幹線道路の整備計画について 

１．民間委託計画について 
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順位 発  言  者 発  言  事  項 要      旨 

 ２．地産地消の取り組みについて 

３．大麦類の食材利用について 

４ 22番 

前 里 光 惠 君 

 

１．市長の政治姿勢について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．教育行政について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．自主財源の柱となっている市税の徴収

率向上は本市にとって大きな課題であり

ますが、市税の内訳と徴収率向上の取り

組みについて伺う。 

２．人口増加と定住化対策について伺う。 

３．宮古土地改良区の新理事長に下地敏彦

市長が選任され、就任されましたが今後

の運営方針について、理事長である市長

の見解を伺う。また、この団体に伊良部

地区が入っていません。伊良部地区の加

入は何年度になるのか伺う。 

１．宮古島市公立学校の耐震化状況が先般

公表され、学校耐震化率は90.9％で県内

11市でトップ、その中でも中学校の校舎

は100％達成と発表されております。小学

校の校舎は86.2％、体育館は94.4％、幼

稚園園舎が75％となっております。未改

修施設について、その概要について具体

的に明らかにしていただきたい。 

２．未改修施設の今後の耐震化計画につい

て伺う。 

３．本市の公立学校の火災報知器及び消化

器の設置状況について伺う。 

４．災害発生時の学校現場の緊急連絡シス

テム、マニュアルについて伺う。 

５．地震、津波等災害発生時の避難場所に

指定されている学校は何校か、また、指

定校について伺う。 

６．本年４月より鏡原幼稚園と下地幼稚園

で預かり保育がスタートしておりますが

運営状況について伺う。 

７．小中学校の児童生徒の国際交流の推進

についての取り組みについて伺う。 
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順位 発  言  者 発  言  事  項 要      旨 

３．道路行政について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．竹原地区土地区画整理事業 

 について 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．農業行政について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．道路行政に関する質問で建設部長は、

市道の道路台帳を作成していくと答弁さ

れておりますが進捗状況について伺う。 

２．本市の市道にかかる橋梁についても老

朽化の実態調査を実施すると答弁されて

おり、その調査結果について伺う。 

３．市道宮原15号線にかかる橋梁の老朽化

が著しい状況にあるが、改築計画につい

て伺う。 

４．県道42号城辺、下地線の工事の進捗状

況について伺う。また、供用開始時期に

ついて伺う。 

５．市道大道線外１線が街路事業として計

画されているが進捗状況について伺う。

（事業費、完成年度） 

１．工事進捗状況について伺う。（進捗率、

総事業費） 

２．この事業の中で公園建設は何カ所か伺

う。 

３．この事業の中の公共下水道事業につい

て伺う。 

４．区画内で発生した保留地の売却実績に

ついて、また平成26年度の売却計画につ

いて伺う。 

５．この事業の完成年度について伺う。 

１．農山漁村活性化プロジェクト支援交付

金事業、宮原スナ地区の農地整備事業の

工事の進捗状況について伺う。 

２．サトウキビ株出管理及び耕起作業費が

予算化され栽培管理対策補助金事業が実

施されているが平成25年度の実績につい

て、また平成26年度の予算額について、

また補助率について伺う。 

３．サトウキビ優良種苗安定確保事業とし

て、通信運搬費として453万2,000円が予
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順位 発  言  者 発  言  事  項 要      旨 

 

 

 

 

 

 

 

６．エコ行政について 

 

 

 

 

 

７．福祉行政について 

 

 

 

８．地域活性化モデル支援事業 

 について 

 

算計上されておりますが、この事業の概

要について伺う。 

４．個人所有の土地で地目が保安林として

指定された土地の保安林地目の解除につ

いて、どこの窓口で申請するのか伺う。 

５．今年は５年に１度の農振見直しの年と

なっていますが、申請方法について伺う。 

１．エコアイランド宮古島の推進に関する

条例制定の目的は何か伺う。 

２．条例の中で市の責務、市民の役割、事

業者の役割、エコアイランド教育の推進

がうたわれています。具体的な内容につ

いて伺う。 

１．幼保連携の取り組みについて推進する

考えはないか伺う。 

２．鏡原地区で保育園の建設計画について

伺う。 

１．城辺仲原地区の「なかばり益々ぷから

す振興協議会」に対して市は３年連続で

100万円の補助金を交付することが決定

されました。過去２年間の交付金による

事業の執行状況と財務状況、決算状況に

ついて伺う。 

２．地域活性化モデル地区に指定された団

体は本市には何団体あるか伺う。 

５ ９番 

仲 間 賴 信 君 

 

１．基本的人権 

 

 

 

 

 

２．宮古島過疎地域の自立支援 

 

 

３．伊良部大橋開通後の対策 

１．約四、五十年前に沖縄近海で消息を絶

ったマグロはえ縄漁船。行方不明全乗組

員18名の中、宮古島出身12名も含まれて

いる。 

 拉致全面調査で日朝合意（日本国の防衛

力の弱い時代に発生） 

１．伊良部地域の過疎の深刻度 

２．具体的是正施策について 

３．農道整備（写真） 

１．開通後の影響事前評価 
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順位 発  言  者 発  言  事  項 要      旨 

 ２．交通量増加の事前評価 

３．伊良部地域内の県道の整備 

４．住民への影響と市道等の整備 

５．経済振興の起爆剤 

６ 10番 

高 吉 幸 光 君 

 

１．エコアイランド行政につい 

 て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．福祉行政について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．今定例会でエコアイランド宮古島の推

進に関する条例を上程され、「エコアイ

ランド宮古島」を内外に発信することは

すばらしいことであると思います。また、

宮古島市への視察の大半がエコ行政に係

るものだと聞いています。 

 ①太陽光発電が持続限界に達し、接続保 

 留が190件発生との報道があったが、現 

 時点では何件か？ 

 ②今後、どのような対策をしていくのか、 

 沖縄電力、宮古島市、国、県の方策は？ 

 ③エコアイランドを標榜する宮古島市だ 

 けではなく石垣市なども接続限界に来 

 ているようだが、特区として国、県へ 

 の働きかけをしてはどうか？ 

 ④対策として蓄電施設への補助などの補 

 助金などメニューは国、県にはないの 

 か？ 

１．総合福祉保健センター（仮）について 

 ①ＮＴＴ社宅跡地への総合福祉保健セン 

 ター（仮）建設ができなくなったとの 

 ことだが、併設予定だった平良児童館 

 のみでも建設はできないのか？ 

２．就学前障害児について 

 ①先日、那覇市の療育センターの視察を 

 してきました。宮古島市の就学前障害 

 児の取り組み状況は？ 

 ②県との連携が必要と思うが現状は？ 

 ③今後整備予定の総合福祉保健センター 

 （仮）や平良児童館に相談窓口やスペ 

 ースが必要と考えるがどうか？ 
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順位 発  言  者 発  言  事  項 要      旨 

３．スポーツ観光交流拠点施設 

 について 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．学校給食について 

 

 

 

 

５．観光行政について 

 

１．姫路市のドーム型施設を総務財政委員

会で視察して来た。姫路市のドーム型施

設は年間稼働率90％を超えるが、年間収

支は1，500万円ほどの赤字となっており、

市民のための福利厚生施設としての性格

が強いように感じた。 

 ①運営は厳しい印象を受けるが収支の予 

  想はどうなっているか？ 

 ②年間の維持費の予想は？ 

 ③どのようなイベントを開催予定か？ 

１．先日、テレビ報道でバガス粉末（ウー

ジパウダー）を給食に混合することによ

り、栄養補助としての取り組みを紹介し

ていた。県内最大のサトウキビの産地で

ある宮古島市も取り組んでみては？ 

１．沖縄県は観光1,000万人を目指しさま 

 ざまな施策を行っていますが、その中で

フリーワイファイなどの公衆無線ＬＡＮ

などの整備されている所が少ないと外国

人観光客の多くが不満を持っているそう

です。 

 ①那覇市が3,016万円かけ国際通りを中

心に115カ所のＡＰ（公衆無線ＬＡＮ）

を整備しているが宮古島市も整備する

考えはないか？ 

７ １番 

濱 元 雅 浩 君 

 

１．宮古島の将来展望について 

 

１．人口推計からの視座 

 ①生産年齢人口減少への対策 

  住環境整備・雇用促進策・子育て環境 

 整備 

 ②老齢人口増加への対策 

  財源比率・経費バランス・地方債の推 

 移 

２．経済基盤整備からの視座 

 ①人的交流の機会・物流機能の向上への 

 取り組み 
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順位 発  言  者 発  言  事  項 要      旨 

  下地島空港及び周辺残地利活用 

 ②中心市街地活性化への取り組み 

  各種検討委員会・自治会活動・公共空 

  間整備 

３．エコアイランド宮古島の構築からの視

座 

 ①ＣＯ２排出削減目標達成に向けた取り 

 組み 

  環境モデル都市・推進計画・新産業育 

 成 

 ②暮らしの向上に資する取り組み 

  エネルギーコスト軽減・地域の危機管 

 理 

 ③環境共生・生物多様性への取り組み 

  地下水保全策・緑地帯整備 

８ 13番 

嵩 原   弘 君 

 

１．下地島空港利活用について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．スポーツ観光交流拠点施設 

 について 

 

 

 

 

 

１．下地島空港の利活用法について「総合

防災訓練複合施設」を提案しているが、

実現の見通しについて伺います。 

２．市長は新たにフライトシミュレーター

（模擬飛行装置）施設を誘致するよう要

請しているが、実現の見通しはどうか。 

３．市長は「業界全体ではパイロットも不

足している、急いで養成をしないといけ

ない状況にある。」と発言していますが、

下地島の最も適した利活用法は、航空専

門学校、及び航空大学校などを誘致する

ことだと考えます。国や県に対し積極的

に誘致活動はできないか伺います。 

１．総事業費の内訳を事業項目別に示して

ほしい。また、同施設の年間稼働率、年

間の収支の見込みについて具体的な説明

を求める。 

２．当初の計画では建設予定地は土地を賃

貸して建設する方針としていたが、購入

することになったのはなぜか。 
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順位 発  言  者 発  言  事  項 要      旨 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．エコアイランド宮古島推進 

 について 

 

３．同施設は計画の段階から大幅な赤字の

運営が見込まれています、厳しい財政運

営の宮古島市において将来、市民負担増

や福祉サービスの衰退にならないか危惧

されますが、市民に対する説明を求めま

す。 

４．取得予定地が余りにも不整形でいびつ

であり活用しづらいと思われる。正形で

の活用をすべきと考えるが？ 

１．エコアイランド宮古島の推進に関する

条例の目的と合致すると考えるが、市内

すべての防犯灯をＬＥＤ化できないか。 

９ 15番 

新 城 元 吉 君 

 

１．市長の政治姿勢について 

 

 

 

 

 

２．スポーツ観光交流拠点施設 

 について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．観光行政について 

 

 

 

 

１．憲法改正問題について 

２．集団的自衛権行使容認について 

３．宮古島への自衛隊配備について 

 以上３点は我々市民にとっても身近で重

要な問題だと思うので、市長の見解、考

え方を伺います。 

１．この施設づくりをいつごろ思いついた

のか、その動機。 

２．施設建設の今日までの進捗状況及び総

事業費とその内訳について 

３．今後の維持管理、補修等についての具

体的対策及び財政支出等について 

４．利用に伴う年間収支等はどのように算

定しているか。 

５．指定管理による運営を考えています 

 か。 

６．この事業効果はどのように期待されま

すか。 

１．城辺新城の湧水池の復元整備について 

２．新城海岸の観光資源としての取り組み

について 

 ①同海岸の土地の所有権、保安林の管理、 

  境界測量に伴う地籍の明確化 
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順位 発  言  者 発  言  事  項 要      旨 

 

 

 

 

４．公園管理について 

 

 

 

５．農業行政について 

 

 ②同海岸の観光海浜としての取り組み方 

  について 

３．仲原地区ムイガーの展望台施設の整備

について 

１．城辺「いこいの森」公園のトイレ施設

について 

２．保良泉公園観光施設のトイレ使用及び

設置について 

１．農地中間管理機構と本市の取り組みに

ついて 

 ①今後の農業、農村のあり方を左右する 

  と言われるこの制度とはどのようなも 

  のなのか、宮古島市も県からその対応 

  方を受けていると思いますが、伺いま 

  す。 

10 ３番 

下 地 勇 德 君 

 

１．市長の政治姿勢について 

 

 

２．道路行政について 

 

１．観光地整備について 

２．祝日等の陸上競技場、総合体育館や公

民館などの利用状況について 

１．荷川取線について 

２．下崎西原線について 

３．竹原地区土地区画整理事業について 

11 ８番 

上 里   樹 君 

 

１．自衛隊について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．自衛隊の配備について 

 ①宮古島市への自衛隊配備について、関 

  係機関や関係者から事前に働きかけは 

  ありませんでしたか。 

２．武田良太防衛副大臣の市長への説明の

内容について 

 ①市長に対し、どのような説明があり、 

  市長はどのような対応をなさいました 

  か。 

 ②宮古島市の観光産業の振興と自衛隊配 

  備との関係について市長はどのように 

  お考えですか。 

 ③６月23日は「慰霊の日」です。宮古島 
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順位 発  言  者 発  言  事  項 要      旨 

 

 

 

２．宮古空港について 

 

 

 

 

 

３．財政について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．福祉行政について 

  市の「核兵器廃絶平和都市」宣言の理 

  念を生かすべきだと考えます。市長は 

  どう受けとめていますか。 

１．米軍機の宮古空港の利用について 

 ①５月18日、嘉手納基地所属の米軍機３ 

  機が宮古空港に飛来した。空港利用の 

  目的は何でしょうか。 

 ②米兵22人が某ホテルで宿泊したと聞い 

  ています。米兵は検疫を受けましたか。 

１．財政計画について 

 ①大型公共事業による市民負担分が26億

円にもなるのは驚きです。事業を見極

めてドームのような事業はやめて地方

債残高を縮減すべきです。市の2014年

度までの中期的財政計画では公債費は

毎年31億円程度を予定しており、ピー

ク時の41億円というのはどのような自

主財源を想定していますか。 

 ②上野地域の旧焼却炉撤去のように、一

括交付金事業が認められずに単独事業

になった事業数と金額はどのようにな

っていますか。 

２．合併算定がえの終了に伴う交付税措置 

 対応について 

 ①総務省は、2014年度から合併市町村に

かかわる普通交付税の算定方法を見直

すことを決めました。その内容はどの

ようなものですか。 

 ②これまで実施した職員の削減による人

件費の総額は幾らで、基金のため込み

の総額は幾らですか。今回の見直しに

よってこれまでため込んできた基金を

住民の要求実現に活用すべきと考えま

すがいかがでしょうか。 

１．医療・介護総合法案について 
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順位 発  言  者 発  言  事  項 要      旨 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．市の施設の管理について 

 

 ①同法は介護保険制度をどう変更します

か。 

 ②要支援者の訪問介護、通所介護を地域

支援事業に移行した場合の影響はどう

なりますか。 

 ③特別養護老人ホーム入所者を要介護３

以上となった場合の影響はどうなりま

すか。 

 ④特養の待機者は何人か。増設を６次宮

古島市高齢者プランに入れるべきだと

考えます。市長の見解をお伺いします。 

 ⑤一定以上の所得のある人の利用料を２

割に引き上げた場合の影響はどうなり

ますか。 

 ⑥介護保険料を払っている住民が、認定

そのものから除外される受給権の侵害

を許してはならないと考えます。市長

の見解をお伺いします。 

１．宮古島市公設市場について 

 ①市場が完成して間もなく壁にひび割れ

が発生し、雨漏りが続いています。市

は「テナントの責任で補修するように」

といって対応してくれないということ

です。直ちに補修すべきと考えますが

いかがでしょうか。 

 ②テナントの電気料金や賃貸料を月々請

求し納付書を発行するように市に求め

ても市はそれに応えず、年度末に１年

分請求していますがなぜですか。滞納

したとき延滞金はどうなりますか。直

ちに改善すべきと考えますがいかがで

しょうか。 

 ③空き店舗は何店舗ですか、なぜ公募し

ないのですか。 

２．平良庁舎について 
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順位 発  言  者 発  言  事  項 要      旨 

 ①各課のフロアーマットの張りかえが職

員の手で行われていますが、張りかえ

の理由は何でしょうか。 

12 

 

23番 

山 里 雅 彦 君 

 

１．市長の政治姿勢について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．農業振興について 

 

 

 

３．教育行政について 

 

 

 

 

 

 

１．エコアイランド宮古島の推進に関する 

 条例について 

 ①「エコアイランド宮古島」の実現に向

け、島の豊かな自然環境を守り、島の

限りある資源を活用した持続可能な成

長を目指し、島の産業を育んでいくた

め、本条例を制定するとしています。

今後、環境へ配慮した数多くの取り組

みを進めていくことになりますが、次

の２点について伺います。 

 ア．第４条の中で、市民の役割があり

ますが、「エコアイランド宮古島」

の実現に向けた取り組み、市民が身

近にできる活動について 

 イ．第５条の事業者の役割、「エコア

イランド宮古島」の実現に向けた取

り組み、事業活動について 

２．宮古空港の整備計画について 

 ①駐機場や手荷物チェックカウンター、

待合室等の拡張整備について、市の取

り組みや進捗状況について伺いたい。 

１．農業振興に関する本市が行う助成事業、

補助事業の１年を通した月別の事業実施

状況を記した情報パンフレット等の作成

事業について 

１．宮古島市立小中学校プール施設につい

て 

 ①宮古島市立小中学校のプール整備計画

について、教育委員会の考えを伺いた

い。 

 ②宮古島市全体の１年間における各小中

学校プール管理委託料について 
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順位 発  言  者 発  言  事  項 要      旨 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．道路行政について 

 

 ③各小中学校プールにおける１年間の子

供たちのプール利用状況について 

２．市陸上競技場の施設利用について 

 ①先月末に開幕したインターハイ陸上県

予選を控えた高校生アスリートたち

が、大事な調整時期であるゴールデン

ウィーク期間中、市陸上競技場が使用

できなかったようですが、状況につい

て説明していただきたい。 

 ②年末年始も同様に、県外の大学や実業

団のチームが数多く宮古島を訪れてお

り、年末年始も陸上競技場の使用を望

んでいるが、なぜ利用できないのか。 

 ③平成25年度から平成26年度にかけて市

陸上競技場を利用した県外の陸上、駅

伝、マラソン関係の宮古島に合宿した

大学、実業団、個人の利用状況につい

て 

 ④陸上競技場施設内に、市陸上競技協会

の運営事務所設置について 

３．スポーツアイランドに取り組む本市に

は、毎年プロ野球球団オリックスを初め、

社会人・大学・高校野球・マラソンや駅

伝・陸上部などの実業団・大学関係のチ

ームが多数来島し、経済効果、活性化、

地元アスリートの競技力向上に多大な影

響をもたらしています。今後、スポーツ

キャンプ地宮古島・スポーツアイランド

宮古島を推進していくためには、「宮古

島・スポーツ振興大使」の創設が必要だ

と思いますが、いかがでしょうか。 

１．みどり推進課前道路（袖山１号線）の

冠水対策について 

13 ５番 

上 地 廣 敏 君 

１．農業の振興について 

 

１．宮古島市農業振興基本計画及び実施計 

 画等の策定についての考えはないか。 
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順位 発  言  者 発  言  事  項 要      旨 

 ２．予防接種について 

 

 

３．公園等の整備について 

 

 

４．道路行政について 

 

１．子宮頸がんワクチン接種による副作用 

 調査について 

 ①副作用の報告はないか。 

１．インギャーマリンガーデン内の砂浜整 

 備について 

 ①砂を投入する計画はないか。 

１．県道狩俣線から宮古島海中公園までの 

 道路改修について 

 ①進捗状況について 

14 ６番 

平 良 敏 夫 君 

 

１．教育行政について 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．観光行政について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．宮古島市陸上競技場のあり 

 方について 

 

 

１．先の３月定例会で、教育部長は市立小

・中学校のプール整備計画の中で、冬場

も使用できる市民共用の温水プールを視

野に入れていると発言しましたが、今現

在プールの位置や数、そして規模は決ま

りましたか。進行状況を教えてください。 

２．また、温水プールの場所選定として、

ごみ焼却施設の廃熱を利用して施設の近

くにつくれないか検討してください。 

１．宮古島の観光は今入域者数40万人を達

成し、目標50万人に向かって官民一体と

なって頑張っているところであります

が、危惧することは青い海、青い空、白

い砂浜いわゆる自然はすばらしいが、ま

ちの中、島の中がごみで汚い、との声を

来島者から聞きます。対策を市は考えて

いますか。宮古島を全部掃除してきれい

にするにはお金がかかります。私は、例

えば観光入島目的税として観光客から徴

収できないものか、常々考えていますが、

市で研究してみる必要もあると思いま

す。当局の考えをお聞かせください。 

１．宮古島市陸上競技場をもっと市民が使

用しやすいように、開放できないか。 

 時間的制限、金銭的制限などお年寄りが

使いやすいようにできないか。 
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順位 発  言  者 発  言  事  項 要      旨 

４．市のエコアイランド構想に 

 ついて 

 

 

５．道路行政について 

 

 

 

 

 

 

 

６．産廃行政について 

 

１．沖縄電力は、太陽光発電の受け入れ限

界を説明して、現在契約回答を190件保留

している。そのことを当局はどう思い、

また対策するのでしょうか。 

１．下崎線先嶋シャッター前の交差点に点

滅信号が設置されていますが、それでも

危険度は解消されていない。普通の信号

機にかえるべきだと思うが。 

２．宮古島市陸上競技場の南北側の交差点

が児童にとって大変危険な交差点となっ

ている。ぜひ信号機を設置すべきと思う

が。 

１．新ごみ焼却施設での産業廃棄物受け入

れ（あわせ産廃）について 

 ①平成20年９月17日付け文化環境部長通

知により各市町村に対し、一般廃棄物

処理施設における産業廃棄物の処理

（あわせ産廃）について協力依頼があ

る。宮古島市は検討できないか。 

15 ２番 

粟 国 恒 広 君 

 

１．市長の政治姿勢について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．教育行政について 

１．天然ガス試掘調査結果について 

２．与那覇湾環境総合整備事業計画につい 

 て 

 ①ハード事業とソフト事業について 

 ②ハード事業として川満団地の入り口付

近から久松集落入り口までの海岸線

（市道松原27号線道路）の護岸改良に

ついて 

 ③ソフト事業で久松西側水路と南側水路

のジェット水上バイク速度規制につい

て 

 ④西浜﨑付近でカイト使用規制について 

３．スポーツ観光交流拠点施設の設計につ 

 いて 

４．エコアイランド推進について 

１．久松小学校プールについて 



- 58 - 

 

順位 発  言  者 発  言  事  項 要      旨 

 

３．保育行政について 

 

４．農林水産業について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．道路行政について 

 

２．預かり保育について 

１．就労雇用支援について 

２．遊具の点検、破損修繕の状況について 

１．土地改良事業の防風林について 

 ①森林組合またはみどり推進課で防風林

の苗木の配布はないか。ありましたら

種類をお伺いします。 

２．宮古島、伊良部、池間３漁協所属近海 

 マグロ漁船への船舶電話設置について 

３．宮古島漁協の製氷機について 

 ①シャーベット製氷機の導入計画はない 

  か。 

４．久松地区、赤浜の船着き場整備につい 

 て 

１．松原32号線について 

２．県道平良久松港線で久貝集落入り口付 

 近の松田整形外科交差点の信号機設置予 

 定について 

16 16番 

亀 濱 玲 子 君 

 

１．市長の政治姿勢と市政運営 

 について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．市長の市政運営について 

 ①今年１月、市長は臨時会を招集し、一

括交付金事業での「ごみ処理施設解体

事業」を上程、議会議決された。しか

し、今定例会、一般会計補正予算で同

額の２億2,000万円が計上されている。

市長の行政手法と責任について伺う。 

  ア．交付金申請までの経緯と、「準天 

   頂衛星システム」事業所とのかかわ 

   りについて伺う。 

  イ．「２億2,000万円を一般財源から支 

   出せざるを得ない状況」に至った行 

   政運営について責任をどのようにお 

   考えか。 

２．「児童館建設事業」における委託料が

今定例会で一般財源から設計委託料の追

加が発生し、380万円余の補正額が計上さ
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順位 発  言  者 発  言  事  項 要      旨 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．福祉行政について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

れている。都市計画に係る用地取得が困

難とのこの間の説明だが、問題の原因を

明らかにしていただきたい。各部、課の

連携、手法など、市長の責任についてど

のようにお考えか。 

３．「スポーツ観光交流拠点事業」につい

ては、今定例会で、敷地造成に補正計上

されている。建設事業に大きな予算がか

かり、運営やメンテナンス等、市の将来

にわたる負担が考えられる。他自治体施

設の状況を詳しく調べ、市民の意見を聞

くことを含め、事業の再考を求める。 

４．平和行政について 

 ①宮古島への自衛隊配備計画について、 

  武田良太防衛副大臣の説明内容を伺 

  う。 

 ②下地島空港について市長の見解を再度 

  伺う。 

  ア．「屋良覚書は遵守されるべき」と 

   のお考えか。 

  イ．建設当時の確認書の「自衛隊等、 

   軍事使用は認めない」について、市 

   長の公約に照らし見解を伺う。 

５．今年、平良庁舎の電話機の入れかえに

ついて、実施内容と理由について伺う。 

１．「総合福祉保健センター」の建設に当

たっては、多くの市民が利活用できるよ

うな複合施設を望む声は多い。建設に向

けてさまざまな立場の市民の声が反映さ

れるよう、タウンミーティングやワーク

ショップ等の工夫をしていただきたい。 

２．島外での治療に係る渡航費用の助成事

業の拡充について伺う。 

 ①難病、がん患者支援の充実について 

  ア．「難病等の島外での治療に係る渡
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順位 発  言  者 発  言  事  項 要      旨 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．商工、労働行政について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

航費の助成事業」の回数の増と付き

添いの方への助成について、本市の

規定の見直しを早期に検討し、拡充

していただきたい。 

 ②島外での「不妊治療」をされている方

についても、難病患者等と同様に「治

療に係る渡航費の助成」を早目に検討

し、導入していただきたい。 

３．母子支援施設の設置について 

 ①一括交付金活用による「母子支援事業」

を導入し、民間アパートを借り上げ、

住宅、就労、子育て支援により、自立

を支援する事業で、本市には求められ

る事業。実施に向けて本市の母子家庭

の実態把握の上、ご検討いただきたい。 

４．６月は「ハンセン病啓発月間」の取り

組みが保健所によって行われている。本

市の計画について伺う。 

１．「ノンステップバス」導入について、

民間での努力が始まっている。さらにふ

やしていくための行政努力について伺

う。 

２．まちなかバスの運行について、今年度

の取り組みについて、現状と見通しを伺

う。 

３．路線バスのコース変更（乗り入れ）と、

バス停の設置についてお聞きしたい。 

４．消費者相談の強化について 

 ①県に委託されている県民生活センター

宮古分室が実施してきた月２回の時間

外「相談事業」が終了するとのこと。

この機に、市独自の取り組みを実施し

ていただきたい。県と連携して、国の

「消費者基金」等による相談事業の導

入を求める。 
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順位 発  言  者 発  言  事  項 要      旨 

４．教育行政について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．地域の活性化への取り組み 

 について 

１．学校統廃合について 

 ①宮原地区での説明会が持たれている

が、父母の意見はどうであったか。９

月定例会に議案を提出するとの報道も

あり、住民の合意のないままに進める

のは強引である。地域の努力や父母の

声に丁寧に向き合うことが求められて

いる。対応を伺う。 

 ②伊良部地区の小中一貫校の案が提案さ

れたいきさつを伺う。また、丁寧に保

護者や地域の声を聞くことが求められ

る。対応について伺う。 

２．学校の校舎の学習環境について 

 ①東小学校の雨漏りの修理がまだできて

いないのはなぜか。 

 ②北中学校の校舎の中には、室温が高く

学ぶ環境として改善が必要な教室があ

ると指摘があるが、現状把握はされて

いるか。改善の検討をしていただきた

い。また、他校において、同様な事例

があるか伺う。 

３．文化庁委嘱事業、補助事業について 

 ①文化庁委嘱事業「ふるさと文化再興事

業」と補助事業「芋麻糸手績み技術者

養成事業」に係る補助金返還について、

「市教育委員会が補助金を返還した」

との報道について、詳細を伺う。 

 ②職員の戒告処分について、教育委員会

の記者会見での処分理由が報道されて

いるが、詳細を伺う。 

 ③平成24年度からとまっている「芋麻手

績み技術者養成事業」の課題と今後の

見通しについてお聞きしたい。 

１．地域の空き家対策やリフォーム事業の 

 導入について 
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順位 発  言  者 発  言  事  項 要      旨 

  ①地域の過疎化対策、活性化を図るため

にも、県の「リフォーム事業」や他市

事例を参考にして、本市も「空き家対

策事業」「リフォーム事業」を導入し、

地域の過疎化対策、地域の活性化に取

り組んでいただきたい。 

17 19番 

垣 花 健 志 君 

 

１．市長の政治姿勢について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．外国人観光客受け入れについて 

 ①空港施設について 

 ②通訳等、現在の取り組みと今後につい 

  て 

２．公共施設の削減について 

 ①合併後、施設の維持管理の負担が多額

になり、施設の整理削減を進めている

自治体があると聞くが調査は行ってい

るか。 

 ②宮古島市も体育館、公民館等、旧市町

村時代の施設の維持管理費の財政負担

が大きいと考えるが削減について取り

組む計画はあるか。 

３．スポーツ観光交流拠点施設の周辺整備 

 について 

 ①予定地周辺は道路の整備がおくれてお

り、学校周辺からのアクセス道路の整

備が急務である。道路も含め周辺整備

の計画はあるか。 

４．街灯の設置について 

 ①平成24年度の施政方針で取り組みを強

化するとあるが、その実績と今後の対

応。 

 ②一括交付金の利用またはスポンサー制

等、さまざまな手法があると思うが、

対応について協議がなされたことはあ

るか。 

５．第三セクターの運営または廃止につい 

 て 
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順位 発  言  者 発  言  事  項 要      旨 

 

 

 

 

 

２．教育行政について 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．道路行政について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．福祉行政について 

 

 

 

 

５．観光行政について 

 

 

 

 ①公社等の整理、廃止に必要な資金の調

達を行う「第三セクター等改革推進費」

の発行がされたと報道があったが、支

援を求めたか。 

６．自衛隊誘致について（市長の見解） 

１．小中学生の携帯電話利用について 

 ①利用状況は調査しているか。 

 ②事件、事故、料金（使用料）等、多く

の問題が予想されるが、父兄との会議、

その対応等はなされているか。 

２．学校選択制について 

 ①制度の説明を求めたい。 

 ②現在の制度の利用状況について 

 ③メリット、デメリットについて 

１．城辺の根間地の信号について 

 ①地域、道路利用者からの苦情が多く寄

せられているが、点滅信号にかえる等

対応が急務であると考えるが、警察と

の協議は行えないか。 

２．カーブミラーの設置と補修について 

 ①十字路や丁字路のカーブミラーの被損

が多く、一向に改善が見られない。平

成22年度から平成25年度までの実績報

告を求める（農道、市道）。 

 ②今後の対策、対応について（農道、市

道、全般について） 

１．臨時福祉給付金と子育て世帯臨時特例 

 給付金について 

 ①給付金の対象世帯の説明を求めたい。 

 ②給付額はどの程度見込んでいるか。 

 ③申請期間（開始と終了日）について 

１．公設市場について 

 ①空き店舗対策について 

 ②電気料金等請求方法について（毎月割

の請求が行えないか） 
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順位 発  言  者 発  言  事  項 要      旨 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．農水行政について 

 

 ③オープン当初から西側の壁から雨漏り

があり、対応を求めてきたが、補修さ

れた現在も雨漏りがある。対応を求め

たい。 

２．観光客誘致について 

 ①観光地、施設建設について（他地域に

比べ観光地、施設が少なく感じる。施

設の増設と充実を図るべきだと考える

が、今後の取り組みは） 

１．かん水施設の設置について 

 ①池間自治会からの要請について 

２．避難港について 

 ①管理状況について 

 ②避難船（乗組員）の対応について 

18 ７番 

國 仲 昌 二 君 

 

１．予算計上の仕方について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．一括交付金事業の計上について 

  清掃センター解体事業については去っ

た１月24日の臨時会で「準天頂衛星シス

テム事業導入により一括交付金で解体で

きることが大きなメリット、今回跡地で

こういったものをつくることで一括交付

金が活用できる」と答弁しております。

そして、一括交付金事業として当初予算

計上しました。 

 ①何を根拠に一括交付金事業が活用でき

ると判断したんですか。今定例会初日

の質疑では「一括交付金は新しい制度

で国や県と調整しながら採択が決まっ

ていく。予算計上後の変更は他の市町

村もある。」と答弁しています。 

 ②調整が決定してから予算は計上すべき

ではないですか。 

 ③他の市町村とは具体的にどの市町村で

すか。 

２．財源の振りかえについて 

 ①初日の質疑において財源振りかえの理
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順位 発  言  者 発  言  事  項 要      旨 

 

 

 

 

 

２．公共事業について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

由に「交付税措置などの優遇措置がな

いため地方債を減にして一般財源に振

りかえた」と答弁していますが、制度

の確認は予算を計上する前に行うべき

ではないでしょうか。 

１．公共事業の実施について 

 ①宮古島市庁舎等建設委員会について 

  ア．「宮古島市庁舎等建設委員会」に 

   ついては、旧平良市時代に庁舎や中 

   央公民館、総合体育館等の建設に関 

   し、広く市民の英知を集めて審議す 

   る必要がある。ということで条例が 

   制定され、現在は宮古島市に引き継 

   がれています。大型の公共施設が次 

   々と計画されていく現在、この委員 

   会において市民の英知を集めること 

   こそ重要だと考えますが、宮古島市 

   庁舎等建設委員会の開催はどうなっ 

   ているのか伺います。 

２．スポーツ観光交流拠点施設について 

 ①開会初日の質疑に対し、「いわゆる一

括交付金は国・県と調整しながら交付

決定していく。」と答弁していました

が、このスポーツ観光交流拠点施設に

ついても調整しながら交付決定してい

くのでしょうか。採択されない可能性

はあるのでしょうか。 

 ②事業の優先順位について質問します。

「合併により同じ機能を持つ公共施設

が分散している。これをどのように利

活用していくかが課題」旨の新聞コメ

ントがありました。今、求められるの

は公共施設全体の利活用方針を定め

て、その中においてスポーツ観光交流

拠点施設について議論することだと思
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順位 発  言  者 発  言  事  項 要      旨 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．宮古島市の財政について 

 

 

 

 

 

 

 

いますがいかがでしょうか。 

 ③施設について質問いたします。 

  ア．アリーナは床張りになるのか。イ 

   ベント開催時に支障はないか。 

  イ．観客席は種目によって移動できる 

   方式なのか。 

  ウ．空調は全国大会（公式大会）に対 

   応できる空調設備か。 

  エ．各種目の器具はどの程度整備する 

   のか。 

  オ．教育委員会の施設担当者との調整 

   はなされているのか。 

 ④３月定例会で「９億1,800万円の経済効

果があると試算している。」との答弁

がありますが、その内容について教え

てください。 

 ⑤収支計画で約300万円以上の赤字が見

込まれることに対し、「改善に向けて

努力したい」とのマスコミ報道があり

ますが、具体的な改善内容についてお

聞かせください。 

 ⑥今回財産区からの用地購入ということ

で特別会計が設置されましたが、財産

区の収入というのは用地を処分する時

のみ発生し、その収入の管理を特別会

計で行うという考えでよろしいです

か。 

１．財政計画について 

 ①財政計画については３月定例会で

「26年度中に策定する」と答弁があり

ますが、その進捗状況はどうなってい

るのか伺います。 

２．「財政力が弱い自治体」に対する認識 

 について 

 ①今回の補正予算で計上されている「が
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順位 発  言  者 発  言  事  項 要      旨 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．宮古島市の組織について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

んばる地域交付金」の交付対象等で財

政力が弱い団体の定義は財政力指数

0.3以下だと伺いました。宮古島市の財

政力指数は0.31でぎりぎりのところに

います。また、新聞報道では「宮古島

市は自主財源が３割自治どころか、２

割にも満たない。」とのコメントもあ

りました。このような状況にある宮古

島市の財政力についてどのように認識

しているのか伺います。 

１．組織の管理体制について 

 ①私は、組織の管理体制について、些細

なルール違反や事務ミスを許容する雰

囲気を懸念し、「ハインリッヒの法則」

を用いながら指摘しましたが、今回も

指摘したいと思います。去年の12月定

例会で工事請負契約の追認議決が提案

されました。これは議会の議決を要す

る契約を議会の議決を経ずに契約した

ということで、県から「不適切な事務

処理であることはもとより、議会の議

決という極めて重要な手続きを欠く違

法なものである」という強い指摘を受

けております。その後、市は県に対し

改善策等を報告していますが、その中

でも「非常に重要であるべき確認作業

の怠りにより発生したもの」と記し、

重要視しています。ところが、12月定

例会の質疑への答弁では「これは単純

なミスだというふうに思っておりま

す。」と答弁しております。このよう

な意識が事務ミス等を誘発していると

思います。このことについての見解を

お伺いします。 

２．組織の危機管理について 
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順位 発  言  者 発  言  事  項 要      旨 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．トライアスロン宮古島大会 

 について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．教育行政について 

 

 ①私は、他市での庁舎内放火事件や市庁

舎での傷害事件などを取り上げて、市

民・職員の安全確保について指摘して

きましたが、市として具体的な動きは

ないように見受けられます。訓練とか

は行っているのか、行う計画はあるの

かお伺いします。 

３．職員の再任用について 

 ①職員採用へは極力影響が出ないような

形を要綱でとりたい旨の答弁がありま

したが、要綱はどうなっていますか。 

１．トライアスロン宮古島大会への地元選 

 手参加について 

 ①トライアスロン大会で街頭に出て応援

する地元の人たちが激減し応援横断膜

も少なくなっており、地元の盛り上が

りがだんだんなくなっているという声

を多くの人から聞きます。12月定例会

答弁では出場許可比率によって決定す

るとのことでありますが、出場許可比

率について詳しい説明をお願いしま

す。また、過去10年間の参加者数を調

べてみましたら25回大会を境に地元選

手が年々減になっております。これも

出場許可比率と関係があるのでしょう

か。 

１．学校の統廃合について 

 ①最近、「伊良部島の新しい学校をつく

る会」（以下つくる会）の小中一貫校

についての新聞報道が多く見受けられ

ます。伊良部地域での説明会ではつく

る会のメンバーと参加者との意見交換

会が行われたようで、市民同士の活発

な意見交換が行われることは喜ばしい

ことだと思います。ところで、新聞報
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順位 発  言  者 発  言  事  項 要      旨 

道によると、まず「つくる会は公費で

視察を行った。」、次に「視察後市長

に要請を行った。」、そして「つくる

会の案について教育委員会が説明会を

開催した。」、などとなっており、説

明会を要求しても開催しなかった来間

への対応とは雲泥の差があります。ま

た、宮原小などとの意見交換会も統合

ありきで教育委員会主導で進めている

印象を受けます。私は、つくる会の行

動のように、住民同士が活発に議論し

て進めていくことが市民主導で理想的

だと思います。 

  ア．どのような組織をつくり、どのよ

に動けばつくる会のような支援を受

けられますか。 

  イ．今後、学校統廃合を控える地域の

皆さんの参考になると思いますの

で、これまでの経緯も含め教えてい

ただきたいと思います。 

２．市街地の学校区の見直しについて 

 ①新聞報道によると「（校区見直しの案

は）基本的には道路で区切り、市民に

わかりやすいような形で行った。」と

のことですが、行政区との整合性は検

討されているのかお聞かせ願いたい。 
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◎議長（眞榮城德彦君） 

  これより本日の会議を開きます。 

                                     （開議＝午前10時00分） 

  本日の出席議員は、26名で全員出席であります。 

  本日の日程は、お手元にお配りした議事日程第２号のとおりであります。 

  この際、諸般の報告をいたします。 

  事務局長に報告させます。 

◎事務局長（上地栄作君） 

  議長の命により、諸般の報告をいたします。 

  ６月13日議会運営委員会が開催され、今定例会の一般質問通告者が18名となったことによる一般質問日

数について協議がされ、議会運営に関する申し合わせ事項の規定により、予定していた５日間を４日間と

することが了承されました。これに伴い、６月25日に予定していた議事日程、各常任委員会の審査結果報

告から表決については、これを１日繰り上げ、６月24日に処理する予定でありますので、ご協力をお願い

します。 

  以上で諸般の報告を終わります。 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  ただいまから日程第１、一般質問に入りますが、通告外の質問及び一問一答の質問にわたらないよう、

議事進行にご協力願います。 

  なお、質問の１人持ち時間は30分となっております。 

  それでは、通告順に従いまして、順次質問の発言を許します。 

◎下地 明君 

  一般質問の前に、去った４月１日付で昇任されました宮国高宣会計管理者、友利克振興開発プロジェク

ト局長、砂川嚴上下水道部長、昇任おめでとうございます。市民の公僕として、下地敏彦市長を支え、宮

古島市発展のために頑張ってください。 

  それでは、一般質問に入りますが、当局の誠意ある答弁をよろしくお願いいたします。まず初めに、市

長の政治姿勢について、宮古島市花と緑の島づくり計画について、平成22年度に計画書は作成されており

ますが、一方平成26年度市長の施政方針で美しく快適な島づくりは、市民が主体となった花と緑の島づく

りの推進で、環境美化に関する市民意識の向上に取り組むと述べられております。なお、この花と緑の島

づくり計画については、ハード事業とソフト事業で計画されておりますが、これまでの事業施行について

答弁を願います。 

  次に、カママ嶺公園遊歩道沿いに桜並木植栽について、カママ嶺公園は宮古島市を訪れる多くの観光客

や市民の憩いの場所であります。そこで、遊歩道沿いで桜並木を植栽することにより、桜の時期に魅力あ

る散策道となり、また周辺の景観もよくなると考えますが、答弁を願います。 

  次に、市陸上競技場を指定管理者制度について、宮古島市の条例では陸上競技場や各スポーツ施設がゴ

ールデンウイークや祝日、休日に使用できないことから、利用者の皆様から大変不満の声があると新聞で

も報道がありました。そこで、県内他の自治体の多くも指定管理者制度を活用しており、スポーツアイラ
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ンド推進の宮古島市も指定管理者制度を活用し、利用者の皆様の利便性を図るべきだと考えますが、答弁

を願います。 

  次に、西交番東側交差点で信号機設置について、宮古病院から下地線に抜ける交差点でありますが、車

両通行量が多く、交通安全のためには信号機設置が望ましいと考えますが、答弁を願います。 

  次に、指定外来種等による生態系に係る被害の防止に関する条例制定について、このことについては３

月定例会での質問に対し、他の自治体の条例や実情を勘案しながら検討したいと考えているとの答弁があ

りましたが、その後どのような検討をなされているか、答弁を願います。 

  次に、旧城辺町役場跡地利用について、このことにつきましては西里芳明議員もこれまでも何回か質問

をしてまいっております。児童館とその他施設との複合施設の整備を行うことを決定しているようですが、

複合施設の説明と施工開始時期についてお伺いします。 

  次に、教育行政について、学校規模適正化基本方針について、１点目に教育委員会の基本方針について、

各地域での説明会は一通り終えてあると思いますが、その後地域の反応についてと２点目、新年度で統合

した来間中、下地中の生徒たちの心境について、現在のですね。 

  ３点目に、伊良部、佐良浜の小中一貫校新設については新聞報道で大きく取り上げられておりますが、

両地域の実際の状況、実情とあわせて、教育委員会の基本方針に変更はあるか、３点について答弁を願い

ます。 

  次に、福祉行政について、保育所に関する施策について、４月から消費税が５％から８％に上がり、国

民の負担はきつくなっておりますが、政府においては上がった分から新たな子育て支援制度の充実を図ろ

うとしており、県も一括交付金を活用して子育て支援対策を講じているようだが、宮古島市においても今

定例会に待機児童解消支援基金事業費900万円の予算計上をしてありますが、その内容について説明をして

ください。 

  次に、民生委員の充足率と職務について、民生委員は自治体の推薦で厚生労働省から委嘱されていると

のことですが、県内の民生委員の充足率は80から90％で推移しているようですが、宮古島市の民生委員充

足率と民生委員の職務について答弁を願います。 

  次に、農業振興について、宮古地区の2014年製糖操業は、伊良部工場が去った４月21日を最後に終了い

たしました。宮古島市全体でサトウキビ搬入量30万5,200トン、サトウキビ代金が66億3,720万円、多良間

を含めて宮古島市全体の年間の総所得は約140億円と言われており、宮古島市のサトウキビ代金だけでその

約48％を占めております。また、サトウキビの社会的経済波及効果は、約4.3倍と言われており、そのよう

な観点からサトウキビ増産に向けて質問をしていきたいと思います。 

  １点目に、伊良部地区への地下ダム送水時期について、伊良部の皆様が長年の念願だった伊良部大橋は、

いよいよ来年１月に開通となっております。宮古地下ダムの農業用水も橋を渡って伊良部地域へ送水され

ることになりますが、地下ダム関係のかんがい施設完成時期についてお伺いします。 

  次に、サトウキビ株出し管理作業並びに収穫後の圃場耕うん作業専門トラクター配置について、現在も

地区ごとに配置されているようですが、農家の要求に応じた作業を実施していないとの農家の声が多くあ

ります。春植え並びに株出し面積拡大により、サトウキビ増産に向けての事業であり、行政側から十分な

ご指導が求められますが、答弁を願います。 
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  次に、ハーベスター収穫作業放棄対策については、割愛いたします。 

  ３点目、サトウキビ収穫後圃場への緑肥奨励について、本年度も緑肥機器購入補助金206万6,000円の予

算計上をしてあり、特にサトウキビ増産に向けては、緑肥が最も適していることは周知のとおりでありま

す。そこで、農家に対して緑肥の奨励を大いに推進すべきだと考えますが、答弁を願います。 

  次に、長南地区圃場整備後の道路補修工事について、この地区は湧き水が多く、また傾斜地であること

から、圃場整備事業期間も予定より大幅におくれ、地権者の皆様は不満の声がありましたが、道路舗装が

されていないことから、道路表面が水に流され、通行どめのところや車両通行が危険な場所が多くありま

す。事業名が別だとは思いますが、早急に舗装工事ができないでしょうか、お伺いします。 

  次に、道路行政について、市街地主要道路整備計画について、これまでの市街地主要道路整備について

質問をしてきたところ、平成26年度において市全域を対象とした道路整備計画調査を検討しており、その

中で整備順位を判断していきたいと考えておりますとの答弁でしたが、これまでの調査、取り組みについ

てお伺いします。 

  次に、富名腰１区集落内生活道路整備について、この地区は近年急速に市街地近郊集落になっておりま

すが、道路が昔から全く整備されておりませんが、現在は車両通行量が多くなり、生活道路として危険な

状況であります。沖縄県宮古合同庁舎も同地域内であり、早期に集落内生活道路整備計画はできないでし

ょうか、答弁を願います。 

  以上、質問しましたが、答弁を聞いてから再質問をしたいと思います。よろしくお願いします。 

◎市長（下地敏彦君） 

  宮古島市花と緑の島づくりについてでありますが、「こころをつなぐ結いの島宮古」をテーマに、人も

まちも美しい空や海も、宮古島市を形づくる全てがつながりを持ち、将来にわたって彩りあふれる美しい

島の景観づくりと花と緑の島づくりに向け、今積極的な事業を推進しているところであります。今年度は、

さらに花いっぱいの宮古島にすべく一括交付金を活用し、花木あるいは花の苗の安定供給をするため、苗

木育成施設の基本設計を進めています。また、花いっぱい運動に賛同する市民団体、グループと一緒にな

って、公園、公共施設、沿岸沿いあるいは観光施設などを美しく花いっぱいにする運動を実施していると

ころであります。 

◎副市長（長濱政治君） 

  旧城辺町庁舎跡地利用についてでございます。旧城辺町庁舎の跡地利用につきましては、児童館、その

他施設との複合施設を整備することで、市の方針は決定しております。今後のスケジュールといたしまし

ては、今年度中にその他施設について検討した上で、平成27年度以降に施設建設に向け取り組んでまいり

たいと思っております。その他施設とは、検討委員会の提言書にもございますが、旧城辺町歴史資料室、

多世代が交流できる施設、児童生徒の学力向上に資する施設等を中心に検討してまいりたいというふうに

考えております。 

◎教育長（宮國 博君） 

  学校規模適正化基本方針についてのご質問がございました。教育委員会が平成25年４月に一部見直しを

行った基本方針でございますが、来間中学校を下地中学校に平成26年度までに統合すると、こういう計画

でございまして、これは完了してあります。宮原小学校を鏡原小学校へ平成27年度に統合すると、こうい
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うことでございます。佐良浜中学校と伊良部中学校は、平成31年度までに統合すると、こういう計画を立

てております。それから、佐良浜小学校と伊良部小学校については、児童数の推移や中学校の結果を見守

り統合の時期について速やかに決定すると、こういうふうな学校規模適正化の方針を立てておりましたが、

去った５月７日伊良部島の新しい学校をつくる会会長の長濱国博氏からですね、市長、議長、そして我々

教育委員会、教育長宛てに小中同時期での統合による小中一貫校、幼稚園での預かり保育の実現、平成29年

度での新校の開校を内容とした要請がございました。教育委員会としましては、その動きを受けまして、

伊良部地区との意見交換会や説明会を積極的に行っているところでございます。適正化の方針の見直しは

あるかというようなご質問でございますが、これにつきましては、この動きを見ながらですね、早目に教

育委員長のほうに教育委員会の招集を具申しまして、計画の見直しについては教育委員会の議論に付され

ると、こういうことでございます。 

  それから、統合した来間中学校の生徒、来間中から下地中に移った生徒の状況はどうかというふうなご

質問でございますが、実際に教育委員会の職員が出かけて生徒と面談をしたり、それから下地中学校の先

生方のご意見、お話を伺ったりしているわけですが、生徒は下地中学校での生活が楽しく、大変充実をし

ているというような報告を受けております。昨日下地中学校と来間中学校の統合協議会の中で、下地中か

らの報告では、しっかりと学習、それから部活になじみ、学習の取り組みをしているというようなことで

ございます。ちなみに３名の生徒は、野球、サッカー、吹奏楽部にそれぞれ所属して、大変有意義な学校

生活を送っていると、こういうふうなことでございました。 

◎福祉部長（譜久村基嗣君） 

  保育所に関する施策について２点ほど質問がございました。 

  まず、１点目でございますが、待機児童解消支援基金事業の説明についてということであります。平成

26年４月１日現在の待機児童数は、ゼロ歳児７人、１歳児21人、それから２歳児17人、３歳児６人、４歳

児３人、合計54人となっております。今年度沖縄県待機児童解消支援基金条例に基づく本市への待機児童

解消交付金が900万円見込まれております。活用方法といたしまして、東保育所へ新たに３人の保育士を配

置いたします。また、待機児童対策事業事務補助員を２人配置するということで、待機児童解消に取り組

んでおります。 

  ２点目の来年度施行の新制度に向けた取り組みの状況でございますが、平成24年８月に成立いたしまし

た子ども・子育て支援法と関連する法律に基づき、幼児期の学校教育や保育、地域の子育ての支援量の拡

充や質の向上を進めていくため、平成27年度から子ども・子育て支援新制度が施行されます。新制度に向

けた本市の取り組みといたしましては、今年度中に子育て支援の方向性や取り組みの内容を定める宮古島

市子ども・子育て支援事業計画の策定、各種基準関係の条例などの制定、保育事業者や保護者への周知及

び広報など、新制度への移行作業を進めていくことになっております。 

  次に、福祉行政についてでございますが、民生委員の充足率とその職務についてのご質問でございます。

県条例で定められている宮古島市の民生委員の定数は114名ですが、現在110名となっており、充足率は

96.5％となってございます。 

  次に、民生委員の職務については、民生委員法第14条で次のように規定されております。まず１つ目に、

住民の生活状態を必要に応じ適切に把握しておくこと。２つ目に、援助を必要とする者がその有する能力
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に応じ自立した日常生活を営むことができるように生活に関する相談に応じ、助言その他の援助を行うこ

と。３つ目に、援助を必要とする者が福祉サービスを適切に利用するために必要な情報の提供その他の援

助を行うこと。４つ目に、社会福祉を目的とする事業を経営する者又は社会福祉に関する活動を行う者と

密接に連携し、その事業又は活動を支援すること。５つ目に、社会福祉法に定める福祉に関する事務所、

これは福祉事務所なんですが、その他の関係行政機関の業務に協力すること。民生委員はこれらの職務を

行うほか、必要に応じて住民の福祉の増進を図るための活動を行うことが定められております。この法律

に基づきまして、宮古島市でも事業を進めていると、民生委員にはそういうふうに働きかけているという

ことでございます。 

◎生活環境部長（平良哲則君） 

  まず、信号機の設置についてでありますが、ご指摘の西交番所東側交差点の信号機設置につきましては、

宮古島警察署に問い合わせをしたところ、サンエー前十字路の信号機との距離が近過ぎる、約50メートル

のため、現時点では設置は困難であるということであります。しかし、同交差点には道路改良工事の計画

があるため、今後の交通量を見ながら検討するとの回答であります。市としましては、今後とも同交差点

の信号機の設置に向けては、要請を行ってまいります。 

  次に、指定外来種に関する条例の制定についてでありますが、指定外来種等による生態系に係る被害の

防止を図るには、県全域を対象としなければ効果が薄いと考えます。どのような方策がよいか県と相談し

ていきたいというふうに考えております。また、指定動物の飼育や保管については、動物の愛護及び管理

に関する法律によって、県が許可をしていることから、県との連携も図りながら対策を講じたいというふ

うに考えております。 

◎農林水産部長（村吉順栄君） 

  まず、１点目の伊良部地区への地下ダムの関係の質問にお答えいたします。 

  平成26年度は、宮古島側で地下ダム工事及び送水路の一部工事、伊良部大橋内送水路の一部工事を施工

し、平成27年度には宮古島側で送水路の一部工事、宮古吐水槽、伊良部大橋内の送水路の工事、伊良部島

側で送水路及び貯水池の整備を施工する予定となっております。平成28年度から平成29年度においては、

宮古島側及び伊良部島側送水路及びファームポンドの整備並びに伊良部島農地への配水計画の決定等を行

い、今のところ平成29年度に一部農地への通水を予定しております。 

  次に、サトウキビ株出し管理関係のご質問にお答えいたします。株出し管理作業については、宮古地区

さとうきび管理組合を昨年設立し、実施しているところであります。また、収穫後の耕うん作業について

も、宮古地区さとうきび管理組合へ委託する方向で調整しておりますので、宮古地区専用トラクター配置

については、今のところ考えておりません。 

  次に、緑肥奨励についてお答えいたします。緑肥については、サトウキビの増産に向けて、これまでも

助成を行っておりますが、株出し面積の拡大や農家の緑肥に対する認識の低さから、年々作付面積が減少

しております。今後は、緑肥の重要性を関係機関と連携し、啓蒙することで緑肥の植えつけをふやし、地

力の向上に努め、サトウキビの増産に努めてまいりたいと思っております。 

  次に、長南地区圃場整備についてのご質問にお答えします。当地区は、平成20年度から始まった事業で

すが、冠水被害を受ける地区で、今年度内では排水不良を改善するため、暗渠排水等を優先的に整備し、
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平成27年度には農道舗装等を整備し、平成28年度に確定測量及び換地処分を実施し、完了する予定となっ

ております。 

◎建設部長（下地康教君） 

  ３点ございました。まず、１点目にカママ嶺公園の遊歩道側に桜の木を植栽してほしいということです

けれども、そのご指摘の箇所は、公園中央を東西に走る遊歩道兼管理道で、現在クロトンやハイビスカス

等の花木が植栽されております。以前にも展望台周辺、駐車場周辺に桜を植栽しておりますが、台風や強

風等の影響により、植栽の活着がなかなかうまくできておりません。今後は、専門家などのご意見をお聞

きしながら、その検討を重ねていきたいというふうに考えております。 

  ２点目でございます。市街地の主要道路の整備計画の策定状況及びこれまでの調査の取り組み状況につ

いてというご質問であったと思いますが、現在道路建設課では市道Ｂ―53号線において、宮古高校の校舎

南側の道路歩道の整備を行っており、今年度で完了する予定でございます。また、宮古高校東側に隣接す

る富名腰12号線の道路整備事業を平成27年度新規事業として県への要望を行っております。市道整備に係

る計画の策定については、これまで議会で答弁をしておりますけれども、宮古島市全体の整備計画の策定

については、かなりの事業費が必要だということで、調査の内容を現在精査をしている段階でございます。 

  ３点目に、富名腰１区集落内生活道路整備についてということでございますが、富名腰１区周辺の生活

道路整備につきましては、地域の皆様方の要望等を見ながら、これから検討していきたいというふうに考

えております。 

◎生涯学習部長（垣花徳亮君） 

  市陸上競技場の指定管理者制度についてでございます。市民スポーツ課が管理する体育施設に関しては、

現在指定管理者制度が導入できるか検討中であります。施設の利用に関しては、祝祭日等は条例上は閉館

でありますが、事前に使用許可申請書を提出していただければ、調整して使用することは可能であります

ので、今後利用する団体に対しては、早目の申請を呼びかけていきたいと思います。 

◎下地 明君 

  再質問を行います。順を追って再質問したいと思います。 

  宮古島市花と緑の島づくり計画については、市長の答弁で苗木を各団体に配布して花いっぱい運動を展

開するというふうな答弁がありました。宮古島市はですね、世界的に有名な造園デザイナー、石原和幸デ

ザイナーの実施設計で2010年度国のきめ細かな交付金を活用して、事業費3,000万円を活用して宮古島市熱

帯植物園で花の王国リニューアル事業を完成してあります。すばらしい計画であると私は見ておりますが、

しかしこのようにすばらしい事業を実施してありますけども、どうもこの事業などに伴って周辺の美化が

されていないんじゃないかと私は見ております。もっとこれだけの事業費を費やして、せっかくの世界的

有名なデザイナーがつくってあるわけですから、それなりの周辺の環境も整備すべきでないかと私は思っ

ております。そういうことで、しっかりと宮古島市熱帯植物園ももっと花の多い植物園にしてもらいたい

と。この花の王国事業にふさわしい周辺の整備をしてもらいたいと私は思いますが、それについて答弁を

願いたいと思います。 

  それからですね、私やはり宮古はもちろん台風が多い、干ばつがあるということで、なかなか花が育た

ないというふうな声を聞きますけれども、ますますいつでも花が咲く宮古島市でないかと思っています。
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それにもかかわらず、全く花が見当たらない。本土に行けば本当にすばらしい花がいっぱいある。それを

見にわざわざ旅行にも行っているわけですね。そういうふうなことからしてですね、これからやっぱり花

の王国事業のこれだけの事業費を費やしてやっているわけだから、これ担当職員もですね、本土あたりの

そういったきれいに美化環境が整っている先進地視察というかな、そういったところに担当職員を派遣し

て、今後の宮古の環境美化に尽くしていったらどうかと思いますが、この件についても答弁を願いたいと

思います。 

  それから、カママ嶺公園についてでありますが、今さっき私が申し上げたときにも植栽してあったけれ

ども、枯れたと建設部長は答弁しておりますけれども、今実際にクロキが植栽されておりますけれども、

場合によってはあれ一本一本抜いてですね、あの間に植栽したほうがむしろいいんじゃないかなと思って

おりますので、隣の石垣島には桜の木いっぱいあるんですよ。宮古にはないというぐらい本当に見えない。

石垣で育っているのに宮古島で育たないということはあり得ないと思います。ひとつ考えてください。 

  それから、陸上競技場の指定管理者制度についてでありますけれども、今の条例でも事前に申請すれば

使えるようになっているとは言っておりますけれども、確かにそのようには聞いておりますけれども、し

かし担当によっては、今の条例ではできませんというふうなことで断るケースもあるかもしれません。ま

た、事前に通告したらまた使用させるケースもあるかもしれません。そういったことのないようにですね、

他の自治体も沖縄本島の指定管理者制度を活用している自治体が多いわけですから、スポーツアイランド

を推進する宮古島市としては、むしろ指定管理者制度を活用して、こういった対応をすべきじゃないかと

私は思いますが、もう一度この指定管理者制度の活用についてできれば市長の答弁を願いたいと思います。 

  それから、西交番東側の交差点については、この間が近くにあるということでありますけれども、私も

もちろんそれを了解してはいるんですけれども、今城辺線の長南の根間地に考えらないところに信号機が

設置されているんです、一月前くらいに。あの状況を見たらですね、何なのと。車を一時とめてから通行

しなさいよと、そういうふうに言わんばかりに全く無用のところに信号機があるんですよ。ああいった状

況を見た場合に、じゃ何でこっちは、本当に宮古病院から下地線に抜けるところは大変危険ですよ。右見

て、左見てと本当に危険です。だから、ああいったところよりはたとえ近くでもこういったところに信号

機を設置したほうがいいと思って、私はあえてこれ取り上げたわけです。これは、答弁できたら答弁をよ

ろしくお願いします。 

  それから、指定外来種等の生態系に係る被害防止条例についてでありますけども、これは私は聞き取り

のときに、担当課長にはちゃんと申し上げたので、あえて公の場では申し上げにくい面もありますが、や

っぱり趣味でペットを飼っていた人がたまたまこれ逃がす。逃がして、これが昔からあった宮古の生態系

に被害を与える。こういったことが起きないようにするためにも、その方に責任をもっと持ってもらいた

いという思いで私は再三取り上げておりましてですね、この間３月定例会で資料を渡しました。長崎県の

壱岐市は、イノシシの被害があるからといって制定したわけです。宮古島市は既にイノシシらしい動物と

クジャク等の被害も相当起きています。また、最近変な動物が逃げ回っているということも聞いて、私は

取り上げていますので、この変な動物についてはあえて申し上げません。私は聞き取りのときにお伝えし

てあります。これもひとつ県との調整じゃなくて、宮古島市に実際に被害を与えているわけですから、じ

っくりと検討してもらいたいと思います。 
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  それから、旧城辺町役場跡地利用については、副市長の答弁で平成27年度以降に事業着手するというこ

とであります。早目に事業着手していただきたいと思います。 

  教育行政については、教育長からいろいろと説明がありました。非常に学校統合問題というのは、大変

厳しい面があります。私自身もこのように推進するべきだと、学校規模適正化基本方針に沿って推進すべ

きだという思いはあるけれども、じゃ自分の母校の西城小中学校なくなったらという思いをした場合に、

本当に頭が痛いですよね。しかし、子供たちの将来を見据えてのこれは学校規模適正化基本方針でありま

すので、地域のためはもちろんでありますけれども、本当は地域が寂れる、私もそのようには思います。

しかし、子供たちの将来を考えた場合どうすればいいかというふうな基本方針でありますので、ひとつ教

育長ですね、大変ご苦労な任務でありますけれども、しっかりと今後も子供たちの将来のために人材育成

は百年の大計と言われております。しっかりと頑張ってもらうようにお願いをして、ひとつ決意をお願い

したいと思います。 

  それから、福祉行政については、いろいろと福祉部長から詳しく説明がありました。待機児童は今のと

ころ54名だと、トータルですね、申しております。できるだけ待機児童をなくすように、那覇市も多数い

るけれども、平成27年度までゼロにするとか新聞にきのうかな、載っておりました。特に保育所業務とい

うのは、保育士も大変な業務を担っておりまして、以前から私は手当の件も申し上げておりますが、今回

はあえて手当の件は申し上げておりませんが、本当にそういった面も考慮してもらってですね、少子高齢

対策の大きな一環でありますので、この保育所に関する施策については、ひとつ新制度がまた来年度から

施行されるというふうに今の福祉部長の答弁でもありました。そういったこと等を活用してですね、大い

に福祉行政に頑張ってくださいと申し上げたいと思います。 

  それから、民生委員の件でありますけれども、今さっき福祉部長の答弁でたくさんの民生委員の活動に

ついての項目がありましたが、民生委員というのは報酬がなくて、本当にボランティアですね。ボランテ

ィアにしては、また責任のある活動じゃないかなと。こういった本当に無報酬で活躍している民生委員の

皆さんにですね、本当に市長これまでどういうふうな民生委員とのかかわりを持っているか、私は全くわ

かりませんが、やっぱりこの場で民生委員の皆さんに一言市長からも言葉があればと思いますが、よろし

くお願いします。 

  それから、農業振興については、特に伊良部の送水時期については、平成29年度ということですけれど

も、これは農林水産部長そのとおりですね。平成29年度より通水されるわけですね。そういうふうなこと

でありますので、ひとつ伊良部の皆さんが宮古の地下ダムの水で本当にかん水し、今まで七、八トンとっ

ていたサトウキビを恐らく十二、三トンの平均まで反収もアップすると思いますので、早目の対応をお願

いしたいと思います。 

  それからトラクター作業、株出し管理作業については、宮古地区さとうきび管理組合に任せてあるとい

うことでありますけれども、やっぱりそれなりにその地域でこの人ならばサトウキビも少ないし、この人

ならさせたほうがいいという人もいるんですよ。兼業しているもんだから、農家の要望に応えられないわ

けです。そういうふうなことでですね、地域の人と相談して、できるだけ適した人にお願いしてもらいた

い。担い手育成のためにも、余り仕事のない人もいるんですよ、トラクターを持っていてもそういった人

にさせるべきと私は思うんですよ。役所の職員を知っているから、つき合っているから、この人にさせる、
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そういった面が見受けられるんですよ、正直言って。そういうことで、トラクターを持っている方にあな

たはどうですかというふうに話を持っていったら精いっぱい農家の要望に応えてくれると私は見ています

よ。ひとつ管理組合に任せずにですね、農林水産部長もちゃんと調整して、指導してもらいたいと思いま

す。これについてもう一度答弁を願いたいと思います。 

  この緑肥の補助については、実はですね、４年前でありますので、皆さんが忘れているかもしれません

けど、宮古製糖の農務部長であった川満長英さんが４年前に反収を21トン540キロ、糖度も16.4度、１反か

らですよ。キビ代が50万7,633円手取りがあったんですよ。そのときの収穫は手刈りです。この人は20年前

から自分で下大豆これ毎年播種してずっとすき込んでいます。何も市からの助成は受けていないというこ

とです。こういうふうに真心から農業を真面目にやれば、こういうふうにも収入がありますので、 あえ

て私は議会の場でも言ったほうが農家の人も聞いていると思いますので、緑肥を大いに奨励してもらいた

いと。今度もこの川満長英さんは、ハーベスター刈りで夏植えが12トン、春植えが８トン、株出しが7.2ト

ン出ているそうです。真面目にやればそういうふうな収穫も農家としてはできるわけですから、ひとつそ

ういった面で助成することにして、大いにまた助言、指導もですね、やってもらいたいと私は思っており

ます。 

  あとですね、ひとつ市長には花と緑の島づくり計画についての答弁とできれば民生委員に対する一言の

２つですね。教育長には今後の決意ですね、それから農林水産部長にはやっぱり株出し管理作業者につい

ての指導をやってもらいたい。建設部長にはしっかりと道路行政ですね、建設部長に確認しますが、私が

聞き違いかどうかわかりません。先ほどの答弁の中で、宮古高校東側のＢ―53号整備計画については、平

成27年度から何か取り組むみたいなことがありましたけど、その辺の確認の答弁をお願いしたいと思いま

す。 

  それから、富名腰地区については、地域住民の声聞いて取り組むという答弁だったと思いますが、もう

一度確認のために答弁願いたいと思います。 

  以上、質問をいたしましたが、答弁を聞いて私の一般質問を終わります。 

◎市長（下地敏彦君） 

  宮古島市熱帯植物園をもっと花いっぱいにすべきであるということでありますが、今まだまだやっぱり

花が少ないと私も思っておりまして、今やっているのが遊歩道の整備をやっておりますし、展望デッキ等

の整備もこの間完成をいたしました。ただ、あそこ旧平良市時代に整備して初めてやったものですから、

水道管がどこにどうやって配管されているかという配管図がもうないんです。それで、花植えてどうやっ

て水をかけていいかわからないという状況にありますので、もう一度植栽するためには、水道管をもう一

回しっかりと布設してやらなければならないというふうに考えておりまして、これを早急にやりたいと。

その後花をいっぱい植えていきたいというふうに思っています。 

  あわせて上野の大嶽公園、これについては今年度ブーゲンビリアを中心とした公園に再整備をするとい

う形で事業を進めておりますし、それが終わり次第城辺の公園、これはハイビスカスでやるということで、

ハイビスカスの苗はもう伊江島から200種類ぐらいの苗を取り寄せて、今それをふやしているという段階で

ございます。 

  それから、民生委員についてでありますが、民生委員については民生委員、それから児童委員の日とい
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うふうなのを定めてありまして、その日に知事のメッセージをお届けするということもやっております。

その際市長から民生委員に対して慰労の言葉もお話ししていますし、民生委員に対する辞令交付の場合に

もですね、これまで継続してやってきた人に対して、いろいろとそのご苦労に対する感謝の言葉、それか

ら新たに民生委員になる方については、民生委員の仕事等についてひとつしっかりという激励をやってい

るところであります。 

◎教育長（宮國 博君） 

  学校規模適正化の議論はですね、これはあくまでも我々は教育の問題だというような認識をしておりま

す。しっかり進めなさいというような激励をいただいているものと思いますが、ちょっと昨年度の12月４

日私ども教育委員全員そろってですね、記者会見をしました。これは、マスコミを通して市民の皆さん方

には既に届いていることなんですが、この学校規模適正化も含めてですね、我々には５つの課題があると

いうような形で、今教育行政を進めているところなんであります。したがいまして、この学校規模適正化

も丁寧に、着実に、粛々と進めるわけですが、残りの課題についてもですね、ぜひ議会からの応援もよろ

しくお願いをしたいと思います。 

◎農林水産部長（村吉順栄君） 

  サトウキビの株出し管理作業あるいは収穫後の耕うん作業については、これまで相対で受委託しており

ましたが、やはり組織をつくって適宜に対応できるようにということで、昨年度宮古地区さとうきび管理

組合設立してございます。ただ、昨年設立したということで、まだ農家の皆さんに周知徹底されていない

ことと、あるいはオペレーターが不足ぎみでございます。できるだけ補助事業でトラクター等導入した方

には、この宮古地区さとうきび管理組合のオペレーターとして登録して、今後サトウキビの管理作業が適

宜にできるよう、今後管理組合の組織強化に努めていきたいと思っております。 

◎建設部長（下地康教君） 

  まず、桜並木の植栽についてでございますけれども、石垣には桜の木はたくさん植えられていて、宮古

島市でも可能ではないかということでございますけれども、なぜ宮古島市でうまく育っていかないのかと

いうことをですね、十分調査し、またその対策を検討して、その実現に向けて頑張っていきたいというふ

うに思っております。 

  次に、市街地の主要道路の整備についてでございますけれども、宮古高校南側の道路のＢ―53号線につ

きましては、今年度で整備が完了します。同校の東隣の富名腰12号線の整備につきましては、平成27年度

を新規事業として、県へ要望している状況でございます。 

  次に、富名腰１区集落内生活道路の整備についての再質問でございますけれども、地域の要望を見なが

ら、また安全対策を勘案しながらですね、整備を検討していきたいというふうに考えております。 

◎生涯学習部長（垣花徳亮君） 

  体育施設の指定管理者制度については、県内市町村の状況も踏まえて、しっかりと検討してまいりたい

と思いますので、よろしくお願いします。 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  休憩します。 

                                     （休憩＝午前11時00分） 
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  再開します。 

                                     （再開＝午前11時01分） 

◎教育長（宮國 博君） 

  指定管理の件につきましては、我々調査はしてございます。今指定管理がされていないところはですね、

宮古島市と石垣市でございます。石垣市は、先に指定管理をしておりました。その指定管理が今現在外さ

れていると、こういうことでございまして、これについてですね、我々もいろいろ考えておりますが、今

後どのような形での管理制度にこの宮古島市の施設が対応できるかというようなことを教育委員会のほう

では議論をしているところです。指定管理といいますと、収支も含めて全部の指定管理と業務管理という

形があるようでございましてね、いずれにするかというふうなのは、今後の我々の研究をお待ちいただき

たいと思います。今指定管理にしますよ、やりませんよということではございません。よろしくお願いし

ます。 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  これで下地明君の質問は終了いたしました。 

◎佐久本洋介君 

  ６月定例会に当たり、さきに通告しましたとおり質問してまいりたいと思います。当局のご答弁をよろ

しくお願いします。 

  まず、市長の政治姿勢について伺います。１点目に、伊良部漁協荷さばき場の改築についてですが、こ

れについては３月定例会で平成27年度との答弁をいただいていますので、確認でとめたいと思います。平

成27年度の改築でお願いいたします。 

  次に、この伊良部漁協の施設についてですが、聞くところによると複合施設を考えているということを

伺っていますけど、その概要を説明してください。荷さばき場だけじゃなくて、いろんな施設を併設した

いようなことを聞いていますので。 

  ２点目に、佐良浜漁港利活用についてですが、利用計画策定委員会からの答申があったようですが、具

体的な利用計画を説明してください。これも伊良部大橋の開通に向けて、佐良浜漁港をどう利用していく

のか。これはもう長年、何年も何年もかかってきています。この答申内容について説明をお願いします。 

  次に、佐良浜地区集会場の建設について伺います。佐良浜地区の前里添では、多目的施設がありますが、

池間添では集会場がなく、部落総会も池間添児童館を利用しています。また、前里添の多目的施設も老朽

化が進み、建てかえが必要だと思います。そこで、佐良浜地区全体で利用できるような集会場の建築を検

討できないものかどうか。現在特に池間添の老人クラブの皆さんが非常に場所を確保するのに困っていま

す、いろんな集会あるいは練習とかに。その意味でも池間添だけじゃなくて、もう一つの部落になってい

ますので、佐良浜全地区で使えるようなそういう集会場の検討をしていただきたいと思います。 

  ４点目に、死因の確定できない不審死者といいますか、この解剖について伺います。現在宮古地区で病

死や自然死と断定できないような死者に対して、司法解剖が行えず、沖縄本島まで搬送して解剖している

とのことですが、二、三日もかかりますので、遺族の精神的負担となっています。これが宮古で行えない

のはなぜなのか。それから、これを何とか宮古で行うことはできないものかどうか。これは警察の職務で

すけど、市のほうからもそれに対しては要請をしていただければと思っています。 
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  次に、公園整備について伺います。１点目に、パイナガマ公園整備の進捗状況について伺います。完了

に向けて現在の状況はどうなのか。それから、ミニサッカー場の建設とかありましたが、これはどうなっ

ているのか。一向に進んでいるように見えませんけど、現在の状況はどうなのか。そして、完了の予定は

いつごろになるのか。 

  次に、宮古郵便局西側の造成地についてです。この造成地は、竹原地区の都市計画用地とのことですが、

造成地の全体利用計画はあるのかどうか。それから、市有地と民有地があるようですが、この市有地の利

用計画、造成した後ほとんど利用法が進んでいないようですけど、特に市有地についてはどのような利用

法を考えているのか。 

  次に、バス路線について伺います。伊良部大橋開通後伊良部地区、宮古本島のバス路線の見直しが必要

になると思いますが、市とバス３社による協議は行われていると思いますが、その協議内容はどのように

なっているのか、説明してください。そして、この３社が乗り入れるバスターミナルをつくるのは非常に

難しいということですので、その３社の結節点、これをどこにどういうふうな形で持っていくのか、それ

について説明してください。 

  次に、教育行政について伺います。伊良部地区では、単なる学校規模適正化による統廃合ではなく、佐

良浜小学校、伊良部小学校、佐良浜中学校、伊良部中学校の４小中校統合による小中一貫校の実現につい

て、伊良部島に新しい学校をつくる会として、去った５月７日に市長、議長、教育委員会へ要請を行いま

した。子供たちによりよい教育環境を与えたいというのは、誰もが抱く思いだと思います。伊良部地区で

も少子化で、生徒数の減少が激しく、このままでは統合しても小規模校は解消されません。そこで、伊良

部地区ではよりよい教育環境の整備を目指して、小中一貫校の実現を要請しています。メリット、デメリ

ットはあると思いますが、私どもが話し合い、そして進めている段階では、メリットのほうがはるかに大

きいと思います。学力向上、そして部活の活性化による競技力の向上、そして一番大きな問題、中１ギャ

ップの解消とメリットは挙げれば非常に大きなものがあると思います。 

  それから、政府の教育再生実行会議で小中一貫教育法の制度化を柱とした６・３制にとらわれない学生

改革の提言が行われています。文部科学省としては、2016年度にも小中一貫教育校を制度化したい考えで、

学校教育法の改正を目指しているとのことです。伊良部地区の要望している2017年度新校開校の実現とも

合致いたします。そこで、伊良部地区の要請に対する市長、教育長の見解を伺います。また、現在進めて

いる平成31年度の佐良浜、伊良部両中学校の統合時期、小中同時の統合についてどのように見直していく

のか、これもお答えください。そして、平成29年度統合を伊良部地区は要望していますが、それを目指せ

ば作業工程はどのようになっていくのか。 

  次に、伊良部地区陸上競技場の備品や施設の整備について伺います。この件については、生涯学習部の

管轄かなと思って出したんですけど、伊良部地区では伊良部建設室の管轄のようです。伊良部地区陸上競

技場は、合併後も地域のきずなを深める場所となっています。伊良部地区の字別対抗競技会、それから婦

人会や老人クラブの運動会と、地域を盛り上げています。しかし、現在備品の不足これが多く、ピストル

とか、ストップウオッチに関してまでも、学校等から貸してもらって、それで競技を行っている状況です。

それから、ルールの改正によって、三段跳びとか、それから幅跳びの現在ある整備が公式記録といいます

かね、それに使えないような状況だそうです。それから、放送施設ももうほとんど使えず、各大会の都度
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民間からの借用で行っています。競技場の整備についてどのようにお考えなのか、伺います。 

  以上、答弁をお伺いして、再質問したいと思います。 

◎市長（下地敏彦君） 

  佐良浜漁港の検討委員会の答申の内容についてでありますが、佐良浜漁港の利用策定委員会が平成26年

３月に答申をいたしました。その内容は、地域特性の活用、水産業の持続発展、産業創造に資する漁港づ

くり、これを基本といたしまして、生鮮市場、海鮮食堂、海産物加工、集出荷施設の整備、地域内外交流

マリンレジャー施設の整備、畜養等の施設の整備、憩い、レクリエーション機能の向上を考慮した公園の

整備、こういうのが中身となっております。 

  次に、伊良部島の新しい学校をつくる会の要請について市長はどう思うかということですが、教育委員

会はつくる会からの要請を受け、地域住民、保護者と関係者と精力的に今話し合いを行っております。私

といたしましても、その動向に大きな関心を持っており、その成り行きがどうなるか、しっかりと見守り、

教育委員会の結論について支援をしてまいりたいというふうに思っております。 

◎副市長（長濱政治君） 

  佐良浜地区集会場の建設についてでございます。当該施設は、平成２年度に旧伊良部町が建設し、多く

の市民に有効に利活用されております。佐良浜地区に同様な施設を１カ所にまとめて建設できないかとの

提案でございますけれども、地元住民の合意が得られるというのであれば、検討してみたいと思います。 

◎教育長（宮國 博君） 

  伊良部島の新しい学校をつくる会からの要請について、教育委員会はどのような見解を持っているかと

いうご質問がございます。去った５月７日要請文を受け取った後ですね、５月18日、それから24日、25日、

６月７日にですね、伊良部地区公民館で幼稚園、保育所、小中学校の保護者に、それから行政連絡員の皆

さんも入ってですね、また一部地域の人たちも入りまして、説明会を開催しております。その中で、伊良

部島の新しい学校をつくる会が要請を行った経緯や取り組み状況と教育委員会の一貫教育に対する対応で

すね、預かり保育の現状や基本方針等について意見交換会をいたしました。その機会にはですね、私ども

事務方だけではなくして、教育委員の皆さんにも参加をお願いしまして、地域の熱い思いを実際に感じ取

ることができたと思っております。教育委員会としましても、要請内容については保護者及び地域のある

いは住民の皆さん方の意見も重く受けとめております。できるだけ早目に対応していきたいと考えており

ます。 

  それから、統合時期の見直しはどうなるかというふうなことですが、現在我々教育委員会が持っており

ます計画はですね、平成31年度に中学校だけを統合すると。そして、小学校については時期を早目に決め

ましょうというような計画なんです。それで、その計画を見直すには、相当の議論が必要でございますの

で、先ほど申し上げたように、意見を重く受けとめた議論をこれから進めてですね、早い時期に基本方針

に対しては対応して議論をしていきたいと思っております。 

  それから、要請どおり平成29年度の開校ということになりますと、どのような作業が入るかというよう

なご質問でございますが、平成29年度で小中一貫校として４つの学校を統合するとなった場合はですね、

まず教育課程の特例申請をしまして、それに伴うカリキュラムの策定をしなければなりません。それから、

それに合うところの校舎等の施設の整備ですね、それからさらにはその作業を進めていくための統合協議
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会の設置等々ですね、多様な工種を約２カ年半で進めなければなりません。完了しなければなりません。

児童生徒が新しい学校に通うための動線、施設の配置計画とこれまでのいわゆる学校統合しますよという

形とは、全く違う作業をしなければなりません。今この要望が入った後ですね、どういう形になるのかと

いうふうにしますとね、約40ぐらいの工種になります。大変な作業をこれから進めていかないとなりませ

んが、教育委員会としましては、地域の要望に応えられるように関係機関と連携を密にしながら進めて、

取り組んでまいりたいと、このように思っております。 

◎生活環境部長（平良哲則君） 

  不審死者の解剖についてでありますが、不審死者の解剖につきましては、宮古島警察署に問い合わせを

したところ、ことし１月に施行された死体解剖保存法の改正により、宮古の現在の施設において解剖は困

難ということで、宮古での不審死者については、島外の法に適した施設に移して解剖を行っているという

ことであります。また、今後の具体的な方針等につきましては、宮古島警察署からまだ返答は得ておりま

せん。 

◎農林水産部長（村吉順栄君） 

  伊良部漁協の荷さばき場の改築について２点ご質問がありましたが、一括してお答えいたします。 

  去った３月定例会の一般質問でも答弁しましたが、当荷さばき場の改築につきましては、建物の耐力度

検査も終えて、現在現施設の処分について、国、県と調整を進めており、本年度をめどに当施設の処分の

手続を行い、平成27年度に解体、新築する予定であります。施設の内容としましては、荷さばき施設を初

め、鮮魚販売、海産物加工施設、食堂兼売店、エアチャージ室、研修交流室等多目的な水産物の利用施設

として計画しております。現在そのハード事業を推進していくため、産地協議会を立ち上げ、実施に向け

て関係機関とも調整を行っているところでございます。 

◎建設部長（下地康教君） 

  まず、パイナガマ公園の進捗状況についてということでございます。パイナガマ公園は、平成８年度に

事業認可を受けまして、面積8.9ヘクタール、総事業費25億2,200万円で現在整備を進めております。これ

までに用地取得やビーチ側のトイレ、あずまや、駐車場、遊歩道などの整備を行っておりまして、平成25年

度までの進捗状況、進捗率としましては、70％を実施しております。今年度は、トゥリバー側の園路とそ

れとミニサッカー場を含む広場等の整備を行い、平成29年度の事業完了に向けて整備を進めていくことに

なっております。 

  次に、宮古郵便局西側の造成地の利用方法とその状況ということでございますけれども、この造成地は

平成25年度に竹原地区土地区画整理事業で整備を行っております。全体事業計画は、事業工期が平成17年

度から平成33年度まで、総事業費が66億円、事業の進捗状況は平成25年度現在で事業費ベースで75％とな

っております。ご指摘の造成地は、ほとんどが民有地で、仮換地指定を受けた地権者に配分をされており

ます。また、一部は保留地として売却されますが、これから土地の有効利用が図られるものと考えており

ます。また、造成地の一部に４号公園というものを整備する予定でございまして、平成28年度に整備する

計画でございます。 

◎観光商工局長（下地信男君） 

  伊良部大橋開通後のバス路線について、市は市民への対応としてどのように取り組んでいるかというご
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質問でございました。伊良部大橋開通に伴うバス路線の新たな編成については、各地区の皆様と意見交換

を実施することとしておりまして、まず去った６月３日に伊良部地区において行政連絡員並びに地域づく

り協議会の皆様にお集まりをいただきまして、市の取り組み状況について説明をしております。説明の主

な内容としましては、まず佐良浜漁港から伊良部大橋へ結ぶ新たな路線、法線ですね、それが１つ、それ

からバス会社３社が乗り入れる結節点として、現在のところ平良港内の佐良浜平良航路の船着き場前広場、

いわゆるマティダ市民劇場の裏手のほうになりますが、その場所を候補地としていることなどを報告いた

しました。今後各地区において説明会を実施して、現行の路線に対する意見あるいは３社を結ぶ結節点の

あり方について、意見交換、意見聴取をすることにしております。 

◎建設部長（下地康教君） 

  答弁漏れが１点ございました。 

  伊良部地区陸上競技場の備品整備についてのご質問でございます。伊良部地区陸上競技場は、平成９年

度に整備され、伊良部地区の多くの市民の皆様方に親しまれ、利用されている施設でございます。備品に

つきましては、平成９年度に整備されてから17年間が経過しており、備品等器具類の使用不能、破損等が

生じており、各種競技に支障を来しているのは、当方としても認識しております。しかし、他の学区同様

に宮古島市体育協会より補助金が拠出されていますので、備品及び器具等の修繕、購入費に対しましては、

同協会と話し合っていただきたいというふうに考えております。 

  それともう一点でございますけれども、宮古郵便局西側の造成地の件でございますが、私４号公園と申

し上げたところ、その公園の内容がということでございましたんですが、面積が3,000平米の公園を敷地内

に整備する計画になってございます。 

◎佐久本洋介君 

  答弁ありがとうございました。伊良部漁協荷さばき場の改築と、それから佐良浜漁港の利活用、大体こ

れは連動しているのかなと思うんですけど、どうですかね。例えば荷さばき場改築のときの複合施設の整

備とか、それから佐良浜漁港の利活用策定検討委員会の答申と、大体内容的には同じように聞いたんです

けど、これを利活用計画と連動して荷さばき場の話も出ているんですか。その辺お聞きしたいと思います。 

  それから、佐良浜漁港の利用検討委員会からの答申に関してですけど、現在ターミナルに入居している

田舎屋、これの取り扱いはどうなるんですね。その田舎屋との協議は行われたのか。これは、利活用検討

委員会答申の中での答弁があればなと思っています。 

  それから、不審死者の解剖についてですけど、これは市から要請しても非常に難しいということですか

ね、今の状況では。これは、検討していくということですけど、警察に対して要請しているかどうかも答

えてください。 

  それから、集会場の建設について、地元の合意があれば検討していくということですので、地元として

は早急に要望をまとめたいと思いますので、よろしくお願いします。 

  それから、小中一貫校についてですけど、小中一貫校というよりも、伊良部島に新しい学校をつくる会

の要請についてですけど、今市長から答弁がありました。教育委員会の結論が出れば支援をしていくとい

うことですので、非常に心強い返事をいただいています。今伊良部地区では、この話が非常にいろんな集

会に行っても話が出ます。そして、その中でやはり一番中心になって頑張っているのは、若い父母の皆さ
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んですね。やはり自分の子供はいい学校で勉強させてみたい、そして友達は多いほうが絶対にいいんだと。

ゆうべもそういう話もありました。今若いみんなが新しい学校をつくろうと頑張っているときに、やはり

教育委員会、そして市もこれに応えていただければ非常にいい形でいけるんじゃないかなと思っています。

早い時期に結論が出せるものと期待していますので、教育長もう一回その覚悟のほどを答弁してください。 

  それから、この小中一貫校を新しくつくるわけですから、非常に予算も多くかかると思います。その予

算のほうはまた市長のほうにお願いしたいと思います。 

  それから、伊良部地区陸上競技場の備品等についての建設部長の答弁ですけど、この伊良部陸上競技場

はこれは学区体協が管理しているんじゃないですね。任意団体の伊良部体協に市から管理を任せてあるん

です。だから、宮古島市体育協会から確かに佐良浜学区体協、伊良部学区体協に対しては、毎年幾らか助

成金は出ています。しかし、この競技場に関しては、これは今学区体協が管理していませんので、宮古島

市体育協会から出る助成金は、これは各学区体協が使っているんであって、それには向けられないと思い

ます。今の状況では、もう今年度から各イベントの開催が非常に危ぶまれています。この辺について建設

部長もう一度答弁してください。 

◎農林水産部長（村吉順栄君） 

  佐良浜漁港利用計画策定委員会からの答申と荷さばき場の改築について、リンクしているかというご質

問ですが、全体的な利用計画の中ではリンクする部分もございます。先ほど荷さばき場の改築の答弁で申

し上げたように、産地協議会を立ち上げてございます。その中で、リンクする部分についてはそこで協議

して、一体的な整備ができるかどうかを検討してまいりたいと思っております。 

  それから、佐良浜港サンマリンターミナル内にある田舎屋についてはどう扱うかというご質問でしたが、

現在は使用貸借で使用していると聞いております。１年ずつの更新ということで聞いておりますけど、と

りあえず今年度で終了するという話は伝えてあるということになっております。答申の中にも向こうを活

用した利用計画の部分もございますので、その辺についても今使用している方等も含めて検討してまいり

たいと思っております。 

◎教育長（宮國 博君） 

  今のご質問でございます。近々教育委員会を開催するようにですね、教育委員長に具申をしたいと思っ

ております。議員からのお言葉もそのときに届けたいと思っておりまして、早目に教育委員会としまして

は、学校規模適正化の計画を見直すかどうかについて、結論を出したいと思っております。期待に沿える

ような結論が出せるものと思っております。よろしくお願いします。 

◎生活環境部長（平良哲則君） 

  不審死した方の宮古での解剖につきましては、宮古島警察署の今後の具体的な方針をですね、確認した

上で検討したいというふうに思っております。 

◎建設部長（下地康教君） 

  これは、伊良部地区陸上競技場の備品整備に関するご質問でございます。伊良部地区陸上競技場の備品

に関する問題につきましては、宮古島市体育協会ともですね、内容及び必要性を確認しまして、予算措置

の検討をしてまいりたいというふうに考えております。 

◎佐久本洋介君 
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  答弁ありがとうございました。今佐良浜漁港サンマリンターミナル内で営業しています田舎屋、これは

地域の雇用の問題がありますので、できたら何らかの形で再利用計画の中に入れてもらえたらなと思って

います。 

  それから、伊良部の新しい学校をつくる会からの要請に対して、教育長早目に結論を出したいというこ

とですが、それは伊良部の若い、老いも若きもですけど、父兄のみんなはこれを非常に待っていますので、

よろしくお願いします。 

  私見を述べて終わりたいと思います。今定例会でもたくさん話題になっています大型プロジェクト、こ

れがもうスタートします。ごみ処理施設、それから未来創造館、平良児童館、総合福祉保健センター、ス

ポーツ観光交流拠点施設等、この大型プロジェクトを執行していくには、職員の皆さんにはこれまで以上

の職務遂行が求められています。すごい仕事の量になると思いますので、職員の皆さんの頑張りがどうし

ても必要です。今定例会で３委員会で指摘された意見については、職員の皆さんもしっかり精査し、議会

や市民が納得できるような事業推進を行ってください。みんなの頑張りに期待して、一般質問を終わりた

いと思います。ありがとうございました。 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  これで佐久本洋介君の質問は終了いたしました。 

  午前の会議はこれにて休憩し、午後の会議は１時半から再開いたします。 

  休憩します。 

                                     （休憩＝午前11時43分） 

  再開します。 

                                     （再開＝午後１時30分） 

  午前に引き続き一般質問を行います。 

  順次質問の発言を許します。 

◎富永元順君 

  公明党の富永元順です。６月定例会に当たり、通告に従いまして一般質問を行ってまいります。市長並

びに当局の誠意あるご答弁をよろしくお願いいたします。 

  初めに、下地島空港及び残地の利活用についてお伺いしたいと思います。１点目に、フライトシミュレ

ーター、施設を含めての誘致計画と関連施設の建設計画についてであります。下地敏彦市長は、先月13日

に県庁に川上好久副知事を訪ねて、現在羽田空港周辺の首都圏に集中するフライトシミュレーター、模擬

飛行装置、１基20億円以上すると言われておりますけれども、そのシミュレーター施設を下地島空港に誘

致するよう要請したことがマスコミにおいても大きく報道されております。私もこのことに関しましては、

平成24年12月定例会でも取り上げました。また、昨年の９月13日には公明党の遠山清彦衆議院議員沖縄方

面議長、県本部代表の糸洲朝則県議、それから高吉幸光議員とともに東京のＪＡＬ本社を訪問して、そこ

で遠山清彦衆議院議員がさらなる沖縄の振興発展のためには、航空インフラの強化が不可欠であるという

ことを強調しながら、下地島空港における実機訓練の再開やフライトシミュレーター訓練施設の沖縄県内

への誘致支援を求めに参りました。そういった経緯から、そのシミュレーター施設の誘致に関しては、公

明党を挙げて取り組んでいるところでございます。新聞報道によりますと、県では昨年５月太田昭宏国土
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交通大臣に県内へのシミュレーター施設の誘致を要望したとあり、心強く思っているところでございます。

下地敏彦市長は、このシミュレーター施設誘致を空港と周辺残地を活用した総合防災訓練総合施設の整備

とあわせて利活用を要望しておりますけれども、今後県とどういった体制で取り組んでいかれるのか、市

長の見解をお伺いしたいと思います。 

  次に、観光特区の誘致計画についてであります。残地の利活用で、現在市が計画を進めているのは、85ヘ

クタールの農業的利用ゾーンの利用計画のみが具体化されております。それ以外の残地については、先ほ

ど申しました市長が県に要請した総合防災訓練総合施設の整備を進めたいという、この残地を活用して。

それに加えて、私は観光特区の地域指定を受けて、ぜひこの国際観光拠点の施設建設はできないのかどう

か、お伺いしたいと思います。政府は、ことし３月28日に地域を指定して規制緩和する国家戦略特区の第

１弾として、沖縄県を国際観光拠点として指定しております。そこで、沖縄県は１つ目に、世界水準の観

光リゾート地形成、２つ目に、沖縄科学技術大学リーディングイノベーションプロジェクト、３つ目に、

沖縄統合リゾートのこの３本の柱をもとに、国へ要件緩和を提案をしております。その中で、外国人観光

客の容易化、ビザ要件の緩和、それから入管手続の迅速化、そして外国人ダイバーの受け入れ、潜水士試

験の外国人対応など、そして海外からの高度人材の受け入れ、これもビザ要件の緩和でありますけれども、

それらの項目が認められております。宮古島は、特に伊良部の下地島の西側の沖は、広大なサンゴ礁群が

あります。ダイビングスポットとしても海外からも高い評価を受けていると聞いております。そこで、宮

古島としても、この下地島の残地に外国人ダイバーを受け入れる施設を誘致できないかどうか、そういっ

た誘致できるような観光特区の指定に向けて国や県に働きかけはできないのかどうか、当局の見解をお伺

いしたいと思います。 

  次に、トロピカルフルーツパークの管理状況及び今後の再生計画についてお伺いしたいと思います。同

僚の平良隆議員から当局の前向きな答弁がなければ、次に徹底して質問をやると言っておりますので、ぜ

ひこのフルーツパークの再生計画については、市長も現地に行っております。ぜひ再生をしたいと力強く

言っておりますので、現在どのような再生計画を考えておられるのか。平良隆議員も以前指摘しておりま

したけれども、このフルーツパーク内に養鶏所があるというような話もありましたけれども、今その養鶏

所は撤去されているのかどうかについてもあわせてお聞きしたいと思います。私の提案でありますけれど

も、ぜひこのフルーツパークをですね、宮古島の絶滅危惧種、昔平良中の裏山にもたくさんありましたポ

ー、野イチゴ、それからザウカニ、こういった余り現在見られないそういった懐かしい果物、これをです

ね、保存、そして栽培するとともに、それから宮古島に自生する薬草、宮古島市は薬草の宝庫と言われて

おりますので、そういった薬草をこのフルーツパークに来たらもう全て宮古の薬草が観察できる、そして

それを栽培して、それをまた事業化していく、商品化していく、できれば薬膳料理もやりたいという方も

いらっしゃいます。そういった方々の協力を得ながらですね、宮古島にも薬草園というものをぜひつくる

計画はないのかどうか、提案としてお伺いしたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

  次に、伊良部大橋開通記念のイベントの計画についてお伺いしたいと思います。沖縄県は、来年１月完

成に向けて着々と工事を進めております。そして、工事が無事完了して、その後開通式とさまざまな記念

式典が行われると思いますけれども、宮古島市としても県や関係機関の協力を得ながらですね、トゥリバ

ーでそういう宮古島の観光を大々的にＰＲするような記念する大きなイベントを開催することができない
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のか、提案をしたいと思っております。実は、ある人から現在毎年４月12日第２土曜日に宜野湾市の海浜

公園、ここはトロピカルビーチというらしいんですけども、そこで日本一早い花火大会をやっているそう

でございます。琉球海炎祭と、そういった名前でですね、やっているということを聞いております。今回

で、ことしで11回目を数えたと聞いております。世界的なデザイナーであるコシノジュンコさんがこの花

火をですね、いろんな音楽に合わせて１万発の花火を打ち上げながら、そういった花火大会をやっている

と。この琉球海炎祭には、地域の方々も含めて、ことしも11万人ほどの方々がこの花火大会、音楽祭をで

すね、鑑賞、楽しんだということがマスコミでも大きく報道されております。花火の幕あけは、エルビス

・プレスリーの曲に乗って、そしてことしはコシノジュンコさんはデザイン花火をですね、この琉球海炎

祭で５回目だそうであります。黄金の花火も打ち上げたということも聞いております。どういった花火か

わかりませんけれども、そういったすばらしい花火大会がこの宮古においてもですね、トゥリバーのビー

チでまだホテル用地としてありますけれども、今後このビーチの利活用も含めてですね、宮古島の観光Ｐ

Ｒに大いにこの花火大会を誘致することによって、それがまた宮古島の離島を結ぶ３つ目の大きな橋を記

念するイベントとして、ぜひやっていただきたいと思っておりますけれども、当局のお考えをお聞きした

いと思います。 

  次に、団地建てかえ計画と雨戸の設置状況についてお伺いしたいと思います。質問に入る前にですね、

これまで取り上げてきました比嘉団地の雨戸でありますけれども、最近雨戸が設置されるという報告を受

けておりますので、この場をおかりしてお礼を申し上げたいと思います。それで質問でありますけれども、

現在宮古島市における団地の建てかえ計画はどのように進んでいるのか。また、現在雨戸の設置されてい

ない団地は何件あるのか、また今後設置の計画はあるのかどうかについてもお伺いしたいと思います。 

  次に、環境行政についてお伺いしたいと思います。１点目に、今定例会に提出されておりますエコアイ

ランド宮古島の推進に関する条例でありますけれども、新聞報道でも大きく取り上げられております。エ

コアイランド宮古島として、やはりこのエコ推進条例はなくてはならない条例だと私も思っております。

そういった意味で、このできた背景等も含めてですね、この内容についてご説明をお願いしたいと思いま

す。 

  ２点目に、現在も県内ワーストワンが続く不法投棄の問題でございます。なぜこの不法投棄がなくなら

ないのか。新聞等では年々その不法投棄の量は減少していると聞いておりますけれども、やっぱり桁違い

に他市町村と比べてですね、この宮古島市のいわゆる不法投棄はまだまだ改善されておりません。どうい

ったこれまで対策をとってきたのか、どこに原因があるのか、それについての説明をお願いをしたいと思

います。 

  ３点目に、環境税の導入についてでございます。特に宮古島市民にとっては、命の水、地下水の保全と

いうのは、大変重要な課題であると思っております。そういった意味で、水源涵養林の造林事業やそして

また県内農地の３分の１を有する宮古島市においては、どうしてもそういった作物に農薬や化学肥料を使

わないとならない現状でありますけれども、そういった農薬や化学肥料が適正に使用されているのかどう

かも含めてですね、やはり環境保全、地下水保全を市民一人一人が日ごろから気をつけていくような、そ

ういう意識の向上に資する、こういうものとして、目的税としてこの環境税というのが導入できないかど

うか、当局の見解をお伺いしたいと思います。 
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  ４点目に、太陽光発電の買い取り制度の現状についてお伺いしたいと思います。新聞報道によりますと、

宮古島市において先月１日現在で沖縄電力が売電を希望する事業者の契約保留件数が190件になっている

ということが報道されております。再生可能エネルギーの活用の先進地とされるエコの島、この宮古島に

黄色信号がともったと心配している方もいらっしゃいます。先月22日に行われました沖縄電力の説明会で

も、参加した約70社近い事業者に対して、電力側からは納得のいく説明がされなかったことが新聞等でも

報道されております。そこで、国策として再生エネルギーとしての太陽光発電事業を推進してきた宮古島

市としてこのような現状に対してどのような対応をしていくのか、説明をお願いしたいと思います。 

  次に、道路行政についてお伺いしたいと思います。１点目に、バリアフリーの現状と今後の計画につい

てであります。現在宮古病院西側交差点近くの川田荘、前の道路からですね、市内に向けて道路段差の改

修工事が行われておりますけれども、この道路の区間、どこからどこまでなっているのか、その延長です

ね、それから工事期間はどうなっているのか、また今後の計画場所についてもあればですね、説明を願い

たいと思います。 

  ２点目に、市街地の幹線道路の整備計画でございます。午前中の質問でも下地明議員も取り上げており

ましたけれども、高校前道路、現沖縄県宮古事務所までの道路、近年周辺地域にも住宅建築が進んでおっ

てですね、本当に子供たちや通勤をする方々の車の往来、人の往来激しいところでございます。また、出

口通り、それからボウリング場から西側、平良港まで通ずる南部線、こういった幹線のですね、整備計画

はどうなっているのか、お聞きしたいと思っております。 

  次に、学校給食についてお伺いしたいと思います。１点目に、民間委託計画についてであります。市と

しても、先進地の視察等民間委託に向けての取り組みをされてきていると思いますけれども、いつごろを

めどに民間委託をしていくのか、お聞きしたいと思います。 

  ２点目に、食材の地産地消の取り組み状況についてでございます。品ぞろえや品質管理、安定量の供給、

そういった安定した食材の確保等さまざまな課題があると思いますけれども、給食センターにおける現在

の地元食材の利用状況についてご説明を願いたいと思います。 

  ３点目にですね、最近ＮＨＫのあさイチという番組を見ておりました。そうしたら大麦というのが大変

食物繊維がたくさん入ってですね、肥満防止とかですね、血糖値を抑制するということが報道されており

ました。私も早速買おうと思いましたが、多分その日はスーパーにはないと思いまして、行きませんでし

たけれども、翌日ようやくこの大麦をですね、買ってきて、毎食今食べております。実験しております、

どのようにその効果があらわれるのか。そういった意味で、その効果がいいということで学校給食に取り

入れているところもこのＮＨＫでは報道されておりましたけれども、ぜひともですね、全国一肥満が多い、

子供が多いという我が宮古島市でありますので、ぜひとも給食センターとしても、この食材としてこれ簡

単にできると思うんですよね。そういったのを食材として利用できないかどうか、当局の考えをお聞きし

て再質問したいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

◎市長（下地敏彦君） 

  まず、下地島空港と残地の利活用についてお答えします。 

  下地島空港及び周辺用地の利活用を促進するため、これまでも沖縄県に対しさまざまな利活用策を要望

してまいりました。現在国内においてフライトシミュレーター施設は、羽田空港周辺の首都圏に集中して
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います。東日本大震災以降首都圏直下及び南海トラフを震源とする巨大地震が想定される中、訓練の一極

集中リスクを回避するため、訓練の地方への分散が求められています。また、ＬＣＣの就航が活発化した

ことにより、パイロット及び整備士等の不足が表面化したこと、また15年から20年後にはパイロットの大

幅退職時期を迎えることから、パイロットの大幅な不足が予想されています。このような現状及び将来予

測を踏まえ、５月13日に沖縄県に対し、下地島空港のすぐれた機能及び地理的優位性に鑑み、フライトシ

ミュレーター施設を誘致するよう働きかけたところです。今年度県は、民間の知恵や資金等のノウハウに

基づく幅広い事業提案を国内外の事業希望者から公募するとし、５月末にその取り組みを始めています。

市としましては、フライトシミュレーター施設を初め、実機訓練、航空大学の設置など、実現可能な幅広

い事業提案がなされることを強く期待をいたしております。 

  観光特区の誘致については、県は平成24年度に沖縄県全域を対象として、観光地形成促進計画を策定し

ており、国内外からの観光客に対応した観光関連施設の整備を促進することとしております。市といたし

ましては、同計画に盛り込まれている宮古圏域の整備方針に基づき、積極的に施設整備が図られることを

期待をいたしております。 

◎副市長（長濱政治君） 

  伊良部大橋開通記念のイベント計画についてでございます。来年の１月には伊良部大橋の開通が予定さ

れておりますが、この日時等につきましては、まだ決まっていないということでございます。開通時には、

県と連携して式典、祝賀会を実施することを確認しております。市としましては、今定例会終了後に委員

会等を立ち上げ、準備に取りかかりたいと考えており、その中で祝賀会、その他の開催イベント等につい

ては、具体的に検討していくことになります。イベントに関する計画が幾つか持ちかけられているようで

ございますが、今の段階で具体的に進めているということではございません。議員ご提案の琉球海炎祭で

すか、そういったようなイベントの提案とかというふうなものも今後設置いたします委員会などで審議す

る、議論するということになると思います。 

  それからもう一つ、環境税の導入についてでございます。法定外目的税の導入については、エコアイラ

ンド宮古島の持続的推進や観光施設、資源の維持管理等の財源確保を目的としたものになります。しかし

ながら、４月から消費税や軽自動車税が引き上げられ、市民の負担感が増大していることから、市民生活

への影響を注視しながら、導入時期等については検討していきたいと考えております。 

  それから、ご提案のありました緩効肥料の使用についてでございますけれども、去年から緩効肥料に対

してですね、補助を一応出しながら実証的に、実験的にどんな形でその緩効肥料を使用していただけるの

かということをやっておりますけれども、なかなか進んでいないというのが実情でございます。これはも

う少しこの事業をですね、進めて、もっともっと普及できるような形をとっていきたいというふうに思っ

ております。 

◎教育長（宮國 博君） 

  給食センターの民営化の計画の現状についてお答えを申し上げます。 

  給食センター民営化計画については、第二次集中改革プランの中で将来における給食センターの民営化

を進めるということになっております。平成25年度、昨年度です。学校給食共同調理場運営委員会で検討、

協議した結果、平成26年度で運営方法を決定する計画になっており、現在その調整作業を進めているとこ
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ろでございます。今進めているところの学校規模適正化の状況をですね、注視しながら、見きわめながら

給食センターのあり方や民間委託を含め、検討していきたいと思っております。 

◎企画政策部長（古堅宗和君） 

  エコアイランド宮古島の推進に関する条例の概要についてのご質問にお答えします。 

  本条例につきましては、エコアイランド宮古島宣言にかかわる政策的位置づけの確保、それからエコア

イランド宮古島のブランド確立に向けた施策の体系整理、あと１点、規制的手法によらず、推進性を高め

ることを条例の制定の狙いとして位置づけをしております。具体的な内容としましては、条例の前文にお

きまして、条例制定における背景を示し、各条文におきまして、目的や市民を初めとする各主体の役割に

ついて定めております。本条例の特徴としましては、エコアイランド教育の推進についての条文等を盛り

込んでおり、規制的な条例ではなく、推進性を持ち、市民、事業者、観光者等の本市にかかわる全ての人

が連携しながら、エコアイランド宮古島の推進を図ることを目的としてございます。 

  それから、あと１点のご質問であります。太陽光発電の接続保留につきましては、３月に沖縄電力に対

し要請を行いました。その後沖縄電力は、５月22日に説明会を開催しており、その中で現状において可能

な対策について進めながら、引き続き接続可能量の拡大に向けた検討を行っていくと説明がございました。

懸念をされます接続可能量の拡大に向けては、国の政策として進めてきた経緯から、国に対して早急に具

体的な対策をとっていただくよう現在接続が保留されております石垣市、久米島町とともに沖縄県、宮古

島市の４者で連携した要請に向けて沖縄県と協議を進めているところであります。なお、接続保留につい

ては、冬場の電力需要が少ない時期に太陽光発電の発電量が大きくなることが問題となることから、導入

可能量の拡大に向けまして、現在進めております全島ＥＭＳ実証事業、通称すまエコプロジェクトでござ

いますが、これのシステムの中で電力需要を調整することにより、導入可能量を拡大できるかどうかにつ

きましても、現在沖縄電力と検討を進めているところであります。 

◎生活環境部長（平良哲則君） 

  不法投棄の現状と対策についてでありますが、宮古島市の不法投棄はこれまでの撤去の取り組み等によ

りまして、年々解消されているものの、不法投棄されたごみの量は平成25年度末で1,592トンとなっており

ます。その中でも、城辺地区の海岸崖下の不法投棄が最も多くを占めております。当場所は、撤去が厳し

い場所にありまして、作業が困難でありますが、市としましては、当該地区を中心に撤去していく予定を

しております。不法投棄ごみゼロを実施するため今後とも引き続き不法投棄防止の啓蒙、看板設置及びク

リーン指導員のパトロールの実施等の対策やまた市民及び関係機関、ボランティア等の皆さんの撤去活動

も今後とも展開していくと、そういうことを予定しております。 

◎農林水産部長（村吉順栄君） 

  トロピカルフルーツパークの管理状況及び今後の利用計画についてお答えいたします。 

  トロピカルフルーツパークの管理については、多目的広場及び遊歩道等の清掃等を行い、適正な管理に

努めてまいります。今後の利用計画でございますが、５月にオープンした宮古島伝統工芸センターと相乗

効果が発揮できるよう６次産業化の取り組みとして、加工施設等の建設を検討しております。ご提案の薬

草園の計画については、今のところ計画はございませんが、他で栽培された薬草について加工する必要が

あれば、その６次産業化の加工施設の中で加工ができるよう取り組んでまいりたいと思っております。 
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◎建設部長（下地康教君） 

  ３点ほどございました。まず１点目に、団地建てかえ計画と雨戸の設置状況ということでございます。

宮古島市市営住宅の建てかえにつきましては、宮古島市公営住宅等長寿命化計画に基づいて行われており

ます。平成25年度から平成28年度にかけて、平良地区で上原団地、松原団地、鏡原団地、島尻団地の４カ

所、城辺地区で西城団地、福嶺団地、砂川団地の３カ所、上野地区で上野第二団地１カ所、伊良部地区で

鯖置第二団地の１カ所を予定しております。現在平成25年度から平成28年度にかけて西城団地の建てかえ

を実施中でありまして、今年度はそのうちの第５棟の工事発注を予定をしております。雨戸計画の設置状

況ですけれども、現在比嘉市営団地でアルミ雨戸設置工事の発注を行っており、６月の末に竣工の予定で

ございます。今後は、随時設置されていない市営団地の雨戸設置を行っていくことになっておりまして、

市営団地全体で77団地のうち、現在設置されていない箇所が16団地ありますので、それも順次整備してい

きたいというふうに考えております。 

  ２点目でございます。バリアフリーの状況と今後の計画についてというご質問でございました。現在市

道Ａ―23号線、川田荘からですね、北に向かいます道路ですけれども、全長が762メートルを事業期間平成

24年度から平成27年度を予定して、マウンドアップ歩道の解消及び歩行者の安全確保を目的としたバリア

フリーの事業化を行っております。今後の計画としましては、平良庁舎から東に延びる中央線、下里通り

線、ボウリング場の前を通る南部線、中央公民館前の市道Ｂ―80号線、カママ嶺公園から久松地域へ向か

う久貝30号線の５路線をですね、バリアフリー基本構想に基づきまして、今後10年間をめどにバリアフリ

ー化をしていく予定でございます。 

  次に、３点目でございます。市街地の幹線道路の整備計画についてということでございました。ご指摘

の道路は、Ｂ―53号線宮古高校前を通る路線でございます。南部線、ボウリング場前の道路でございます。

出口通り、福嶺病院から東へ延びる道路でございます。このＢ―53号線と南部線につきましては、現在整

備計画ございませんが、当局としましても、非常に整備をしなければならないというふうに考えている路

線でございまして、逐次今後さまざまな状況を勘案しながらですね、検討していきたいというふうに考え

ております。また、出口通りにつきましては、宮古土木事務所維持管理班に確認したところ、整備計画は

現在のところないということでございますが、今後県と調整しながら整備の可能性を探っていきたいとい

うふうに考えております。 

◎教育部長（奥原一秀君） 

  学校給食についての地産地消の取り組みについてお答えをいたします。 

  現在学校給食で使用されている地元食材は、平成24年度ベースで農産物、トウガン、カボチャ、キュウ

リ、キャベツ、ゴーヤ、ピーマン、モヤシ、ネギ類、アロエなどの27品目で、全体の26.9％となっており

ます。また、水産物はモズク、セイイカ、なまり節の３品目で、18.3％となっております。平成25年度に

つきましては、現在５つの調理場からの集計を今まとめているところでございます。今後は、宮古島市地

産地消推進協議会とも情報交換をしながら、食材の確保、物資供給業者をふやし、積極的に地元産食材の

使用に取り組んでいきたいと考えております。 

  次に、大麦類の食材利用について学校給食で大麦類の食材を利用していただきたいというご意見でござ

いますので、お答えします。現在給食センターでは、大麦は使用してございます。大麦は、圧縮されてい
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る押し麦と圧縮されていない無圧ぺん麦の２種類があり、給食センターで使用している大麦は、圧縮され

ていない無圧ぺん麦を御飯に炊き込んで提供しているという状況にございます。 

◎富永元順君 

  再質問をしたいと思います。 

  先ほど教育部長から宮古島の給食センターでも大麦が使われていると聞いて安心しておりますけれど

も、何か肥満が多いというのは何で解消されないというのは、どの程度、どの頻度でこれがされているか

についても、じゃ後で報告をいただきたいと思っております。 

  それでは、シミュレーター施設のですね、下地島空港への導入についてでありますけれども、市長も積

極的に県や国のほうに働きかけていくということでありますので、ぜひとも進めていただきたいと思って

おります。そうした中で、シミュレーター施設をつくることによって、その関連するそういった整備工場、

それから駐機場といったもの、それをやっぱり大きな人口減少にも歯どめがつくような、本土からの大手

企業の参入というんですかね、やっぱりこれが見込める。そういうことによって、地域が抱える、特に伊

良部地域が抱えるこの人口減少にですね、歯どめがかかる、これは大きな力になると信じておりますので、

ぜひともこのシミュレーターの施設のですね、導入にできれば宮古島市を挙げて経済団体も含めてですね、

いろんな各団体がですね、一緒になって参加をしてですね、そういった誘致推進協議会という、そういっ

たのはぜひ市長ですね、立ち上げてこのシミュレーター施設の早期誘致にですね、ぜひ頑張っていただき

たいと思っておりますので、１点この誘致推進の協議会を立ち上げることができないのかどうか、市長の

考えをお聞きしたいと思っております。 

  次に、観光特区についてでございますけれども、やはり宮古島市は先ほども申し上げましたように、ダ

イビングのスポットとしては高い評価を世界から受けておりますので、こういったダイビング関係の施設

をですね、学校というんですか、今前浜近くにもそういったダイビングの資格を取るような施設はありま

すけれども、やはりこういった観光特区を指定を受けてですね、ぜひとも外国人のダイバーを受け入れる

ような施設をぜひとも誘致も考えていただきたいと、そのことについても再度お伺いしたいと思っており

ます。 

  次に、平良隆議員からももっと強くトロピカルフルーツパークの再生について聞けと言われております

ので、今のところ聞くと、本当に具体的などういった補助メニューが導入できるかどうかわかりませんけ

れども、これは本当に旧上野村が大きな事業として立ち上げた、たくさんの観光客がそこに来ていた、そ

ういった実績も踏まえてですね、早急にこういった推進再生プロジェクトチームですかね、それを立ち上

げて、その中に薬草園の構想も入れてですね、ぜひともつくっていただきたいと思っております。農林水

産部長、もう少し前向きな答弁をお願いをしたいと思っております。 

  それから琉球海炎祭、この記念イベントでございますけれども、今後一つの案として、花火大会も検討

していくということでありますので、ぜひとも見たことのないような大がかりなそういう花火大会と聞い

ておりますので、ぜひとも宮古でもできるように頑張っていただきたいと思っております。 

  次に、エコアイランド宮古島の推進に関する条例の概要、先ほど特徴としては、エコアイランドの教育

に力を入れていくということでありますけれども、この条例の第９条ですね、エコアイランド宮古島の日

を設けることができるというふうにありますけども、具体的にいつの日をこのエコアイランド宮古島の日



- 94 - 

 

と考えているのか。京都議定書というのがありますけれども、これは気候変動に関する国際会議の枠組み

の条約というのが2005年の２月16日に発効されていることを記念して、京都市におきましては毎月16日を

ドゥユーキョウトデーといって、そういった環境に関する取り組みをやっているということを聞いており

ますので、私は毎月10日をオトーリの日にぜひともということで市長にお伺いしましたけれども、ぜひと

もですね、このエコアイランド宮古島の日もやはりみんなで検討してですね、もちろん島も健康になる、

人も健康になるような、そういう意義づけをしたすばらしい日を選んでですね、エコアイランド宮古島の

日を設けていただきたいと思っておりますけれども、当局の計画をお聞かせいただきたいと思っておりま

す。 

  次に、太陽光発電の買い取り制度、本当にこれから今保留となっております宮古島市、それから石垣市、

久米島町、それと県と一緒になって経済産業省のほうに働きかけていくということでございますけれども、

このかかわっている事業者にとっては、本当に死活問題なんですよね。ぜひともこういったエコアイラン

ドを宮古島は推進する立場として、宮古島ももっともっと積極的に働きかけをしていただきたいと思って

おります。 

  それから、道路行政についてでありますけれども、これまで何回も出口通り、それから高校東通りので

すね、整備計画については申し上げてきておりますけれども、ぜひともこの出口通りに関しても、またこ

の高校東の道路、そしてまた南部線に関してもですね、ぜひとも前向きに取り組んでいって、優先順位を

これから検討するということでありますけれども、そういった優先順位をつけてですね、ぜひ整備を進め

ていっていただきたいと思っております。 

  先ほどバリアフリーの現状について幾つか今後の計画についてお聞きしましたけれども、ガイセン通り

というんですか、そこがちょっと入っていないように思いますけれども、このガイセン通り、これは市内

から平一小学校に向けての道路でありますけれども、これも本当に長年段差があってですね、大変な、や

っぱりお年寄りにとってはですね、乗りおりが厳しいそういう状況になりますので、このガイセン通りの

計画はどうなっているのか、お聞きして私の一般質問を終了したいと思います。ありがとうございました。 

◎市長（下地敏彦君） 

  下地島空港へのシミュレーターの誘致について、もっと積極的に取り組めということなんですけれども、

先ほど説明したように、沖縄県５月にですね、どういうふうな形でやるかという公募も始めております。

したがって、対象の事業体が決まり、そしてその中でどういうふうな事業をやるのかというのがおのずと

見えてまいります。沖縄県がその内容を決定したのを十分見ながらですね、そのタイミングでもう一度要

請をしてみたいなというふうに思っております。 

  それから、外国人を対象としたダイビング施設を誘致したらどうかということなんですけれども、外国

人だけなのかと、今国内の人たちもかなりダイビングの講習を受けながらやっているというのを考えた場

合に、一体誰がやるのかなということを考えた場合には、これはちょっと今すぐというわけにはいかない

んで、そういうダイビングを経営している人たちの意見も聞いてみたいというふうに思います。 

  トロピカルフルーツパークについては、私も現場を見てまいりました。確かに整備がなかなか今十分さ

れていないという現状にあって、周辺の草刈りをするという程度で今やっております。しかし、隣にあり

ます宮古島伝統工芸センターとの関連等も考えれば、あの施設はしっかりと整備しなければならないとい
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うふうには思っております。一括交付金を利用してやりたいというふうに思っていまして、いろんな事業

が今ありますから、どの時点ではめ込むかということをこれから検討をしてまいります。 

  薬草園については、これは市がやるというわけにはいかんだろうと。当然民間の人にやっていただくと

いう形になります。旧城辺町役場の跡地に薬草園の用地というものは準備をいたしました。しかし、なか

なか現実にそれが実現しなかったという事例もございまして、なかなかそう簡単にはいかないんじゃない

かというふうに思っております。そういう申し入れがあれば、また話をしてみたいというふうに思ってい

ます。 

  次に、エコアイランド宮古島の日を制定、いつかという話ですが、まだ具体的にそういうふうなものは

このエコアイランド宮古島の推進に関する条例を制定した後というふうに考えておりまして、考えられる

のはこの条例を制定した日あるいはエコアイランドを宣言した日等々いろいろ節目を考えたほうがいいと

は思っていますんで、これも広く市民の意見を聞きながらやっていきたいと思っています。 

  それから、太陽光発電の持続可能性についてですが、これは今まさに先ほど答弁したとおりですね、石

垣市、久米島町とも今話をしておりまして、ぜひやろうという形になっております。県も非常に前向きで

ございますから、４者日時調整をして要請をしてまいります。 

◎建設部長（下地康教君） 

  まず、バリアフリー化に関してでございます。ガイセン通りのバリアフリー化はどうなっているかとい

うご質問だったと思います。まず、バリアフリーの基本構想では、市街化区域と港湾、それと空港を含め

たエリアをですね、重点整備地区として指定をしております。基本的な整備方針といたしましては、公共

施設へのアクセス手段のバリアフリー化というふうなことを目指しておりまして、そういうところから整

備を優先していきたいというふうに考えておりますが、ガイセン通りも重点整備地区のエリア内に入って

ございますので、そのバリアフリー化も十分検討していくというふうに考えております。 

◎教育長（宮國 博君） 

  学校給食と、それから肥満率のお話がございましたので、私が肥満率の話をするのはどうかと思うんで

すが、学校給食と肥満率の相関関係は、私ども資料を持ち合わせておりませんが、恐らくないと思います。

学校給食の場合にはちゃんとした栄養士が計算をして、栄養の量もそれから摂取量も含めてですね、きち

っと子供たちは給食を食べているわけですから、学校給食と肥満率の相関性は認められないと思います。

ただ、全体的にじゃ宮古島市の児童生徒の肥満率はどうかとなると、残念ながら今その資料を持ち合わせ

ておりませんが、もしこれ肥満率が高いということであればですね、これは１日のうちに学校給食は昼の

１回だけですよね。残りの時間はみんな家庭で食べているわけですから、その辺になると私どものほうで

責任の持てる発言ができるかどうかというのは、いささか不安でございます。ただ、麦は週に１回から２

回学校給食のほうで提供していると、こういうことでございます。食育については、学校のほうでも我々

も一生懸命やっておりますけれども、どうぞご家庭のほうでもですね、しっかりと取り組んでいただきた

いと、このように思います。 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  これで富永元順君の質問は終了いたしました。 

◎前里光惠君 
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  平成26年６月定例会に当たり、通告に従いまして一般質問を行います。市長初め、当局のわかりやすい

ご説明、ご答弁をよろしくお願いいたします。 

  まず初めに、市長の政治姿勢についてお尋ねいたします。１点目に、本市にとって自主財源の柱となっ

ている市税の徴収率向上は、大きな課題でありますが、市税の内訳と徴収率向上の取り組みについてお伺

いをいたします。 

  ２点目に、本市においても少子高齢化に伴って、人口が年々減少傾向にありますが、今後の人口増加施

策と定住化対策についてお聞かせいただきたいと思います。 

  ３点目に、このたび宮古土地改良区の新理事長に下地敏彦市長が選任され、就任をされました。今後の

運営方針について、理事長である市長のご見解をお伺いいたしたいと思います。また、この団体にまだ伊

良部地区が入っておりませんけども、伊良部地区の加入は何年度になるのか、お伺いをいたします。 

  次に、教育行政についてお尋ねをいたします。１点目に、宮古島市公立学校の耐震化状況が先般公表さ

れ、学校耐震化率は90.9％で、県内11市でトップ、その中で中学校の校舎は100％達成と発表されておりま

す。小学校の校舎は86.2％、体育館94.4％、幼稚園園舎が75％となっております。未改修施設について、

その概要について具体的に明らかにしていただきたいと思います。 

  ２点目に、未改修施設の今後の耐震化対策計画をどのようにお考えか、お伺いいたします。 

  ３点目に、本市の公立学校の火災報知機及び消火器の設置状況について、どのようになっているのか、

ご説明をいただきたいと存じます。 

  ４点目に、災害発生時の学校現場の緊急連絡システム、マニュアルはどのようになっているのか、お伺

いをいたします。 

  ５点目に、地震、津波等災害発生時の避難場所に指定されている学校は、本市で何校あるのか、また指

定校はどことなっているのか、お伺いいたします。 

  ６点目に、本年４月より鏡原幼稚園と下地幼稚園で預かり保育がスタートしておりますが、運営状況に

ついてお伺いをいたします。 

  ７点目に、本市教育委員会は小中学校の児童生徒の国際交流の推進についてどのような取り組みを行っ

ているのか、お尋ねいたします。 

  次に、道路行政についてであります。１点目に、これまで道路行政に関する私の一般質問で、建設部長

は市道の道路台帳を作成していくと、こういう答弁もされておりますが、現在どのようになっているのか、

お伺いいたします。これまで市道城辺30号線の未買収用地の件で質問しておりますので、関連質問として

お聞きいただきたいと思います。 

  ２点目に、本市の市道にかかる橋梁について、老朽化の実態調査を実施すると答弁されておりますが、

その調査結果についてご答弁を願いたいと存じます。 

  ３点目に、市道宮原15号線にかかる橋梁の老朽化が著しい状況にありますが、改築計画についてお伺い

をいたします。 

  ４点目に、県道42号線城辺下地線の道路工事の進捗状況についてお伺いいたします。また、この県道の

ですね、供用開始時期についてあわせてお伺いいたします。 

  ５点目に、市道大道線ほか１線が街路事業として計画されているが、現在の進捗状況についてお伺いい



- 97 - 

 

たします。 

  次に、竹原地区土地区画整理事業についてお尋ねをいたします。まず１点目に、工事の進捗率、進捗状

況についてお伺いをいたします。 

  ２点目に、この事業の中で公園建設は何カ所予定をされているのか、ご説明を願いたいと存じます。 

  ３点目に、この事業の中で公共下水道事業はどのように行っているのか、これらについてもお伺いをい

たします。 

  ４点目に、区画内で発生した保留地の売却実績について、お伺いいたします。また、平成26年度の売却

計画についてもお聞かせを願いたいと存じます。 

  ５点目に、この竹原地区土地区画整理事業のですね、完成年度、何年度に予定しているのか、これらに

ついてもあわせてお伺いをいたします。 

  次に、農業行政についてお伺いをいたします。１点目に、農山漁村活性化プロジェクト支援交付金事業、

宮原スナ地区の農地整備事業の工事の進捗状況についてお伺いをいたします。 

  ２点目に、サトウキビ株出し管理及び耕起作業費が予算計上され、栽培管理対策補助金事業が実施され

ているが、平成25年度の実績について、また平成26年度の予算額について、それから補助率についてあわ

せてお伺いをいたします。 

  ３点目に、サトウキビ優良種苗安定確保事業として、通信運搬費として本年、平成26年度の予算の中に

453万2,000円が予算計上されておりますが、この事業の概要についてお答えを願いたいと思います。 

  ４点目に、個人所有の土地で地目が保安林として指定された土地の保安林地目の解除及び変更、この申

請はどこの窓口で行うことができるのか、これについてもお答えをいただきたいと思います。 

  ５点目に、ことしは５年に１度の農振見直しの年となっておりますが、この申請方法ですね、本市でも

できるかと思いますが、どの窓口に行って行うのか、お尋ねをいたしたいと思います。 

  次に、エコ行政についてであります。１点目に、今定例会でエコアイランド宮古島の推進に関する条例

が上程されておりますが、この条例の制定の目的は何か、あるいは趣旨は何か、お伺いをいたしたいと思

います。 

  ２点目に、条例の中で市の責務、市民の役割、事業者の役割、エコアイランド教育の推進がうたわれて

おりますが、具体的な内容についてご説明を願いたいと思います。 

  次に、福祉行政についてでございますけれども、１点目に、今保護者のニーズとして、幼稚園と保育園

の一体化、連携が求められておりますが、全面的な今後の取り組みですね、どのようにお考えか、お伺い

をいたします。 

  ２点目に、鏡原地区で保育園建設計画について計画はあるのかないのか、これについてもお伺いをいた

したいと思います。 

  最後に、地域活性化モデル支援事業についてでありますが、１点目に、城辺仲原地区のなかばり益々ぷ

からす振興協議会に対して、市は３年連続で100万円の補助金を交付することが決定されました。過去２年

間の交付金による事業の執行状況と財務状況、また決算状況についてお伺いをいたします。 

  ２点目に、現在地域活性化モデル地区に指定された団体は、本市に何団体あるのか、お伺いをいたしま

す。 
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  以上質問し、答弁をお聞きして再質問をさせていただきたいと思います。よろしくお願いします。 

◎市長（下地敏彦君） 

  宮古土地改良区の理事長に就任されたんだけれども、その運営方針についてと、それから伊良部地区の

加入は何年度になるのかということであります。 

  まず、１点目の宮古土地改良区の理事長である市長の見解であります。宮古土地改良区は、設立以来国

営事業等で整備された土地改良施設を補助金及び農家の水使用料金などにより、管理運営を行っておりま

す。しかしながら、近年施設の老朽化や頻繁に起こる突発的な事故等の修繕や工事費等が発生し、管理運

営を進めていく予算等が年々厳しくなっているのが現状であります。そのため将来農家負担がふえること

も予想されます。農家負担の軽減を図るため、宮古島市が行う事業などを積極的に取り入れ、経費の節減

と効率のよい事業の推進を図ってまいりたいと考えております。 

  ２点目の伊良部土地改良区の加入年度についてでありますが、国営宮古伊良部土地改良事業の完了が平

成32年度を予定しておりますので、加入は平成32年度以降ということになります。 

◎副市長（長濱政治君） 

  人口増加と定住化対策についてでございます。人口増加と定住化対策につきましては、市の活性化を図

る上で大きな課題として認識しております。まず、人口増加対策につきましては、子育て世代の若者層が

安心して結婚、出産し、安全な子育てのできる環境を整えることが人口の増加につながると考えておりま

す。具体的には出産祝金の創設、待機児童の解消のため保育施設の増改築に対する支援、一時的な預かり

保育を行う病児保育事業の新たな実施、医療費助成金の対象者枠の拡大、保健指導、健康診査、子育て支

援など母子保健事業の充実、その他各種事業を継続し、少子化対策を強力に推進してまいります。 

  次に、定住化対策につきましては、農林水産業の基盤整備を初め、生活環境施設、教育関連施設等各種

整備を積極的に推進し、若年層の雇用創出につなげるように事業を展開しているところです。昨今の動き

といたしましては、マンゴー等の規格外農産物の加工施設及びベニイモ等の加工施設の建設、枝豆の加工

施設の利活用及び新たなホテル建設に伴う従業員の採用等、島への定着が着々と進んでいることは、明る

い兆しであると考えております。今後さらに農水産物の６次産業化を積極的に推進、定住化に努めてまい

ります。さらに、沖縄県で取り組んでおります沖縄県人口増加計画の策定を受け、本市における人口減少

の要因を分析し、県と連携を密にしながら、定住促進に向けた施策を展開してまいりたいと考えておりま

す。 

  続きまして、エコアイランド宮古島の推進に関する条例についてでございます。本市は、平成20年３月

にエコアイランド宮古島宣言を行い、エコアイランド宮古島のもとに、その実現に向け各種の施策及び事

業の展開を行っているところです。このような背景をもとに、今定例会において提案しております本条例

の目的は、エコアイランド宮古島の実現に向け、宮古島の環境の保全、限りある資源の循環、産業の振興

に資する活動方針を定めることにより、宮古島にかかわる全ての人や団体が一体となった取り組みを推進

し、エコアイランド宮古島の具現化に資することでございます。 

◎教育長（宮國 博君） 

  教育委員会にたくさんの質問をいただきました。私からはですね、学校における安全に関して答弁した

いと思います。残りについては、所管部のほうから答えさせますので、よろしくお願いしたいと思います。 
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  学校における安全に関する事項は、宮古島市立学校管理規則第39条において、毎年３月末日までに学校

安全計画書の提出を求めております。また、学校の教育計画の中に生徒指導、学校設備、事件、事故等あ

るいは災害などのさまざまな場面における詳細な連絡手順や対応方法を明記した危機管理マニュアルが作

成されております。さらに、平成23年３月11日に起きた東日本大震災を教訓に、各学校は地震、津波に関

する危機管理マニュアルを再度作成し直し、毎年同じ期日沖縄県広域地震津波避難訓練にほぼ全学校が参

加して行われております。学校で作成される災害時の対応マニュアルには、登校前、学校生活、下校時、

休日とあらゆる場面等に対応した連絡体制や行動マニュアルが作成されています。また、避難場所に指定

されている学校においては、災害時の職員の対応マニュアルも作成しています。さらに、学校においては

定期的な避難訓練を行い、学校における児童生徒の危機管理能力の育成にも努めています。今後も災害だ

けにとどまらず、学校の安全管理及び安全教育を通して、緊急時により適切な対応が学校において行われ

るよう努めていくつもりです。よろしくお願いします。 

◎企画政策部長（古堅宗和君） 

  エコアイランド宮古島の推進に関する条例についてのご質問にお答えをいたします。 

  本条例では、市民、事業者、観光客等を含む宮古島にかかわる全ての人がかかわりを持ちながら、取り

組みを進めていくための枠組みを定めてございます。それぞれの内容としまして、市については現在実施

しておりますエコ関連の事業を推進する中で、新たな事業の検討も含め、施策として体系的に展開するよ

う努めるというもので、例としまして、地下水保全事業や植林事業、農薬の緩効性肥料補助など、各種の

事業を実施してございます。また、市民、事業者が行う役割としましては、エコアイランド宮古島の実現

に努めるということですが、具体的には清掃活動や緑化推進、省エネの推進などがございます。エコアイ

ランド教育の推進につきましては、エコに関する啓蒙普及を図るため、小中高校や社会教育講座等への出

前講座や市民対象の研修会、シンポジウムなどを進めながら、さらに学習活動に必要な措置を講ずるよう

努めるとするものであります。 

◎総務部長（安谷屋政秀君） 

  市税についてお答えします。 

  平成25年度における市税全体の徴収率は91.89％で、前年度の90.77％よりも1.12％改善されております。

内訳としましては、市民税94.76％、前年度比で1.16％の増、固定資産税で88.8％、前年度比で1.01％の増、

軽自動車税で90.68％で、前年度比で1.26％の増となっております。徴収率の向上の取り組みについては、

滞納整理の早期着手及び滞納処分による差し押さえ等を徹底的に取り組んだことが徴収率の向上の主な原

因と挙げられます。今後とも税負担の公平、公正を維持するとともに、徴収率の向上に向けて取り組んで

まいります。 

  次に、避難場所に指定されている学校は何校か。現在小中高合わせて37校となっております。避難場所

の指定校から外されている学校が池間地区の小学校と中学校となっておりまして、今年度から池間地区に

ついては設計、平成27年度に防災センターの建築に向けて取り組んでいく予定をしております。 

◎福祉部長（譜久村基嗣君） 

  福祉行政について２点ご質問がございました。一括してお答えいたします。 

  まず、１点目の幼保連携の取り組みについての推進についてでありますが、平成27年４月に施行予定の
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子供、子育て支援の新たな制度に向け、子ども・子育て支援会議の中で本市の幼保連携の取り組みや法人

保育所の認可等についての協議を進めております。会議の開催については、これまで３月の第１回の開会

からなんですが、これまで２回会議を行っていまして、ことしじゅうにその結論を得たいと考えておりま

す。平成26年度中には、宮古島市子ども・子育て支援事業計画の策定を見ております。また、鏡原地区で

の保育園の建設の件についてでございますが、これまでも何度かお答えをしているとおりでありますが、

市といたしましては、鏡原地区を含めまして、全ての地区において新たな公設の保育園の建設は考えてご

ざいません。 

◎生活環境部長（平良哲則君） 

  地域活性化モデル地区支援事業について、１点目に、城辺仲原地区のなかばり益々ぷからす振興協議会

のこれまでの事業実績についてでありますが、主な取り組みの内容としましては、シマトウガラシの苗の

配布、オリジナルのご祝儀袋やニンジンクッキーの販売、空き缶回収などの自主財源を生み出す活動に取

り組んでおります。その一部を自治会の負担金に充てる地域への還元も行っております。また、島内外の

仲原出身者に向けた地域の情報紙として、なかばり益々ぷからす通信の発行や地域の民話を絵本にしまし

て、ムイガーのアカウスの作成など仲原自治会とも連携をしながら、地元に対する思いの一体化に向けた

取り組みを行っております。なお、決算状況等につきましては、毎年度実績報告をもとに内容を精査して

おりますが、歳入歳出決算並びに運営ともに適正に行われており、事業収益も確実にふえてきていること

から、補助金交付終了後も同協議会の財政面の自立が期待をされております。 

  次に、地域活性化モデル地区に指定された団体は、本市に何団体あるかということでありますが、これ

まで地域活性化モデル地区に指定された地区は、池間地区、島尻地区、仲原地区の３地区であります。本

市は、宮古島市地域活性化モデル地区支援事業補助金交付要綱に基づき、補助金の交付と団体の指定を行

ってまいりました。補助金交付の内容につきましては、交付額は最高100万円で、交付期間は原則３年以内

となっております。団体の指定につきましては、通常の自治活動だけでなく、地域活性化のモデル地区と

なり得るような取り組みを地域住民が自主的に行っている団体を対象に指定をしております。市としまし

ては、地域住民の交流の土台となる自治活動を強化していくためにも、各地域でモデル地区がふえていく

ことが望ましいというふうに考えております。 

◎農林水産部長（村吉順栄君） 

  まず、１点目の宮原スナ地区の進捗状況についてお答えいたします。 

  宮原スナ地区は、全体面積が15.8ヘクタール、受益農家数が32戸、事業期間が平成24年度から平成28年

度までの事業でございます。工事の進捗状況ですが、平成24年度に測量及び設計業務を終え、平成25年度

に１工区3.17ヘクタール、２工区2.33ヘクタール、合計で5.5ヘクタールを農家との作付調整などもあり、

繰り越しして整備しているところでございます。進捗率は５月末時点で申し上げますと、１工区が62％、

２工区が49％、全体面積からするとおよそ21％となっております。なお、当スナ地区には農家の要望及び

事業の発現効果を図るため、１億4,000万円の補正を本議会に上程してございますので、よろしくお願いい

たします。 

  次に、サトウキビの栽培管理対策事業についてお答えいたします。平成25年度の事業実績については、

申請件数が195件、面積で１万280アールです。事業費は407万6,200円、うち市の負担額が326万960円、農
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家負担額が81万5,240円の実績となっております。平成26年度においては、予算額が1,000万円で、補助率

は50％を予定しております。ちなみに平成25年度においては、市の事業以外に糖業振興会の増産基金事業

で７万3,191アールの事業も実施してございます。 

  次に、サトウキビ優良種苗安定確保事業についてお答えいたします。事業の概要については、サトウキ

ビの生産安定と品質向上を図るため、健全無病な優良種苗を導入し、農家への普及、推進を図ることによ

り、反収増につなげることを事業の目的としております。本年度においては、春植え用分が650アール、予

算が130万円、夏植え用が1,400アール分、予算が320万円を予定しております。なお、計上されている予算

額は、東村にあります独立行政法人種苗管理センターから宮古までの輸送費となっております。 

  次に、保安林についてのご質問にお答えします。保安林に関しましては、県の所管となり、宮古におい

ては沖縄県宮古農林水産振興センター農林水産整備課のほうで取り扱っております。 

  次に、農振についてお答えいたします。宮古島農業振興地域整備計画の総合見直しは、平成25年度に基

礎調査を実施し、平成26年度から本格的な見直し作業に着手しており、平成27年度の完了を予定しており

ます。総合見直しに伴う除外、編入、用途変更の変更要望については、６月２日から７月31日までの期間

で受け付けを行っております。要望書の様式等については、上野庁舎にあります農政課で配布しているほ

か、インターネットで宮古島市のホームページからのダウンロードも可能となっております。 

◎建設部長（下地康教君） 

  まず、市道の道路台帳整理に係るご質問でございます。合併後の道路事業における台帳整理は、全て実

施されております。ご指摘の市道城辺30号線についてですけれども、本道路は旧城辺町時代、30年以上も

前に整備された道路であるということで、資料を現在調査中でございます。しかしながら、登記簿謄本等

を確認したところ、７筆の未買収用地が確認をされております。今後は、対象用地の買収に向けて潰れ地

調査等の検討を進めてまいりたいというふうに考えております。 

  次に、本市の市道にかかる橋梁についての老朽化と実態調査についてのご質問でございます。平成23年

度に橋梁長寿命化修繕計画策定業務において６橋梁、伊良部15号線仲地橋、伊良部111号線なかよな橋、伊

良部98号線たいこ橋、伊良部98号線いたん橋、伊良部７号線伊良部橋、それと来間大橋でございますが、

調査の結果、修繕計画に基づき優先度の高い順に伊良部111号線のなかよな橋を平成25年度から事業開始し

ており、平成27年度から平成28年度にかけて伊良部15号線の仲地橋を新規事業として要望しているところ

でございます。 

  次に、市道宮原15号線にかかる橋梁の老朽化が著しいということで、その対策に対するご質問でござい

ます。平成23年度に橋梁長寿命化修繕計画策定業務における調査対象橋梁は、延長が15メートル以上とな

っており、宮原15号線の橋梁は小規模であるため、調査対象外でございました。そのほかにも何本かの小

規模橋梁の調査がなされておりませんが、補助対象外の橋梁においては今後安全性、緊急性を調査し、検

討してまいりたいというふうに考えております。 

  次に、県道42号線城辺下地線の工事の進捗状況についてでございます。ご指摘の路線は、県道城辺下地

線でございます。宮古土木事務所道路整備班で事業を行ってございます。土木事務所に確認したところ、

事業区間は保良西里線、一周道路でございますが、から城辺線友利までの5.7キロでございまして、事業期

間が平成７年度から平成26年度となっております。全体事業費が31億2,000万円、進捗率は平成25年度末で
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98％となっており、供用開始時期は平成27年の１月予定とのことでございます。 

  次に、市道大道線ほか１号線の進捗状況についてのご質問でございます。本事業は、平良第一小学校南

側県道平良新里線からサンエーカママヒルズまでの延長460メートル区間と宮古病院から来る下地線から

大原区画整理地区までの未整備区間の110メートルの事業でございます。事業工期は、平成24年度から平成

29年度までの５カ年間を計画しておりまして、総事業費は13億円、総延長570メートルでございます。平成

24年度に実施設計業務を行い、平成25年度までの進捗率は７％でございます。今後も引き続き物件補償、

用地買収、建物調査等の業務を行い、平成29年度の完了を目指しております。 

  次に、竹原地区区画整理事業についてのご質問が幾つかありました。ご質問の内容は、工事の進捗状況、

公園整備箇所、保留地、事業完了年度についてのご質問だったと思います。それでは、お答えいたします。

竹原地区土地区画整理事業の事業期間は、平成17年度から平成33年度までの事業となっております。総事

業費は66億円でございます。工事の進捗状況につきましては、平成25年度までの実績としまして、事業費

ベースで75％でございます。公園整備は４カ所、合計で7,200平米を計画しております。また、平成25年度

までの保留地売却実績面積は1.5ヘクタール、売買金額で8,700万円となっております。平成26年度は、10カ

所の保留地売却を予定をしております。現時点で平成33年度の事業完了を目指して進めております。 

◎上下水道部長（砂川 嚴君） 

  竹原地区土地区画整理事業の中の公共下水道事業についてであります。竹原地区土地区画整理事業区域

内での現在までの公共下水道整備状況及び今後の整備計画についてお答えいたします。 

  竹原地区土地区画整理事業は、平成17年度を初年度としまして、現在も整備中であります。当区域にお

ける下水道整備計画については、区域内の既設道路、新設道路の総延長4,370メートルで、下水道管渠布設

を予定いたしております。現在までの整備状況ですが、平成20年度から平成25年度までに延長にして

1,951メートルを整備完了いたしております。当区域の今後の整備計画についてですが、今年度においては、

旧宮古病院西側道路の延長150メートルほどの実施設計を行い、平成27年度に工事を行う予定であります。

また、平成28年度以降の整備区域については、区画整理事業担当課と優先箇所を協議しながら整備を進め

てまいります。 

◎教育部長（奥原一秀君） 

  教育行政の耐震化未改修施設についてお答えいたします。 

  耐震化未改修施設につきましては、公立学校施設整備事業長期計画によりますと、現在幼稚園が久松幼

稚園、鏡原幼稚園、佐良浜幼稚園、伊良部幼稚園の４園がございます。小学校が宮原小学校、狩俣小学校、

佐良浜小学校、伊良部小学校の４校が未改修施設となっておりますが、今年度久松幼稚園と鏡原幼稚園及

び狩俣小学校を改築する予定をしております。今後も未改修幼稚園、小学校につきましては、公立学校施

設整備事業長期計画に基づき順次改築していく計画でございます。 

  次に、公立学校の火災報知機及び消火器の設置状況についてお答えいたします。小中学校の消防用設備

につきましては、消防法に基づき資格を有する業者が毎年保守点検業務を行っており、点検業務実施によ

る指摘事項については、随時改善をしている状況でございます。 

  次に、４月から実施している預かり保育の運営状況についてお答えをいたします。幼稚園の預かり保育

は、宮古島市立幼稚園の教育課程に係る教育時間終了後に幼稚園の管理下において教育課程外保育、いわ
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ゆる預かり保育を行うことにより、園児の心身の健全な発達を図るとともに、保護者の子育てを支援する

ことを目的に、ことし４月から鏡原幼稚園と下地幼稚園の２園でモデル園として預かり保育がスタートし

ております。主な運営状況ですが、現在の利用人数は鏡原幼稚園が３クラス、54名中20名の利用となって

おり、下地幼稚園では２クラス、31名中９名の利用となっております。預かり保育の実施時間は、幼稚園

の教育時間終了後から午後６時までとなります。夏季及び冬季休業日は午前８時15分から午後６時までに

なります。預かり保育担当の職員は、各園１人で勤務時間が午前11時から午後６時半までとなっておりま

す。また、預かり保育担当の職員が休暇等取得時の対応や幼稚園教諭の勤務時間終了後から預かり保育終

了までのサポートとして、当初幼稚園教諭で対応を予定しておりましたが、実際に運用を開始してみて、

幼稚園教諭に負担があることが判明したため、今後の預かり保育の職員体制を検証する上からも、代替職

員の確保と幼稚園教諭の勤務時間終了後から預かり保育の終了時間までの管理体制を強化するため、補助

職員を配置するために今定例会の補正予算に代替職員の補助職員の賃金をお願いをしているところでござ

います。他の幼稚園につきましては、この２園の実施状況と保護者のニーズを調査し、順次実施をしてい

く計画でございます。 

  次に、本市の国際交流の推進についてでありますけども、本市においては児童生徒の海外派遣を通し、

広く海外で研修体験を通し、将来国際人として活躍すべき感性と教養を育てるために、海外ホームステイ

を実施、推進しております。これまでに姉妹都市であるハワイのマウイ郡と海外ホームステイを行い、こ

としも多くの応募の中から12名の生徒を選考し、８月17日から８月29日までの13日間の予定で、海外ホー

ムステイを予定しております。さらに、マウイからも宮古島マウイスクール体験交流として、中学生２人、

高校生４人が６月12日から18日の滞在日程でホームステイ、スクール体験を中学校や高校で行い、日米の

学校システムの違い等を学ぶ交流を行っております。また、下地中学校では台湾漢口国民中学校と姉妹校

締結がなされており、相互のホームステイ交流を通し、友好関係を深めております。さらに、外国語活動

において、スカイプを活用し、台湾やアメリカ等外国との交流学習も盛んに行われております。そのほか

にトライアスロン大会へ参加した外国人選手との交流や外国人指導助手、ＡＬＴとの交流活動が行われて

おります。 

◎前里光惠君 

  パーフェクトなアンサーをいただいて感謝しております。再質問しなくてもいいのかなと思っておりま

したけども、二、三点ありますので、よろしくお願いします。 

  最初に、市長の政治姿勢の中で市税の徴収率向上の取り組みについてお伺いしました。きょうの新聞に

もありますとおり、平成25年度ですか、91.89％、これもコンビニ納付が原因で1.12ポイントアップ、そう

いう報道もされて大変心強く思っております。やはり市税というのは基本的な財源でもありますので、こ

の徴収に向けては全庁体制で今後とも市長頑張っていただきたいと、こう思っております。問題は、４億

1,300万円あった滞納繰り越しの縮減が課題であると、こういうこともマスコミでも報道されておりますの

で、しっかりと取り組んで、特に市民にとっては全ての市民が公正、公平に支払う義務がある。税の負担

の公平ということでは、100％本当は徴収できなきゃいかんじゃないのかなと、こういう思いでございます

が、今後とも頑張っていただきたいと、このように考えております。 

  人口増加と定住化対策というのは、非常に施策として最も大事な案件の一つじゃないのかなと思います
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し、今後ともしっかりと取り組みをお願いをしたいと思います。 

  市長が新たに宮古土地改良区の理事長に就任をされましたけども、今の市長の答弁を聞いて、この施設

の老朽化というのを初めて知りまして、びっくりいたしておりますが、今後農家に負担のないような運営

をぜひ市長がリーダーシップを発揮して頑張っていただきたいと。びっくりしたのは、伊良部地区の加入

が平成32年度以降ということもお聞きして、こんなにおくれていいのかなという思いがしますので、今後

の追求を伊良部出身の議員にお願いをしたいと思っております。 

  教育行政、耐震化対策非常に心配しておりましたけども、やはりしっかり頑張っているということのご

答弁をいただきました。問題は、まだ未改修施設ですね、こういう学校もあるわけですから、現実に。や

はり学校で学ぶ子供たちが安全で、児童生徒が安全で学ぶ学校は、親御さんにとってもですね、一番安全

だと、こういうふうに信じているわけですから、そこで万が一の問題や事故があってはならない。早急に

この改築についても実現をしていただきたいと思っております。 

  火災報知機や消火器の設置もできていると。順次整備もするということですが、本当にしっかりとです

ね、取り組まないと、宮原小学校では何回も誤作動もあるんですね。校舎そのものが継ぎ足し校舎という

こともあってですが、雨漏り等の原因かなということもあって、どうも今までそういう前例もありますの

で、しっかりと現場での取り扱いもご指導お願いをいたしたいと思っております。 

  緊急時の連絡、連携マニュアルも学校ででき上がっていると教育長のご答弁いただいて、安心していま

すけれども、本市の小中学校、公立学校の中で、避難場所に指定されていないのは池間小中ということで、

ほか全てはそれぞれ地域の避難場所として指定されているということでございますので、いつ起きるかわ

からないですね、災害が起きるかわからない、夜かもしれないし。地域住民が避難した場合に、学校の体

育館とか、校舎の鍵があかないとか、冬だったりする場合ですね。こういうことも想定をされるわけです

ので、この辺の連携もですね、しっかり地域と学校が連携して取り組んでいただきたいと、こういう思い

をしております。 

  鏡原幼稚園と下地幼稚園、預かり保育スタートいたしておりますが、今ご答弁いただいたようにですね、

鏡原幼稚園で54名中20名、下地幼稚園で31名中９名の預かり保育が実現しているということでありますの

で、今後ともやはりこれは親御さんにとって大変ありがたい、すばらしい制度のスタートだと私は思って

おります。ぜひ今後とも前向きにですね、各地域でも幼稚園でも取り組むような体制を教育委員会として

やっていただきたいなと思っております。 

  鏡原幼稚園についてでありますけども、今宮古島市の中では１位が南幼稚園、85名ですね。２位が平一

幼稚園で75名、３位が東幼稚園で67名、４位が鏡原幼稚園で54名と。久松を抜いているんですね、今。そ

れぐらい子供たちがどんどん入園してきます。保育所もぜひ必要だということでありましたが、先ほどの

答弁では一切予定がないと。何をお土産に帰ればいいのかなと悩んでいるところでありますけども、やは

り幼保連携を通してですね、頑張っていただければなと。私ども地域はですね、公立はこだわらないんで

すよ。法人でも結構ですよという思いがしますので、ぜひ行政のご指導のもとにですね、公立の保育園建

設もぜひ前向きな取り組みをお願いをしたいと思っています。 

  幼保連携については、これはこれまで宮國博教育長が提唱してきた案件でもありますので、将来的にど

ういうふうにですね、幼保連携、教育長はこども園と称してつくりたいということでありますので、教育
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長の基本的なお考えをお聞かせいただきたいと思います。 

  次に、道路行政について質問いたしました。その中でですね、県道42号線これは保良西里線、それから

城辺下地線ということで、今工事中でございます。実は、午前中の下地明議員の質問の中で、信号機が設

置された道路なんです、実はここは。ですから、無駄じゃないのかなという言い方ですけれども、私が畑

に行き帰りする道路でございまして、帰りは特に県道42号線から県道78号線に入るときはですね、信号機

があるために私は安心して安全にここを通ることができているということで、私は感謝しております。確

かに今交通量は少ないですが、今県道の交差点から下北部落に向けて工事中なんですね。ですから、通行

どめなんですよ。この道路は、中休みから友利部落に向かう通称県道友利線、ここまでほぼ完了している

ところがありますけども、今工事が終わればこれ全面供用開始、開通できるという道路でございますので、

そうなればもっとこれは利用する市民がふえていくんだろうと思いますし、この友利線からですね、実は

県の計画としては、上野地区を通り、下地地区を通り、来間大橋にこれつながる計画になっているんです

よ。そうすれば、将来はこれ観光道路として大いに活用される。また、長間地区、３区は沖縄製糖が搬入

区域になっていますので、このサトウキビ運搬専用道路としてもですね、この道路を使うということが県

の方針であるわけですから、これからどんどん交通量ふえますので、信号機は必要であると、このように

考えております。答弁は要りません。 

  ぜひこの宮原のですね、橋梁の問題ですけども、この老朽化実態調査の中で、橋の長寿命化事業適用外

と、これ長さ15メートル以上が橋梁と称する。宮原のこの15号線にかかる橋は、6.9メートルということで、

適用外ということで、調査もされていないと。これではもう大変だと思いますよ。地域住民非常に不安が

っております。いつ倒壊するかなと、こういう心配してしょっちゅう言われているんですよね。どうぞぜ

ひ調査していただいてですね、確かに費用はかかるだろうと思いますが、この橋の安全、道路の安全とい

うのは大事だと、このように考えております。調査をして早目にやるという決意を部長からいただきたい

と思います。いかがですか。 

  竹原地区の保留地の売却の件ですけれども、この売却は平成25年度実績があったという答弁をいただい

ております。平成26年度も10カ所計画ということですが、これはこの区域内の住民を対象にして売却をさ

れているのか、全市民を対象にして公募で売却しているのか、これについてお答えを願いたいと思います。 

  次に、サトウキビの優良種苗安定確保事業についてでありますけども、この事業は先ほどご答弁いただ

いたように、東村にある独立行政法人種苗管理センターから運んできているわけですよね。その運ぶ方法

が要するに葉殻ついたまま、トレーラーで平良港まで運ぶと。そこから農家に委託をするという手順にな

っているようですけども、葉殻つきですからね、ハブが入っていないのか、卵が入っていないか、病害虫

が入っていないかと、こういう心配も非常にするわけですよ。これ設立が35年前ですからね、このセンタ

ーの。35年間も宮古島市、多良間村含めて先島地区、運搬賃を払ってですね、これを受け取っているとい

うことになって、これはもう35年間の運賃を考えれば、相当の金額だと思っております。今サトウキビは

宮古、多良間、石垣が沖縄本島よりも活発でありますから、市長この施設をですね、東村からぜひ宮古地

区の下地島の今市が計画している、事業している農業的ゾーン、この一角にですね、誘致できないか、私

はそう思っていますね。サトウキビの種苗をつくるというのは、非常に難しい技術のようですね。小さな

種からつくると、我々は普通言っている苗、節からとっているかと思ったら、そうじゃないんです。新品
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種をとるために非常に厳しい技術的な工法があるということで、しかも一番遠い東村にあるということで、

非常に負担増じゃないかなと思っておりますので、これからは宮古でつくって、さらに沖縄本島や久米島、

大東、そのあたりにも送るぐらいのこういうことをやってもいいんじゃないのかなと私は考えております。

これは要望として市長にお願いを申し上げておきたいと思っております。 

  保安林について質問いたしました。これは、昨今はですね、個人の土地で保安林に指定された土地がい

っぱい出てきているんですね。特に鏡原にも多いです。保安林の解除しないと自分の土地であってもマイ

ホームできない、アパートできない、工場できない、倉庫建設できない、こういうことになっているかと

思いますのでね、こういう方法についても今後ぜひ市のほうでご指導願いたいと、こう思っております。 

  もう一つ、５年に１度の、５年ごとの農振見直しがことし入っております。農政課でできるというお話

でしたが、しかし逆も考えなけりゃならんと思うんですね。農振を見直した土地をさらに補助事業として

開発していくと、こういうときにさらに再見直しと、こういうことが可能かどうかということもお聞きし

たいと思いますので、ぜひ農林水産部長お答えを願いたいと思っております。 

  エコアイランド宮古島の推進に関する条例については、企画政策部長から答弁いただいたんですが、何

か市民の役割、事業者の役割についてお答えしたのかなとちょっと聞き漏らしたかもしれませんが、もう

一度お願いをいたしたいと思っております。 

  地域活性化モデル事業、これはなかなかいい事業だと思いますけども、３年連動100万円もこの仲原地区

に交付しているということですが、実は宮原自治会の戸数が260戸、人口535人、１年間の予算額は110万円

です。ほぼ匹敵する予算を人口130人、世帯53世帯の仲原地区に３年もやっていると。もちろん反対はしま

せんけども、もう少し考えて半分に減らしてですね、50万円にして、２カ所ぐらいこのモデル地区指定し

て育成したらどうかなと、こういう思いでございます。宮原自治会準農村地域、サトウキビ生産、畜産、

牛どころ、それからマンゴー、果樹園と頑張っておりますけども、平均年齢、就農年齢は75歳をとうに超

えていると思いますよ。ぜひ市長モデル地区に指定していただいてですね、こういうふうに頑張っている

地域も支援をしていただければなと思っております。 

  以上聞いて、再度質問をさせていただきます。よろしくお願いします。 

◎企画政策部長（古堅宗和君） 

  先ほどもお答えをいたしましたが、市民、事業者が行う役割としまして、エコアイランド宮古島の実現

に努めるというふうに書いてございますが、具体的には清掃活動や緑化推進、それから省エネなどの推進

がございます。エコツアーとかですね、エコの学習会とか、市民の間でもよく行われておりまして、また

地域の子供会がたくさんございます。それから子供会の育成会、大人のほうもございますが、そういった

リーダー研修会等には必ず環境に関してのカリキュラムを載せることになってございます。それから、各

団体、特にＪＣともですね、例えば美ぎ島オトーリの清掃活動であるとか、あるいは年１回行われており

ますエコフェスタでありますとか、そういったいろんな事業をですね、それぞれ生活の中で市民も一緒に

なって取り組んでいただきたいというようなものでございます。 

◎生活環境部長（平良哲則君） 

  地域活性化モデル地区の指定でありますが、この団体の指定につきましては、通常の自治活動だけでな

く、地域活性化モデル地区となり得る団体ということであります。ちなみに今年度仲原自治会は既に認定
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していますが、あと１カ所今年度は予定をしております。まだ場所は決定しておりません。 

◎農林水産部長（村吉順栄君） 

  農振関係のご質問なんですけど、農振農用地から除外されている地域を編入する場合の質問でしょうか。

農振農用地への編入は、もちろん総合見直しでも編入できますが、総合見直しのみならず、例えば整備事

業を実施する場合において、どうしてもこの地域も農振農用地として編入して整備事業をしたいという場

合であれば、その都度編入はできますので、よろしくお願いします。 

◎建設部長（下地康教君） 

  まず、宮原15号線橋梁の老朽化対策についてでございますが、今まで補助事業による橋梁長寿命化修繕

計画策定調査における対象橋梁は、延長が15メートル以上というふうに申し上げておりますが、しかしな

がら、小規模橋梁においての長寿命化調査は、安全性や緊急性を鑑みて調査を実施していきたいというふ

うに考えております。 

  次に、竹原地区土地区画整理事業における保留地の売却ですね、平成26年度、今年度の保留地の売却計

画でございますが、対象はですね、全市民の方々を対象としておりますので、公募型という形で実施して

いきたいというふうに思っております。 

◎教育長（宮國 博君） 

  これまで何度も私議員の皆さん方との話し合いの中で、幼保連携という言葉を使ったりですね、こども

園という言葉を使ったりしながらの意見の交換がございましたけども、幼保連携のこの思想的背景ですね、

これはこういうことなんです。今まで保育の部分はいわゆる厚生労働省、幼稚園はいわゆる学校設置法に

よるところの文部科学省、こういう流れがあっているんですが、そうではなくして、保育所は幼稚園に移

行するためのいわゆる子育て、教育があっていいんじゃないかと。幼稚園は小学校に上がるための前段階

としての教育があっていいんじゃないかと、この論法が実は幼保連携の思想的な場面であってですね、で

すから必ず幼保連携をじゃどういうふうな形につくり上げていくかといったのがいわゆる私どもがいつも

言っているこども園みたいなのでどうだろうかという話になると、今度はここではこども園の所管はじゃ

どこになるかというふうなことになるわけです。じゃ、厚生労働省の部分なのかということになってくる

と、どうも文部科学省とのこの兼ね合いがまた難しくなってくると、こういうふうなもの等がありまして

ね、今盛んにこども園を議論されるわけですけれども、私どもの言っているところの学校設置法といわゆ

る子育て３法等々で裏づけされるところのこども園の構想が今後どうなるかということですが、実は先般

ですね、都市教育長会というのがありましてね、そこに参加していろんな議論を聞いてくると、今のよう

な話が他の市町にあるわけです。それで、行政によってはある市によっては、この子育ての部分を全部幼

稚園の学校教育課のほうに受け取って、そこで子育ての議論をするんだと、いわゆる保育所を含めですね、

いうような都市も発表もありましたが、果たしてこれが宮古島市で可能かどうかについては、もっと研究

をしてみないと、そうしましょうという話ではないような気がしておりますので、ただ子育てについては、

福祉のほうとのいわゆる議論は今進めているところであります。 

◎前里光惠君 

  答弁ありがとうございます。再度の質問はございません。終わる前に一言御礼の言葉を述べさせていた

だきたいと思います。 
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  鏡原小中学校ＰＴＡ、七原住民を初め、地域の方々の長年の懸案でありました市道七原１号線がこのた

び完成し、供用開始されましたことに対し、市長初め当局のご尽力に対し、衷心より厚く御礼申し上げま

す。まことにありがとうございました。地域としては、引き続き七原２号線もお願いしていきたいと、こ

う思っておりますので、この道路は県道78号線から安全学校に入っていく道路です。運転免許を持ってい

る皆さん全員が使っている道路でもございますので、皆さんのご支援をよろしくお願いします。 

  以上で一般質問を終わります。ありがとうございました。 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  これで前里光惠君の質問は終了いたしました。 

  本日の会議時間は、議事の都合によりこれを延長します。 

  しばらく休憩します。 

                                     （休憩＝午後３時43分） 

  再開します。 

                                     （再開＝午後４時00分） 

  休憩前に引き続き一般質問を続行いたします。 

  質問の発言を許します。 

◎仲間賴信君 

  ６月定例会で一般質問を始める前にですね、通告書の中身が、順番が違う場面が出てくるんじゃないか

なと思われるところもあると思われますが、文章はちゃんとまとめますので、よろしくお願いします。 

  通告書の発言事項の１番目、基本的人権というものを提出してありますので、この基本的人権というの

でですね、人権には平等権、自由権、社会権、請求権、参政権という大きく分けると５つに分類されてい

ると言われております。そういったこと等がこの宮古島から37年前に出航されたマグロはえ縄船が現在で

は国、警察の調査によっても北朝鮮に拉致されているというふうなこと等がホームページでも載っており

ますので、こういったこと等も含めまして、また過去にこの佐良浜、池間の方々が行方不明となされてい

る方がおられますので、そういった方々の当時のこと等もですね、新聞で調べてきてありますので、そう

いったこと等を含めまして質問をしたいと思います。 

  北朝鮮による拉致被害者について、報道によると安倍晋三総理大臣は６月12日北朝鮮による拉致問題の

解決に向けて、政府と与野党の国会議員団でつくる協議会に出席し、北朝鮮との政府間協議の合意内容を

説明した上で、この機会を逃さず、全ての拉致被害者の帰国に全力を尽くしたいと述べ、協力を呼びかけ

たということでございます。一方、警察庁では特別指導班を去年３月に設置し、調査体制を強化、政府が

拉致された疑いがあるとしている860人の特定失踪者について、家族の同意が得られた方から順次ホームペ

ージに情報を登載しています。現在405人分の顔写真や行方不明になった際の状況がディスク化されていま

す。特別指導班は、わずかな手がかりを求め、関係者への面談や行方不明になった際の足取りの洗い直し

などを全国で実施していますが、ほとんどが数十年以上前の出来事だけに、有力な手がかりを得るのが難

しいと警視庁の現状であると言われております。マスコミでも、特定失踪者の情報が出され、これを見た

方から私に連絡がありまして、調査してみますと、宮古島出身の拉致被害者と思われる方々が相当数いる

ことが判明いたしました。1977年12月、37年前、第８協洋丸の乗組員７名が宮古島の平良港を出港したま
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ま行方不明となり、政府により特定失踪者として認定されている沖縄県出身の方々がいることが明らかに

なりました。同様に、1963年１月原因不明の失踪とされているが、特定失踪者と認定されていないマグロ

はえ縄漁船が２隻ございます。第１富士丸の漁船員は24名、宮古島出身者15名が宮古島平良港を出港した

ままでございます。また、1967年原因不明の失踪とされた第11金栄丸の乗組員18名のうち12名が宮古島出

身者であり、捜査の結果でも何一つ沈没、座礁などの痕跡、証拠がなく、この方々が北朝鮮に拉致された

可能性は極めて高いことが判明しました。この中には、私がよく知っている方も含まれており、まさに他

人事ではないと感じております。この調査で明らかになった方々は、第１富士丸で当時の新聞報道による

と、愛媛県西宇和郡三瓶漁業組合のマグロ船第１富士丸、田中船長、24名乗組員、うち佐良浜出身者が山

口栄春甲板長を含めて13名、池間島出身者２名が今日まで行方不明とされております。その佐良浜出身者、

それから池間島出身者の船員は次のとおりでございます。山口栄春さん、池間添、喜久川静雄さん、前里

添、池村忠昭さん、前里添、内間正雄さん、前里添、与儀隆さん、前里添、野里俊一さん、前里添、与那

嶺勇さん、前里添、池間健二さん、池間添、仲間芳宏さん、池間添、前里幸次さん、池間添、来間盛市さ

ん、前里添、前里勝英さん、池間添、下里登さん、池間添、それから池間島出身、仲間弘幸さん、それか

ら中林隆樹さんの計12名の宮古島出身者が含まれているわけでございます。 

  また、第11金栄丸、乗組員、ゲンカユキヒロ、それから湧川芳顕、それから仲間秀光さん、私の１つ先

輩で前泊正一さん、それからヨナミネススムさんほか数名でございます。よって、当局としても、この方

々の身元を調査された上、早急にしかるべき措置をとり、政府関係機関と調査されますよう要望しますが、

市長の心ある答弁を伺いたいと思います。 

  それから、宮古島市の過疎地域の自立促進について質問いたします。下地敏彦市長におかれては、宮古

島市各地域の公正かつ均衡ある発展をその基本施策の重要な柱とされ、常日ごろから同政策の実現に向け

て尽力されており、最も過疎化が進んでいる伊良部地域に育ち、居住している議員として、心から感謝を

ささげる次第です。さて、この過疎地域対策の基本となるのは、市の宮古島市過疎地域自立促進計画であ

ると思いますので、この計画について質問いたします。伊良部地域の過疎の深刻度、まず市長の現状認識

をお聞きしたい。昭和60年から自立支援計画が策定された平成22年の30年間で平良地域は人口がむしろ増

加しているのに対し、伊良部地域は約半数に人口が激減しています。このような各地域の不均衡な人口増

減が地域の活性の度合いの違いの原因となっていると考えますが、このような不均衡を是正する目的でこ

の計画は作成されたと考えますが、いかがでしょうか、説明を願います。 

  それから、具体的是正策について、深刻な過疎化が進む伊良部地域において、どのような政策が過疎化

解消の主要なものと位置づけられているのかについて、私見を交えて質問したいと思います。宮古島市へ

の自衛隊配備は、地域振興及び地域自立に重大な影響があると思われますが、報道によれば武田良太防衛

副大臣、12日に沖縄県宮古島市役所に下地敏彦市長を訪ね、宮古島市に南西諸島防衛のため、自衛隊の配

備計画を検討していることを説明、候補地選定に向けた調査への協力を求めた。市長は、協力に応ずる考

えを伝えたとのことですが、自衛隊配備により市の経済効果、地域振興効果について、市長の見解を確認

したいと思います。まず、武田良太防衛副大臣はマスコミに対し、350人から400人規模の配備になると答

えているので、これを前提に質問をしてみます。このような自衛隊配備により、用地の取得、敷地造成、

施設建設、隊舎建設などに多額の予算が費やされます。本年度予算で確定した与那国に配備される自衛隊
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の湾岸警備隊への予算配分は、158億円とされております。これは、施設完成までに何年か続くと思われま

す。与那国への配備希望は150人にすぎず、我が市への配備の規模の半分以下ですので、我が市への配備が

実現すれば、相当大きな予算が費やされることになります。まず、これが地域経済の起爆剤となり、この

際地元業者にしっかりと仕事が回るように十分な配慮が必要と思います。 

  また、用地の取得については、与那国の例では合計26ヘクタールということなので、それ以上の用地取

得が見込まれると思います。仮に市有地の賃貸となれば、軍用地並みの地代収入となり、市財政に大きな

プラスとなります。さらに、地方交付税の増加、特定防衛施設周辺の整備調整交付金など、市財政に与え

る影響は極めて大きいと思いますが、この地域経済効果について市長の見識をお聞かせいただきたいと思

います。 

  また、人口減少に対する対策としての面も大変大きいと思います。300人から400人として、若い世代が

一気にふえれば、その家族を合わせて少なくとも五、六百人の人口がふえることになり、それだけ地域は

活性化します。しかも、島の自衛隊基地ではかなりの地元出身の自衛官がおり、宮古島配備に当たっては、

宮古島出身の自衛官が全国から多数戻ってくる可能性が大きいと思われます。そうなれば、その両親、親

戚、同期の方々にとっては願ってもないことではないでしょうか。この点についても市長のご意見をお聞

きしたいと思います。自衛隊配備による地域振興に対する効果は、これに限るものではありませんが、と

りあえずお聞きして再質問をしたいと思います。 

  それから、農道の整備、伊良部地域において主要な産業である農業振興するに当たり、基盤である農道

の整備は最も重要な課題の一つですが、市長にも写真は見せてはあるんですが、大丈夫ですかね、市長。

多くの農道が未舗装でございます。下地敏彦市長が第１期目就任された直後、緊急にコーラルによる補修

がなされて、何とか今日まで使用してきましたが、雨の後にはぬかるみ状態となり、バイクが転倒するな

ど、危険な状態であります。とりあえずこの点は緊急措置として大至急補修をお願いするとともに、過疎

化対策の一環としても、農道の根本的な整備対策をお願いしたいと思いますが、よろしくお願いいたしま

す。 

  次に、伊良部大橋開通後の対策、市民が待ち望んだ伊良部大橋の開通が来年に迫り、伊良部住民の私と

して胸が熱くなる思いでいっぱいであります。そこで、せっかくの一大事業である伊良部大橋の完成を最

大限有効活用するために、開通後の対策に万全を期すことが何よりも肝心であると思いますので、次の５

項目を質問いたします。１番目、開通後の影響事前評価、そこで開通後の各方面の影響について、市とし

てどのように把握されているか。県や国でこの点につき評価した調査があるか。市として、そういった情

報を持っておられるかをお聞きしたいと思います。 

  次に２番目、交通量増加の事前評価、特に伊良部大橋開通後は伊良部地域内の交通量は大幅に増加する

と予想されるが、市としてはどのように予想しているのか。例えば観光客について、現在余り伊良部地域

に足を延ばさない方々が多いのに対し、開通後は多くの方々が来島すると思われます。現在の宮古島観光

客数を約40万人とすれば、その半分以上が来島し、その分の交通量の増加を見通さなければいけないと思

うが、いかがでしょうか。 

  次に３番目、伊良部地域内の県道の整備、交通量の増加を見込み、県道平良下地島空港線改良事業が行

われています。これは、平成22年市長から県知事及び県議会に陳情され、実現したものと認識しています。
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ただ、県道整備はこれにとどまることなく交通量増加に応じ、伊良部地域内の県道90号線、204号線の全線

の改良が必要と思われますが、いかがでしょうか。 

  ４番目、住民への影響と市道の整備、交通量の大幅な増加は、伊良部地域住民の生活に大きな影響を及

ぼすと思います。万一交通事故でも発生すれば、市民、住民はもちろん、観光客にも大きな傷跡を残すこ

とになります。このような観点から、市道の整備をいかに考えておられるか、お聞きいたします。 

  ５番目、経済振興の起爆剤に、伊良部大橋開通により多くの観光客が伊良部地域のすばらしい大自然を

堪能できることとなります。これを機会に経済振興がおくれていると言わざるを得ない伊良部地域振興の

劇的な発展を可能にするように頑張っていただきたいと思いますが、この点についての市長の見解をお伺

いいたします。 

  市長の心ある答弁を聞いて、再質問はしたいと思います。よろしくお願いします。 

◎市長（下地敏彦君） 

  行方不明の乗組員の件についてであります。政府は、日本と北朝鮮による外務省局長級の政府間協議を

受け、北朝鮮が全ての日本人拉致被害者と拉致の可能性が排除できない失踪者について、再調査すること

で合意をしたと発表いたしました。ご質問の件は、沖縄近海で消息を絶ったマグロはえ縄漁船のことであ

り、本件については北朝鮮による日本人拉致被害者には今のところ認定されておりません。また、北朝鮮

による拉致の可能性を排除できない失踪者の特定失踪者にも認定されておりません。そのような中、仲間

賴信議員が関係者への聞き取り、古い資料の掘り起こしなどを行い、真相究明への手がかりづくりに真摯

に取り組んでいることに対し、敬意を表しますとともに、関係ご家族の思い等も深く受けとめなければな

らないと考えております。そのため一日でも早く家族との再会や真相の究明がなされることを望み、再調

査できないか関係機関に働きかけてみたいと思っております。 

  次に、宮古島の過疎地域の自立に関連して、自衛隊の誘致のお話がございました。武田良太防衛副大臣

が市に訪れてお話をしましたけれども、申し出の内容は宮古島市に自衛隊を配備するための適地調査をし

たいという申し出でありました。その調査の内容については、今後事務方でいろいろと調整をしたいとい

うふうに申し入れをいたしたところであります。したがって、宮古島に配備するか、宮古島のどこに配備

するか、それも現時点ではよくわからないし、どの程度の規模で調査するかもよくわからないということ

であります。今後その内容についていろいろと調整があるものだとは思っております。ただ、一般論とし

て申し上げるんであれば、武田良太防衛副大臣が記者会見の中で350名から400名程度の部隊を配備すると

いうことになれば、一般的に言えばその配備のための施設整備がかなり大きな工事が行われるであろうと。

それに伴う公共工事等に伴う事業が大幅にふえるであろうということ、それから300名から400名ぐらいの

人が来るとなれば、それに伴う地方交付税あるいは市税の増もふえるであろうということ、当然家族も一

緒ですから、いろんな購買の増も含まれ、人口も大幅にふえて活性化につながると、こういうのが一般論

としては考えられるというふうに思っております。 

  いずれにいたしましても、どういう形の調査になるか現時点ではよくわかりませんので、内容を十分聞

いてみたいというふうに思っております。 

◎副市長（長濱政治君） 

  伊良部地域の過疎の深刻度ということで、地域の不均衡を是正する目的で過疎地域自立促進計画は作成



- 112 - 

 

されているかというご質問にお答えいたします。 

  まず、この過疎地域自立促進計画のもとになる法律がございまして、その法律では人口の著しい減少に

伴って、地域社会における活力が低下し、生産機能及び生活環境の整備等が他の地域に比較して低位にあ

る地域について、総合的かつ計画的な対策を実施するために必要な特別措置を講ずることにより、これら

の地域の自立促進を図り、もって住民福祉の向上、雇用の増大、地域格差の是正及び美しく風格ある国土

の形成に寄与することを目的とすると、こういう趣旨でこの計画がつくられているというふうに考えてお

ります。まず、具体的に伊良部地区の人口動態についてでございますが、人口は昭和25年の１万1,433人を

ピークに、その後減少に転じまして、平成22年度調査時点では5,205人と最も少なく、ピーク時の45.5％と

なっております。これらのことも含めまして、宮古島市過疎地域自立促進計画では地域の特性を生かしつ

つ、均衡ある発展を目指すため、各種事業を年次ごとに整備する計画を定めているところでございます。 

  続きまして、具体的是正政策についてでございます。宮古島市過疎地域自立促進計画の伊良部地区では、

土地改良、道路、水産業施設、果樹施設、消防、児童館等地域活性化のための各種事業の計画を予定して

おります。そのほか新たに伊良部大橋の開通に伴う国営土地改良事業の導入及び観光客の誘客の増、佐良

浜漁港区域の活性化計画の進展、入り江の有効利用、下地島残地の農用地の利活用、学校の統合、新設の

検討などなどの動きがあり、自立化に向け今後も積極的に諸施策を実施したいと考えております。 

  それから、農道の整備です。ご質問の道路は、里道でございます。当該道路におきましては、現場調査

を行い、石粉補償を検討します。 

  続きまして、伊良部大橋開通後の対策について、県や国で開通後の影響事前評価をした調査があるかと

いうことでございますが、一応伊良部の現場事務所のほうで尋ねておりますけれども、渡されたのはパン

フレットの考え方がそうだというふうな言い方をされているようでございます。では、沖縄県では伊良部

大橋開通の評価として、５つの整備効果を挙げております。効果１としましては、モビリティー、移動の

しやすさの向上として、天候や時間帯に左右されずに移動が可能になる。効果２としまして、生活環境、

文化水準の向上として、急患輸送など当該病院への通院、搬送が短縮される。また、島外の学校への通学

が容易になり、下宿費用や船賃等の経済的負担が軽減される。効果３としては、交流、物流の拡大支援と

して、宮古圏域が一体化され、経済及び人の交流が盛んになり、時間短縮や輸送コストの低減等により、

効率的な移動や輸送が可能となる。効果４としましては、架橋を利用した安定的なライフラインの確保や

観光産業が発展することによる雇用機会の創出、輸送コストの低減による農漁業の発展等により、人口減

少に歯どめがかかり、島全体の活性化が図られる。効果５といたしまして、美しい自然や未開発の観光資

源を活用できることから、観光客の大幅な増加が見込まれるため、新たな観光産業や既存の施設利用が促

進され、雇用がふえるなどの効果を挙げております。 

  それから、伊良部大橋開通後の対策として、交通量増加の評価ということでございます。伊良部大橋開

通後は、経済、生活圏域の拡大による大幅な人口の移動が予想されます。さらには、観光客数の飛躍的な

増大及びレンタカー利用による交通量の増大が予想されます。ちなみに沖縄県が作成しました池間大橋の

架橋前後の資料によりますと、架橋前の平成３年次の渡船による年間旅客輸送実績は４万3,867名で、架橋

後平成22年次の交通量調査から推測した結果では158万3,224人と、実に36倍の伸びとなっております。 

  伊良部地域内の県道の整備についてです。県道を管理しております宮古土木事務所に問い合わせたとこ
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ろ、現在の整備計画としては、平良下地島空港線と下地島空港佐良浜線の整備を行っていくとのことでし

た。 

  伊良部大橋開通後の住民への影響と市道等の整備についてです。伊良部大橋開通に伴い、利便性がよく

なることで、交通量の増加が予測されます。そのため歩道がなく、幅員狭小な道路において、歩行者や道

路利用者に危険な状況が発生するおそれがあることから、今後安全性や緊急性を考慮しながら整備をして

いきたいと考えております。 

  それから、伊良部大橋開通後の経済振興の起爆剤はということについてお答えいたします。伊良部地域

の住民が長く待ち望んでいた伊良部大橋が来年１月に開通することにより、宮古圏域として一体化される

ことになります。経済及び人の交流が盛んになり、時間短縮や輸送コストの低減等効率的な移動や輸送が

可能となります。あわせて伊良部地域の風光明媚な多くの自然は、観光振興の起爆剤になり得るものと考

えております。具体的な施策として、伊良部下地島間入り江の整備事業、下地島空港残地の利活用推進、

佐良浜漁港の利活用推進、農業用水の利活用による農業の活性化などを図り、伊良部地域の振興発展に努

めていきたいというふうに考えております。 

◎仲間賴信君 

  再質問しながら再願望したいと思います。 

  市長は、この北朝鮮に拉致されている可能性があると見られている方々、このニュースやホームページ

に出ている方々についてですね、1977年に平良港を出港した協洋丸がこの北朝鮮に拉致されている可能性

が高いというふうにこれは報道されているじゃないですか。これも市長はこの資料を見ているわけですけ

ど、これもちゃんとですね、この議場で市長から説明をして、そういうこともありますよとか、これは沖

縄県警察の情報提供にも、宮古島からマグロはえ縄漁に出てですね、帰ってきていないこの協洋丸の方々

については、警察のホームページでも載っているわけですから、私もわからなかったけどですね、調査し

ている間にこれは出てきたもんですから、びっくりして、私と同じように家族の方たちもそれなりに驚い

ておられるわけですが、市長の答弁で何とかしてみるということですけどね、ちゃんとですね、市長こう

いった宮古島出身の方々ですので、身元の調査をされてですね、私は政府機関にいろいろと要望したほう

がよろしいんでないかと、これは強く求めたいと思っております。 

  それから、副市長が説明されているこの伊良部大橋の開通後のことについて、これは伊良部大橋の整備

効果で、これは県が出したものですね、これね。何で宮古島市そういったのつくらないんですかというこ

とですよ、副市長。きょうは余り大きな声では言えないから、余り申し上げないけど。 

  それから、伊良部地域の過疎化の深刻度というのはですね、非常に高いわけです。昭和60年にこの人口

が今0.58％になっているわけですね、当時からしては。上野が0.87％、昭和60年度から平成20年度のこの

データで。下地は、1.01％ふえているわけです、下地は。それから城辺は0.63％、平良は1.04％、一番減

っているのは伊良部なんです。何で伊良部がそれだけ減っているかなというふうなことを自分なりに調査

してみますとですね、前回市長が資料で伊良部がやっぱり市営住宅も少ないなということで、３月定例会

ではですね、私の質問に対し市長は伊良部地区については、市営住宅が少ないようなので、協議してみま

すと答弁をされたと思っていますがですね、先ほどの議員の先生たちの質問に対して、皆さんの答弁では

建てかえだけだというふうなことをおっしゃっているわけですよね。しかし、伊良部は城辺と人口はそん
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なに変わらないけど、城辺は戸数が308あるんですね。伊良部は169、もう半分みたいなもんですよね。で

すから、人口が減っていくというのは、そういうふうなことも影響しているんじゃないかなというふうな

思いをいたしておりますので、これは改善してもらいたい。 

  それから、市営住宅に入るための前年度の応募倍率というのがあるんですけど、城辺地区が最高1.0倍、

伊良部地区が4.0、5.0、伊良部地区が相当入るのが私は前回も一般質問で申し上げたんですけど、宝くじ

を当てるぐらい難しいと。ですから、この当時新規ではつくらない、建てかえだけだよと言ったとしても、

伊良部でだけそういうふうな負担をさせないでですね、こういったのは直すべきのは直していってほしい

と私は思っていますので、それについても直さないのか、直すのかもですね、ひとつやわらかく、優しく

答弁してくださいますようお願いしたいと思います。 

◎市長（下地敏彦君） 

  過疎化の対策として、市営住宅をつくるべきじゃないかということで、これまでの経緯をるる説明があ

りました。城辺が308に対して伊良部が169戸分しかないと。なぜかというのを考えてみた場合に、それぞ

れの旧城辺町、旧伊良部町の政策の違いがあったというのが一つ、合併してその後なかなかつくってこな

かったというふうなものもあるというふうに思います。結果、そういう差が出てきたのかなというふうな

のは思いますけれども、市営住宅をつくって定住化を図れというのは、よくわかるんですけれども、とり

あえず今ある古いものをまず整備するというのを前提に私どもは考えているわけですね。伊良部の場合に

は、やっぱり橋がかかって、その後少し動態を見てみたい、伊良部に新たに参入してくる人もふえるかも

しれないと思っているんですね。ですから、そういうのを見ながら必要に応じてそれは検討してみたいと

いうふうに思っています。 

                 （「調査の問題について、行方不明の人に対して……」 

                   の声あり） 

◎市長（下地敏彦君） 

  失礼しました。先ほど答弁したとおりですね、一応公式な見解としては、ないという返事をしています

んで、それでもやはり仲間賴信議員がいろいろ調べてきて、いろいろ可能性があるというふうなのがわか

ってまいりました。それは私どもまた独自にちゃんと調査をして、やはり国に対して…… 

                 （議員の声あり） 

◎市長（下地敏彦君） 

  ちゃんと調査をして、国に対して再調査という要請をしてまいりたいというふうに思っています。 

                 （議員の声あり） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  休憩します。 

                                     （休憩＝午後４時45分） 

  再開します。 

                                     （再開＝午後４時46分） 

◎仲間賴信君 

  いろいろとすばらしい答弁ありがとうございました。市長のですね、やるということを信じて、私たち
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この関係者は期待してそういった希望が持てる間はですね、頑張っていくということでございますので、

どうか政府とですね、うまく調整して、ちゃんとはっきりしたのを今度この家族、兄弟、妻子に伝えられ

るようにしっかりと頑張ってくださいますことをお願いいたしまして、私の６月定例会の一般質問を終わ

りたいと思います。ありがとうございました。 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  これで仲間賴信君の質問は終了いたしました。 

  本日の会議はこの程度にとどめ、延会いたしたいと思います。これにご異議ありませんか。 

                 （「異議なし」の声多数あり） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  ご異議なしと認めます。 

  よって、本日の会議はこれにて延会いたします。 

                                     （延会＝午後４時48分） 
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◎議長（眞榮城德彦君） 

  これより本日の会議を開きます。 

                                     （開議＝午前10時00分） 

  本日の出席議員は、25名で定足数に達しております。 

  本日の日程は、お手元にお配りした議事日程第３号のとおりであります。 

  この際、日程第１、一般質問について、昨日に引き続き質問を行います。 

  本日は、高吉幸光君からであります。 

  これより順次質問の発言を許します。 

◎高吉幸光君 

  公明党の高吉幸光です。一般質問に移る前に、毎日サッカーワールドカップのほうで寝不足であります

けれども、また宮古島市からは国仲君が行っておりまして、20日の日にはエスコートキッズとして出ると

いうことですので、また宮古島の我々はしっかりとテレビで見守っていきたいというふうに思いますけれ

ども、非常に盛り上がっている大会でありますし、また20日は日本のワールドカップ、これは雌雄を決す

る大事な試合ですので、我々も応援していきたいなというふうに思っております。 

  それでは、通告に従いまして一般質問をさせていただきます。当局には誠意ある答弁をよろしくお願い

を申し上げます。１番目に、エコアイランド行政についてでありますけれども、昨日富永元順議員にもい

ろいろ答弁はされたと思いますけれども、確認をする意味も込めながら質問をしていきたいというふうに

思います。 

  今定例会でエコアイランド宮古島の推進に関する条例を上程され、エコアイランド宮古島を内外に発信

することはすばらしいことであるというふうに思っております。また、宮古島市への視察の大半がエコ行

政に係るものだというふうに聞いております。それの一番メインであるところだと思うんですけれども、

太陽光の発電、こちらが接続限界が近いということで、接続保留190件との報道がありました。あれから現

状としてふえたのかどうか、何件あるのか、こちらをお答えください。また、今後どのような対策をして

いくのか、沖縄電力、宮古島市、国、県の方策はということでありますけれども、きのうもいろいろ答弁

あったと思いますけれども、また確認の意味でよろしくお願いをいたします。 

  エコアイランドを標榜する宮古島市だけでなく、石垣市なども接続限界に達しているということで、ま

た久米島もそうですけれども、この辺の特区として何かいろんな対策はできないのかということをお聞き

したいというふうに思います。対策として蓄電施設への補助など、補助金のメニューなどは国、県にはな

いのか、またそういうふうな方策を進めていくということはできないのか、こちらもお聞かせください。 

  福祉行政について、総合福祉保健センター、仮称でありますけれども、ＮＴＴ社宅跡地への総合福祉保

健センター建設ができなくなったとのことだが、併設予定だった平良児童館のみでも建設はできないのか

ということでありますけれども、新聞報道のほうで未来創造センターのほうに併設をするということであ

りますけれども、つい最近ジオラマのほうがあったというふうに思うんですけども、それはそこに併設を

するということで、それの意味も踏まえてちょっと片づけたのか、またそこを保健センターに併設すると

いうことですけれども、仕組みとしてはまた保健センターのほうでやる予定だったものと全く同等な形で

やっていくのか、それについてもお答えください。 
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  また、２番目ですけれども、就学前障害児についてということであります。先日那覇市療育センターと

いうところを視察してきました。こちら就学前の障害を持った子供たちへの支援、また相談事業とか、そ

ういったものをやっているところなんですけれども、昨年30周年迎えたということで、また長年取り組ん

できたことで、いろいろと蓄積やノウハウを持っているということであります。宮古島市にも障害を持っ

ている子供はいらっしゃいますけれども、中でも弱視であるとか、そういった子たちに対しての点字の教

育というのがなかなかできないというふうなことが聞かれておりまして、特に対象児が少ないとそれの専

門家というのがなかなか配置をされないということですので、これについて取り組みの状況を教えてくだ

さい。また、そういうふうなものを県の全体として捉えていければ、対象、専門家も各月に１回とか２回

とか派遣ができるんじゃないかというふうに思うんですけれども、それについての取り組みの状況はどう

でしょうか。今後整備予定の総合福祉保健センターや平良児童館にそういった相談窓口、これをセンター

としての整備は多分なかなか厳しいと思うので、そういった相談窓口もしくは専門職員の配置をするとこ

ろが必要だというふうに思いますけれども、これについてもお聞かせください。 

  ３番目に、スポーツ観光交流拠点施設ですけれども、いろいろと話題になっている宮古島市の施設であ

りますけれども、先日総務財政委員会のほうで姫路市のドーム型施設を視察してまいりました。姫路のド

ーム型施設は年間の稼働率が90％を超えるという非常に活気のある施設ではあったんですけれども、年間

収支は1,500万円ほどの大体赤字と、持ち出しというふうになっております。ここも指定管理をしておりま

して、2,500万円余の指定管理料を払っておりますけれども、こちらは市民のための福利厚生施設としての

性格が強いように非常に感じました。宮古島市の運営の予定というか、それを資料いただきましたけれど

も、そこん中で350万円ぐらいの赤字というふうな形で出されてはいるんですけども、こことちょっと大き

さも同じぐらいですし、稼働率のものも予想としてはそのぐらいを持っていこうというふうに思っている

というふうに思うんですけど、非常に厳しい印象を受けるけれども、収支の予想と本当にこれは整合性が

あるのかどうか、こちらをお答えいただきたいというふうに思います。年間の維持費の予想のほうも

1,700万円ぐらいというふうに資料のほうで伺っておりますので、こちらは一緒に答えていただきたいとい

うふうに思います。どのようなイベント開催予定かと、それも資料のほうにありましたけれども、これの

中で宮古島市が主催するいろんなイベントも入ってはいるんですけども、そのときにはやっぱり施設の使

用料というのは減免をしてやるということですけれども、そういった部分も含めて新たに誘致をしようと

思っているイベントがあれば、それも教えていただきたいなというふうに思います。 

  また、４番目、学校給食についてでありますけれども、先日テレビ報道でバガス粉末、ウージパウダー

を給食に混合することにより栄養補助としての取り組みを紹介していましたけれども、県内最大のサトウ

キビ産地である宮古島市も取り組んでみてはどうかということを質問させていただきます。 

  ５番目に観光行政についてであります。沖縄県は観光1,000万人を目指し、さまざまな施策を行っていま

すが、その中で、フリーワイファイなど公衆無線ＬＡＮの整備がされているところが少ないと、外国人観

光客から多くの不満があるということです。那覇市が3,016万円をかけ、国際通りを中心に115カ所のアク

セスポイント、公衆無線ＬＡＮを整備しているが、宮古島市も同様に整備をする考えはないか、こちらを

お聞かせください。 

  以上、答弁お聞きしまして、再質問をさせていただきます。よろしくお願いします。 
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◎市長（下地敏彦君） 

  エコアイランドを今後どのような対策をとっていくかということでありますが、太陽光発電の接続保留

への対策については、本年３月に沖縄電力に対し継続的な導入を可能とする対策を求める要請を行ってお

ります。また、国に対して早急に具体的な対策をとっていただくよう現在接続が保留されている石垣市、

久米島町とともに沖縄県、宮古島市の４者で連携した要請を行うよう沖縄県と協議を今進めているところ

であります。 

  次に、エコアイランドを推進するために、太陽光発電の接続限界への対策として、特区として国、県に

働きかけてはどうかというご提案でございますが、接続限界は電力の安定供給に係る物理的な事象が原因

となっていることから、解決のためには、まず現状において可能な対策を早期に講じていただくことが肝

要だというふうに考えております。エネルギー特区については、その必要性及び可能性について国と電力

事業者である沖縄電力との間で協議すべき事項であるというふうに考えております。また、今国会におい

て電気事業法の改正による電力システム改革が進められており、今後の県内における状況の推移を十分注

視していきたいというふうに思っています。 

◎副市長（長濱政治君） 

  福祉行政について、平良児童館の建設についてお答えいたします。 

  今回の児童館の整備につきましては、公共施設を集約し、効率的な土地利用を図る観点から、旧ＮＴＴ

宿舎跡地に保健センターと隣接して建設する方向で調整してまいりました。しかしながら、同地は都市計

画法上の第１種低層住居専用地域であることから、保健センターを建設するためには用途地域の変更など、

期間が相当数年要するということが判明いたしました。そのため、児童館及び保健センターの建設場所を

見直すことにいたしました。現在児童館の建設を予定している場所がですね、旧宮古病院跡地に隣接する

用地を考えておりまして、その用地は市の区画整理事業の保留地であることから、用地の取得が容易であ

ること、また隣接して未来創造センターの整備が予定されていることから、同センターとの連携利用が可

能であること、そして旧ＮＴＴ跡地と比較し、児童館建設に係る事業費の抑制が図られることなどから、

同地での整備を決定したところでございます。 

  それから、最初ＮＴＴの敷地で予定していた規模と、それからどのぐらいの規模かということでござい

ましたけども、大体同規模の、建設面積的には同規模で、子育て支援センターであるとか預かり保育など、

一般の児童館の施設をですね、整備するということになります。 

  それから、もう一点です。福祉行政について、就学前障害児についてです。現在障害児者に対する相談

は、障がい福祉課基幹相談支援センター、支援室ゆいで対応しております。今後も広報誌等を活用して相

談窓口としての周知を図ってまいりたいと考えております。また、民間でも５カ所の相談窓口があること

から、対応は十分可能であるというふうに考えております。 

◎企画政策部長（古堅宗和君） 

  太陽光発電の接続限界による保留の件数についてですが、沖縄電力に確認をしましたところ６月１日現

在で約200件と聞いてございます。 

  それから、あと１点、太陽光発電を設置する際に併設をする蓄電池に対する補助メニューはないかとの

ご質問であります。太陽光発電の接続限界への対策としまして、蓄電施設への補助メニューにつきまして
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は、現在のところ県にはなく、国において家庭やビルへの蓄電池導入を助成する補助メニューがございま

す。接続限界に対する蓄電池設置の意義は大きいと考えられますが、沖縄電力が今回提示をしている要件

としましては、発電設備の容量を６時間分充電できる蓄電池を求めているため、例えば家庭用５キロワッ

トの太陽光発電を設置する場合には30キロワットアワーという大容量の蓄電池が必要でありまして、大変

高価なものとなり、一般家庭等に設置するには非常に困難だと考えてございます。 

◎福祉部長（譜久村基嗣君） 

  私のほうからは２点ですね、就学前障害児についてということでありますが、就学前障害児への取り組

みといたしましては、児童発達支援事業所において言葉の訓練や生活訓練などを遊びやさまざまな体験を

通して身につけられるよう支援を行っております。二、三日前の新聞にも出たと思うんですが、今月１日

には重症心身障害児を対象とした事業所も開所指定を受けており、医療ケアの必要な子供たちへの支援を

行っていく予定でございます。また、市の専門員、これは先ほど言いました支援室ゆいの専門員なんです

が、専門員が保育園、それから幼稚園を巡回し、障害のある子供の早期発見に努め、医療や福祉、教育機

関につなぎ、連携した対応、継続した支援を行っております。 

  次に、県との連携ということであります。宮古島市管内においては、障害児に対する専門職が不足して

おり、県が行っている療育相談、これは医師の診察とか言語訓練とか機能訓練とか作業訓練、それから、

相談業務ですね、などに支援の必要なケースを紹介し、連携を図りながら支援を行っております。今後と

も充実した支援が行えるよう県と連携を密にしていきたいと考えております。現在支援センターサポート

という、民間なんですが、ゆいみなぁを活用して毎月県から招聘した、先生たちを招聘してですね、毎月

１回支援作業も行っております。 

◎観光商工局長（下地信男君） 

  本市においてのフリーワイファイの設置はできないかというご質問でございますが、宮古島市において

フリーワイファイが利用できる場所、いわゆるフリースポットと言われる場所は民間を中心に取り組みが

拡大しておりまして、島内の情報通信関連企業によりますと、空港、大型リゾートホテル、それから市街

地の飲食店やレジャー施設等々約300店舗に広がっていると聞いております。今後民間の施設ではさらに導

入が進むことと予測されております。市といたしましても、観光客の皆さんが宮古島市の情報を発信する

ことによって、より多くの方々に宮古島の情報が拡散していくというメリットがございますので、観光客

の皆様方が宮古島の観光情報をリアルタイムに発信できるように、市の施設においてフリーワイファイの

設置に向けて今後検討してまいります。 

◎振興開発プロジェクト局長（友利 克君） 

  収支予想、それから年間維持費の予想、そしてイベントの開催予定でございます。一括してお答えしま

す。 

  まず、収支についてであります。施設利用等の年間収支を1,408万円、人件費及び施設管理費などの年間

支出を1,767万円と試算をしています。維持費については、いまさっき申し上げました年間支出の見込み

1,767万円が維持費ということになります。その内訳は、臨時職員２人分の人件費として360万円、保守点

検費が291万円、消耗品費が86万円、光熱水費が697万円、清掃費が262万円、そして人工芝の維持管理費と

して71万円と算定をしております。なお、この試算は県内の類似施設を参考に算出をしています。 
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  次に、開催予定イベントということでありますけども、今のところ具体的なイベント計画というものは

ございません。ただ施設の設置、整備目的に沿ったイベント、それから市民利用というものを念頭に置い

たイベント企画誘致、そして市民利用の促進ということになろうかというふうに考えています。 

◎教育部長（奥原一秀君） 

  学校給食についてお答えをいたします。 

  ウージパウダーの使用についてですが、給食センターにおいては現在多様な献立の具材にまぜて食物繊

維と鉄分増強の目的に現在使用しているということでございます。４月の献立におきましては、炊き込み

御飯ですね、炊き込み御飯にまぜて提供していると、５月の献立については、ワカメスープに入れて提供

しているという状況にございます。 

◎高吉幸光君 

  答弁ありがとうございました。確認しながら、また再質問していきたいというふうに思います。 

  接続保留が現時点でも200件ということであります。なぜ接続限界というのがあるかというふうなことに

ついての説明がなかなかされないと思うんですけども、要は発電したものをそのまま電線に流すわけです

から、そうすると過剰な電気が流れるから安定しないで停電するおそれがあるということなので、接続限

界というのがあるんだというふうに聞いております。特にまた、発電量と消費量が違う冬場にそういった

ものが起こりやすいということで、こういうのが設定されているというふうに思うんですけれども、今い

ろいろと協議中だということですけど、北海道のほうではですね、既に沖縄よりも先んじて接続限界が来

ているということで、こちらのほうは道ということで大きい単位でありますけど、緊急対策として大型の

蓄電池を296億円の予算で配備をしているということであります。特に離島というのは、そういった発電規

模が少ないので、接続限界にすぐ達しやすいというふうな現状があるわけですから、沖縄電力さん、また

国からのそういうふうな予算をとるような形で、例えば発電施設自体に大きな蓄電池を入れると、夜はそ

こから出すような形とっていければいいんじゃないのと、またその６時間充電できて30キロワットアワー

ですかね、こちらのほう効果ということですけど、どのぐらいの価格になるのか、また国のほうに補助メ

ニューがあるということですけれども、それの金額どのぐらいなのか、こちらもしわかるのであれば教え

ていただきたいというふうに思います。 

  宮古の場合全体の発電量が７万4,000キロ余りということで、今再生可能エネルギーのほうが１万

7,000キロぐらいということで、４対１の割合なんですけれども、来間で全島ＥＭＳをやっているわけです

から、逆に拡充をして宮古島市全体でのＥＭＳというふうにやっていければ再生可能エネルギーの先進地

として、またさらにいろんな取り組みができるんじゃないかなということで、特区として申請できないか

どうかというお話をさせていただきましたけれども、これはいずれ日本中で全部直面する課題になってく

るんじゃないかなというふうに思います。こちら本当にいろんな方策、いろんなアンテナを広げながら、

こういうふうなのはどうか、ああいうふうなのはどうかというふうに確認をしていただければ、今後のエ

コアイランド、また環境都市、いろんなのをやっているわけですから、宮古の強みになっていくんじゃな

いかなというふうに思いますね。これは、ぜひぜひ積極的な取り組みをよろしくお願いをいたします。 

  児童館なんですけれども、同じぐらいの同規模の施設ということであります。こちら福祉関係のもので、

預かり保育的なものもやるということだったので、多分保健センターと一緒だったというふうに思うので
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すけれども、図書館と併設されるということは逆に学童的な施設もあるということで、子供たちにとって

はむしろそちらのほうがいいのかなというふうに思ったりもするんですけれども、用地取得が簡単だとい

うことでありますが、こちらは本当に非常に重要な施設でありますので、じゃそちらのほう未来創造セン

ターとの連絡通路とか、そういったものをしっかりつくって雨にぬれないような移動ができるようにして

ほしいなというふうに思いますけれども、こちらについてお答えいただきたいというふうに思います。 

  就学前障害児についてでありますけれども、いろいろ連携もしているということと、いろんな訓練もや

るということでありますが、なかなか県のほうも人員不足ということでありますから、実際そういった就

学前児童非常に訓練することによって障害が少し緩和をするというふうに聞いております。療育センター

のほうでも相談事業、訓練事業、障害児通所支援事業、この中で児童発達支援とか言語の相談とか、そう

いったものもやっているということであります。また、それを派遣するのはやっぱり一番身近で接してい

る人だというふうに思いますので、親御さんの例えば沖縄本島への通所するための費用の助成ですとか、

例えば保母さん、そういった資格を持った人たちの勉強会についての支援、あとはまた旅費に係る支援、

そういったものを勉強会を逆に宮古で呼んでやるというふうなのをぜひやっていただきたいんですけれど

も、こちらのほうやっているとすれば今どのぐらいの頻度でやっているのかどうか、こちらを教えてくだ

さい。 

  続いて、スポーツ観光交流拠点施設でありますけれども、大体358万円の赤字になるということでありま

す。姫路みなとドームというところを見てきたんですけれども、こちら結構簡易な、ドーム自体としては

少し簡易な施設ではあったんですけれども、多分こちらよりも光熱費、特に空調、この辺もっといくんじ

ゃないかなというふうに思うんですけれども、本当にこの収支で、類似施設を見ながら計算をしたという

ことでありますけれども、こちら自分が行ってきて、いただいた資料なんですけども、姫路のドームのほ

う３年間の平均で歳出が2,634万円余り、収入が1,045万円、1,589万円の赤字を毎年出しているということ

であります。ここの姫路市自体が人口54万人近くで、財政規模が2,200億円というふうな大きな自治体であ

りますから、そこの団体で1,500万円余というのは福利厚生としては妥当なんだろうかなというふうに思う

んですけどね、宮古島市としても約360万円ぐらいの赤字ということですから、福利厚生施設としてまだあ

りかなというふうに思うんですけれども、現実の数字として上がっている収支の部分ですね、歳出の部分

がちょっと大丈夫なのかなと、これは少し疑問を持たざるを得ないんですね。ここ本当にできて、後から

こんなに支出が多かったですというふうなことでは、やっぱりいけないと思うので、類似施設いろいろあ

ると思いますから、しっかりこの辺を勘案をして、空調も効率的にできるような形にするのか、省エネも

今の施設としては多分できるでしょうけれども、これを本当に現実的な数字になっていくのかどうか、こ

れいろんなところ見ていただきたいというふうに思うんですね。 

  また、イベントに関しても現時点ではいろいろまだ考えていないというふうな部分でありますけれども、

積極的な誘致をしていかないとこういった施設というのはなかなか回らないわけですよ。福利厚生、観光

交流拠点ということで、そういった拠点施設というふうに位置づけるのであれば、しっかりとしたもうか

る施設というふうな形にしていかないと、なかなか維持費、ここの姫路のドーム自体も芝の張りかえに

3,000万円ぐらいかかったということでありますから、何年間に１度そういうふうに大きな費用がかかるわ

けです。これを本当に算出していくのか、どんどん、どんどんそういうふうに赤字でいくよりは、できた
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らプラスでいったほうがいいわけですから、これしっかりと考えていただきたいなというのと、いろいろ

と皆さんからも多分質問があると思いますので、また当局のほうはそれをしっかり聞いて直すところは直

すということでやっていっていただきたいなというふうに思いますので、これの計算本当に大丈夫なのか、

改めて聞きたいと思いますので、よろしくお願いします。 

  バガス粉末、ウージパウダーのほうですけれども、こちらは取り組んでいるということであります。こ

ちらは100グラム中に食物繊維が88グラムと、これがゴボウの15倍、鉄分が157ミリグラム、レバーの17倍、

ポリフェノールはブルーベリーの２倍ということで、ほかミネラルも豊富だということでありますので、

また学校給食だけではなくて、例えば介護施設ですかね、そういった特に骨が弱くなりかける人たちに、

また鉄分、これまた貧血の人にも非常にいいと思いますので、そういったところへの活用もやっていけれ

ば、食物繊維おなかからいろいろ流していきますので、人のことは言えませんが、私もそれだったら痩せ

られるのかなというふうに思っておりますので、ぜひまたこの取り組みは継続をして、むしろ拡大をして

いくような方向でいっていただきたいというふうに思いますので、よろしくお願いいたします。 

  フリーワイファイのほうですけれども、これ民間がいろんなところでやっているので、そこに行ってパ

スワード聞かないとつながらないんですね。フリーでやっているところもａｕですとか、ドコモですとか、

端末によってできる、できない、そういったのあります。那覇のシティーワイファイのほうですけれども、

フリーのワイファイのほかにＮＡＨＡＰＯということで、那覇の情報発信サービスもやっているんですね。

国際通りを中心にというふうにありますけれども、おもろまちのほうからずっとつながっていくわけです。

このフリーのワイファイでスマートフォンとかつなげると、それだけで消費電力が普通につなげるよりも

ちょっと落ちるので、それをやると電力がもつということで、フリーのワイファイが欲しいというのはそ

ういった意味もあるんですね。また、ここの場合にはＡＲアプリといってバーコードみたいなのものがあ

るんですけども、これを使いながら、要はまちの中を探検できるような遊びの要素も加えていまして、那

覇のシティーワイファイのほうは、つながるためにちゃんとページがあるんですけども、英語、あとは中

国語、あとは韓国語、日本語の４カ国語で説明がされているんですね。そうなると海外から来られた方も

非常に楽しめるのかなと、またお店を探すのもこれでできるということで、登録をしてそういってふえて

いければいいかなというふうに思います。 

  また、民間でやっているところはほとんど店舗だと思うんですけれども、例えば海中公園ですとか、ト

ロピカルフルーツパークですとか、あとはそういった施設のほうでも本当につながるようにしていただけ

れば非常に助かるなというふうに思います。トロピカルフルーツパークあたりに行きますと、携帯が圏外

になったりするときもありますので、特にああいったところにはフリーのワイファイが飛んでいると非常

にありがたいなというふうに思いますので、こういったところもしっかり整備できるのかどうか、またで

きたら役所内にもあると私も非常に助かるんです。自分はワイファイでの端末を持っているので、一々テ

ザリングをしながらつなげていくんですけれども、これが例えば役所内に通っていれば非常に助かるなと、

またビジネスマン、そういった人たちもパソコン持ってきていろいろやるわけですから、そういったフリ

ーのワイファイが飛んでいると非常に円滑にいくのかなというふうに思いますので、ぜひこちらの整備を

よろしくお願いをしたいというふうに思います。 

  じゃ、答弁をお聞きして、また登壇したいというふうに思います。よろしくお願いをいたします。 
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◎副市長（長濱政治君） 

  未来創造センターと児童館との雨降りのときの接続がぬれないような形でというふうなことですけど

も、この事業を進めていく中で検討してみたいと思います。 

◎企画政策部長（古堅宗和君） 

  蓄電池の購入費用のご質問ですが、通常家庭用の蓄電池は５キロワットから６キロワットアワーで100万

円から300万円程度となっております。また、先ほどお答えしましたように５キロワットの今回沖縄電力さ

んが示しております６時間というふうになりますと、30キロワットアワーで、この金額につきましては大

体600万円から1,500万円ということになってございます。そういったことで設備の大きさ、金額ともに通

常の家庭用としては大き過ぎるんではないかと考えます。 

  それから、国の補助金についてでございますが、現在国のほうでは経済産業省のほうがやってございま

す。経済産業省の蓄電池導入に関する補助金の補助率については３分の２以内となってございます。 

◎福祉部長（譜久村基嗣君） 

  平成25年度の実績なんですが、発達障害者の予防講習といいますか、講演会を本土から専門家を招いて

１回行いました。それから、保育所、公立の保育所と、それから認可保育所、法人保育所も含めてなんで

すが、保育所向けのですね、発達障害についての研修会を琉球大学の先生なんですが、８回招きまして、

講演を行っております。 

◎観光商工局長（下地信男君） 

  先ほど高吉幸光議員から那覇市の事例等の紹介がございました。先進事例なども参考にしながらですね、

進めてまいります。それから、民間のほうもどんどん導入が進んでおりますので、やっぱり市としても市

の持っている施設には極力設置できるように検討してまいりたいと思います。 

◎振興開発プロジェクト局長（友利 克君） 

  光熱費等の抑制ということでございました。確かに空調設備を動かすことによる光熱費の高騰というの

は大きな課題でございました。そのため設計の段階においてですね、抑制が図れるような設計にしてある

ということでございます。そして、施設の有効利用、そして収支、いわゆる採算性ということになります

けども、今後イベントの誘致、そして自主企画などをですね、活発に行い、施設を最大限活用できるよう

な計画を立ててまいりたいというふうに思っています。 

◎高吉幸光君 

  答弁ありがとうございました。 

  特にスポーツ観光交流拠点施設なんですけども、接続の道路も含めて中に入るようなテナントがないよ

うな気がするんですね。やっぱりああいったところには、非常に食事とかいうのも大事だというふうに思

います。テナントがあれば開催していない時期であっても、ちゃんとテナント料が入ってくるというふう

に思いますし、またイベントとかいろいろありますと出店が出ると思うんですけれども、以前県外ですが

花火大会か何かのところで出火して大惨事になったというふうなのもありますから、それの例えばスペー

スには水道を引くとか、そういったことも本当は必要になってくるんじゃないかなと、消火も含めてね、

そういった安全面もしっかり考慮しながら計画を立てていかないといけないと思いますし、多分スポーツ

観光交流拠点施設に関してはもっと大きなの建てれという人もいますし、いやいや要らんという人もいる
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し、これは非常に人によって大変意見が分かれるところであると思うんですけれども、しっかりとこの辺

の意見を勘案しながらやっていただきたいなというふうに思います。また、宮古島市これからもビッグプ

ロジェクトが非常にめじろ押しなんですけれども、いろいろと用途変更の問題とか、そういったのが非常

に多くなってきて、本当にその場合には確認、また本当に法令に当たっているのかどうか、こういったも

のがしっかりとなされてないといけないというふうに思うので、１部署で動くのではなくて、関連も含め

て全部で大丈夫なのか、確認を何度も何度もやっていかないと、また同じように出資をしていくというこ

とになってきます。今度も300万円余の出資をするというふうになっておりますので、非常に大事な血税で

すので、こちらの確認はしっかりとしていただきたいなというふうに思います。 

  以上をもちまして、６月定例会の高吉幸光の一般質問を終わりたいというふうに思います。ありがとう

ございました。 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  これで高吉幸光君の質問は終了いたしました。 

◎濱元雅浩君 

  通告に従いまして一般質問させていただきます。今回の一般質問に関しましては、今後のまた宮古島の

将来展望についてという側面から幾つか質問させていただきますので、当局のご答弁をお願いいたします。 

  まず、人口推計から見たところでの質問になります。宮古島市高齢者福祉計画並びに第５期介護保険事

業計画の報告書が平成24年３月に出されておりまして、その中にですね、平成29年度の推計人口が示され

ておりまして、それを見ると15歳から64歳までの生産年齢人口が平成29年度では３万1,807人で、総人口５

万3,319人のうち生産年齢人口が６割を切るということが示されておりました。そこで、宮古島が将来にわ

たって魅力あふれる島であるためには、この島で住み暮らす若者の活気が不可欠であり、安心して島で働

き、島で子供たちを産み育てられる環境整備のために、今行政がすべきことは何なのかをともに考えてい

きたいと感じております。平成22年度の宮古島市１人当たりの市民所得を見てみますと192万2,000円とな

っておりまして、これは石垣市に比べても少なくなっておりますし、県全体からも少ないわけです。多く

の若者がこの島で定住するため、定住できる環境整備としては、その収入に見合った形での安価な居住環

境というものが必要になってくるのではないかと考えておりますが、その点市長の見解をお聞かせくださ

い。また、その暮らしを支える雇用の創出、子育て環境整備についても、それぞれ現状の取り組みをお聞

かせください。 

  次に、財政的な視点から人口推計を見ていくために、合併時の平成18年度と平成24年度を比較して宮古

島市の生産年齢人口と老年人口がどのように推移していくのかを教えてください。あわせて、市税のうち

生産年齢人口の推移と関連が高いと思われる個人住民税と法人税をそれぞれ合併時の平成18年度と平成

24年度を比較した増減と、こちらが６割を切ると予想されている平成29年度の予測もあれば教えていただ

きたいと思います。また、宮古島市の財政予測においては、平成31年度に地方債残高のピーク、平成33年

度に元利償還額のピークを迎えると示されております。そこで、生産年齢人口の減少と老年人口の増加か

ら懸念される義務的経費と地方債残高及び元利償還額、それぞれの合併時と平成24年を比較した増減と平

成29年度の予測を教えてください。 

  次に、経済基盤整備から見た将来像についてお伺いいたします。私は、宮古島の経済成長の最大の鍵は
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人的交流の機会を生み出し、物流機能を向上させる下地島空港及び周辺残地の利活用にあると感じていま

す。下地島空港利活用の現状においては、先日富永元順議員の質問において、沖縄県が利活用を希望する

事業者を公募する旨のご答弁がありましたが、その内容について教えていただきたいと思います。 

  続いて、中心市街地活性化への取り組みについてですが、宮古島市の例規集の中の商工の部分に宮古島

市中心市街地活性化基本計画検討委員会設置要綱、また宮古島市中心市街地活性化推進連絡会議設置規定、

宮古島市下里西里地区都市再生整備計画検討委員会設置要綱、宮古島市まちなか再生事業構想検討委員会

設置要綱という項目がありますが、それぞれの検討委員会や連絡会議の役割を教えていただきたいと思い

ます。 

  また、３月定例会で新里聰議員からでしたか、市街地における自治会活動についての質問がありまして、

当局からは自治会のない市街地については、行政連絡員の意見などを参考にして自治会組織が立ち上げら

れるような努力をしていきたいというご答弁がありました。その進捗について教えていただきたいと思い

ます。 

  次に、市街地活性化には、その市街地へ市民が集まれる場所、集いの場としての公共空間が必要だと考

えておりますが、根間地区にありますエコ公園予定地の進捗と、例えばその整備が一括交付金ではできな

いメニューなのかということに関してお聞かせください。 

  続いて、エコアイランド宮古島の構築から見た将来像ということで、まずは環境モデル都市として取り

組んでいるＣＯ２排出削減の現状と、また第２次行動計画で示された2030年の目標達成に向けた取り組み

について教えてください。 

  次に、エコアイランド推進条例が施行された後、推進計画などがつくられると思いますが、それはどの

ように策定されていくのかについてもお聞かせください。 

  続いて、バイオエタノール、スマートコミュニティーに続く新産業育成の計画はあるか、また最終年度

となる宮古島オリジナル小型自動車政策事業の現状取り組みと次年度以降の実施予定があるかについて、

お聞かせください。 

  次に、３月定例会にエコアイランド宮古島の構築という部分で、暮らしの向上に資する取り組みについ

て、私のほうで質問させていただいたときに、化石燃料の高騰などに対応できるような生活環境コストの

低減を目指すとご答弁いただきました。そこで、今一般車両への販売が始まったバイオエタノール、Ｅ３

ですね、の現状について、また３月に終了となったと思うんですけれども、メガソーラー事業の今後の展

開について、こちらもあわせてお聞かせください。 

  また、その３月のエコアイランド宮古島構築の部分で、暮らしの向上に資するというところで、災害へ

の対応にも答弁が触れられておりました。この点でですね、例えば現在来間島で行われている太陽光発電

と蓄電池によるスマートコミュニティー事業の簡易版を各地域の例えば公民館で太陽光パネルで発電した

ものを公民館や小学校で蓄電しておいて、非常時、災害時、停電等が起こったときにその地域の共有電源

として、大きく地域全体で使えるわけではありませんけれども、その災害時の対応としては非常に有効に

使えるのではないかということも考えられますので、そういうふうな地域への発展というものが検討でき

ないかどうかということをお聞かせください。 

  最後に、環境共生、生物多様性への取り組みです。エコアイランド宮古島を宣言するきっかけとなった
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のは、地下水保全の取り組み強化からであったということで、現状の地下水保全策についてお聞かせくだ

さい。また、環境共生と生物多様性も将来の宮古島にとっては重要な課題です。前回の質問で森林率の拡

大にはやはりかなり相当な時間がかかるということでありました。それでも緑地の確保は生活を豊かにす

ることにつながると感じておりますので、森林率だけではなく、都市緑化なども含めた緑地帯の確保に向

けた現状の取り組みを教えていただきたい思います。 

  以上、答弁を聞いて再質問させていただきます。よろしくお願いします。 

◎副市長（長濱政治君） 

  人口推計からの視座、生産年齢人口減少への対策ということについてお答えいたします。 

  住環境整備、雇用促進、それから子育て環境整備、一括してお答えしたいと思います。現在市は低所得

者層への住宅供給を目的とした市営住宅ストック総合活用計画整備を進めてまいりましたが、整備目標戸

数であります1,426戸に対し1,414戸が整備され、ほぼ目標整備戸数に達しております。今後の整備につき

ましては、市営住宅の建てかえ事業を推進する中で対応していきたいと考えております。また、一般住宅

における居住環境の改善を図るため、バリアフリー補修、省エネ改修に関する住宅リフォーム支援事業を

平成27年度の事業導入に向け、準備を進めております。 

  次に、雇用促進策についてでございます。雇用促進策につきましては、若年層、子育て世代の失業率改

善及び働く意欲と能力を有する中高年者に対する雇用対策が大切であると考えております。そのため、ま

ず農林水産業の基盤整備を初め生活環境施設、教育関連施設等各種整備を積極的に推進し、若年層の雇用

創出につなげるように事業を展開しております。昨今の動きといたしまして、マンゴー等の規格外、農産

物の加工施設及びムラサキイモ等の加工施設の建設、枝豆の加工施設の利活用及び新たなホテル建設に伴

う従業員の採用など、島への定着が着実に進んでいることは明るい兆しと考えております。そのほか本市

の雇用創造協議会と協力し、就業前世代の高校生の雇用意識向上を目的とした職体験、地域にない職種の

企業等への訪問体験などを実施し、平成25年度は293名の参加がございました。 

  次に、子育ての環境整備についてです。本市では、これまで認可保育所における通常保育のほか、延長

保育、一時保育、土曜午後保育、病児、病後児保育事業など多様な保育ニーズに対応してきました。今年

度も安心こども基金を活用し、法人保育園の増改築や認可外保育施設の認可化を実施し、保育の受け皿づ

くりを推進してまいります。今後は、平成27年度から施行されます子ども・子育て新制度へ向け、宮古島

市子ども・子育て会議の中で議論しながら、子育て支援事業計画を策定し、安心して子育てができるよう

さらなる環境整備に取り組んでまいります。議員ご指摘のとおり平成24年３月に市が策定いたしました宮

古島市高齢者福祉計画並びに第５期介護保険事業計画におきまして、生産年齢層の比率が平成23年度の

61.8％から平成29年度の計画期間内に2.1％減少し、59.7％になると推計されております。このようなこと

から、市の定住化、人口増加につきましては、継続的に住環境の整備、雇用促進策、子育て環境整備等の

総合的な施策に取り組む必要があると考えております。 

◎企画政策部長（古堅宗和君） 

  まず最初に、環境モデル都市、それからエコ条例の推進計画、あと１点、新産業育成についてのご質問

であります。環境モデル都市行動計画につきましては、第２次アクションプランとしまして、今年度より

平成30年度までの行動計画がスタートしてございます。同計画は、島ならではの社会システムづくり、市
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民のエコアクション、観光交流の促進を３つの柱に位置づけまして、本市におけるＣＯ２排出量を2003年

の32万1,000トンを基準にしまして、2030年度までに約４割、それから2050年までに約７割の削減を目標と

してございます。2012年現在のＣＯ２排出量としましては、約32万8,000トンと微増傾向にありますが、

2018年で28万7,000トンを目標値として11％の削減を見込んでおります。主な削減内容としましては、運輸

部門において１万4,000トン、これは16.9％の削減が見込まれておりまして、内容としましては電気自動車、

ＥＶですね、及びＥ３の車両の普及によるものが挙げられております。エコアイランド推進計画につきま

しては、条例制定を経ました７月以降に庁内関連部署、それから有識者、関係団体等の参加による検討を

行い、今年度中の策定を目指しております。それから、ＥＶの普及につきましては、これまで充電設備補

助及び充電ステーションの設備を行っておりまして、普及促進も図っているところであり、また天然ガス

の利活用については今後分析結果を受けまして、議員ご提案の内容も含め検討してまいりたいと思ってお

ります。 

  続きましてエネルギーコスト削減、それから地域の危機管理についてのご質問であります。沖縄電力に

よりますと平成22年度より経済産業省の補助を受け、取り組みを進めてまいりました宮古島メガソーラー

実証事業については、昨年11月にプレス発表しており、その説明資料によりますとＰＶと蓄電池を組み合

わせることで、安定電源として活用し、離島における既存のディーゼル発電機の発電量を低減できること

を確認したというふうにされていることから、ディーゼル発電に係る運用コストの低減につながるものと

期待をされております。バイオエタノール、Ｅ３事業に関しましては、先月５月27日から一般販売がスタ

ートしておりまして、今後製造コストの低減化が課題となっており、コストの低減に向けてはＥ３の島内

における普及拡大、それから高効率化及び製造過程で発生する残渣物等の高付加価値化が必要と考えてお

ります。地域の危機管理に伴う電源の確保につきましては、現在小型電動モビリティープロジェクトなど

の取り組みの中で充電設備の機能とあわせ、電気自動車を移動電源として活用することについての検討を

進めております。また、現在沖縄県に対し再生可能エネルギー導入推進基金事業、通称グリーンニューデ

ィール基金事業を活用しました市内の防災拠点となる公共施設への太陽光発電システム及び蓄電池導入に

ついての要求を行っているところでございます。 

◎総務部長（安谷屋政秀君） 

  まず、老齢人口増加への対策ということで、約３点ほどの質問があったと思いますので、お答えします。 

  65歳以上の老齢人口は、平成18年度と平成24年度を比較して24名減少しております。15歳から64歳まで

の生産人口は、平成18年度と平成24年度比較しますと342名減少しております。 

  次に、市税についてお答えをしたいと思います。個人市民税で平成18年度と平成24年度比較すると１億

3,500万円の増額となっております。法人税は約5,600万円減少となっております。それと、平成29年度の

市税の予測はどうなっているかという質問ですけど、経済状況いろいろ考えてみますと、今の45億円から

46億円で推移していくという予測はされます。ただ企業が来たり、いろいろ経済状況の変化によって多少

の数字の変化は出てくると思いますけど、現状のままであれば平成25年度が46億8,000万円ですので、よほ

どの状況の変更なければその数字で推移していくだろうと思われます。 

  次に、義務的経費と地方債の残高についてお答えしたいと思います。義務的経費は人件費、扶助費、公

債費等の総合計ですが、平成18年度と平成24年度を比較すると６億4,200万円の増となっております。地方
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債の残高は平成18年度と平成24年度比較すると５億8,700万円の増額となっております。それと、質問にあ

りました平成29年度の元利償還見込みとしましては約39億4,000万円を予測しておりまして、ピーク時の平

成32年については41億4,000万円を予測しております。 

◎生活環境部長（平良哲則君） 

  地下水保全対策、市街地の緑化推進についてでありますが、市はエコアイランド宣言を行い、それに沿

って各種施策を推進しています。特に地下水については、平成21年６月に宮古島市地下水保全条例を制定

し、同条例に基づき本市の地下水の保全と有効利用を調整するための地下水利用基本計画を策定しました。

その取り組みとしましては、平成元年度より毎月25カ所で地下水モニタリングを実施しまして、地下水採

取を行い、主要イオンの分析を行っております。そのほか年１回の農薬分析調査や肥料販売量調査などを

行い、地下水保全調査報告書を毎年公表しております。緑化の推進につきましては、みどり推進課及び森

林組合での苗木等の無料配付等を実施するとともに、公園の緑化、農地の防風林の植栽を行い、涵養林の

造成や市街地の緑化に努めているところであります。 

◎建設部長（下地康教君） 

  中心市街地活性化の取り組みについてということでございました。去った３月定例会にもお答えしまし

たが、平成21年度３月に宮古島市都市計画マスタープランを策定しております。マスタープランの中では

中心市街地の重点整備としまして、西里大通り、下里通り、市場通りを骨格とする中心市街地地区づくり

を進め、市民や観光客が集い、交流する拠点づくりや中心市街地活性化基本計画書が策定されております。

市街地活性化に向けては、地域の皆様方がこれからのまちづくり活性化についてどのような考え方を持っ

ているのかなど、幅広い議論が必要だというふうに考えております。 

  また、議員ご指摘の各種検討委員会につきましては、これまでマスタープラン計画を含めた平良市中心

市街地活性化基本計画書、平成12年３月策定、下里西里地区まちづくり総合支援事業、平成15年３月策定

の業務を進める中で立ち上げた検討委員会でございます。今後新たな計画を検討する場合は、各種検討委

員会を活用しながら策定していきたいというふうに考えております。 

  根間公園につきましては、今年度街区公園と位置づけるため、公園区域の面積変更を平成26年度に完了

できますよう関係機関と協議を行っており、早期な事業着手に向けて努力をしております。 

◎振興開発プロジェクト局長（友利 克君） 

  下地島空港及び周辺残地の利活用について、昨日の富永元順議員の質問に対し、市長からお答えしたと

ころでございますけども、県は今年度において下地島空港及び周辺用地の利活用促進に向け、民間のノウ

ハウに基づく幅広い事業提案を事業希望者から公募することになっています。その前段としまして、県は

下地島空港及び周辺用地の利活用を希望する事業者を公募するための業務を遂行する委託業者を選定する

ための委託業務の公募中でございます。この委託業務、これ名称が下地島空港及び周辺用地の利活用支援

業務というふうになっております。今後の計画の工程表でございます。まず、先ほどの県と共同して下地

島における事業希望者を募る業者を７月初旬に選定する。その業者と県の共同でもって提案募集要領の作

成を８月中旬までに行います。この募集要領に基づきまして、国内外における周知、広報活動及び提案募

集への参加促進活動の実施ということで、これは９月いっぱいまでそういう促進活動を実施いたします。

いよいよ利活用を希望する事業者からの提案募集、これを10月、11月に行います。そして、その提案事業
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の精査、審査を12月、１月、２月の３カ月で行う、この審査をもとに事業実施方針案の作成を３月中に行

う、これが今年度の計画工程になっております。 

◎濱元雅浩君 

  ご答弁ありがとうございました。それでは、再質問をさせていただきたいと思います。 

  まず、居住環境の整備ということで、お答えいただいたのが市営住宅という形で今安い形の居住環境を

整備しているというお話でしたが、ただもう目標戸数にほぼ近づいていて、これ以上ふえるということは

現状ないであろうということでございました。その上で、生活環境を変えるためにバリアフリーとリフォ

ームに対する補助を出しているということでございましたけれども、前回の一般質問の際にも同じような

質問させていただいたときに、市長のほうから公営住宅というのはこれからどんどん建っていくものでは

ないし、そういうふうな方向よりは民間で安い部屋を提供できるようなものを補助していくということも

検討の一つではないかということでお話があって、私も非常にそれは方向としてはいいかなと思うんです

けれども、今アパートは市街地なんかはたくさん建ってきているんですよね。たくさん建ってきているん

ですけれども、家賃はその分数年前より高騰しているのも確かでございますので、私がイメージしている

安価な居住空間で安心して暮らしていけるというところでいきますと、ちょっとそれともバランスが合わ

ないのかなというふうに感じている部分あります。そこでですね、一つ新しいアパートはふえているんで

すけれども、その分老朽化したアパートなんかは結構あいているという話も聞いております。ただそこは、

現状の生活としては少し勝手が悪いという部分もありまして、どんどん、どんどん家賃は安くなっていく

んですが、入居者がいないと、またこれもバランスが悪いというところも生まれております。なので、そ

ういう事業者さんたちに現状の生活環境をよくするためのリフォームに助成を入れていくというような形

で、経済活動と安価な居住空間の整備というものを連動してやっていけないかなというふうな思いがあり

ます。そのあたりについての検討いただけるかというところもお答えいただければと思います。 

  続きまして、これも創出に関してはですね、第１次宮古島市総合計画等々の中でも毎回、毎回やはり新

たな雇用を生み出す産業振興というところでいつも出てくる問題でございます。その中では、産業基盤の

整備、地場産業の振興、また新産業の開拓創出による産業振興を図るというところがありまして、これ後

のエコでの新産業の創出というところでよく私も出しているんですけども、ここにすごくぜひ力をかして

いただきたいなというところがありまして、今宮古島で小型電気自動車を製作して実証実験を今やられて

います。そこは、車の整備事業者の方、また車をデザインする、そして車を製造していくという宮古島で

事業をされている方々が集まって、今実験としてつくっております。これ非常にそういう交流が、じゃそ

れぞれの会社でできるかというと、できなくて、その交流の場というか、実験の場が提供されるというこ

とに非常にいい経験をできている。また、これが子供たちに広がっていくことをぜひ希望するという話も

聞いておりますので、ぜひぜひそういう部分からでも新産業の育成というものに力を入れていただきたい

というふうに感じております。当分ですけれども、その流れなので、今電気自動車も十分にというか、電

気自動車の製造の実験等々は進んでおります。今後原油の高騰等で交通移動にコストがかかるというのも

非常にやっぱり宮古島においてはかなり打撃、生活への打撃もありますし、流通産業等々への打撃も大き

くなってくる可能性があります。そうしたときに、ガス車、ガス車というのが今改造ベースでできるもの

もあると聞いておりますので、そちらの改造等々をまた宮古島の業者でできるような、そういう研究や実
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証などに取り組んでいって新産業を創造していく、また現プレーヤーがスキルをアップして産業を興して

いくというふうな方向に考えていくのも非常に大事なことかなと思います。天然ガスの試掘も終わって、

まだ結果は出ていないということですけれども、天然ガス車なんかも非常に環境にもいいということです。

ＣＯ２排出量の削減にもこれはつながりますので、ぜひそういう形で新産業への導入を考えていただきた

いというふうに思います。こちらに関しても、もう一度お答えをいただければというふうに思っておりま

す。 

  中心市街地活性化への取り組みの件なんですけれども、あらゆるいろいろな計画というのはずっと出て

いまして、先ほどご説明あったように平成12年、平成15年、平成21年でマスタープランができ上がってい

るということです。平成12年、平成15年というと随分古い話になってきますので、今後これの切りかえの

時期というのがあるのであれば教えていただきたくて、今私たちが考えるまちづくりというのをどのよう

に行政に提案していくのが一番いいかというと、行政と一緒に話をする場をつくるということ、例えばこ

ういう委員会などに住民の声などを届けていくということで、もう一回町並みを検討していくということ

ができればと思っておりますので、このあたり中期でどこかでそういう検討の、新たに検討するタイミン

グがあるのかどうかということについてお答えいただければと思います。 

  それとですね、先ほど聞き逃したのかもしれないですけれども、自治会のない市街地については行政連

絡員の意見など参考にして自治会組織の立ち上げられるように努力していきたいという発言についての進

捗のご答弁をいただいていなかったかと思います。再度お答えいただければ。どのように取り組んでいる

のかもお聞かせください。 

  下地島空港の利活用の計画を公募する仕組みをつくる企業の公募がありました。それでよろしいですよ

ね。それで、今スケジュールを聞かせていただいたんですけれども、これでいくとやはりことし、平成26年

度はその公募と検討にまた時間をずっと費やしていく、１年間動きはないということで、了解して、だか

ら稼働というのはほとんどないということで理解していいのかということにご返答いただければ、これ県

の話なので、いただけるんであればぜひいただきたいと思います。 

  そしてですね、、ちょっとごめんなさい、ばらばらになってしまいました。根間公園に関してですけれ

ども、今年度街区公園にということで、整備の検討を進めていくというお答えでした。こちら少し古くな

るんですけれども、平成22年９月定例会でのご答弁においては、エコハウスを取り入れたエコ公園という

形で、電気自動車用充電スタンド、ミスト噴水、防火水槽などを設置した公園を目指して、整備期間とし

ましては平成23年度から25年度の３カ年を予定し、協議を進めておりますということで、また隣接する凱

旋通りも未整備となっておりますので、歩車道フラット型のコミュニティー道路としての整備を目指して

おりますという答弁がございました。これは、もう一旦全部消え去って、また新しい計画として検討をさ

れていくということでよろしいのかというのをお聞かせください。 

  最後に、エコのＣＯ２排出削減の第３次計画についてです。先ほどありました答弁の中で、今これから

一気に2030年に向けて、まず中間の2030年に向けて減らしていくということで、この報告書、これですね、

島嶼型低炭素社会システム構築委員会報告書、平成23年２月に出ておりますものなどで検討していきます

と、10ページのほうの課題のところに島全体の一体感が希薄であるとか、市民生活が自家用車に過度に依

存している、電力が主にＣ重油たきであるということなどが今後の課題として挙げられております。それ
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に対応する形で、第２次の計画が立っていると思うんですけれども、その25ページのシミュレーションと

いう形でこういうふうに出ているんですけれども、今この計画どおりに実行していくためには、エネルギ

ーの需要サイド、私たちが利用する側だけではなくて供給する側、双方の対策を行った場合に今の計画が

実行できるというような結論を書いております。供給側というので最大のところである電力の供給という

ところで、先ほどのお話ですとメガソーラーはディーゼルの発電に対して非常に有効であるのではないか

という結論が出ているということもありました。それと太陽光や風力を十分に地域全体の電源として活用

できるような方策を供給側にも呼びかけていかなければ、この目標は達成できないと思いますので、今回

エコアイランド推進条例の中には宮古島で活動される事業者の皆様もエコアイランド宮古島構想にかかわ

って推進してくださいという条例であるはずなので、市民ももちろんでございますが、こういう事業者の

方々への協力の要請というのも強くやっていっていただきたいというふうに考えております。このあたり

についても、再度お答えをいただければ、意気込みという形でもいいのでお答えいただければと思います。 

  この点で、もう一度お答えを聞いて質問させていただきたいと思います。 

◎副市長（長濱政治君） 

  住環境についてでございます。以前にお答えした中身はですね、民間アパートの補助ということの中身

は、あれは検討して本当にまいりたいと思っています。これは、市街地以外ということの前提だったと思

っております。 

  それから、老朽アパートに対するいろんな施設整備への補助というふうな話でございましたけども、多

分これは難しいと思っております。と申しますのも、つまり減価償却が入っているわけですよね。その減

価償却はアパート経営なさる方々は当然やっていただかないといけないというふうに思いますね。そうい

うことで、これはなかなか難しいものがあるなと思っております。 

  それから、雇用創出ということで、新産業の創出ということで、一つガス改造車の実証ということを提

案していらっしゃいました。もうちょっとＥＶの小型車のですね、普及状況とか流通の蓄積、そういった

ものをもう少し見させていただけますか、そしてまたこういったガス改造車というふうなものなどが実際

にこれでいいのかどうなのかというところもう少し、極端に言えば小さな宮古ではガス車よりもＥＶ車を

普及したほうが、まだいいのじゃないかなというふうなところももうちょっと検討していかなければいけ

ないものがあるのではないかというふうには思います。 

◎建設部長（下地康教君） 

  まず、根間公園の整備につきましてですが、平成22年９月の定例会で根間公園の整備につきまして隣接

する凱旋通りとあわせて公園整備を平成23年度から25年度にかけて実施する計画ということで答弁してい

ますよということでしたんですけれども、当初その予定でありました。しかしながら、県と協議を重ねた

結果ですね、街路事業での抱き合わせによる公園整備の事業は認可が非常に難しいということになりまし

た。よって、今後ですね、先ほど申し上げましたような街区公園としての整備を目指していくというふう

に考えております。 

  また、最初のご質問でですね、根間公園の整備について一括交付金が活用できないのかというご質問も

あったかと思いますけれども、基本的には一括交付金の活用は従来の補助事業で対応が難しいものについ

て一括交付金をするという形になっておりますので、本事業は街区公園で従来の事業整備でできるという
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形になっておりますので、基本的には今の現在ある補助事業でやっていきたいというふうに考えておりま

す。 

  それと、中心市街化の活性化に向けて地域との取り組み状況というのはどういうことかということです

けれども、我々としてもですね、地域の皆様方とこれからもですね、一緒になってその問題提起をしてい

ただきながらですね、それに応える意味で十分皆様方と一緒になって検討していきたいというふうに考え

ております。 

◎振興開発プロジェクト局長（友利 克君） 

  下地島の具体的な活用の動きということですね、県の説明によりますと今年度取りまとめる実施方針に

基づいて、次年度以降事業を実施する業者と契約をし、実行に移すということになるというふうな説明を

受けています。 

◎企画政策部長（古堅宗和君） 

  ＣＯ２削減についての再質問がございました。先ほど副市長も答弁なさいましたように、ＣＯ２削減につ

いてはいろんな方向性からですね、市民活動、事業者活動、それぞれの活動の中からやっていくと、その

中で宮古島市では地域新エネルギー、省エネルギービジョンを策定をしてございます。新エネルギーとし

ましては、先ほどもお話にありましたようなバイオ燃料、交通部門ではですね、これＥ３になります。そ

ういったものの普及促進、それから省エネルギー部門では、交通部門では電気自動車、ＥＶになるかと思

います。そういったことで、例えばＥＶに関しては2020年までに20％車両のですね、30年までには40％と

いうふうに努力目標を掲げてございます。そういった内容の中で、今回条例もですね、推進条例も策定を

いたしましたので、市民、事業者、全ての人がかかわりながら進めていくというのがＣＯ２削減につなが

るだろうと考えてございます。 

◎総務部長（安谷屋政秀君） 

  自治会につきましては、市街地のほうで自治会がない自治会もありますが、これについては行政連絡員

と話をしながら自治会の立ち上げについてどういうことが課題かということで、今後検討させていただき

たいと思います。 

◎濱元雅浩君 

  ありがとうございます。自治会のほうなんですけど、まだ動きはスタートしていないようですけれども、

私がこだわっているのは、まちづくりに関するときに今までは商店街だったりとか商売されている方々と

行政とかが中心なんですけど、やはり住んでいる方々、ほかにもいらっしゃるとかということも含めて、

住んでいる方々の声も一緒に話に参加していただければなというところで、自治会がいいのかということ

ではないんですけれども、そういう方々にも呼びかけをしてもらいたいという思いで言っているところで

ございます。それで、ぜひお願いしたいのは市民と行政との意見交換の場というのをぜひ検討してつくっ

ていただきたいというお願いをしておきます。 

  それと、もう一つ、下地島空港の一連の流れなんですけれども、これ県のやることなので、ちょっと情

報が少ないと思うんですけれども、やはりあの空港がどう動いていくかというのは非常に大事な問題であ

りますので、ぜひまめに情報交換をしていただいて、たくさん私どもの質問に答えていただければという

ふうに思っておりますので、よろしくお願いいたします。 
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  あとは、最後になりますけれども、電気自動車というのと、例えばほかの自動車、例えば今挙げました

ガス等々の話ということで、電気自動車、私も使っておりますけど、大型のやっぱり流通車両とか運搬車

両というものにはまだまだ不得意な部分が電気というのはありまして、原油の高騰で運搬や流通部門がか

なり配送コスト等々の中にかかわってくる部分も多くなってきますので、もちろん電気というののいい部

分もあります。Ｅ３というところのいい部分もある、またほかの部分も今後検討していっていただきたい、

そういうふうにエネルギーミックスをしながら、安定した経済と暮らしを今後とも守っていっていただけ

ればというふうに思います。 

  長くなりましたけれども、これで一般質問を終了させていただきます。ありがとうございました。 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  これで濱元雅浩君の質問は終了いたしました。 

  午前の会議はこれにて休憩し、午後の会議は１時半から再開いたします。 

  休憩します。 

                                     （休憩＝午前11時42分） 

  再開します。 

                                     （再開＝午後１時30分） 

  午前に続き一般質問を続行いたします。 

  順次質問の発言を許します。 

◎嵩原 弘君 

  お昼にエネルギーの詰まったお昼御飯を食べて、元気いっぱいだと思いますから、皆さんどうぞ、私も

しっかり頑張っていきたいと思いますので、当局には明快な答弁をお願いしたいと思います。午前の会議

が終わってラジオをつけますと、11時47分に宮古島近海で震度２の地震があったというニュースが飛び込

んできました。幸いにして津波の危険はないということでありましたが、まさに自然の災害、脅威という

のは、いつ何どき襲いかかるかわからないというのを感じました。市長は、市民の生命、財産を守る立場

で、トップでいるわけですから、そのようなこともぜひ行政に反映していただきたいと思います。 

  去る６月10日、市民生活を営む上で最も重要な施設である新ごみ処理施設の起工式が行われました。同

施設は建設予定地が二転三転した上、地域を巻き込みながら先送り行政が繰り返され、市民生活に大きな

不安を与えてきましたが、下地敏彦市長の卓越した行政手腕により保里２区自治会、添道自治会、西仲字

会の理解、協力を得て、ようやく着工にこぎつけたことは新葬斎場建設とあわせて高く評価するものであ

ります。 

  それでは、通告に従い一般質問を行います。まず初めに、下地島空港利活用について伺いますが、下地

島空港の利活用は宮古島の将来に大きな影響を与えます。ぜひとも下地敏彦市長の卓越した行政手腕によ

り課題解決に取り組んでいただきたいと思います。初日の一般質問、先日ですが、富永元順議員も取り上

げていました。市長の答弁の中で初めて下地島空港の利活用の中で、航空大学校も検討したい旨の発言が

あったかと思いますが、重要なことですので、富永元順議員と重なる部分もあるかと思いますが、ぜひと

も答弁をお願いしたいと思います。 

  それでは、質問に移りたいと思います。下地島空港の利活用について、総合防災訓練複合施設を市長は
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県に対して提案しています。実現の見通しについて、どのような見通しなのかお伺いしたいと思います。

そして、市長は新たにフライトシミュレーター、模擬飛行装置施設を誘致するよう県に対し要請していま

すが、これらについても実現の見通しはどうか、お伺いしたいと思います。 

  次に、昨日の答弁でもありましたが、市長は航空業界全体ではパイロットが不足している。急いで養成

しないといけない状況にあると発言しています。下地島の最も適した利活用は、航空専門学校及び航空大

学校などを誘致することだと考えます。国や県に対し積極的に誘致活動をできないか、お伺いしたいと思

います。 

  午前の会議が終わり、休憩に入ります前に、市長にこのような資料を提出しました。これは、ことし２

月にですね、日本における大雪の自然災害がありました。そのときに平成12年から13年ごろに下地島にお

いて航空大学校を検討しようという、いわゆる日本航空大学校の学校が山梨県にありますが、どこにも行

けない、ヘリでしか救助に、孤立した集落に行くことができないということで、そこの日本航空大学校の

学校を利用して、いわゆる自衛隊の救難ヘリとかですね、食料運搬とかというのがこういうふうに新聞で

大きく取り上げられております。このように、今市長が提案されている総合防災訓練複合施設とも関連す

るかと思いますが、この航空大学校の誘致についてぜひとも検討していただきたい。実は平成12年から13年

にかけて、その航空大学校は基本計画というのを当時合併前の伊良部町にも提案しているわけですが、当

時合併前であり、またＪＡＬとか全日空の訓練も行われていた時期で、時期的に時期尚早の感があったの

かなという感じもしますが、現実的には下地島空港を利用した訓練もできませんし、県としても午前中に

振興開発プロジェクト局長の答弁にもありましたように、どのような利活用がいいのかということで検討

したいということであります。これ基本計画がですね、もっと本当は分厚いものがあるんですけど、非常

に立派にできているんです。そして、そこの日本航空専門学校とかですね、北海道とか、また山梨県にも

いろいろあるようですけど、やはり技術者が非常に企業からの求人に対して学生が足りないということで、

即戦力になるということで就職率も100％であるという報道があります。このような航空機関係の学校が宮

古島、下地島でできたとなりますと、本当にこれからの宮古島人口減少も心配される中において、昨日市

長は自衛隊の宮古島における経済効果も言っておりましたが、こういうふうに全国から、あるいは世界か

ら航空技術を学びたいという学生が宮古島に来るとなると、非常に大きな、いわゆる特区としての利活用

もできるんじゃないかと思います。後でこの資料について、また市長に基本計画書を差し上げますから、

ぜひ検討していただきたいと思います。 

  次に、スポーツ観光交流拠点施設について伺います。私は、これまで下地敏彦市長の行政手腕を高く評

価してまいりましたが、スポーツ観光交流拠点施設計画に関しましては、昨年９月定例会でも取り上げま

したが、現在でも類似施設と関連する場所で建設するのがベストだと考えております。今定例会に建設予

定地の取得についての議案が提案され、委員会審査で採択されており、これからの質問することに対して

は矛盾するところもあろうかと思いますが、いろんな観点から質問いたしますので、当局の責任ある答弁

をお願いしたいと思います。 

  まず初めに、総事業費の内訳を事業項目別に示していただきたいと思います。また、同施設の年間稼働

率、年間の収支見込みについて具体的な説明を求めたいと思います。これにつきましても、午前中の高吉

幸光議員の質問に対しても答弁ありました。これは、答弁聞いてから再度質問をしたいと思いますが、こ
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の施設はいわゆる下地敏彦市長が最も重点事項として取り組んでいるものかと思います。だからこそ市民

の負担をいかに減らし、宮古島の観光の拠点として利活用できるかということを我々議会としても取り上

げていかなきゃならないと考えております。それで、ちょっと力の入る部分はあるかもしれませんけど、

その部分はご理解していただきたいと思います。 

  次に、当初の計画では建設予定地は土地を賃貸して建設する方針としていたが、購入することになった

のはなぜか、お聞かせいただきたいと思います。 

  次に、同施設は計画の段階から大幅な赤字の運営が見込まれております。厳しい財政運営が続く宮古島

市において、将来市民負担増や福祉サービスの衰退にならないか危惧されますが、市民に対する説明を求

めたいと思います。 

  今定例会で、取得予定地についての久松財産区、そして松原財産区についての土地取得に対する議案の

提案がありました。そのときに、これは初めてだと思うんですけど、取得予定地の形が非常にこういうふ

うな形で、いびつだと、言葉は悪いかもしれませんけど、いびつというふうに私は思います。活用しづら

いと思われますし、これはまだ工事は始まっていないわけですから、正形に修正することはできないかと

私は考えておりますので、それについてもお答えをお願いしたいと思います。 

  そして、皆さんよく見てください。これは道路のような形なんですけど、これは道路じゃないんです。

これもちゃんとここにありますけど、施設用地の一部なんです、これもですね。ですから、ここには里道

が多分走っていると思うんですけど、そういったものに対しても下地敏彦市長らしい用地の正形での活用

をすべきと考えておりますので、これについてもご答弁をお願いしたいと思います。 

  次に、今定例会で提案されておりますエコアイランド宮古島の推進に関する条例についてでありますけ

ど、これは議会ごとにいろんな方々が街灯問題、街灯の電気料金の負担が非常に大きいとか、いろんなも

のが出ております。ここにですね、これ宜野湾市が行った事業で今月11日の新聞に載っていましたので、

ちょっと記事を読み上げてみたいと思います。宜野湾市は、このほど市内に設置している約3,250灯の防犯

灯をＬＥＤに取りかえた。市によると自治体全域の防犯灯をＬＥＤ化したのは宜野湾市が初めてであると、

ＬＥＤ化により市や自治会の支出、作業負担を軽減するほか、防犯対策の強化にもつながるとして事業化

された。今後10年間で市の負担が約700万円、23自治会全体の負担が約4,000万円節減できるという、佐喜

眞宜野湾市長の話では県内初の事例で、難しい課題もあった。ＬＥＤ化で防犯対策を強化し、市民の安心、

安全なまち生活にも寄与できると話されております。これを取り上げたのはですね、今定例会に提案され

ている、先ほど申しましたけど、エコアイランド宮古島の推進に関する条例、非常にこれも宮古島らしい

というんですかね、エコアイランドとしての環境モデル都市として非常にいい条例だと思っております。

その中に行政上の措置としまして、市は市民、事業者より観光客がエコアイランド宮古島づくりに関する

自発的な活動を推進、促進するため必要な支援を講ずるよう努力するものとするというものがありますし、

市はエコアイランド宮古島の推進を図るために必要な財政上の措置を講ずるよう努めるものとするという

ふうにあります。まだ施行はされておりませんが、ぜひとも宮古島市内のＬＥＤ化をできないものかお聞

きしたいと思います。 

  答弁を聞いて再質問を行いたいと思いますので、よろしくお願いします。 

◎生活環境部長（平良哲則君） 
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  防犯灯のＬＥＤ化についてでありますが、本市の防犯灯の設置につきましては、平成22年度の設置分か

らＬＥＤ化で設置を行っております。防犯灯のＬＥＤ化につきましては、今後とも継続していくというこ

とであります。また、既存の防犯灯のＬＥＤ化につきましても、各自治会と連携を図りながら取り組んで

いきたいというふうに考えております。 

◎振興開発プロジェクト局長（友利 克君） 

  まず、下地島空港関係についてです。下地島空港及び周辺残地の活用については、富永元順議員、それ

から濱元雅浩議員の質問にもお答えしました。県は、今年度において民間の知恵及び資金等のノウハウに

基づく幅広い事業提案を国内外の事業希望者から公募することになっています。市としましては、県の公

募に対し本市が提案をしているフライトシミュレーター施設、航空大学などのパイロットの養成施設、そ

して総合防災訓練施設など事業希望者から実現可能な幅広い提案がされることを期待しています。つまり

は、県の公募にこういった市が提案しているような事業ですね、こういったものが提案がないと県として

はなかなか実現困難ということでありますので、ぜひとも提案をしていただきたいというふうに市として

は思っているところです。 

  次に、スポーツ観光交流拠点施設についてです。総事業費の内訳、そして年間の稼働率、年間の収支、

市民負担への懸念についてです。一括してお答えします。まず、総事業費の内訳についてです。用地費が

7,965万円、委託費が１億6,702万円、施設の建設費が27億4,395万円、附帯施設工事が５億6,653万円、総

事業費が約35億円を予定しています。 

  次に、施設の年間の稼働率です。基本計画の中で示していますように、日数的な稼働率としましてはア

リーナ部分を90％、会議室などは65％から70％を見込んでいます。年間の収支計画については、施設利用

料などの年間収入が1,408万円、人件費及び施設管理に係る年間の支出が1,767万円と試算をしています。

市民負担増に関する懸念につきましては、当該施設の運営費の抑制、それから歳入の向上を図り、財政負

担の抑制を図ってまいりたいと考えています。 

  次に、土地を賃貸して建設する方針としていた、購入となったのはなぜか。用地の取得については、久

貝、松原の両自治会の理解が得られればできれば用地を購入したい。ただその自治会が賃貸ということで

あれば、それもやむなしということで、両案を提示したところです。用地を購入した際には、一括交付金

での購入が可能である。賃貸となると、市の単独費で払い続けることになる。したがって、毎年度財政負

担が生じると、これもあわせて説明をいたしました。これを受けて、両自治会では総会を開き、売却とい

うふうに決定したものと思っております。 

  それから、土地の用地、取得予定地の不正形、いびつということでありますけども、これは施設整備を

するに当たって最小限必要な面積を取得するということと、また用地の形状を生かして周辺景観との調和

を図るという結果、そういう形になっています。特にいびつという印象は持っていません。 

◎嵩原 弘君 

  ただいまの答弁に対しまして、再質問をしていきたいと思いますが、下地島空港の利活用について本当

にこう言ったら失礼ですけど、県の計画を見守るというような、まとめて言えばそういうふうな形かなと

思うんですが、私は市長に対してですね、航空大学校などを国や県に対し誘致する活動はできないかとい

うことをお伺いしましたので、これについて市長のお考えをお聞かせください。 
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  そして、今スポーツ観光交流拠点施設につきまして、何名かの議員の方々が質問しております。先月私

ども総務財政委員会は兵庫県姫路市にお邪魔しまして、類似施設である姫路みなとドームを見てまいりま

した。そこで、やっぱり比較するわけなんですが、そこはですね、大体規模としては、面積の若干の違い

はありますけど、用途規模としましてはテニスが４面、フットサルが２面、ゲートボールが６面と、基本

的なものはみんな今宮古島市が計画しているものと一緒であります。そして、平成12年の５月に完成して

おりますが、当時の平成12年ですが、それと今日でそんなに物価の上昇はないと思うんですね。多分市長

の給料も平成12年から変わっていないと思うんですよ、ですよね。物価の変動はそんなにないと思うんで

すが、ここではですね、総工事費、設計委託料から本体建築、屋外倉庫、植栽まで含めまして８億5,600万

円でできているわけです。今宮古島市の計画は先ほどの答弁にもあったように総額で35億円、多分去年の

説明、９月に聞いたときは30億円だったと思います。わずか１年足らずで５億円も値上がりしているんで

すね。値上がりと言うのがいいかどうかわからないけど。そして、ここは午前中の高吉幸光議員の質問で

も取り上げられていましたけど、稼働率が90％以上、ずっと90％以上なんですけど、これに対して市の持

ち出しが毎年一千五、六百万円あると、この人口53万人、宮古島市の約10倍でありますけど、そのような

ところでの一千五、六百万円と宮古島市の300万円とでは大変な負担があるんじゃないかと考えておりま

す。そして、これ市が今定例会の説明の中で提出しましたドーム型施設に対する説明資料であります。こ

れについてですね、ドーム型施設につきましては、事業化に向けた検討の中で、まず最初に事業手法の検

討、本施設の整備については平成24年度に創設された沖縄振興特別推進交付金の活用を想定するとあるん

ですね。一括交付金の活用を想定すると、みんなが、市民、議会が心配しているのは、これは平良隆議員

が政治生命をかけて取り組んだ上野の清掃施設センターの解体費用が当局の説明では自信を持って一括交

付金で解体するということで２億2,000万円の予算化をしたにもかかわらず、ところが国や県の理解が得ら

れなかったということで、非常に厳しい市の財源の中から２億2,000万円を出すということになりました。

また、健康増進センターにつきましても、しっかりとＮＴＴの用地でつくると、しかしこれがまたできな

くなったということが表面化してきただけに、スポーツ観光交流拠点施設についてもこれは本施設の整備

については一括交付金の活用を想定するというものになっているもんですからね、これを心配するわけで

す。 

  そして、姫路みなとドームもですね、平成24年にようやくネーミングライツ、いわゆる企業からの広告

料というのが63万円年間ですね、ありました。今振興開発プロジェクト局長が答弁した中の年間収入の

1,408万円の中にはですね、ネーミングライツというのが300万円計上されております。契約もできない中

で、しかも５万3,000の人口の宮古島にそういったいわゆる広告費としての300万円を出すところがあるの

か、これもやはり想定してつくったんじゃないかと思いますけど、非常にこれについても疑問がある。参

考として、ネーミングライツの契約事例が全国のものがあります。姫路市の53万5,000人の人口の中では、

グローリー道場という、どういったものかわかりませんけど、300万円、そしてこれ創志学園道場というの

が200万円、同じような人口規模で見ますと、宮古より大きいですね、徳島県阿南市が人口約７万7,000人

ですけど、150万円、山梨県南アルプス市で日世南アルプススタジアム、150万円、そして東かがわ市では

３万3,000人の人口で30万、和歌山県有田市では60万円と、もちろん300万円とかいうのもありますけど、

宮古島の年間収入を想定するのに、まだできてもいない施設、まだ契約、これ話し合いは進んでいるんで
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すか、これ。それも進んでいない中で300万円というの入れて、これを年間収入として出すというのは、私

はいかがなものかなと考えます。これをもしゼロとした場合は、もう赤字は倍になってくるわけですね。

それとまた、これ皆さんが出した資料読み上げているだけですから、理解していただきたいと。その収支

計画の年間利用規模の設定ではですね、何と興行に関しまして、まず会議室ですね、会議室の稼働率先ほ

ど振興開発プロジェクト局長説明していました。トライアスロン事務局としての施設利用が想定されると、

今現在トライアスロンのゴール地点というのは総合陸上競技場なんです。一番身近にある市の総合体育館

の２階で、いわゆる２カ月ないし１カ月ぐらい集中して、そこでトライアスロンの事務局していますけど、

一番利用に利便性のあるのは現在のところだと思いますし、またイベントとしまして各種大会、中体連の

開会式が５件とかあります。中体連は大体総合陸上競技場で晴天時は開会式していますし、また宮古体育

大会も８月ですかね、開会式ありますけど、総合体育館でこれまでもやっていますし、向こうでやること

に対して何の不自由もない。逆に新しくできたドーム型施設に行くこと、向こうで開催することは逆に不

便じゃないかなと私は考えます。ですから、そういった利用計画の甘さがそこに出ているんじゃないかな

というふうに感じます。 

  それと、施設利用料についてでありますけど、これは一般利用に関してですが、年間稼働日数262日とあ

ります。これフットサルとして算出、もちろんテニスコートとかゲートボールとかというのもいろいろあ

るわけですけど、それ専門の方々にちょっとお尋ねしてみました。フットサルとして算出というところを

どのように感じるかという、このような計算では１週間のうち５日そこでフットサルしなければその回数

にはならないと、ようやく週に１回か２回ぐらいが限度である、それ以上やるともう仕事もできないとい

うようなこと言っておりました。もう一度この収支計画をですね、しっかりと現実的な数字としてやる必

要があると私は考えております。ですから、事業の内容、ロックフェスティバルだとか、ほとんどこれで

すね、島民中心のイベントとかいろいろあります。出されています。しかし、これは本当に現実的な数字

として入れているのかどうかというのを私は疑問に思って取り上げたわけですが、この一括交付金の活用

を想定するということ一つ捉えてもですね、非常にこの事業は危険性があると私は考えて、あえて提言し

ている次第であります。 

  次に、取得予定地が不正形ということでありますけど、市長見てください、まだ市長に上げていないね。

このような敷地でですね、しかもこれ私びっくりしましたけど、これまだ仮契約の段階であり、用地取得

はしていない、終わっていないはずです。しかし、そこの中でも配置図も全部設計が入っている。これ議

会の承認を得ないで、こういうふうに計画は進めていいんですか、皆さん。もしこれが委員会で通りまし

たけど、本会議でこれが通らなかった場合、これは想定ですけど、あり得ないことでありますんで、そう

なった場合にこれはこの設計を発注したということは、金銭的な支払いはもう既に始まっていると思うん

ですよ。何よりこれは今宮古島市の土地じゃなくて、これは久松の字有地のはずなんです。そこでもう既

に設計が始まっているということ自体が私はおかしなものだというふうに感じます。そして、土地の有効

利用、先ほどの振興開発プロジェクト局長の答弁では景観も上等になるとかなんとか言って、振興開発プ

ロジェクト局長の答弁がありましたけど、普通新しくつくるときにはですね、こういうふうにしっかりと

した正形、いわゆる四角と言いませんけど、こういうふうな形で土地は利用したほうが土地の利用価値も

あるんじゃないかと、少ない投資で高い費用対効果を生むというのも、これは行政の仕事じゃないかなと
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思います。ちょっと調べてみましたけど、現在予定されている土地の南側には民間の会社の敷地がありま

す。そこもみんな正形になっているんですね、普通それが当たり前じゃないかと、これで見ますとこの辺

みんなあいているんですよ、使えない、この辺も斜めになっている。これでも市の税金が全部入るわけで

すね。これに一括交付金があるから、市の負担は１割だというんだけど、１割でも大変なもんですよ。こ

れについて、これからでも私は足元を見てやる必要があるかと考えます。 

  私は、常日ごろ冒頭にも申しましたように、スピーディーな下地敏彦市長の行政運営に対しては高く評

価するもんでありますけど、このようなやり方はね、はっきり言ってスピード違反じゃないかと私は思っ

ておりますんで、これについてはできるかできないかも含めて、また下地島の大学誘致も市長みずから行

動してくれるかどうかも含めまして、答弁聞いて再質問したいと思います。よろしくお願いします。 

◎市長（下地敏彦君） 

  まずは、航空大学校の誘致についてでありますが、これについてはですね、私が市長になってからも大

学をつくりたいという話はございました。ただし、施設整備は全部市がやってくれということでありまし

たので、そういう多額な費用を全部市が持ち出してやるというふうなことについてはだめですと、応分の

負担をしてもらえるという計画を出してほしいというふうに申し入れましたが、その後返事がございませ

ん。ただ今回県が下地島空港の利活用の中でですね、大学校も含めて計画をつくるということであれば、

当然その費用の負担については県も費用の負担というのは考えてくるであろうというふうに思います。要

は県がそこまで考えて今回応募している内容にですね、組み込んでいけるかどうかというふうなことにな

ると思います。ただ現時点で言えることは、この建設に係る費用を市が全部負担してやるということは考

えていないということであります。効果については、十分理解はできます。 

  次に、スポーツ観光交流拠点施設についてでありますが、こういうふうに正形型にしたほうが望ましい

というのはわかります。でもここは、国有地である、さらに農地が含まれているということであります。

ここの青色は雑種地であります。農地を潰すということは、基本的にやりたくない。農業の振興が宮古島

の大きな課題であるということであれば、農地以外の部分を求めるというふうなのが当然であろうという

ふうなことで、どこにあるかと見た場合には、久貝、松原の雑種地があるということで、ここをお願いを

しているというところであります。もしこういうふうな形で施設整備ができるということであれば、当然

これに伴って周辺域にも民間が関連する施設もいろいろできてくるんじゃないのかなというふうに思って

おりまして、要は農地を潰したくないというのが大きな前提になっているということを理解していただき

たい。 

  さらに、収支が甘いんじゃないかということでありますけれども、ちゃんと例えば広告料を取れるかど

うかという話ですけれども、つくる前にですね、幾ら取れるかという具体的な話までは、それはできない

と思いますし、これまでほかの地域でやっているいろんな事例を参考にして、これぐらいなら取れるであ

ろうという想定をしながら、計画はつくっていくと、これが手法としては普通の手法であるというふうに

思っております。 

  それから、いろんなイベントをこれからスポーツ観光交流拠点施設ではやっていくことになると思いま

す。今宮古島で旅行社等がいろんなイベントをやりたいという申し入れは現にございます。ただ雨天の場

合のことを考えると二の足を踏むと、だからそういうふうな施設をちゃんとあれば自分たちはいろいろと



- 143 - 
 

企画をしますよというふうなことは申し入れはございますし、私どももこれからこの施設を本格的にやっ

ていくという形になれば、当然こういう施設があるから使ってほしいというキャンペーンを張っていくと

いう形になると思います。今ある例えばトライアスロンの事務局を総合体育館の近くでやったほうがいい

んじゃないかということは、現時点においては確かにそうです。しかし、あの総合体育館も老朽化いたし

ております。あの体育館についても、また別途考えなければならないというふうなのもいろいろございま

す。市の持っているいろんな施設が耐用年数等を考えてみた場合に、そういうことを勘案しながらあそこ

にやったらどうかというふうにやっているわけでありまして、今現時点だけの状況を見て判断しているわ

けではないというふうに理解をしていただきたい。なお、この施設については一括交付金でやるというこ

とは決定しております。 

◎副市長（長濱政治君） 

  民間の家をつくる場合は、その土地を求めてそこに絵を描いていくという形になろうかと思いますけど

も、公共工事の場合には、まず配置図を描いてみないとどれだけの面積が必要なのか、そして実際にどれ

だけの金額になるのかというふうなことを決めて、補助金なら補助金の予算申請をすると、これを求めて

からということではないんですね。ですから、議会の議決を得ないで配置図を描くということ自体はそん

なに特別なことではないというふうに思っております。 

                 （「休憩お願いします」の声あり） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  休憩します。 

                                     （休憩＝午後２時10分） 

  再開します。 

                                     （再開＝午後２時11分） 

◎嵩原 弘君 

  いろんな考え方が当局にもおありかと思いますが、先ほど申し上げましたように宮古島の活性化はやは

りいろんな観光客の増も、またいろんなイベントが必要だというのも理解しておりますが、やはりそれを

最終的に負担するのは市民であると考えます。ですから、35億円の１割しか市は負担しないということを

よく話されておりますが、それでもやっぱり３億5,000万円負担するわけですし、そしてこれからの運営、

管理コストというのがですね、完成前から赤字で計算されているからこそ市には、当局にはしっかりと効

率的な管理運営を求めるのは至極当然じゃないかなと思っております。管理運営計画にもありますように、

公共施設の管理コストの削減は市の課題の一つであるというふうにうたっているわけですから、ぜひとも

下地敏彦市長におかれましては十分に精査した上で、立ちどまるときは立ちどまる、また進めるときは進

めると、今大きなプロジェクトがめじろ押しで来ているわけですね、私はもちろん市の職員は優秀で頑張

っていると思いますけど、非常に負担が大きいんじゃないかなと思います。一つは、１年後にまたやって

もいいんじゃないですか、何も一括交付金がもうなくなるわけでもありませんし、しかしただいまの市長

の答弁の中にも一括交付金の活用は決定しているということでありますから、ぜひまた頑張っていただき

たいというエールを送って一般質問を終わりたいと思います。ありがとうございました。 

◎議長（眞榮城德彦君） 
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  これで嵩原弘君の質問は終了いたしました。 

◎新城元吉君 

  通告に従いまして一般質問を行います。ちょっと風邪引いていて、いつもの声でありませんので、勘弁

してください。市長もせきぎみのようだったんで、私も気にしていたんですけど、どうもうつったようで

ございます。 

  それじゃ、質問をいたしたいと思います。まず、市長の政治姿勢についてでありますが、これは３点ば

かりについてお聞きしたいということで、日本国の憲法はですね、1947年に施行されてから67年目です、

ことしで。これは、戦後の敗戦を踏まえて国民主権、平和主義、基本的人権の尊重という３つのことを基

本にしてでき上がったすばらしい憲法であります。その中でも特に憲法の第９条においては、よその国と

戦争をしない、交戦権を持たない、軍備を持たない、いろんな形で平和そのものに徹した憲法であります。

しかし、今ですね、この憲法が安倍政権によって重大な危機を迎えようとしていることは、我々今日よく

知るところであります。つまり集団的自衛権の行使容認に向けてですね、憲法解釈を変更して戦争のでき

る国にしようという試みを国民は敏感に感じとって、それに対して非常に重大な関心を持っています。そ

して、特にですね、沖縄県の我々にとっては沖縄に住んでいることと集団的自衛権の問題というのは非常

に命と生命にかかわる重大な問題を持っているわけです。私たちは、先祖が親やおじい、おばあたちが第

２次大戦のときに日本の戦争に巻き込まれて、ほとんど民間人と軍人と一緒になって大変な思いをして相

当の生命、財産が失われた経験を持っています。そういうところに来て集団的自衛権がもし行使されれば

ですね、米軍が全国の中の74％もいて、そして自衛隊もいて、仮想敵国を想定して、今宮古島にも自衛隊

の配備をしようとしている。戦争になれば真っ先にやられるのは、武器のあるところ、軍隊のいるところ、

軍人のいるところですよ。ですから、そういう意味でこの憲法の問題、憲法の解釈、それから宮古島への

自衛隊の配備計画というのは、我々は一日たりともおろそかにできない、本当に大変な思いでこれを受け

とめていかなければならない重要な問題だと思いますので、市長にぜひお聞きしたいのは憲法の改正問題

についてどのようにお思いですか。 

  ２番目に、集団的自衛権行使容認についてはどのようなお考えを持っていますか。それで、宮古島への

自衛隊の配備計画についてはどのように考えて、この間武田良太副大臣とも会われたわけですから、どの

ようなお約束をしようとお思いなんですか、この３点について、冒頭私が指摘したことを踏まえた上でで

すね、ご答弁を願いたいと思います。 

  次に、第２点、スポーツ観光交流拠点施設について、長ったらしいんです。俗にドームとみんな言って

いますから、これからドームと申し上げます。これは、高吉幸光議員も嵩原弘議員も総務財政委員ですね、

やっぱり姫路の同様の施設をして口々に言い合い、そして思ったことはあったわけですから、期せずして

２人の総務財政委員から非常にシビアな、そして再考してほしいというような要望まで突きつけるような

質問が出ているんです。私もこれは全く同じような思いでですね、質問が我々は相談して出したわけじゃ

ないんですけど、同じような思いがあるから期せずしてこういうぐあいになったんじゃないかと思います。

この施設についてはですね、市長、前々からいろんな形で平成24年度からの後半に始まって平成25年度い

っぱい、そしてことしにかけてですね、ドームが何も、どういうもんであるかというの余り市民が知らな

いために、議員によく聞くんですよ。私どももそんなに答えられなくて応じてきた。そして、ここの一般
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質問の中で一番質問回数が多いのはドームの問題です。ですから、これはこの際ね、ここまで具体的に来

ているわけですから、市長からつぶさに説明してもらいたいと思ったんですけど、嵩原弘議員に対してあ

る程度かなり詳しくは話していましたね。そういうのを踏まえてですね、いろんな点で質問をしてみたい

と思うんです。 

  この施設については、先ほどから言ったように市民の多くは本当に何も知らないんです。場所もどこだ

かも知らないんですよ。だから、いろいろ聞かれるんですよね。そういう思いで受けとめているわけです。

いつ、どんな目的で市長はこれを決意され、どうしてもやらなきゃいかんと思ったのか。財政も厳しいと

言いながらですね、莫大な費用かけてドームを建設する。正直で若い人たちの意見を聞きますとですね、

宮古で大きなイベント、音楽、イベントがあるのは南国の広い空、広い海、そして潮風に吹かれ、明るい

太陽のもとで、そういうような南国のイメージで野外でするからイベントにみんな憧れて来るんだという

ような、こういう人たちも多いということを言っています。これをドームの中でやるということは、東京、

大阪のドームでやることとそう変わらない。雨天のことで考えれば、35億円もかけてこの建設をするとい

うことは余りにもですね、雨天の事情で考えることではですね、これだけの財政支出をするということは

とってもじゃないけど、行政預かる人としては、市長としては考えられないことじゃないかなと思うんで

すけど、その点をもっと市民に説得できるような形で説明をしてもらいたい。 

  私は、ドームの問題については６点ばかり質問してありますので、これについては資料があります。資

料に基づいて振興開発プロジェクト局長がぜひわかりやすく１点１点説明してください。 

  次に、３番目、観光行政についてであります。１番目に、城辺地区に新城という地域があります。新城

の湧水池の復元整備について、これは平成24年に新城啓世議員が提言して、それで平成25年にですね、基

本設計つくってやるというような約束をして、市長も約束していましたんで、実際に基本設計できている

だろうと思うんですけど、平成26年度、ことしの予算、新城自治会の人たちは、いつやるんだ、いつやる

んだと待っているんだけど、一向にないもんだから調べてみたら、ことしの本年度の予算には一円も予算

がされていない。どうしてこういうことになったのか。本当にやるつもりがあるのかどうかということを

ぜひ市民に向けて答える意味で、答弁してください。 

  それから、新城海岸の観光資源としての取り組みについて、２点出してあります。同海岸、これはです

ね、この間から問題になっていますトイレの撤去やらいろんな問題がありました。私もびっくりして何人

かでですね、自治会の人たちと宮古合同庁舎を訪ねました。そしたら、こういうことがわかりました。土

地の所有については市のもんだと、県は保安林の管理をする義務を持っているだけで、土地の所有者は市

だと、ところがみんな新城の自治会は、あれは県のもんだと思っていた、県の所有地だと思っていた。そ

れで、早速じゃその証拠としてどういうのがあるんだということで、権利書を県が持ってきて見せたら、

やっぱり城辺村の所有になって、これが町に移管し、それで合併時に市に移管されているということがわ

かったんです。ですから、あの砂浜から後方、保安林、個人地に至るまでは、あれは市の財産ですから市

が管理する義務があります。なぜそういうこと申し上げるかというと、あそこに里道あります。里道の南

側まで個人有地に達するところまで保安林になっています。これは、市も測量して一部あります。ところ

が、ここからここが市有地で、ここからここは個人有地だよというのが、くいが打たれて、その個人の畑

の所有者がですね、サトウキビ植えたり、あるいはくいを引っこ抜いて耕うんしたりという状態がずっと



- 146 - 
 

何十年も繰り返されているんですよ。ですから、この際はっきりと市有地ならば測量し直してですね、く

いを打って市の財産として境目をちゃんとしてですね、管理してもらいたいということについての答弁を

求めます。 

  それから、もう一点は、やはりそれぞれのずっと昔来ですね、山には入会権があるように、海に面して

いる人たち入浜権というか、自分たちの海だという意識が非常に強くあります。これはふるさと意識を醸

成して醸し出して、どこへ行っても自分たちの海だというんで、ふるさとへの回帰意識とか思い出とか、

こういうものが海とともにある。これは、どの地域の地先住民にもあることです。ですから、これを大事

にしていくという考え方から、新城の海、ひそかに置いておいてですね、いわゆる宮古の隠れたいい場所

としてやっていこうという話し合いがずっと前からあったらしいんだけど、どんどん、どんどん有名にな

ってですね、きれいな海なもんだから人がじゃんじゃん来るようになって、あれだけ日本でも有数の海岸

として紹介されるようになって、それを受け入れる状態ができないというんで、いろいろ観光客が観光商

工局に不満の電話があったりしているということも聞いています。ですから、今後やっぱり自治会中心に

してちゃんと自分たちの海だと、自分たちが守るんだと、ウミガメの産卵場所にもありますから、そうい

うものをちゃんとしておくためにも、ぜひ新城海岸の観光地と資源としての取り組みについてはですね、

市は考慮していただきたい。そういう意味で、今後ここをどういうぐあいにしていくのか、ぜひお答え願

いたいと思います。 

  次に、３番目の仲原ムイガーの展望台施設についてであります。これは、ずっと以前に村づくり交付金

事業でできないかということで質問したことがあるんですけど、当時は土地改良のときはできるような話

だったらしいんですけどですね、議事録見ますと、ことしの３月定例会で農林水産部長はですね、メニュ

ーがないということで、観光整備はできないということであります。しかし、ムイガー地区は城辺でも有

数な眺望のいい、眺めのいい海岸として有名でして、城辺だけじゃなくて観光客もかなり来ます。ところ

が、階段はぼろぼろ、トイレも草ぼうぼう、それから駐車場も草ぼうぼうという状態で手がつけられない

状態であります。ここを復元もしくは再整備することによって、やっぱり南岸一帯が見渡せる突き出た海

岸でありますからですね、観光客もかなり訪れると思われる海岸ですので、展望台としてですね、ぜひ整

備していただきたいと思いますけど、一括交付金などこういうものに使えばですね、本当はいいんですけ

ど、財源は皆さんが探すわけですから、ぜひこれはつくるんじゃなくて復元してほしいと、復元するため

にはつくる以上のお金がかかると思うんです、あそこについてはですね。そういう考え方のもとで、考慮

していただきたいということをお願いするわけですけど、これについての答弁もお願いします。 

  それから、公園管理についてであります。４番目。城辺にいこいの森という公園があります。ここのト

イレの施設がですね、和式になっていて、年寄りが怖いと、怖いという方言使うそうです。怖くて行けな

いと、何で怖いかというと、座っていて立てないから怖いというようなことでありまして、こういう話は

ぐすくべ総合公園でもありましたように、市長が早速配慮して１つだけ洋式のトイレをつくったら非常に

喜んでいました。ですから、ここもこういう状態で、何でもこれを通告した後で、これをぜひつくっても

らいたいという要望のあった市民からですね、やることになっているから取り下げてくれと言うんですけ

ど、発言者として載せてあるので、これ取り下げられない。だから、確認だけをしたいと思います。その

答弁をお願いします。 
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  それと、これに連動して同じようなですね、もし年寄りがよく利用するような公園なり施設があれば、

ぜひ１個ぐらいは洋式トイレを気をきかして用意したほうがいいんじゃないかと思うんですけど、これは

市長がじかに答弁願います。市民が願っていることですから。 

  次に、農業行政についてであります。今まではですね、人・農地プランというので、すごく土地の集積

をやっていたんですけど、今度また昨年の12月に国会で法律が成立してですね、これからの農村とか農村

のあり方、農地利用の仕方が変わるんじゃないかというような大変な法律ができていると思うんですけど、

これ農地取得の自由化、それから農業への企業の参加、こういうものができるような法律です。ですから、

これはですね、具体的にできますといったら宮古の農業はどうなるかという心配があるわけですよ。これ

は、簡単に言えば農地を貸し付ける地域に対する地域集積協力金、これ補助金ですよね、国が出す。それ

から、経営転換、リタイアする、農業をやめる農家への経営転換協力金、これも補助金です。次に、農地

の集積に協力する農家へのいわゆる耕作者集積協力金、こういうようなものがですね、農地中間管理機構

を通して農地を貸す、借りるという関係を農地中間管理機構というのが担っていくというのが法律が通っ

て、これは各県を通して各自治体に行くかと思うんですけど、これは具体的にどういうような事業で、こ

れの導入は宮古で導入された場合にどのように変わっていくのかということが非常に危惧されますので、

その点についてももっと詳しくですね、市民にわかるような形で述べていただきたいと思います。 

  また再質問いたします。 

◎市長（下地敏彦君） 

  憲法改正問題、集団的自衛権行使容認の件についてであります。集団的自衛権は国連憲章設立の目的を

うたった第１条で、国際の平和及び安全を維持すること、そのためには平和に対する脅威の防止及び除去

と侵略行為、その他の平和の破壊の鎮圧のため有効な集団的措置をとることと記述してあります。さらに、

国際社会はこの共通の目的の達成に当たって、諸国の行動を調和するための中心となることというふうに

書いてあります。集団的自衛権は国家の持つ固有の権利であることは、このことからも明白であるという

ふうに思います。我が国の憲法でも集団的自衛権は当然認められておりますが、今まさに国会においてそ

の行使の範囲等について論議がなされているところです。国家の繁栄と国民の生命、財産等を守る観点か

ら、一日も早く結論が得られることを期待しています。 

  次に、宮古島への自衛隊配備についての見解ということですが、私は議会でこれまで自衛隊を積極的に

誘致することはないというふうに申し上げてまいりました。その上で、国防上どうしても必要というなら

十分論議する余地があると答弁しており、今もその考えに変わりはございません。 

  次に、スポーツ観光交流拠点施設について、いつ思いついたか、その動機はということでありますが、

私はかねてより県のコンベンションセンターと同様に音楽やスポーツイベント、国内外の大規模会議の誘

致が可能な施設の必要性を感じていました。そのため、２期目の公約の中にコンベンションホールの建設

を盛り込んだところであります。建設するに当たっての財源として、当初合併特例債の活用も視野に検討

を進めてまいりましたが、幸い平成24年度から市の財政負担の少ない一括交付金制度が始まったことから、

市民スポーツの振興はもとより、市の経済活性化に寄与する施設として、スポーツ観光交流拠点施設の建

設に着手したいというふうに考えているところです。 

◎副市長（長濱政治君） 
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  観光行政について、新城海岸の土地の所有権、保安林の管理の件です。議員ご指摘のとおり当然新城海

岸地域の境界測量を早急に実施いたしまして、市有地の境界を明確にするとともに、その管理を徹底して

いきたいと思っております。 

◎農林水産部長（村吉順栄君） 

  新城地区の湧水池復元整備については、設計委託業務は終えてあります。設計委託業務を行うに当たっ

ても、地元と調整してまいりましたが、工事施工についてもさらに地元役員及び関係者と協議を重ね、湧

水池の復元整備に向け取り組んでまいります。 

  次に、いこいの森の整備についてでございますが、城辺いこいの森のトイレについては現在便器が和式

となっております。また、ドアも内側に開閉するため、利用者の皆さんよりドアを外向きの開閉にしてほ

しいと、また便器については洋式にかえられないかとの要望等がありますので、便器については洋式に、

ドアについては外向きに開閉できるよう対応してまいりたいと思っております。 

  次に、農地中間管理機構の取り組みについてでございますが、農地中間管理機構は沖縄県農業振興公社

が指定を受け、本年４月から事業がスタートしております。中間管理事業の目的は、農地の集積を進め、

担い手に配分することにより担い手の確保、生産コストの削減、耕作放棄地の解消を図っていくものであ

ります。事業の内容としましては、中間管理機構が経営転換やリタイアをする農地所有者、または農地の

相続人などから農地を借り受け、公募した認定農業者や新規就農者などに貸し付けをする仕組みとなって

おります。機構の業務の一部は市町村に委託することとなっており、相談窓口、農地の出し手、受け手の

掘り起こしなどの業務委託が予想されます。市といたしましては、県農林水産振興センターに配置された

中間管理機構の駐在員や農業委員会と連携を図り、事業を推進してまいります。 

◎観光商工局長（下地信男君） 

  ３点ほどいただきました。まず、新城海岸の今後の活用についてでございますが、新城海岸は現在国内

ベストビーチ10位以内にランクされる大変人気の高い観光地となっております。したがいまして、今後新

たなトイレ、シャワー等の観光利便施設については整備に向けて取り組んでまいります。今年度いろいろ

な法的なクリアすべき点が多々ありまして、保安林の解除あるいは埋蔵文化財の発掘調査等々ですね、そ

れぞれの調整処理をした後に今年度に実施計画を行いまして、次年度工事施工という計画で進めてまいり

ます。 

  次に、城辺地区の仲原地区ムイガーについての整備計画ですが、現在のところ観光地としての整備計画

はございません。 

  次に、保良泉宮古島海宝館前広場のトイレの利用についてでございますが、宮古島海宝館前広場のトイ

レは合併前の城辺町時代に撤去されております。現在広場への来訪者、あるいは保良泉ビーチの一部、プ

ールを利用する利用者の皆さん方は宮古島海宝館のトイレを利用しているという状況にあると聞いており

ます。宮古島海宝館の指定管理者によりますと、そういう利用に対しまして防犯管理の面、あるいはプー

ルの利用者などが水着のままで入館していると、それらに対して困惑しているなどいろいろ課題を抱えて

いるようでございまして、その辺の現状確認について宮古島海宝館あるいは保良泉ビーチの指定管理者の

皆さんと協議してみたいと思います。その中で対策を見出していきたいと考えております。 

◎振興開発プロジェクト局長（友利 克君） 
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  スポーツ観光交流拠点施設の質問に一括してお答えします。 

  施設の進捗状況についてであります。平成24年度、平成25年度におきまして、基本計画、それから実施

計画を終えたところでございます。今年度は施設本体部分を初め駐車場、それから進入路に係る用地取得

を先行して行います。用地の取得後、敷地全体の造成及び進入路の整備工事を実施する計画となっていま

す。総事業費は35億円を見込んでいます。 

  次に、維持管理等に係る財政支出、年間収支の算定についてです。これまでも答弁したとおり歳入を約

1,408万円、支出を1,767万円と見込んでいます。今後は実施計画に示す収支計画を基本に、歳出の抑制、

歳入の確保に向け調査、検討を進めてまいりたいと考えています。同施設は供用開始後しばらくは市が直

接管理運営をいたします。運営状況を見ながら指定管理への移行を検討する予定でございます。 

  事業の効果、４点ほどございます。まず、観光交流活動の活性化に寄与し、経済活性化を促す。次に、

天候などに左右されない安定した環境整備をすることによって、イベントの中止、延期などのリスクコス

トを軽減する。３点目に、軽スポーツの振興により市民の健康増進やコミュニティー強化に寄与する。 

  そして、島の中央部で空港に隣接するポテンシャルの高いエリアの開発刺激となるの４点でございます。 

◎新城元吉君 

  再質問をしたいと思います。 

  先ほど憲法以下集団的自衛権、宮古島の配備について市長から答弁をいただいたんですけど、市長の答

弁を聞きますとですね、集団的自衛権の行使については容認であると、これは国連においても自衛権認め

られているじゃないかということ、今まさにもめているのは公明党も集団的自衛権に非常に二の足を踏ん

でいるのはですね、やっぱりずっと67年間の間に自民党政府というのはその時々の政権を持っていた自民

党、政府ですらも集団的自衛権というのは言わなかった。個別自衛権、いわゆる憲法の中に個別上の自衛

権までは認められるんじゃないかということで、自衛隊を持ったり、それから最小限の軍隊を持とうとか、

こういうのでこれは個別自衛権の考え方、個別的自衛権の、これが安倍内閣になってから集団的自衛権を

持とうということになって、この集団的自衛権を保持しようと、持とうということで何度も自民党は頑張

ってきたんだけど、やっぱり国民の世論に壊されていった。今まさにこれが問題になって、沖縄において

アンケートとった場合に69.2％の人が集団的自衛権には反対だと言っている。特に憲法第９条を変えるこ

とにも６割の人が反対だと言っている。32％あるいは37％が憲法をもとにして、今の憲法をいじらないで

もいいからそういうような事態に応じて変えていってもいいんじゃないかというのが37％にすぎない。で

すから、全国にあってもですね、沖縄というのは第２次大戦を経験しているだけ、住民を巻き込まれて軍

隊と一緒になって大変な犠牲をこうむったんで、この集団的自衛権及び憲法第９条に対して、ほかの県よ

りも非常に守りたいという意識が強いというところであります。そういうことからすれば、市長が集団的

自衛権を国際的に認められている権利であるとか、こういうのはですね、どうも少数意見だと、沖縄県に

あってはですね、思います。 

  それと、集団的自衛権の問題についてはですね、これが許されるか許されないかというのは、憲法にか

かわる問題であると同時に我が国にとってはですね、それから国際的にもＮＡＴＯ軍がイラク戦争のとき

にアメリカに集団的自衛権でもって参加して何百人亡くなっているんですか。アメリカ人は4,000人余り、

それから次亡くなったのがイギリス、フランス、ドイツ、これも集団的自衛権でアメリカの命令で、要望
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によって集団的自衛権を行使したおかげで関係ないような戦争に参加して、あれだけの犠牲が出ているわ

けですよ。ですから、そういう意味では集団的自衛権というのはそれぞれの国にとっては、大変な問題抱

えているわけです。しかし、日本にとっては幸い憲法があって、その憲法第９条の中で軍備は持たない、

平和に徹するということをうたっているわけですから、これを解釈によって集団的自衛権を持とうとして

いることでもめているわけですから、市長もそれにくみしている一方だというのが今の答弁ではっきりわ

かったんです、きょう。これは、憲法も含めて、憲法というのは政府は縛られるべき問題です。いわゆる

立憲主義というのはそういうことだと思うんです。市長もご存じのようにですね。ですから、この立憲主

義こそが民主主義の本当に実現する上には基本原理なんですよ。それに基づいて日本は平和に徹しようと

いう考え方ですから、それで憲法第９条が生きてきて、67年間も外国に行って戦争したこともないし、戦

争によって殺されたこともないし、こういうような誇るべき憲法を持っているから、世界から尊敬もされ

ているだろうと、一面的には。今非常に危険な状態にある。だから、この一内閣の、一政府の思いつきに

よって集団的自衛権というのが容認されるというのは非常に怖いことでして、集団的自衛権は自分の国が

攻撃されないのに日本の自衛隊が行ってアメリカの協力要請によって、自分の国は攻撃されないのに同盟

国が戦争やったら、そこへ行って出向いて戦争やる、一緒に戦争やる、こういうことを想定した自衛権で

すので、これは憲法の第９条に違反することですし、日本が67年間も殺さない、殺されないというような

戦争に巻き込まれないで済んだのはこの憲法のおかげですよ、市長。ですから、そういう意味ではですね、

集団的自衛権の行使が認められるような状況の中で、宮古島、沖縄には既に米軍の74％の施設があるわけ

ですから、日本のね。それに自衛隊もいる。そうすれば安倍政権が言っているようにですね、もし仮想敵

国が中国なり北朝鮮だとしたら、真っ先にやっつけるのはやっぱり基地のある施設ですよ、基地のある島

からやっつける。そういう意味で、我々はやはりこの集団的自衛権の行使によって一番全国の中で命を危

険にさらされている土地に住んでいるわけです。そこのやっぱり自治体の長としてはですね、そういう問

題を深く考えて、やはり用意周到のね、心の中ではそう思っていても余り口にしないほうがいいんじゃな

いかということも考えるわけですよね。ですから、そういう意味では自衛隊がもし配備をするとするんで

あれば、こういうような状況で非常に島民は厳しいです、沖縄県民は厳しいですよということぐらいは言

ったほうがいいんじゃないかと思うんですけど、そういうことを申し上げるようなつもりはありますかど

うか、それで全てを市長の思想、信条を確認する上で、この一言だけに答えてください。 

  それから、あっち飛び、こっち飛びになるんですけど、保良泉の宮古島海宝館のトイレ使用については、

あそこは御嶽のそばにトイレがあったんです。あそこの施設ができたときに御嶽のそばにトイレがあるん

で、できたら壊したいと、それで条件として出したのが宮古島海宝館のトイレを使用させるということで、

トイレを壊しましょうということで壊したんです。こういういきさつがある、城辺町時代。これは、宮古

島海宝館の経営者も納得です。しかし、１週間ぐらい前、東京農大の学生を保良海岸に連れていって帰り

にトイレに入りたいという女性がいた。向こうにあるから、利用できるから利用してきなさいと言ったら、

戻ってきたんですよ。おしりを抱えてですね、どうしたのと言ったら、買い物をしないと使わさないと言

っている。驚きましたね、こういう感覚ですよ、観光商工局長。だから、質問に出したんですよ。これは

向こうにトイレがないのは、そういう事情、どうしてもですね、向こうは勇壮な眺望であるし、それから

観光地ですからトイレはあったんです、もともと。宮古島海宝館の美観上よくないというんで壊したんで
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す。そのかわり宮古島海宝館を使わすということだったんです。ですから、向こうがいろいろセキュリテ

ィー上の問題とか、汚すとか、こういうことを懸念しているんであれば、外にちゃんとトイレをつくるべ

き、ぜひその点についてもつくるかつくらないか、はっきり答えてください。こういう問題を抱えている

わけです。 

  それから、新城の湧水池の復元についてはですね、農林水産部長が言っているとおりの話をしたら、誰

もそんな反対はしないと、この基本設計の不満とか誰が言ったのという状態ですので、ぜひ早々とお訪ね

して、ぜひ詰めてください。 

  それから、農地の中間管理機構、これは多分７月１日から係員が置かれるだろうと思うんですね、農林

水産部長ね。農林水産部長、７月１日から農地中間管理機構の責任者が置かれますよね、宮古もね。だか

ら、もっとこの事業についてもうちょっと詳しく説明してくださいよ。これは、非常に大変な問題を含ん

ではいるんですよね。農村がこれから集落営農でいくか、あるいはいわゆる集落の中に大規模農業をやる

若者がいるか、そういうようなことをかなり進めていかないとですね、この企業による農地の取得、全国

どこにいてもこの法律の恐ろしいところというのはそれですよ。いろんな情報を得て、大企業が地元に企

業つくって、農業企業つくって、そこに１人社員派遣して、そしてあるいは東京にいてもいいですよね。

そこから全国の情報集めて、土地を手放したい人、売りたい人、貸したい人、こういうのを集めて、じゃ

私たちがやりましょう、これ競争になっています。そうした場合に、宮古で農業やって集落営農やりたい

という地域よりも以上に、集積した土地をですね、高く買い上げて、あるいは高い使用料払ってやろうと

いうような企業が出たときに、そこの農家は農地を、自分たちの郷里に農地を持ちながら農業ができなく

なる可能性があるという、非常にそういう事業ですので、よく研究してこれからの宮古島市の農業形態、

経営形態には注意を払って農民にもアピールしていきながら、この問題をぜひ見守っていったらと思うわ

けです。これがＴＰＰに向けての強い農業をつくる安倍政権の考え方なんですよ。農家潰しになるし、農

村潰しになる一面を持っているから、いい面も持っていますよ、一面も持っているから非常に宮古島には

そぐわないんじゃないかと思うんです。 

  あと２分ありますので、後で再質問いたします。 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  休憩します。 

                                     （休憩＝午後２時54分） 

  再開します。 

                                     （再開＝午後２時55分） 

◎市長（下地敏彦君） 

  先ほどですね、集団的自衛権についての再質問がございました。新城元吉議員の質問はですね、集団的

自衛権行使の容認するかどうかという質問でありました。つまり集団的自衛権はあるという前提の質問に

なります。そうですよね。 

                 （「市長があると言ったものが……」の声あり） 

◎市長（下地敏彦君） 

  質問のもともとの要旨は、集団的自衛権そのものは新城元吉議員もお認めになっているはずです。この
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質問からいけば。だって、そう書いてありますよ、質問の要旨で。 

                 （「市長に対する質問ですよ」の声あり） 

◎市長（下地敏彦君） 

  ですから、その行使の容認についてというご質問でしたので、その行使の容認についての説明をしたわ

けです。ここをしっかりと論点をずれた形でお話をすると、集団的自衛権そのものが先ほどの言い方では

認められないという話でした。でも当初の質問は、自衛権は認めた上での行使の容認についてどう思うか

という質問でありましたよ。 

                 （「それだったら撤回して……」の声あり） 

◎市長（下地敏彦君） 

  新城元吉議員がそう質問を通告をしたんで、その通告についてお答えをしているところでありますから、

ここをしっかりと、論点をしっかりと分けてやらないと答弁はなかなかできないと思います。少なくとも

行使は容認しているという前提で質問をしているんで、今まさに国会において集団的自衛権そのものを論

じているわけではないんです。行使の範囲をどうするかという論議をしているわけですから、それはちゃ

んと結論を見守っていきたいという返事をしたわけであります。 

◎農林水産部長（村吉順栄君） 

  農地中間管理機構制度に関する事業は、先ほど本年４月からスタートしていると答弁しましたが、総合

事務局、県からの事業説明は６月13日であります。以前から大まかな説明ありましたけど、正式な説明は

６月13日でございます。先ほど議員もおっしゃっていたように、この事業を活用する方には貸し手のほう

に議員がおっしゃっていたような集積協力金というのがあります。ただこれには課題もありまして、普通

今農業委員会で利用権設定している場合は、おおむね６年以上だと思いますけど、この事業ですと10年以

上の貸し付けとなります。ただ先ほどの集積協力金もこれだけを、10年以上をクリアすればいいかという

ことではなくて、ほかに農地は保有していないとか、そういう条件もございます。市としましては、これ

はこれから農業従事者が高齢化していく中においては、この事業を活用する方もいらっしゃるかもしれま

せん。ただやはり10年以上という長期にわたる利用権設定ですので、これは活用したくないという方もい

らっしゃるかと思います。その場合ですと、必ずこの事業じゃなくて現在農業委員会のほうでやっていま

す利用権設定、この事業も活用できますので、農家の選択に委ねたいと思っております。議員おっしゃる

ようになかなかですね、今宮古のほうでは借りたいという方はいっぱいいらっしゃいますけど、貸したい

という方はなかなか少ない状況です。ですので、この事業がスタートしたからといって、これを活用する

方がいらっしゃるとは思っていないんですけど、先ほど申し上げたように中には利用したいという方がい

らっしゃるかもしれませんので、そのためにこの組織といいますか、体制は整えておきたいということで

あります。 

◎新城元吉君 

  一番大事な肝心なところで食い違いがあったようで、改めて申し上げます。 

  私が通告した憲法問題についてとか、集団的自衛権行使について市長はどう思うかという意味なんです。

宮古の自衛隊の配備について、ついてですからね、ですから憲法問題についてはただひとり41市町村の中

で丸をつけたんで非常に気になったんで質問したんです。憲法改正問題よりも、今は非常に集団的自衛権
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の行使容認が問題になっていまして、これを個別的自衛権まで認められているというのが公明党の考え方、

集団的自衛権まではその範囲、そういうものがまだ明確にされていないからというんで、なかなかもめて

いるという状況であるのよくわかります。 

  ですから、改めて質問しますけど、市長は集団的自衛権の行使については容認する立場ですか、そうで

ない立場ですか。もしこれが容認された場合に、我が沖縄県は特に全国の中でも米軍基地があるし、自衛

隊もあるし、米軍と一緒に行動する自衛隊がいるわけですから、非常に生命の危険が脅かされる可能性が

高い唯一の県だと思いますけど、その点についてはどういうふうに認識していますかということにお答え

を願いたいという意味で、質問をしているわけです。ですから、容認ではないんです、私は。私は大反対

です。大変なことだと。これは、憲法解釈を本当に今の政権が勝手にやっているような状態だとして受け

とめていますので、集団的自衛権の行使だけは絶対許しちゃいけないと思う立場です。市長、果たしてど

うでしょうか、お願いします。 

◎市長（下地敏彦君） 

  今まさに国会で論議されているのはですね、集団的自衛権そのものを認めるか認めないかという論議で

はないんです。集団的自衛権の行使の範囲をどうするかということで、与野党でもめているわけでして、

自衛権そのものについては先ほどから言っているようにこれは固有の国家の権利としてあるんだというの

が基本的な認識です。ただそれをどうやって行使するかどうかという、その行使の範囲については国会が

今論議しているんで、早く結論出してほしいなということです。 

                 （「休憩してください」の声あり） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  休憩します。 

                                     （休憩＝午後３時04分） 

  再開します。 

                                     （再開＝午後３時05分） 

◎観光商工局長（下地信男君） 

  先ほど答弁のタイミングを逸してしまいました。 

  宮古島海宝館前広場のトイレ、合併前になぜ撤去されたかよくわかりませんけれども、撤去されて来訪

者の皆さん方に大変ご迷惑がかかっているというご指摘です。その辺の現状確認をですね、やはり指定管

理者、宮古島海宝館も保良泉ビーチの指定管理者も含めて現状の確認をしてみたいと思います。協議しな

がらですね、その中で宮古島海宝館のトイレで事足りるのか、それから新たなトイレが必要なのか、その

辺を判断していきたいと思います。 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  これで新城元吉君の質問は終了いたしました。 

  しばらく休憩して、３時25分から始めたいと思います。 

  休憩します。 

                                     （休憩＝午後３時07分） 

  再開します。 
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                                     （再開＝午後３時25分） 

  休憩前に引き続き一般質問を続行いたします。 

  質問の発言を許します。 

◎下地勇德君 

  本日の最後となります。長い時間皆さんお疲れだとは思いますが、いましばらくおつき合いをよろしく

お願いいたします。また、当局の皆様には、わかりやすい答弁をよろしくお願いいたします。 

  これからマンゴーの収穫の最盛期となりますが、少し糖度が低いと心配する農家がありますが、議員の

皆様にもマンゴー栽培を行っている方がいますが、大丈夫でしょうか。早く糖度ののったマンゴーが食べ

たいものです。 

  それでは、通告に従いまして一般質問に移りたいと思います。まず、観光地の整備についてお伺いいた

します。これから観光シーズンに入りますが、さきの定例会でも質問しましたが、吉野海岸の施設利用の

件ですが、その後指導は行われているのか、また宮古島ふれあい前浜海浜広場、ウィンディまいばまでも

よからぬうわさが聞こえますが、どうなっているのか。また、そのほかの施設、うえのドイツ文化村、宮

古島海宝館、保良泉ビーチ等の指定管理者には観光客に迷惑がかからないようしっかり指導をよろしくお

願いいたします。 

  それと、これは観光客からの苦情ですが、レンタカーを利用して観光地へ行くとアクセス道路の道幅が

狭く、道路そばの雑草等に車体が触れて傷ができ、違約金等を支払うはめになり非常に困るというのが、

これはレンタカー会社のほうからですね、何件か来ています。ぜひ道路のですね、整備、観光地の整備、

これは市長も言っておられることなんで、ぜひ道路の整備、観光地の整備、そういった部分はしっかり行

ってほしいと思います。 

  それと、さきの定例会で山里雅彦議員が指摘した砂山ビーチの駐車場の冠水処置はその後行われたのか

どうか、お伺いいたします。 

  ２番目に、陸上競技場の土日、祝祭日等の使用についてお伺いいたします。昨日下地明議員から同様の

質問がありましたが、再度質問をいたします。去った５月21日の宮古毎日新聞で、市長が会長を務める美

ぎ島美しゃ市町村会の総会で、国や県に要望する同年度の要望最優先事項として、５市町村会で共通して

要望している東京オリンピック・パラリンピック選手のキャンプについては、一年を通して練習ができる

宮古、八重山地域の気候と環境を挙げて誘致をアピールしている。キャンプ拠点地として、オリンピック

本番を迎えるよう施設を含めて行政と民間のスポーツ団体が協力して受け皿をつくっていけば成功につな

がるとしている。要望の理由の一つとして、子供たちがトップアスリートの練習を間近で見ることができ、

青少年の健全育成にもつながると指摘、また国内外のプロ及び実業団のキャンプを見に来る人たちがふえ

れば観光地振興にもつながると話されています。ここに宮古の陸上競技指導者の皆様からいただいた資料

がありますので、読み上げてみます。 

  陸上競技場の使用について、条例によっていろいろな規則があることは承知しているが、１、土日、祝

祭日に高校生は８時には競技場で待っているが、実際に使用できる、開放するのは９時からである。職員

は管理棟事務室の中にいてもあけない。２、ゴールデンウイーク期間中は完全に閉鎖である。職員は休む

権利はあることは承知しているが、中学、高校のアスリートは休みの日こそ集中してトレーニングをした
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い。下地、上野、城辺にも競技場はあるというが、全天候トラックは１つだけであり、スパイクピン、踏

み切り点、バトンパスの練習はタータンでないと実感できない。３、年末年始の休暇も同様である。特に

県外や大学に人気の高い宮古島は数多くのチームが合宿に来ており、競技場の使用を望んでいる。国頭や

奄美大島などは使用料も取らずに自由に使わせているとのこと。これが地域の活性化にもつながっている。

４、高校生、陸上部の生徒たちは、トライアスロンのマッサージやエコマラソン、ワイドーマラソンのエ

ードステーションなどのボランティアは無報酬でやっているが、市の施設を使うときは小中学生は減免、

高校は県立のため有料となっているのはいかがなものか、同じ宮古島の児童生徒である。那覇マラソンの

高校生ボランティアは2,000円の手当てがあるということです。 

  これは、平成25年度から平成26年度にかけて宮古島に合宿をした陸上、駅伝関係の大学、実業団の人数

を発表します。１番目に、三井住友海上10名、２番、キヤノン10名、３、日清食品８名、ＴＯＴＯ５名、

ユニクロ12名、トヨタ自動車９名、ヤマダ電機８名、東海大18名、玉川大10名、大阪学院大７名、福岡大

12名、慶應大３名、ほかに個人的にマラソンの赤羽有紀子さん等が来島しております。多くの皆様が合宿

等で来島しておりますので、市長が申し上げているように青少年の健全育成、観光振興等も含めて今後の

対応をお伺いします。 

  続いて、道路行政についてお伺いします。最初に、荷川取線についての事業着手はいつごろを見込んで

いるか、お伺いいたします。東西南部地域の発展には目覚ましいものがありますが、北部地域にはこれと

いったものがありません。荷川取の皆さんを初め北部地域の多くの皆さんの声は、北部地区の発展は荷川

取線の開通にあると言っております。ぜひ早期の事業着手、開通をよろしくお願いします。 

  次に、下崎西原線についてお伺いします。平成26年度は下崎入り口から150メートルの区間の整備となっ

ておりますが、今後の予定をお伺いいたします。また、大雨で土砂が畑に流れているところがありますが、

この処置はどうなっているのか、また成川集落西側より下崎入り口までに大雨で道路の凹凸が目立ったと

ころがありますが、大雨の後は現場の確認を行い、補修等をお願いします。 

  次に、竹原地区土地区画整理事業についてお伺いします。旧宮古病院西側の竹原１号線の進捗状況につ

いて、また平成26年度の計画についてお伺いいたします。 

  答弁を聞いて再質問を行います。 

◎建設部長（下地康教君） 

  まず、荷川取線の整備についてのご質問でございました。荷川取線は平成17年度に街路事業として都市

計画が決定されております。一部区間で旧宮古病院北側の延長340メートルは、竹原地区区画整理事業で整

備が完了をしております。残りのいわゆる北部地区でございますが、の整備計画としましては、他の事業

の執行状況との関連も含めまして、関係機関と協議を行い、早期着手に向けて取り組んでいきたいという

ふうに考えております。 

  次に、下崎西原線についてのご質問でございます。本路線は平成26年度の整備計画としましては、共有

地の用地取得に向けて収用裁決の手続を進めております。工事におきましては、収用裁決申請以外で工事

着手できる区間を整備する予定で、今年度は成川農村公園付近から延長260メートル程度の整備を計画して

おります。進捗状況としましては、平成25年度末時点で76.6％、平成26年度末で84.8％を見込んでおり、

平成28年度の完了を目指しております。現在未整備区間においての大雨での土砂が畑に流入していると、
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流れ込んでいるということでございますが、そのあたりはですね、実際調査をしまして、また住民の皆さ

ん方のお声を聞きましてですね、十分対処していきたいというふうに考えております。 

  ３点目、最後に竹原地区区画整理事業についてのご質問でございました。竹原地区区画整理事業は平成

17年度から平成33年度をめどに事業工期を見込んでおります。 

  最後に、清算金という事業の完結する作業がありますけれども、清算金につきましては本換地業務を平

成31年度より取り組み、平成33年度をめどに清算金徴収業務を予定しております。なお、現在の進捗率は

平成25年までの事業費ベースで75％となっております。また、竹原１号線の整備につきましては平成25年

度から道路改良工事が始まっておりますが、引き続き本年度も補償交渉をお願いしながら整備を進めてま

いりたいというふうに思っております。 

◎観光商工局長（下地信男君） 

  指定管理者の指導についてですが、市の観光関連施設、公の施設については指定管理者施設制度を導入

して管理運営を行っておりまして、指定管理者と連携を図りながら、時としては指導を行いながら管理を

進めているところです。ご指摘のありました吉野海岸については、指定管理者に適正な管理について指導

を行っております。 

  砂山ビーチの駐車場の冠水については、現場を確認しまして沈砂池の排水口に詰まっていたごみなどを

取り除き、現在経過を確認しているところです。今のところ排水は良好で、冠水は見られておりません。 

◎生涯学習部長（垣花徳亮君） 

  宮古島市の体育施設は、市陸上競技場を含めて宮古島市立体育施設条例規則に基づき、毎週月曜日、国

民の祝日、年末年始、６月23日の慰霊の日が休場日となっております。しかし、休場日であっても広く市

民が参加する行事であれば、施設は開館しております。祝祭日の開館については、事前に使用許可申請書

を提出していただければ調整して使用することは可能でありますので、利用する団体には呼びかけていき

たいと思います。 

  陸上競技場の利用料ですが、上野、下地、城辺地区の陸上競技場については無料でございます。しかし、

市の陸上競技場については施設の管理上、高校生以下が４時間で50円、大学生、一般が４時間で100円と条

例で定められておりますので、ご理解をいただきたいと思います。 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  本日の会議時間は議事の都合により、これを延長いたします。 

◎下地勇德君 

  陸上競技場の使用料の件ですけども、高校生以下が50円、大学生、一般が100円というふうになっており

ますが、団体の使用料のほうもぜひよろしくお願いいたします。 

  それと、陸上競技場のほうですけども、市長が新聞等で話しておられるように、行政、体協、陸協の皆

さん方と協力して子供たちが今後伸びていくように、調整を行っていただきたいと思います。ぜひ土曜、

祝祭日、そういった日でも宮古の子供たちがこれからスポーツで活躍できる場をつくっていただきたいと

思いますので、よく話し合ってですね、やってほしいと思います。本当に指導者の皆さん方が非常に苦慮

しておりますので、ぜひよろしくお願いしたいと思います。 

  それと、観光整備のほうですけども、本当に観光地の整備のほうは観光客にとっては、先ほども申し上
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げたとおりですね、整備することによって非常に観光客の増加に大きく寄与していくものと思います。隣

の八重山のほうに負けないようにですね、目標50万ではなくて、八重山に追いつけ、追い越せという気持

ちでですね、観光客の誘致に頑張っていただきたいと思います。そして、今後の当局の取り組みについて

お聞かせをよろしくお願いいたします。 

  ３番目に、竹原１号線、南側の用地交渉ですね、余り進んでいないようなところがありますので、住民

の皆さん方とちょっとお話をさせていただいたんですが、非常に心労がピークに来ております。ぜひ早急

に解決していただきたいと思います。それと、今後住民等との説明会を早急に行っていただきたいと思い

ます。住民の皆様からの要望にもありますので、ぜひよろしくお願いいたします。 

  それと、最後に私見を述べていきたいと思います。今ワールドカップのサッカーが毎日、一日で数えら

れないほどのテレビ放映がありますが、今世界から絶賛をされていることがあります。日本のサッカーの

サポーターの皆さん方が試合が負けているのにもかかわらず、スタンドの清掃を行っているということで、

この宮古島でもですね、非常に不法投棄が多いということで、この宮古島も美ぎ島にしましょうというこ

とで、不法投棄をやめさせましょう、やめましょうということで、議員、そして当局の皆さん方、力を入

れてぜひ見習っていければなと思います。 

  また、昨日仲間賴信議員が北朝鮮の拉致問題でお話をされました。実は私は30年前思い出していました。

中国残留孤児として自分の妻、女房の兄弟が宮古に帰ってきまして、狩俣出身ではあるんですが、中国に

残した子供が３名ですね、30年前に帰ってきまして、本当に宮古島挙げてですね、歓迎をしていただきま

した。あのときの感動、本当に言葉では言いあらわせないほどのものがありました。ぜひ仲間賴信議員が

あれだけの資料を個人で集めることは並大抵のことではなかったと思いますが、市長ぜひ国や関係機関へ

協力をよろしくお願いいたします。 

  答弁を聞いて再質問をします。よろしくお願いします。 

◎建設部長（下地康教君） 

  竹原地区区画整理事業における竹原１号線の整備において、地域住民の皆様方の説明会等をですね、行

っていただきたいというご質問だと思います。我々としましては、これまで竹原１号線の整備につきまし

ては平成25年度の工事着手前にですね、地域の皆様方には説明会を通して説明をしているところでござい

まして、それで工事を着手してからもですね、個別に地権者の皆様方には補償の説明をしてきております。

しかし、その補償の説明の内容にですね、ご納得いただいていない方々も実際いらっしゃいます。そうい

う方々に対しましてはですね、また今後も十分な説明をしながらですね、事業のご理解をお願いしていき

たいというふうに考えております。 

◎観光商工局長（下地信男君） 

  八重山に追いつき、追い越せという激励の言葉いただきました。実態はですね、平成25年度の入客数、

八重山地区は92万人でした。それに対して宮古島40万372名でしたかね、大変大きな差があります。基本的

にその違いの差というのはですね、航空便の乗り入れも石垣は約倍です。それから、宿泊、収容人数です

ね、ホテル数も約倍あります。そういう受け入れキャパの問題はあるにしてもですね、やはり宮古島の観

光資源というのは石垣市に負けないすばらしいもの持っていると思います。平成24年度から一括交付金を

活用してその魅力を発信すべく観光プロモーション事業に力を入れております。今後これらのプロモーシ
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ョンの効果をですね、効果が必ず出てくると、あるいはその効果は出さなければいけないというふうに思

って取り組んでおります。これからも頑張ってまいります。ご指導、ご鞭撻をよろしくお願いします。 

◎生涯学習部長（垣花徳亮君） 

  陸上競技場の使用に関しての団体使用料でございます。これは、アマチュアスポーツ並びに体育レクリ

エーションの普及、振興のために使用する専用でございます。入場料を徴収する場合と入場料を徴収しな

い場合の２つのほうに分かれておりますので、よろしくお願いします。 

  まず、入場料を徴収する場合、競技団体、これは宮古島市体育協会並びに同協会に加盟する団体、それ

から学校、これ大学を含む団体でございます。これ４時間で5,500円となっております。それから、それ以

外の団体の場合は１万1,000円となっております。それから、入場料を徴収しない場合、競技団体及び学校

については４時間で2,500円、それ以外の団体については5,000円となっております。 

◎下地勇德君 

  答弁ありがとうございました。これで一般質問を終わりたいと思います。 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  これで下地勇德君の質問は終了いたしました。 

  本日の会議は、この程度にとどめ、延会いたしたいと思います。これにご異議ありませんか。 

                 （「異議なし」の声多数あり） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  ご異議なしと認めます。 

  よって、本日の会議はこれにて延会いたします。 

                                     （延会＝午後３時53分） 



平 成 26 年 

第４回宮古島市議会(定例会)会議録 

 

 

６月19日（木）  ４日目 

（一 般 質 問） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 



- 159 - 
 

平成２６年第４回宮古島市議会定例会（６月）議事日程第４号 

 

平成２６年６月１９日（木）午前１０時開議  

 

日程第 １  一般質問 

 

◎会議に付した事件 

    議事日程に同じ 



- 160 - 
 

平成２６年第４回宮古島市議会定例会（６月）会議録 

 平成２６年６月１９日 

                                      （開議＝午前10時10分） 

◎出席議員（２６名）                            （延会＝午後２時38分） 

 

議   長（４ 番） 

副 議 長（１７〃） 

議   員（１ 〃） 

  〃  （２ 〃） 

  〃  （３ 〃） 

  〃  （５ 〃） 

  〃  （６ 〃） 

  〃  （７ 〃） 

  〃  （８ 〃） 

  〃  （９ 〃） 

  〃  （１０〃） 

  〃  （１１〃） 

  〃  （１２〃） 

 

眞榮城 德 彦 君 

佐久本 洋 介 〃 

濱 元 雅 浩 〃 

粟 国 恒 広 〃 

下 地 勇 德 〃 

上 地 廣 敏 〃 

平 良 敏 夫 〃 

國 仲 昌 二 〃 

上 里   樹 〃 

仲 間 賴 信 〃 

高 吉 幸 光 〃 

仲 間 則 人 〃 

西 里 芳 明 〃 

 

議   員（１３番） 

  〃  （１４〃） 

  〃  （１５〃） 

  〃  （１６〃） 

  〃  （１８〃） 

  〃  （１９〃） 

  〃  （２０〃） 

  〃  （２１〃） 

  〃  （２２〃） 

  〃  （２３〃） 

  〃  （２４〃） 

  〃  （２５〃） 

  〃  （２６〃） 

 

嵩 原   弘 君 

棚 原 芳 樹 〃 

新 城 元 吉 〃 

亀 濱 玲 子 〃 

下 地   明 〃 

垣 花 健 志 〃 

富 永 元 順 〃 

平 良   隆 〃 

前 里 光 惠 〃 

山 里 雅 彦 〃 

池 間   豊 〃 

下 地   智 〃 

新 里    聰 〃 

 

◎欠席議員（０名） 

 

◎説 明 員 

 市       長  下 地 敏 彦 君  上 下 水 道 部 長  砂 川   嚴 君 

 副   市   長  長 濱 政 治 〃  会 計 管 理 者  宮 国 高 宣 〃 

 企 画 政 策 部 長  古 堅 宗 和 〃  伊 良 部 支 所 長  川 満 勝 彦 〃 

 総 務 部 長  安谷屋 政 秀 〃  消   防   長  来 間   克 〃 

 福 祉 部 長  譜久村 基 嗣 〃  教   育   長  宮 國   博 〃 

 生 活 環 境 部 長  平 良 哲 則 〃  教 育 部 長  奥 原 一 秀 〃 

 観 光 商 工 局 長  下 地 信 男 〃  生 涯 学 習 部 長  垣 花 徳 亮 〃 

 振 興 開 発 
プロジェクト局長 

 友 利   克 〃  企 画 政 策 部 次 長 
兼 企 画 調 整 課 長 

 垣 花 和 彦 〃 

 建 設 部 長  下 地 康 教 〃  総 務 部 次 長 
兼 総 務 課 長 

 砂 川 一 弘 〃 

 農 林 水 産 部 長  村 吉 順 栄 〃  財 政 課 長  仲宗根   均 〃 

 

◎議会事務局職員出席者 

 

事 務 局 長 

次       長 

補 佐 兼 議 事 係 長 

 

上 地 栄 作 君 

伊 波 則 知 〃 

友 利 毅 彦 〃 

 

議 事 係 調 整 官 

議   事   係 

 

 

仲 間 清 人 君 

下 地 博 正 〃 

 



- 161 - 
 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  これより本日の会議を開きます。 

                                     （開議＝午前10時10分） 

  本日の出席議員は、26名で全員出席であります。 

  本日の日程は、お手元にお配りした議事日程第４号のとおりであります。 

  この際、日程第１、一般質問について、昨日に引き続き質問を行います。 

  本日は、上里樹君からであります。これより順次質問の発言を許します。 

◎上里 樹君 

  日本共産党の上里樹です。通告に従いまして一般質問をさせていただきます。 

  まず最初に、自衛隊についてですが、12日午後、武田良太防衛副大臣が来島しまして、宮古島市役所で

平良庁舎を訪れて市長に面会をいたしました。そこで、お伺いいたします。 

  まず、自衛隊の配備についてですが、宮古島市への自衛隊配備について事前に関係機関や関係者から働

きかけ、そういったものはなかったのかどうか、まずそれをお伺いします。 

  次に、武田良太防衛副大臣の市長への説明の内容についてですけども、まず１点目に、市長に対し、ど

のような説明があり、市長はどのような対応をなさいましたか。 

  ２点目に、宮古島市の観光産業の振興と自衛隊配備との関係について市長はどのようにお考えなのか。 

  ３点目に、６月23日、慰霊の日です。宮古島市は、核兵器廃絶平和都市宣言、これを行っている自治体

です。その中で次のようにうたっておりますけれども、「先の大戦において、多くの命が失われた過酷な

体験を忘れることなく、平和の尊さを後世に伝えていかなければなりません。宮古島市では、すべての国

の核兵器の全面廃絶と軍備縮小を強く訴え、人類の永遠の平和を希求し」と高らかに宣言しています。こ

の理念を生かすべきだと考えますけども、市長はどう受けとめておられますでしょうか、お伺いします。 

  次に、宮古空港についてですけども、まず１点目に、去る18日に米軍機が３機宮古空港に飛来しました。

嘉手納基地所属の米軍機３機が飛来したといいますけども、空港利用の目的は何だったのか。 

  ２点目に、米兵22人が市内の某ホテルで宿泊したと聞いていますけども、米兵は検疫を受けたのでしょ

うか。 

  次に、財政についてお伺いします。まず、１点目に、財政計画についてですけども、大型公共事業によ

る市民負担分、これまでで明らかになっていますけども、26億円になるということで驚いています。事業

を見きわめて、ドームのような事業、これはやめて地方債残高を縮減すべきだと考えます。本市の2014年

度までの中期的財政計画では公債費は毎年31億円程度を予定しております。ピーク時の41億円というのは、

どのような自主財源、これを想定しておられますかお伺いします。 

  ２点目に、上野地域の旧焼却炉撤去のように、一括交付金事業が認められずに単独事業になった、その

事業件数と金額はどのようになっていますかお伺いします。 

  次に、合併算定がえの終了に伴う交付税措置対応についてお伺いします。まず１点目に、総務省は、2014年

度から合併市町村にかかわる普通交付税の算定方法を見直すことを決めています。その内容はどのような

ものなのかお伺いします。 

  ２点目に、これまで実施した職員の削減による人件費の総額、これは幾らになっているのか。それから、
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基金のため込みの総額は幾らになっているのか。今回の見直しによって、いわゆる総務省の2014年度から

の合併市町村にかかわる普通交付税の算定方法を見直すことに伴ってため込んできた基金、これを住民の

要求実現に活用すべきと考えますけども、いかがでしょうか。 

  次に、福祉行政についてお伺いします。医療・介護総合法案についてですけども、これは法案ではなく

て国会をきのう通過しています。地域医療・介護総合保健推進法は、我が党の追及でこの間の２割負担の

根拠も崩れています。それなのに審議を打ち切って、18日、きのうの午前の参議院の本会議で採決が強行

されました。自民、公明の与党の賛成多数で可決成立しています。 

  そこで、お伺いしますが、まず１点目に、この法律は介護保険制度をどう変更するのか。 

  ２点目に、介護保険から外される要支援者へのサービスは、要介護状態に陥ることを防ぐ重要な役割が

あります。要支援者の訪問介護、通所介護を地域支援事業に移行した場合の影響、これは本市でどのよう

にあらわれるのかお伺いします。 

  ３点目に、特別養護老人ホーム新規入所者は、原則中程度の要介護度３から５の人に限定されることに

なります。その影響はどうなりますか。 

  ４点目に、特別養護老人ホームの待機者は現在何人か。それから、増設を第６次宮古島市高齢者福祉計

画、このプランに入れるべきだと考えますけども、いかがでしょうか。市長のご見解をお伺いします。 

  ５点目に、一定以上の所得のある人の利用料、これを２割に引き上げた場合の影響はどうなりますか。 

  ６点目に、介護保険料を払っている住民が認定そのものから除外される受給権の侵害を許してはならな

いと考えます。いわゆるこれまで受けられていたサービスが受けられなくなる、保険あって介護なしとい

うことは介護保険法のスタートの時点から懸念されたことです。このようなことが現に起こり得る状態が

想定されます。市長のご見解をお伺いします。 

  次に、市の施設の管理についてですけども、宮古島市の公設市場についてお伺いします。まず１点目に、

市場が完成して３年になります。完成して間もなく壁にひび割れが発生して雨漏りが続いている状態です。

市は、テナントの責任で補修するようにと言って対応していないということです。市の管理する施設であ

り、直ちに補修すべきと考えますけども、いかがでしょうか。 

  ２点目に、テナントの電気料金や賃貸料、これを月々請求し、納付書を発行するように市にテナントの

方々が要求してきたといいます。しかし、市はそれに応えず、年度末に１年分請求しています。これでは

払いたくても払えないという悲鳴がテナントの方々から上がっています。なぜそのような請求になってい

るのかお伺いします。それから、滞納したときの延滞金の扱い、どうなるんでしょうか。このような問題、

直ちに改善すべきと考えますが、いかがでしょうか。 

  ３点目に、空き店舗の問題ですけども、今この空き店舗が消費税増税後客足がぐんと減ったと言われて

いますけども、それに追い打ちをかけるように活気がない、そういう状況を空き店舗が一番に醸し出す、

そういう状況があります。現在の空き店舗は何店舗になっているのかお伺いします。なぜ公募しないのか、

そのことについてもお伺いします。 

  最後に、平良庁舎についてですけども、各課のフロアマット、この張りかえが職員の手で去年からこと

しにかけて行われました。張りかえをしたフロア、課内の職員はみんな気持ちよくなったと言って喜んで

はいますけども、その張りかえの理由は何なのか。職員の手でやっている理由は何なのかお伺いします。 
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  以上お伺いして再質問をさせていただきます。 

◎市長（下地敏彦君） 

  自衛隊関連についてお答えをいたします。事前に働きかけがあったかということでありますが、事前の

働きかけはありませんでした。 

  次に、市長は武田良太副大臣に対し、どのような説明をし、どのように対応したかということでありま

すが、国は新しい防衛大綱、中期防において、自衛隊配備の空白地域となっている島嶼部への部隊配置等

により防衛体制の充実強化を図るとしています。これを受け、武田良太防衛副大臣から宮古島も含めた対

象地域の調査のため、現地調査を行いたいとの申し入れがありました。調査対象地域は、沖縄県の先島地

域と鹿児島県の奄美群島地域とのことでした。現状において沖縄周辺地域で現実に進行している国際情勢

を勘案したとき、数多くの島々から成り立っている我が国の島嶼防衛を充実させることは、市民の生命、

財産等を守る観点から必要であると考え、そのようにお答えをいたしました。その一環として宮古島市を

対象に調査したいとのことであり、その内容については今後調整したいとお答えをいたしました。 

  次に、自衛隊配備によって観光客が落ち込むのではないかということでありますが、本市への入域観光

客数は昨年に引き続き40万人に達しており、今年度の４月、５月も昨年度の同月を上回り、好調に推移し

ております。自衛隊の配備が観光客の入域に影響するということですが、既に本市には上野地区に航空自

衛隊の宮古島分屯基地があり、第53警戒隊が配備されていますが、それによる観光入域客への影響は特に

感じておりません。もし自衛隊が配備されることにより観光客が減少することを懸念しているというので

あれば、現に多くの部隊が配備されている沖縄本島に年々多くの観光客が増加していると、こういう現象

をどういうふうに考えればいいのでしょうか。 

  次に、慰霊の日についてであります。宮古島市は、戦争で多くの生命が失われた苛酷な体験を忘れるこ

となく、平和のとうとさを後世に伝えていくために、核兵器廃絶平和都市宣言を行いました。その実現に

向け、市民の一人一人が平和で安全な環境のもと、幸せな生活を営むことができるように、関係自治体と

力をあわせ、核兵器のない平和な世界の実現に向けて取り組んでまいりたいと思います。 

◎副市長（長濱政治君） 

  上野地域の旧焼却炉撤去のように、交付金事業と認められなかった場合の事業数と金額はどのようにな

っているかという質問でございます。沖縄振興特別推進交付金、いわゆる一括交付金での事業化が認めら

れずに単独事業で実施している事業は、平成25年度で１件ありました。また、平成24年度には59件、３億

9,231万5,000円です。平成24年度は、特に一括交付金制度の創設初年度のため、自由に使える交付金制度

ということで多くの事業を計画いたしましたが、その事業が一括交付金制度になじむのか、そうでないの

かについての理解が十分ではなく、当初予算で計上した事業で同交付金になじまない事業がかなり出てお

りました。 

◎総務部長（安谷屋政秀君） 

  まず、財政計画の中で公債費はどうなっているかという質問だと思いますので、お答えしたいと思いま

す。宮古島市の中期財政計画は、平成22年度から平成26年度までの５カ年間で計画が策定されており、現

在２期目の中期財政計画の策定に向け、取り組んでいるところであります。第１期の中期財政計画におけ

る公債費の額は、借入金の繰り上げ償還を積極的に行いながら元利金の抑制を図ることとして、公債費の
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計画書を策定しております。公債費に充てる財源としましては一般財源を見込んでおり、今後財政運営並

びに財政計画においても人件費、単独事業の見直し、公共施設等の効率的な管理運営を実施し、財源を捻

出していくことになると思います。 

  次に、合併算定がえの終了に伴う交付税の対応について、総務省がその算定がえについて見直すという

ことを決めておりますので、その内容についてお答えしたいと思います。総務省は、合併市町村において

災害時の拠点としての支所の重要性が増すなど、合併時点では想定されなかった新たな財政需要が生じて

おり、これらに対応するため、平成26年度普通交付税の算定方法を改正しております。 

  まず、１点目に、消費税、地方消費税率の引き上げに伴う社会保障の充実分など地方負担額について普

通交付税の算定に算入することとしております。２点目に、人口を基本とした上で、各地方公共団体の行

革努力や地域経済活性化の成果指標を反映することとしております。３点目に、地方財政計画の特別枠、

地域経済基盤強化雇用等対策費に対応し、算定することとしています。４点目に、合併により市町村の支

所の数を勘案した変化に対応した交付税算定を行うこととしております。まだ現在のところその額につい

ては確定しておりません。まだ連絡も入っておりません。 

  それと、合併時の職員の数とその金額と基金についてお答えしたいと思います。宮古島市の職員の数は、

市町村合併後の平成18年４月１日現在で1,031名、平成24年４月１日現在で837名となっており、この７カ

年間で職員の削減は194名となっております。人件費の総額は、平成18年度決算において81億8,000万円、

平成24年度決算では73億9,000万円となっており、７カ年間で約７億9,000万円削減されております。平成

24年度決算における財政調整基金残高は約44億2,300万円であります。 

  基金の活用につきましては、合併算定がえ終了後、地域活性化のための事業の実施、インフラ整備等の

実施、また住民福祉並びに災害時の市民への対応として活用すべきだと思っております。 

  次に、平良庁舎のフロアマットの張りかえについて、なぜ職員の手で行われたかという件にお答えした

いと思います。平良庁舎は、建設以来22年余が過ぎております。フロアマットについても衛生的でなく、

ほこりがたまりやすく、健康的でないため、職場の環境を考慮し張りかえました。まず、試験的に３階部

分のフロアマットを交換しようということで業者のほうに見積もりを依頼したところ、約230万円ほどかか

るということになりまして、それとフロアマットについては張りかえが簡易で容易であるということで、

まず３階を試験的に職員でやってみようということで張りかえしたところ、原材料費で差額が約100万円ぐ

らい浮きましたので、やはり職員でできるものについてはやろうということで、３階のほうでまず試験的

にやってみました。これを１階から５階までやるとなると約500万円の差額が出てきます。それで、フロア

張りかえてみたいという課があれば、自主的に張りかえたいというのであれば、それについては原材料費

を支給しますよということで、その張りかえを職員のほうでやっております。 

◎福祉部長（譜久村基嗣君） 

  地域医療・介護総合確保推進法は、昨日成立をいたしました。国においては、同法の施行について政令、

もしくは詳細なガイドラインにまとめることとしております。本市においては、地域医療・介護総合確保

推進法及びガイドラインの内容を精査し、利用者の利益が守られるよう取り組みたいと考えております。

その中で、地域医療・介護総合確保推進法に関係する５つの質問がありますけれども、これは、今成立し

た段階で県、あるいは市への通達、あるいは文書などがまだ届いていませんので、詳しいことについては、
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そのガイドラインを見て、これからまた主管課長会議とか開催すると思いますので、そのときに研究を重

ねまして情報の発信はしたいと思っております。 

  その中で、法令と関係しないものが４番目の特別養護老人ホームの待機者何人かということ、それから

６次の宮古島市の高齢者プランに入れるべきではないかということについてお答えいたします。本市に設

置されている特別養護老人ホームは４カ所で、定員は４カ所合計で210人となっております。沖縄県の調査

によりますと、平成25年10月現在の本市の待機者は16人となっております。地域の施設の増設については、

沖縄県の介護保険事業計画に基づき、設置されていることから、今後も本市の第６期介護保険事業計画策

定委員会の中において論議をし、他地域との比較検討などを行い、対応してまいりたい、判断してまいり

たいと考えております。 

◎建設部長（下地康教君） 

  まず、１点目、18日に嘉手納基地所属の米軍機３機が宮古空港に飛来をしました。空港の利用の目的は

何でしょうかということでございました。５月18日15時40分ごろ、管制塔より、フィリピンから嘉手納基

地へ帰還中の回転翼機ＨＨ60Ｓ３機のヘリが天候不良をもって緊急に宮古空港を利用したいとの要請があ

り、同日15時56分に緊急着陸をしております。 

  次に、２点目ですけれども、米兵22名が某ホテルで宿泊したと聞いていますが。米兵は検疫を受けたの

かどうかというご質問でございました。宮古空港は、検疫職員が常駐していない非検疫空港となっており

ます。今回の米軍機の緊急着陸は、休日の夕方に行われ、米軍機３機は全て翌日９時11分に離陸したため、

検疫は受けておりません。翌19日１便にて那覇検疫所の職員が来島しまして、米軍乗組員と濃厚に接触し

た人たちと面談及び健康チェックを行ったということを検疫所から報告を受けております。 

◎観光商工局長（下地信男君） 

  宮古島市公設市場の管理について質問をいただきました。まず、公設市場の使用料及び電気料金につい

てでありますが、使用料については毎月納付書を送付いたしております。電気料金につきましては、Ａ棟

１階に関しましては、一旦市で支払いを行いまして、その後、個メーターを各店舗に設置して、使用した

電気使用量に応じて料金を算出して市から入居者へ請求する、そういう仕組みをとっております。平成25年

度までは、１年分を４回に分けて請求しておりましたが、今年度からは入居者の負担を考慮して毎月納付

書を発行する仕組みに改善しております。 

  それから、１年分の請求があったという話ですが、年に４回に分けて請求しておりました。ただ、年度

を通して未納の者がおりましたので、翌年度の５月に過去１年分の未納の分を一括して請求したと、その

ことを捉えてのご指摘だと思います。 

  それから、空き店舗についてですが、今月現在の時点で屋内の店舗が２店舗、それから青空市場４店舗

が空き店舗になっております。現在今月末の募集に向けて準備を進めております。 

  それから、市場に活気がないというご指摘ですけれども、平成24年の８月にオープンした当時は、入居

者の中からリーダー的な存在の方がいらっしゃいまして、市場の活性化に向けて取り組むという思いでス

タートしたということを聞いておりますけれども、なかなかうまく機能していないというのがあるようで

す。今後市場入居者と市で構成する連絡会議を設置しまして、これ今月の30日の予定でしたけれども、い

ろんな課題について協議していく予定をしております。その中で市場の活性化がどういう方法があるのか、
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あるいはどういった計画ができるのか議論してみたいと思っております。 

  公設市場の雨漏りにつきましては、オープン当初からこれまで何度か確認されておりまして、その都度

施設の施工業者に修繕とその対策についてお願いしてきたところです。今月上旬にも雨漏りが確認されま

したので、修繕を依頼するとともに、今後の対策について協議をしております。今後雨漏りが続くようで

あれば、施工業者の責任において全面的な防水塗装を施すということにしております。 

◎上里 樹君 

  再質問をさせていただきます。 

  まず、自衛隊の配備についてですけども、住民の生命、財産を守るために必要と市長はお認めになって

いますけども、中期防の防衛計画、その中身は市長はどのようにご理解していますか。いわゆる沖縄近海

における沖島で今自衛隊と米軍の合同訓練が行われてきましたけれども、その訓練の中身は、いわゆるあ

る国が、要するに敵国が島に上陸していると。その上陸した軍隊からその島を奪還する訓練、いわゆる住

民もろとも巻き込んだ戦闘状態を想定した訓練になっています。ですから、離島を防衛するというんです

けども、こういう戦争になった場合に宮古の住民、これがどうなるのか、そういったことを市長はどのよ

うに想定していらっしゃるのか、そのことをお伺いします。 

  次に、宮古島市の観光産業の振興と自衛隊配備の関係について市長は、順調に観光客は伸びていると、

影響はないとおっしゃいました。けれども、事あるごとにテロが起きる。さらには、安倍晋三首相の暴言

によって旅行者が予定していた旅行をやめるという事態、現に宮古でも発生しています。ですから、こう

いった近隣諸国からの観光客が予定していた宿泊をやめるというようなこと。こういった事態は現に発生

しているわけで、それを市長は、ならば沖縄本島のように年々観光客が増加している現状をどう捉えるか

と、反問権のようなことしていますけども、私は逆にその理由は何なのか市長に問いたいと思います。私

は、そういう緊張状態が高まっている中で、沖縄という地域が特殊だからだと思うんですよね。市長は、

近隣諸国、いわゆる台湾や韓国も赴いています。中国へも渡っています。ですから、平和会議への市長会

への参加もなさっています。ですから、そういう賢明な対応は今後も引き続き頑張っていただきたいと思

いますけども、決して観光振興、これに影響がないという断言はできないと思います。そういう観点から

再度ご答弁お願いします。 

  それから、６月23日、慰霊の日を前にして、宮古島市の核兵器廃絶平和都市宣言について私は、かねて

からこの日の理念を市民に知らせていく、いわゆる後世に伝えていくとうたっているわけですから、理念

をその宣言を周知徹底する必要があると思うんですね。市役所庁舎ロビーで張り出して周知徹底していま

すとおっしゃいますけども、きょうごらんになってください。いつまであの状態をお続けになるのか、私

は非常に嘆かわしい事態だと思います。すっかり紙は色あせています。いつ張り出したんですか、あれ。

何年になりますか。たまには剥がれ落ちている場合もあります。こんな醜い状況を是正して、他の自治体

同様に宣言している、きちんとした宮古島市らしい平和を願う思いを標柱にする、立て看板にする、そう

いう周知徹底をしていくべきだと考えますけども、いかがでしょうか。ただその宣言、これを生かしてい

くということにもなりますけども、積極的な取り組みが必要だと考えますけども、いかがですか。 

  次に、宮古空港の米軍機の使用についてですけども、22名の米兵が某ホテルで宿泊した。宮古空港は検

疫職員が常駐していない空港だと。離陸後に翌日検疫官が来島して、濃厚な接触をした方々の検査をした
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とおっしゃいます。このような空港は、緊急時ですから、仕方がないとしましても、濃厚な接触をするよ

うな、そういうホテル、民間地域に出入りを認めるべきではないと思うんですよね。ですから、こういっ

たことが繰り返されないようにすべきだと思いますけれども、市長は今後どのような対策を講ずるのか。

それから濃厚な接触をしたと疑われる、そういった方々の検査結果はいかがだったのかお伺いします。そ

の検査した方々は何人を検査したのかお伺いします。 

  次に、財政についてですけれども、大型公共事業による市民負担、これについてお伺いしました。一般

財源で公債費は充てるので、一般財源の関係の見直しを徹底するようなお答えでしたけども、脆弱な財政

力、こういう状況の中で特別ないわゆる国の事業、これを受けている自治体ですよね。そういう自治体が

なぜピーク時の41億円というようなことを平気でやってのけるのか。しかも、財政計画からも逸脱するよ

うなことをやっています。この自主財源で本当に対応していけるのか、私は疑問です。 

  かつてトゥリバーの埋め立てをやったときも、後で交付税措置で対応されるから、大丈夫という話でし

た。けれども、その時々の政権によって交付税措置というのは変わってまいります。交付税総額が減額さ

れれば総体的に減ったも同然になるわけですから、全てが交付税措置されるとは思えません。ですから、

このような事業、これはしっかりと財政計画、これに基づいた運用が求められると思います。一般財源で

対応する、そういう方向ですけども、具体的にどのように対応するのか、どういう財源を予定しているの

か、もう一度お答えください。 

  それから、上野地域の旧焼却炉の撤去のように、一括交付金を充てる予定だった工事が当てが外れてし

まったと。２億2,000万円が外れた形なんですよね。こういう事業というのは、それだけでも大きな財政計

画、これに影響が出てくると思います。そういう中で、平成24年度が59件、平成25年度で１件とおっしゃ

いますけども、もう一度お伺いします。いわゆる平成25年度と平成24年度の見直した事業の件数、もう一

度お答えいただいて、総額を明快にお答えください。 

  それから、合併算定がえの終了に伴う交付税措置の対応ですけども、災害時の支所の機能強化のため、

そのとおりです。私は、もっと市の職員、アンテナを張っていただきたいと思うんですよね。一般の市民

でも今では手にとるように総務省の方針というのはわかります。ですから、これがどういう目的で、大体

人口規模に応じてどの程度配分されるかというのは想定されているはずです。しかも、財政担当課には総

務省は説明をしているわけですから、これを本当に総務省が願っている方向で宮古島市にどう生かしてい

くかと、それを今からしっかり検討する必要があると思うんですね。 

  いわゆる合併した自治体が将来の財政難、いわゆる交付税算定がえの終了に伴う、それに対応してため

込みを行っています。宮古島市も例外ではありません。そのため込みは職員の退職金に充てるという目的

も、一番それが大きかったと思います。年次的な計画を持ってそういう目標を持ってやってきた基金なん

ですけども、その基金がもう既に目標額を上回っていると思うんですね、想定したよりも多い退職者によ

って。ですから、そういう目的とした期限をもって前倒しで達成をされている44億円余りあるとおっしゃ

いますけれども、それを地域の振興やインフラ整備や住民の福祉関係、それから災害時に活用していくと

通り一遍にお答えになりました。 

  今多くの自治体で合併後どんな事態があらわれているかといいましたら、一番混乱を招いた本市におい

ての混乱は、国保税の２倍の引き上げでした。大混乱でした。ですから、合併後職員の数が減る、これも
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想定されたことです。今国が年金につなぐ、そのためにその間の任用について条例制定を求めていますけ

ども、こういった事態というのは、合併前の大量の職員の削減、これを考えたら本当にそのかわりの今の

合併算定がえの対応の交付税措置で、これがあるから、よかったと言える状況ではない事態が本市も含め

て全国で起こっているわけですね。こんなはずではなかったと。合併してよかったと言えない状況が全国

で起きている。それを何とかしないといけないという総務省の判断で合併算定がえ、これを緩和措置を講

ずるわけです。いわゆる一番初期の声が弱まってきている、そういったところを災害時を想定しての支所

機能の強化、これには保健福祉事業を一番の重点に置いています。ですから、保健福祉事業の充実強化、

それに基づいて、それに充てる財源として削減を緩和していくというんですね。人口規模に応じてやると

いいますけども、今私資料をテーブルに忘れてまいりましたけども、それに基づくと、大体人口規模で

8,000人に満たない地域であっても、旧自治体がこれは対象になりますけども、宮古島は４自治体あります

から、8,000人以上にならなくても、8,000人以下であっても５億円は削減が緩和されるという私は試算を

いたしております。 

  ですから、これだけの規模で緩和措置がとられる。44億円のため込みがある。これを何のためにため込

んでいくのかというそのことも鑑みて市民の負担軽減、一番の要求は、私どもがとった市議会議員選挙に

伴ってアンケートを実施しましたが、払いたくても払えないという国保税の引き下げです。介護保険料の

引き下げです。固定資産税の引き下げです。こういった市民負担の軽減、それから保育所の待機児童の解

消、こういった部門に充てていくべきだと考えます。その観点からいかがでしょうか。 

  それから、福祉行政についてですけども、法律については通達が来ないから、わからないと。これもア

ンテナを張っていれば大体わかるんですよね。ぜひ想定されることに対して今から宮古島市としてどうす

るのか。計画に生かしていくためにも情報を取り寄せるようにしてほしいと思います。いわゆる今度の法

律によって見直しされるものというのは、要支援の１、２が自治体の事業にかわっていくという大変な問

題なんですよね。いわゆる通所、軽度の要支援１、２のお年寄り向けの訪問介護サービスが国から地方に

移されると。市町村が実施している地域支援事業に新たな名義を設けて、要支援者に見守り、配食、緊急

時の対応など、代替のサービスを提供するというふうに政府、厚生労働省が説明をしています。 

  ですから、再質問でこのことを期待してお伺いしようと思っていましたけども、このサービスの人数に

ついても運営基準についても国は上限を定めています。ですから、思いどおりのサービスを自治体ができ

ない、また自治体の職員もそれに伴わないという実態が現にあります。ですから、上限が定められている、

こういった代替サービスを提供するというふうに言ってもそれが十分に果たせない、そういう自治体間の

格差が出てくるという問題があります。ですから、サービスの内容、これに格差が出るということですよ

ね。ですから、事業の予算も上限を定められるわけですから、思いどおりにいかないという状況が発生し

ます。 

  私が驚いたのは、法律と関係ない特別養護老人ホームの新規入所者というふうに福祉部長がおっしゃい

ましたけども、これは法律で明快にうたわれている事業じゃないですか。いわゆるこれから特別養護老人

ホームの入所者は原則中重度の要介護３から５の人に限る。重大な改変じゃないですか、法律の。ですか

ら、その影響をお伺いしたわけです。ですから、そのプランを待機をなくすという意味で、宮古には16人

とおっしゃいました。その16人を抱えるご家族の苦労を思えば、本当に大変なんですよね。仕事をやめて
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介護をする。もしくはお年寄りがお年寄りを介護するという実態もあります。しかも、ほとんどが低所得

者という状況。こんな中で国は、この３から５の重度を今後は中心に入れていくと言って、そのあぶれた

方々は特別養護老人ホームでサービスつきの高齢者住宅とか、有料老人ホームを受け皿にするといいます

けども、宮古のようなこんな低所得のお年寄りたちがそれを利用できるとは考えられません。ですから、

この施設整備、これをぜひ次の高齢者福祉計画、ここに位置づけるべきだと考えます。市長のご見解を求

めます。 

  それから、市の施設の管理についてですけども、公設市場の問題、完成して間もなく亀裂が入って漏れ

出していると。非常に危険だなと思うのは、コンセントの周辺にひび割れが入って、そこから水があふれ

出ている状況なんですね。ですから、３年もまともな補修ができないでいる。しかも、現場の方々から聞

くと、市はテナントの方々が導入した設備の導入に伴うひびだと言われたというんですね。自己責任で補

修しろと。こんなことでいいんですか。補修をするとおっしゃいましたけども、直ちに業者の責任におい

てやっていただきたいと思います。 

  それから、テナントの電気料金１年分まとめてやってきたと、平成25年度。これでは払えるものも払え

ないと思うんですね。契約がそうなっているのかどうかお伺いします。ですから、こんなやり方で本当に

いいのか。改善を求めたいと思います。このようなことを二度と繰り返さないでいただきたい。そのため

にどうするのか。 

  空き店舗の件お伺いしました。なぜ公募しないのか、これまでできなかったのか、それをお伺いしまし

たけども、今月末公募するとおっしゃいましたけども、私が聞けばテナントが滞納している電気料金やそ

の他の問題があると聞いておりますけども、いかがですか。 

  それから、平良庁舎のマットの張りかえですけども、職員の要求があったのか。それから、もし要求が

あれば労働組合だと思いますけども、その会議録があれば提示してください。それから、その商品はいつ

どこから購入したのかお伺いします。 

  以上お伺いして再質問させていただきます。 

                 （「議長、ちょっと休憩お願いします」の声あり） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  休憩します。 

                                     （休憩＝午前11時00分） 

  再開します。 

                                     （再開＝午前11時04分） 

◎市長（下地敏彦君） 

  まずは、合同訓練についてでありますが、災害時の対応ということで、大規模な災害が起きたときにど

うするかという訓練を常日ごろやっているということはとても大切だと思うんです。したがって、防災の

訓練も毎年やっているわけです。島嶼の防衛についても、当然のように何もやらずにもし協力した場合に

どう対応するかという訓練も全くやっていない中にそういう事態が発生した場合、それをどうするかとい

うことを考えれば、訓練をやっているということは当たり前だというふうに思いますよ。そうでもしなけ

れば危機管理というのはできないというふうに思っております。 



- 170 - 
 

  次に、自衛隊が配備されると観光客が減るんじゃないかということですが、これは直接的にはリンクは

していないというふうに思っております。 

  次に、核兵器廃絶平和都市宣言の話ですが、ちょうどよかったです。これは、私どもは今新しいパネル

をつくっているんです。これを設置場所も今の場所ではなくて、場所を変更してやるということで場所の

調整をしているということですから、これはご理解をいただきたい。 

  それから、嘉手納のパイロットが来た検疫の件についてですが、検疫の検査結果はまだ知らされており

ません。報告がないということであります。空港職員２人も一応ちゃんと検疫官からいろいろと面接を受

けているということであります。 

◎副市長（長濱政治君） 

  平成24年度、それから平成25年度の一括交付金事業が認められずに単独事業になった事業、もう一度と

いうことでございました。平成25年度は１件、事業費で540万円、それから平成24年度59件、３億9,231万

5,000円でございます。トータル３億9,770万円余ということになります。 

◎総務部長（安谷屋政秀君） 

  財政計画についてお答えしたいと思います。 

  平成27年度から平成31年度まで第２次というんですか、第２期目の中期財政計画を計画しておりまして、

その中で財源内訳等いろいろ負担のないような計画を提示していきながら、効率的な財政運営に努めてい

きたいと思っております。 

  それと、基金についてどういう使い道をするかということについては、それは議会の皆さんともご相談

をしながらすることになると思いますので、それについては合併算定がえが終了するまで、しっかりと基

金については積み立てていきたいと。基金の使い道については、これについては合併算定終了後平成28年

以降ですか、それについてはどういうふうに使っていきたいかというものについては具体的に出てくるも

のだと思っております。 

  それと、フロアの張りかえについては、約22年ですか、平良庁舎が建設されて。マットが張りかえもな

い。職員等でいろいろ毎日朝来て掃除機をかけるんですけど、衛生的に非常によくないということと、ぜ

んそく、それとせきがとまらないとか、職員のいろいろ希望がありまして、まずは３階フロアから試験的

にやってみようということで、宮古島市内の業者からまず見積もりをとったところ、約…… 

                 （「労働組合から具体的な要求があったか」の声あり） 

◎総務部長（安谷屋政秀君） 

  これは、職員から具体的な要求がありまして、ちょっとせきがとまらない、ぜんそくぎみだということ

で、かえてほしいという要求がありました。これについては、前からかえてみたいなということで３階か

ら試験的にしました、職員のほうで。張りかえが簡易な作業ですぐ張りかえできますので、原材料を購入

して３階でやったところ、別の課からも自分たちも原材料費を支給してもらえれば張りかえをやりたいと

いうことで、それで張りかえをしてあります。 

                 （「その商品はどこから購入して幾らかかったか」の声 

                   あり） 

◎総務部長（安谷屋政秀君） 
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  宮古の業者から３階部分を購入すると160万円かかりました。それを本土のメーカーから購入すると

130万円かかりましたので、差額は約30万円違っております。 

◎福祉部長（譜久村基嗣君） 

  議員がご指摘している件について私は理解しているつもりですが、ただ今回の法律については経過措置、

要するに今まで例えば介護保険、要介護度の１、２については、もちろん現在特別養護老人ホームに入所

している方もいるわけですよ。ただ、今回の法律は要介護１、２については重症度の高い３以上の方が養

護施設には入れるという法ですけども、じゃ現在入っている１、２の人は出てくださいということじゃな

いんですよ。ですから、こういう形の経過措置がいろいろな項目についてあるので、その経過措置を含め

て、要するに県、あるいは国からの事務説明会、担当者会議などを通して完全な情報提供するという意味

での先ほどの答弁でありました。 

  それから、施設の増設については、もちろん申請は県が行います。これは、県が沖縄県の介護保険事業

計画に基づいての設置ということで、その申請に基づいての認可ということがありますけども、もちろん

既存の市町村、宮古島市についても意見の聴取というのは行いますけども、これについては市としては、

今度平成27年度から始まる第６期介護保険事業計画の策定委員会の中で、増設するかという件については

議論を深めていきたいと思っております。 

◎観光商工局長（下地信男君） 

  まず、公設市場の件ですけども、これまで雨漏りを放置してきたわけではなくて、雨漏りのその都度業

者には補修をするように、原因を究明するようにという話をしてきております。ところが、なかなか原因

が特定できないという状況にありまして、その中でテナント入居者の皆さん方がシンクを設置する、そう

いった場合に独自に壁に穴をあけてやっているという状況がありました。ただ、その辺は雨漏りがないよ

うにというふうな対処をお願いしているということがありましたので、一方的に雨漏りをテナント入居者

の皆さん方が責任持ってやれという話ではございませんでした。 

  それから、電気料等につきましては、年４回に分けて納付書を発行して請求しておりました。ただ、１

年に１度という話は、年度通して未納のもの、未払いのものについては、翌年度の５月に前年度分の未納

の分について一括請求してきたということがありました。そういうことを捉えての１年分の請求だと思わ

れます。 

  それから、空き店舗についてなぜ入居募集を行わないのかという話ですが、屋内の２店舗につきまして

は、ことしの３月と５月に退去しております。入居者の中から、これは室内のですけども、取り扱う品物

がどうも同じような、似たようなものが多いと。ちょっとバラエティーに乏しいんじゃないかと。もっと

多品目陳列されるように、もっと異業種の方々の入居はできないかと、市のほうに検討してくれという申

し出がありまして、それをどういうふうにして取り扱っていくかということに多少時間がかかりました。

これは、今月30日の連絡会議の中でどういった方向がいいのかというふうに検討していきたいと、方向性

を出していきたいと思います。 

  それから、自衛隊の配備と観光客の影響ですけども、現に上野に分屯基地がありまして、その中でも観

光客がふえていく状況にあります。それから、市が実施しました観光客に対する満足度調査の中でも、特

に自衛隊を危惧するような回答はございませんでした。特に影響はないものと思っております。 
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                 （「休憩お願いします」の声あり） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  休憩します。 

                                     （休憩＝午前11時15分） 

  再開します。 

                                     （再開＝午前11時17分） 

◎上里 樹君 

  再々質問させていただきます。 

  新しいパネルをつくっていると、核兵器廃絶平和都市宣言の。どういうものか期待しています。 

  それから、たくさんありますけども、福祉行政についてですけど、特別養護老人ホームの待機解消のた

めには、ほとんどが低年金で困窮している方が特徴だと思いますので、こういう方々が最後まで入居でき

る施設というのは特別養護老人ホームしかないと思うんですね。ですから、その計画をしっかりと増設に

向けた施設計画をやっていただきたいと。国庫補助の復活と用地取得への支援を国に対してもあわせて要

求していただきたいと思います。消費税を増税しました。それが全てを社会保障に使うと言いましたけど

も、使われているのは結局は国土強靱化計画の名による巨大開発、それから自衛隊を海外で戦争できる軍

隊に改造する、今南西諸島の軍隊の強化です。そういったことで社会保障に回っていないというのが現状

です。こういったことでは社会保障の基盤が壊れて、税収も減って財政再建も不可能になるということを

指摘して、最後に、それを打開する道がきちんとあること、このことを指摘して一般質問を終わらせてい

ただきます。 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  これで上里樹君の質問は終了いたしました。 

◎山里雅彦君 

  12時までに終わってくれということで西里芳明議員が目で合図しておりますので、努力したいと思いま

す。あしたの今ごろには、ワールドカップサッカーの決勝リーグ進出なるかどうかの大事なギリシャ戦が

あります。１試合目は、残念ながら逆転負けということで、本田圭佑選手の左足の強烈シュートで先制し

ましたが、相手のヘディングシュート、頭を使って２点とられました。ギリシャの平均身長も180以上ある

らしいんですよ。思うんですが、市長、ヘディングシュートでは0.5点ぐらいにして、できないでしょうか

ね。そうしたら、１対１で１試合目は引き分けになったんじゃないかと思いますが、そうであっても私の

予想では３対１ぐらいで勝つと思うんですが、どうですか、市長。副市長、何か違う意見持っているよう

ですね。 

  それでは、通告に従いまして私見を交えながら一般質問を行ってまいります。初めに、提案されている

エコアイランド宮古島の推進に関する条例についてでありますが、この件については、前里光惠議員初め

多くの議員の皆さんも質問しております。確認しながら取り上げていきたいと思いますので、しっかり答

弁していただきたいと思います。 

  本市は、平成20年３月にエコアイランド宮古島宣言を行っており、その翌年の平成21年には環境モデル

都市として国から認定を受けております。今回提案された条例は、エコアイランド宮古島の実現に向け、
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島の豊かな自然環境を守り、限りある資源を活用した持続可能な成長を目指し、宮古島にかかわる全ての

人や団体が一体となった取り組みを推進し、エコアイランド宮古島の具現化に資することを目的にした今

回の条例の制定であるということであります。今後ＣＯ２削減などの環境へ配慮した多くの取り組みを進

めていくことになりますが、次の２点についてお伺いしたいと思います。 

  今回提案されている条例第４条に市民の役割とありますが、本市が目指すエコアイランド宮古島の実現

に向けた取り組みについて、市民が身近にできるエコ活動はどのようなことがあるのか。そのエコ活動に

ついて市民の声がありましたので、わかりやすく説明していただきたいと思います。 

  次に、２点目に、同じく条例第５条、事業者の役割とありますが、エコアイランド宮古島の実現に向け

た事業者の身近に手軽にできる取り組み、エコ事業活動についても同じようにお伺いしたいと思います。 

  次に、宮古空港の整備計画についてであります。本市や関係各団体の誘致活動により実現した韓国アシ

アナ航空のチャーター便が、昨年からことしにかけて４度運行しております。そのことから、国際線受け

入れ態勢、ＣＩＱ整備が急がれる中、本市の要請に対し、県は本年度に実施計画を行い、平成27年度には、

来年度ですね、ＣＩＱ施設を整備するとしております。そして、駐機場や待合室等の拡張整備については、

利用状況見ながら前向きに検討するということであります。しかしながら、今現在でも手荷物チェックカ

ウンターとか、待合室等は、時間帯によっては足の踏み場もないぐらい混雑しております。ＣＩＱを設置

し、そして外国からの観光客がチャーター便等でやってくると、今以上の混雑が予想されると思いますが、

市民や観光客の皆さんがスムーズにゆとりを持って利用できるように、ＣＩＱ設置計画と並行して駐機場

や手荷物チェックカウンター、待合室等の整備が必要だと思いますが、市の取り組みや進捗状況について

お伺いしたいと思います。 

  次、農業振興について。農業に関する本市が行う助成事業、補助事業の通年を通した事業の実施状況、

受け付け年月日等のですね、それを記した情報パンフレット等の作成事業についてでありますが、農家の

所得向上と生産量の拡大を図るため、サトウキビ生産については、最近では株出し面積等がふえていると

いうことで株出し管理機作業の補助事業、そしてサトウキビ病害虫防除補助事業、緩効性肥料購入補助事

業、そして一般質問初日で下地明議員が取り上げていました緑肥補助事業などあります。そして、野菜、

果物などの園芸作物に関しては、園芸施設設置補助事業、農業用廃プラスチック処理補助事業、それから

６次産業化、本市が進めています芋の病害虫防除補助事業、多数そういったメニューがあります。 

  農家の声がありましたので、そこでお伺いしますが、本市が行う農業振興に関する助成事業、補助事業

の受け付け時期、配付時期等の実施状況が、１年を通して市民が一目でわかることのできるような情報パ

ンフレット等の作成事業はできないかお伺いします。 

  次に、教育行政についてでありますが、宮古島市立小中学校のプール施設についてでありますが、数年

前まではプール整備計画については、教育委員会としては安全面を考え、校舎の耐震化を優先して取り組

み、その後に徐々に整備していくということでありました。そして、昨年の９月定例会においては、本市

の小中学校では24校にプールが整備されているが、久松小学校の築39年を最高に６校のプールが築30年以

上となり、全体的に老朽化が進み、改築時期に来ているということでありました。教育委員会としては、

学校プール整備の方針を改め、検討する必要があると、そのときはしておりました。 

  そして、去った３月定例会において粟国恒広議員の質問に対して、教育委員会としては、従来の学校ご
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とに整備するという計画を改め、効率的なあり方を検討していきたいと答弁しております。そこで、お伺

いしますが、１点目に、宮古島市立小中学校のプール整備計画について、今現在教育委員会はどのように

考え、どのような方向性で取り組もうとしているのかお伺いしたいと思います。 

  ２点目に、全体で24校プールが整備されておりますが、その１年間における各小中学校のプール管理委

託料、水道代なども含めてどのようになっているのかお伺いしたいと思います。 

  ３点目に、各小中学校における年間の子供たちのプール使用日数時間等についてもお伺いしたいと思い

ます。 

  次に、市陸上競技場の施設利用について４点ほどお伺いします。この件に関しては、一般質問初日に下

地明議員、昨日も下地勇德議員から質問があり、重なる項目も幾つかありますが、再質問以降、棚原芳樹

議員得意の角度を変えて取り上げていきたいと思いますので、しっかり答弁していただきたいと思います。 

  まず、１点目に、先月末に開幕したインターハイ、県陸上予選を控えた高校生、地元アスリートたちが

大事な調整期間中、市営陸上競技場が利用できなかったということですが、なぜ利用できなかったのか、

その説明をしていただきたいと思います。 

  ２点目に、年末年始も同様に県外の大学や実業団チームが当宮古には数多く訪れております。年末年始

も陸上競技場の利用を望んでいるようですが、利用できるときと利用できないときがあるということであ

りますので、なぜ利用できないのか、その点についても説明していただきたいと思います。 

  ３点目に、平成25年度から今年度にかけて市陸上競技場を利用した県外の陸上、駅伝、その関係、宮古

島に合宿した大学、実業団、個人の利用状況についてもお伺いします。 

  そして、４点目に、陸上競技場施設内に市陸上競技協会の運営事務所設置についてでありますが、ほと

んどの学区対抗陸上競技大会は、タータン整備がされている全天候型の陸上競技場で行われております。

今現在市陸上競技協会の窓口といいますか、受付は、その協会の役員を勤める方々の職場などが窓口とな

っているようであります。大変不便を来しているようでありますので、ぜひそういう大会が行われる市営

陸上競技場施設内に陸上競技協会の運営事務所は設置できないかについてお伺いします。 

  次に、スポーツ振興大使、これは仮称でありますが、創設についてでありますが、スポーツアイランド

に取り組む本市には、毎週のようにプロ野球オリックスを初め社会人、大学、高校野球、マラソン、駅伝、

陸上、実業団、大学関係チーム、そしてサッカーなど数多くのアスリートの皆さんが来島しております。

経済効果、活性化の面でも、それと地元のアスリートの競技力の向上にも多大な影響を及ぼしていると思

いますが、今後スポーツキャンプ宮古島、オリンピックもあることですから、そしてスポーツアイランド

宮古島をより一層推進していくためには、発信力のある宮古島・スポーツ振興大使の創設といいますか、

任命といいますか、必要だと思いますが、いかがでしょうかお伺いしたいと思います。 

  最後に、道路行政についてであります。みどり推進課前道路、袖山１号線らしいですね。その冠水対策

についてでありますが、ことしもこれまで何度もその場所ですね、大雨によって道路が冠水、そして通行

どめや市民の車等が立ち往生するなど、大変利用者に不便を来しております。ことしも今現在重機等を使

い、掘削して捨て石を投入して、現在対応しております。しばらくするとですね、同じようの泥水等が流

れ、目詰まり状態を起こして、毎年のように同じように道路が水没状態になります。ぜひ市民の安全面を

考えても抜本的な取り組み、対策が必要だと思いますが、いかがでしょうかお伺いします。 
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  以上、答弁を聞いて再質問を行います。よろしくお願いします。 

◎企画政策部長（古堅宗和君） 

  エコアイランド宮古島の推進に関する条例についてのご質問でございました。本条例の前文において、

私たちは、日常生活において環境への負荷軽減に努めることを心にとどめなければならないとしており、

また環境へ配慮した社会の構築を目指した取り組みを進めていくことが求められているとうたっておりま

す。宮古島にかかわる全ての人々が一体となり、努力する必要があるとしております。そのような趣旨の

もと、市民の役割につきましては、日常生活の中で、また事業者の役割につきましても、事業活動の中で、

エコアイランド宮古島の実現に努めるとうたっており、現在それぞれが行っている清掃活動や植林活動、

それから省エネ対策など種々の環境活動を本条例で位置づけることにより、さらに推進を図っていきたい

と思っております。 

◎農林水産部長（村吉順栄君） 

  まず、１点目、市が行う助成事業、補助事業のパンフレット作成についてお答えします。市の単独事業

は、年度によって新規事業の実施や既存事業の廃止等があり、情報パンフレットを毎年作成するのは予算

的に厳しい面があります。今後は、年度の初めに市の広報誌において１年間のスケジュールを掲載すると

ともに、事業実施の前には、これまでも行っておりますが、行政チャンネルやマスコミ等で周知したいと

考えております。 

  次に、道路行政についてお答えいたします。農道（袖山１号線）は、大雨で冠水被害を受けることは認

識しております。せんだっての５月の大雨でも冠水被害がありましたので、緊急的に浸透池を整備し、対

策してあります。今後は、降雨時の状況を調査し、浸透池の拡大等も含め、補助事業での取り組みができ

ないか検討してまいりたいと思っております。 

◎建設部長（下地康教君） 

  質問の内容は、宮古空港の整備ということで、駐機場や手荷物チェックカウンター、待合室の拡張整備

についての市の取り組みということでございました。現在県の事業計画では、平成28年度にエプロンの拡

張整備を実施する予定となっております。手荷物チェックカウンター、待合室の拡張整備については、県、

市の関係部局並びに宮古空港ターミナルビル株式会社で構成される宮古空港ＣＩＱ等連絡会議におきまし

て、施設の規模、配置計画、整備管理運営のスキーム等について現在協議調整を重ねております。県の予

定としましては、平成26年度上半期内に実施設計を発注し、平成27年度に工事の完了に向けて取り組むと

いうことでございました。 

◎教育部長（奥原一秀君） 

  小中学校プールの整備計画について３点ほどご質問ありますので、一括してお答えいたします。 

  まず、１点目の整備計画につきましては、新築及び改築後において維持管理に多額な経費を要すること

から、実施をしていかない方針でございます。 

  ２点目に、各小中学校の１年間における維持管理の費用ですが、小学校で18校、約1,764万7,000円、そ

れから中学校で６校、996万円、総額で約2,700万円ほど学校プールの維持管理費がかかっているという状

況にございます。これは、平成24年度の決算からの数字でございます。それから、学校プールの１年間の

利用状況ですけども、ほとんどの学校が１学期の授業で利用しており、１学年約10時間程度の利用率とい
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うことになっております。 

◎生涯学習部長（垣花徳亮君） 

  ５点のご質問でございます。 

  まず最初に、ゴールデンウイーク期間中、市陸上競技場が使用できなかった状況について答弁したいと

思います。これまでも下地明議員、下地勇德議員にもお答えしてまいりましたが、宮古島市の体育施設は

市陸上競技場を含めて宮古島市立体育施設の設置及び管理に関する条例に基づき、毎週月曜日、国民の祝

日、年末年始、６月23日の慰霊の日が休場日となっております。しかし、休場日であっても、広く市民が

参加する行事であれば施設は開館しており、祝祭日の開館については、事前に使用許可申請書を提出して

いただければ調整して使用することは可能であります。さきのゴールデンウイークの期間中の使用につい

ては、使用許可申請書が提出されておらず、調整期間が短く、使用を許可することができませんでしたが、

今後はそのようなことがないように、早目の事前調整を行っていきたいと思います。 

  それから、陸上競技場の使用について、きょうの宮古毎日新聞の記事の中で市民に誤解を与えるような

記事が掲載されておりますので、説明をしておきたいと思います。きょうの宮古毎日新聞の下地明議員に

対する答弁書の記事の中で、現行の条例でも事前に使用許可申請をすれば競技場が休みとなる日でも使用

することが可能なので、使用を希望する市民は事前に手続をしてほしいという記事が載っております。現

行の条例では、国民の祝祭日、年末年始は基本的に休場日であります。ただし、特別な理由等により事前

に許可申請書を提出していただき、教育委員会が認めた場合に限り、調整して許可するということであり

ます。その場合も陸上競技場を利用する団体に限られており、個人使用は認めておりませんので、ご理解

をいただきたいと思います。 

  次に、年末年始も陸上競技場の使用を望んでいるが、なぜ利用できないかということであります。市陸

上競技場の利用については、去年も県外の利用団体からは事前に使用許可申請書を提出してもらい、調整

して利用していただいております。今後も同様な流れで対応していきたいと思います。ちなみに、平成25年

度は年末年始の12月28日から１月３日まで三井住友海上陸上部15名が利用しております。 

  次に、平成25年から平成26年にかけて宮古島に合宿した大学、実業団、個人の利用状況についてお答え

をいたします。平成25年12月から平成26年３月までの島外からの使用団体は、７団体で利用者数307名とな

っております。内訳といたしまして、実業団チームが５チーム185名、大学チーム２チーム122名、個人利

用については、券売機を利用しておりますので、実態が把握できておりません。 

  それから、次に、陸上競技場施設内に市陸上競技協会の事務所が設置できないかということでございま

す。事務所設置については、行政財産使用許可申請書を提出していただいておりますが、書類の不備があ

りまして、許可、不許可の決裁ができていない現状です。書類が整い次第早急に対応したいと考えており

ます。 

  それから、次に、宮古島・スポーツ振興大使の創設についてでございます。宮古島市は、平成22年７月

１日に宮古島大使設置要綱を制定しており、議員提案のスポーツ振興大使も認証できると考えております。 

◎山里雅彦君 

  再質問を行います。 

  まず、エコアイランドについてでありますが、宮古島在住でいろんな事業者の方々からエコアイランド
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に関する投稿とか、いろんなのがあります。紹介したいと思います。エコアイランド宮古島が市民や観光

客に浸透していないという厳しいご意見があります。それを踏まえて１点だけ質問したいと思います。エ

コアイランドＰＲということで、これまでエコアイランド宮古島ＰＲ館、仮称でありますが、前里光惠議

員がエコパーク宮古ということでありましたので、それをバイオエタノール製造施設の敷地内に設置とい

うことでこれまでありましたが、今現在どのようになっているのかお伺いしたいと思います。 

  次に、宮古空港の市の取り組み、進捗状況についてでありますが、ここに県紙で観光新世紀という、韓

国から需要を取り込むということで韓国アシアナ航空のチャーター便の状況があります。ＣＩＱ設置もで

すね。その中で宮古を取り上げていまして、宮古空港に税関、ＣＩＱの設置が計画されており、2015年度

中の運用開始が予定されている一方、外国人観光客の受け入れ態勢、整備に向けた取り組みはまだ緒につ

いたばかりだ。南西楽園ホテルブリズベンマリーナは、チャーター便就航にあわせて韓国人の研修生４人

を受け入れ、公衆無線ＬＡＮサービス、高吉幸光議員が取り上げておりましたワイファイを導入するなど

環境整備をしているようであります。宮古島の癒やしを求める外国人観光客は今後もふえる見通しだ。需

要を確実に取り込み、拡大していく上で、より一層の官民の連携が問われるということであります。今後

も宮古島市も外国人観光客受け入れ態勢を強化するということでありますので、その辺を下地信男観光商

工局長に少しお伺いしたいと思います。 

  次に、農業振興についてでありますが、ぜひ広報誌は農林水産部長、新規、廃止事項などがあるという

ことで経費がかかるということでありますが、おっしゃっているように行政チャンネル、「広報みやこじ

ま」、行政連絡等でということでありますが、なかなか聞いても忘れたりする皆さんいらっしゃるんです

よ。ということは、こういった資料に張ったりしておけば見れるんですよね。経費がかかるとかおっしゃ

らず、そんなかからないと思うんですよ。ぜひこの件はしっかりやっていただきたいと思っております。

もう一度それは答弁いただきたいと思います。 

  次のプール設置についてでありますが、まず小中学校プール設置についてでありますが、教育部長、そ

ういうことを聞いているんじゃないんですよ。整備をするんですかという話を聞いているんじゃないんで

すよね。今後の教育委員会の整備に向けた方針を聞いているんですよ。どこどこのプールを設置せいとい

うのではないんですよ。ちょっとずれているんですよ。その辺を聞いているんですが、もうちょっとわか

りやすく説明していただけませんか。 

  そして、資料いただきました。ちょっと説明するのは長いということで、プールの管理とか、水道料い

ただきました。何点か質問したいと思います。これを見ると、各小中学校のプールの水道料金等がかなり

違っております。古いとか、新しいじゃなくて、中学校だけじゃ、小学校たくさんありますので、紹介し

たいと思います。まず、平良中学校、年間35万5,295円、北中32万202円、久松中115万4,977円、西辺中18万

5,383円、狩俣中95万7,737円、城辺中16万2,898円、合計313万6,492円、これは平成24年度のプール維持管

理、利用実績です。これだけ見ても少し差があると思うんですが、この辺少し説明していただけますか。

よろしくお願いします。 

  そして、これまでは新しく市民共用のプールもという話をしておりましたが、それを聞いたつもりなん

ですが、一言も答えていないんですよね。そういう考えがあるというもとで説明を求めたんですが、あり

ません。ぜひもう一度説明していただければなと思っております。よければタイムスケジュールとか、場
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所、内容等も。去った議会で取り上げておりましたが、平良敏夫議員がですね。プール建設は、ぜひ北部

地域ということであります。私も同感であります。あの辺の市民球場の有効利用考えた場合には、プール

の建設は植物園からその辺にかけての市民球場の辺が一番いいんじゃないかと思いますので、ぜひこれは

答弁いただきたいと思います。 

  次に、陸上競技場の利用についてでありますが、生涯学習部長ね、かなり私が質問したものとかけ離れ

ているんですよね。ちゃんと書いて出しているんですが、ちょっとそういう面では何ともならないですね。

でも、それでも４番目の陸上競技場施設内に市陸上競技協会の運営事務所設置については、さっきの答弁

ではオーケーということでいいんですか。 

  わかりました。じゃ、その旨よろしくお願いします。その中で、いろんな施設の利用に関してですね、

これは先月の宮古毎日新聞でありますが、インサイドリポートということで取り上げております。紹介し

たいと思います。ゴールデンウイークの３日から６日までの４日間、市陸上競技場は使用できなかった。

この運用をめぐり、一部利用者から不満が噴出している。昨年は開放されたことを踏まえ、なぜ使わせて

くれなかったのかといら立ちを隠さない。一方、管理する市の担当課は、施行規則どおり運営しているこ

となどを主張。双方の考えは相入れないままだ。募る利用者の不満として、昨年は開いてなぜことしは閉

まるのか。特に反発したのが今月末に開幕するインターハイ陸上県予選を控えた高校生の指導者たち。と

ても大事な時期、使用させてほしかったと落胆する。別の指導者は、県内のほかの施設はどこもあけてい

るのにどうして宮古島市はできないのかと声を荒げた。なぜわずか１年で対応が変わったのか。今の担当

課長は祝日は休場という施行規則に従うという原則を重視。前の課長は、利用者の求めに応じて幹部と相

談し、特例で開放を決めた。どちらに非があるというわけではないが、一転した市の対応が利用者の不満

を募らせたということであります。スポーツアイランド宮古島を目指す我々としては、祝日とか、ゴール

デンウイークも結構ですが、ぜひオープンで対応していただきたい。 

  ここに県内の全天候型の陸上競技場の運営状況も載っております。ちょっと紹介したいと思います。休

場日ですね。14カ所ありますが、まず国頭陸上競技場、毎週火曜日、ゴールデンウイーク開放、年末年始

も開放。名護市は年末年始だけの休みであります。嘉手納町も年末年始だけの休みであります。北谷町は

毎週月曜日だけであります。全てゴールデンウイークは開放であります。沖縄市は毎月第２、第４火曜日。

県総合は毎週火曜日。うるま市は毎週火曜日。宜野湾市、毎週火曜日。浦添市、年末年始のみ。南城市、

毎週火曜日。糸満市、毎週月曜日。南風原町は年末年始だけ、石垣市は毎週火曜日。しかしながら、我が

宮古島市の陸上競技場は毎週月曜日、祝日、そしてゴールデンウイーク、その14カ所の中で宮古島市だけ

が休場なんですよ。こういったことでは、スポーツアイランド宮古島を目指す本市としては、ちょっとい

かがなものかと思いますので、スポーツアイランドはイベントだけじゃないと思うんですよ。ぜひ市長、

そういった意味でも市民に使い勝手のいいような、規則であれば、ぜひ体育施設条例施行規則を変えてい

ただきたい、そういうふうに思っております。これまで市町村合併してから数年間で、９年目ですか、約

４回の体育施設条例については施行規則は改正されております。その状況に合わせて、いろんな博物館と

か、そういうところの勤務時間とか、職員の配置等についても、そういった意味では非常に柔軟に対応し

てきているんですよ。ぜひ市営陸上競技場の施設の利用についても、いつ市民が来ても使えるような形態

といいますか、やっていただきたい、そういうふうに思っております。 
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  もう一点だけ、下地勇德議員も話されておりましたが、小中学校の子供たちの関連では減免措置があり

ます。しかしながら、同じ宮古島市の高校生たちのアスリートにはそういうのがありません。ぜひそうい

った意味では、いろんなところから先ほどいただきました三井住友海上とか、日清食品の佐藤悠基選手、

ことしの日本選手権の5,000メートル、１万メートルで優勝した赤羽有紀子選手とか、いろんな方々が来島

しております。そういった方々に刺激を受けて宮古の高校生たちも頑張っていくと思いますので、トライ

アスロン、エコマラソン、ワイドマラソン等ではボランティアとして頑張っております。那覇マラソンの

高校生のボランティアは2,000人ということもありますので、ぜひそういう小中高まで無料開放をしていた

だきたいと思いますが、ちょっと１分しかありませんので、聞いてから再質問を行いますので、その件に

ついて何点かよろしくお願いします。 

◎企画政策部長（古堅宗和君） 

  ＰＲ館エコパーク宮古についての現在の状況についてご質問がございましたので、お答えをいたします。

現在建物は完成をしておりまして、今年度事業分において内部の展示物や機材搬入について進めていくこ

とになっております。 

◎農林水産部長（村吉順栄君） 

  市が行う助成事業、補助事業のパンフレット作成ということは、農家への周知漏れがないようにチェッ

クするということがご提案だと思っておりますけど、これまでも行政連絡員を通しての申し込みに際して

も、行政連絡員が来なかったということがたびたびございます。今回パンフレットを作成しても、約5,000戸

の農家に配布することになっておりますけど、またこれが配布されなかったという方もいらっしゃるかも

しれません。とりあえず先ほど申し上げたように、市の広報誌において年間の補助メニューを掲載して様

子を見たいと思っております。 

◎建設部長（下地康教君） 

  通告による質問内容は、空港のハード面に関するご質問でありました。当初答弁いたしましたとおり、

空港の各種整備につきましては、宮古空港ＣＩＱ等連絡会議におきまして協議調整を重ねて施設整備に取

り組んでいくことになります。 

◎教育長（宮國 博君） 

  プールの建設についてですけれども、教育委員会としては、学校附属の新しいプールは考えておりませ

ん。宮古島市のいずれかの場所に市民共有できるようなプールをつくってですね、宮古島市立の学校の児

童生徒はそこで水泳の研修をするということですね。我々が考えているのは、プールの水泳の指導員等々

も準備しなければいけませんので、学校ではなかなか全校にそういうのも配置できませんのでね、いいプ

ールをつくって、ここで児童生徒は年間を通してこれが利用できるように、そのあいた時間には市民も利

用できるように、こういう形でのプールをこれからやっていこうというふうな考え方でございます。 

◎生涯学習部長（垣花徳亮君） 

  このたびは、市陸上競技場の利用については、市民を混乱させる事態になり、大変申しわけなく思って

おります。高校生の減免については、持ち帰って検討したいと思いますので、よろしくお願いします。 

◎教育長（宮國 博君） 

  お手元にお届けしたプールの水、これはプールが古くなって漏水とか、いろんな管理が難しくなってい
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るんですよ。だから、気づいたときには水が相当漏れてしまったとか、そういうふうなこととかたくさん

あるもんですから、この古いプールはそのまま直さずに撤去ですね。新しい大きいプールをつくろうと、

こういうふうなことなんです。相当量の水が使われているプールもございますよ、やっぱり古くなってい

る。それから、管理が難しいですね、プールというのは、非常に。その点のご理解をお願いしたいと思い

ます。 

◎山里雅彦君 

  ありがとうございました。 

  教育長、プールについてもですね、プールのない学校の生徒たちは今非常に苦慮しております。支援策

を検討しながらやっていきたいという前田場秀樹教育部長の答弁もありますので、ぜひしっかりですね、

また、つくったとしても閉鎖的な利用状況ではだめですよ。ぜひ開放的に使っていただけるようによろし

くお願いします。 

  そして、陸上競技場も同じように、スポーツアイランドとしては好ましくない規則でありますので、ぜ

ひ休日等についても改正していただきたい。これは、我々議員も責任があると思うんですよ。スポーツア

イランドを提唱しているにもかかわらずそういった条例が今まであったということは、反省しなければな

らないんじゃないかと思いますので、しっかりチェックしながらやっていきたいと思いますので、その点

市長、ちょっとだけその辺のお話を聞いて私の一般質問を終わりたいと思います。ありがとうございまし

た。 

◎市長（下地敏彦君） 

  宮古島市スポーツアイランド宣言をして、市民も含めて健康なまちづくりという形でやっております。

そういう意味で陸上競技場を含めて体育施設の利用の時間というふうなものを、もう一回やっぱりきちん

と見直さなければならないんだろうなというふうに思っています。ただ、管理者は教育委員会ですから、

教育委員会と十分相談してみたいと思います。 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  これで山里雅彦君の質問は終了いたしました。 

  午前の会議はこれにて休憩し、午後の会議は１時半から再開いたします。 

                                     （休憩＝午後零時10分） 

  再開します。 

                                     （再開＝午後１時30分） 

  午前に続き、一般質問を行います。 

  順次質問の発言を許します。 

◎上地廣敏君 

  大変眠たい時間帯でありますけれども、しばらくお耳をかしていただきたいと思います。まず、通告し

てあります件について私見を交えながら一般質問を行いますので、答弁についてよろしくお願いいたしま

す。 

  まず、１点目でありますが、農業の振興について伺います。去る６月４日の地元新聞記事によりますと、

宮古管内におけるＪＡの農産物販売額は135億5,200万円となり、対前年度比で６億900万円、4.7％の増と
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発表されました。その増加要因として、肉用牛子牛の高値取引による、額にして４億6,800万円、17％の伸

びが大きかったとしているものの、作物ベースの販売額ではやはりサトウキビが71億4,000万円、実に全体

の53％を占め、依然としてサトウキビ中心の農業構造となっております。この数値は、多良間村も含めた

数字でありますが、そのうち宮古島市のみの生産額をとってみますと124億2,700万円となります。 

  ところで、宮古圏域における農業振興の可能性について、いわゆる宮古農業の将来展望について、平成

19年宮古地域農業調整会議が試算した資料によりますと、平成20年度を初年度とする平成23年度までの計

画期間における農業産出額は190億円を目指すものであります。宮古島市では175億円となりますが、その

計画実現のためには、農業者の主体的な取り組みを基本としながらも、関係団体が一体となって、そして

具体的な戦力を持って取り組む必要があるとうたっております。平成25年度の宮古島市の産出額124億

2,700万円との差は実に50億7,300万円となり、まさに実現不可能な数値のようにも思えますが、しかし私

は必ずしもそうではないと考えております。その理由は、基幹作物であるサトウキビ生産量の引き上げ、

そして拠点産地品目である野菜、また特産品のマンゴーの栽培技術の高位平準化により、生産量の拡大と

価格の高値安定を図ることに加えて、畜産業における後継者育成確保と増頭対策など、その積極的な取り

組みによっては実現可能な生産額と捉えることができるというふうに思っております。 

  そこで、お伺いいたしますけれども、宮古地区農業振興会の名のもとに、ＪＡを初めとする農業関係団

体を初め、行政が一体となって宮古島市農業振興基本計画及びそれに基づく年度ごとの実施計画等を策定

し、実行する考えはないか、農業振興会の会長でもあります市長に答弁を求めたいと思います。 

  ２点目に、予防接種事業についてお伺いをいたします。マスコミ報道によりますと、子宮頸がんワクチ

ン接種は、これまでの任意接種から昨年、いわゆる2013年４月から予防接種法に基づく定期接種となりま

した。接種後に体の痛みなど重い副作用が生じたとの報告が相次いだことから、厚生労働省は昨年６月ワ

クチン接種を積極的に勧めることを一時的に中止いたしましたが、その安全性を検討する有識者会議は、

ことし１月に副作用は接種の痛みや不安に対する心身の反応によるものと見解をまとめ、再開に向け、議

論を進めているということであります。 

  全国被害者連絡会での副作用事例報告では、北海道に住む16歳の少女は、昨年５月ワクチン接種後、激

しい頭痛や息苦しさを訴え、手足のしびれや脱力、けいれんなどが起きるようになり、接種２カ月後から

記憶障害も始まり、今では家族や友人もわからず、字も書けない状態であるというふうな報道がありまし

た。宮古島市においても、平成23年度からワクチン接種を実施しておりますが、初年度こそ対象者4,915名

のうち３回接種の累計で3,380人でありましたけれども、平成24年度においてはこれが624人、平成25年度

は170人の実績となっております。その減少の要因は、厚生労働省による積極接種を控えたことにあると思

われます。そこで、ご質問ですが、本市において副作用の被害報告はないのか。また、受診票、いわゆる

予診票を配布時に副作用、副反応についての調査票を配布して、その実態の把握に努めるべきであるとい

うふうに思っておりますが、その考えはないかお伺いをしたいと思います。 

  次、３点目でありますが、公園整備についてお伺いをいたします。その前に、ちょっと写真があります

ので、市長に写真を見ていただきたいと思います。インギャーマリンガーデン内の遊歩道の改修工事につ

いては、今定例会に補正予算として2,544万2,000円が一括交付金充当として計上されております。計画の

危険箇所の修復も非常に大事な事業であると思っておりますが、私が見た限りにおいては、遊歩道を散策
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する市民や観光客よりも、むしろ夏場は海浜、いわゆる砂浜で海水浴をするなど、そういった人々が多い

ように思います。しかしながら、その砂浜を見ますと、昨年襲来した台風の影響、それから、これ県道で

ありますけれども、道路からの雨水流入により砂は流出し、無惨にも地肌がむき出しの状態で、観光地と

いうにはほど遠い姿を呈しております。この場所、砂浜は、毎年開催されている恒例のなりやまあやぐま

つりの主会場でもあります。毎年多くの市民や観光客が訪れる友利部落や砂川うるか部落では唯一の観光

名所でもあります。本年も10月11日に第９回の祭りが開催されるということでありますが、祭りに支障の

ないよう砂を搬入して復元してもらいたい。このことは、友利部落や祭り実行委員会からの強い要望でも

ありますので、ぜひ当局の見解を求めたいと思います。 

  最後に、道路行政についてお伺いをいたします。県道狩俣線から海中公園までの道路改修についてであ

りますが、海中公園が開園して以来、多くの市民や観光客の皆さんから、道路幅員が狭い、それから進入

路もわかりにくいなど苦情が寄せられておりました。そこで、平成24年度ごろから進入道路を改修すべく、

関係機関と調整協議を重ねてきたと思っておりますが、現在の進捗状況についてお伺いをいたします。 

  以上、答弁を聞いて再質問をいたしたいと思います。よろしくお願いします。 

                 （「休憩お願いします」の声あり） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  休憩します。 

                                     （休憩＝午後１時40分） 

  再開します。 

                                     （再開＝午後１時41分） 

◎市長（下地敏彦君） 

  それでは、まず宮古島市農業振興基本計画の策定についてであります。宮古島市としましては、農業経

営基盤の強化の促進に関する基本的な構想をことし９月30日までに策定し、県知事の同意を得ることにな

っております。そのため、同構想策定に当たっては、外部の専門家等も含めた検討会を開催し、広く意見

を求めていく考えです。その後、宮古島市農業振興基本計画及び実施計画の策定に向けて取り組んでまい

ります。 

  次に、インギャーマリンガーデン内の砂浜の整備についてですが、インギャーマリンガーデンの海浜、

護岸等の管理は沖縄県が行っております。したがって、その砂の搬入等について県にもいろいろと相談し

たことがございますが、今のところ県はないということでありました。しかし、今議員からご指摘のよう

に、なりやまあやぐ大会の主会場になっているということでありますので、砂を搬入するというよりも、

砂を整地するというふうなことは、少し検討してみたいと思っております。 

◎副市長（長濱政治君） 

  海中公園までの道路の進捗状況です。県道狩俣線から海中公園までの道路改修の進捗状況でございます

が、平成24年度に調査測量設計委託業務は終了しております。海中公園までのアクセス道路が白川原土地

改良区となっているため、土地改良区との協議、地権者への用地交渉等を進め、その作業が終了次第、道

路改修に向け、取り組んでまいります。土地改良区でつくった施設等がありまして、そことの調整が少し

難航しているというふうなところが見えているようでございます。早急に協議して取り組んでいきたいと



- 183 - 
 

思います。 

◎生活環境部長（平良哲則君） 

  子宮頸がんワクチン接種による副作用についてでありますが、宮古島市管内においてこれまで子宮頸が

んワクチン接種による副反応、副作用の報告はありません。しかし、全国的には副反応かどうか、因果関

係を調査中の事例があるため、現在宮古島市としましては、国からの指導をもとに積極的な接種の勧奨は

控えております。 

  なお、議員ご指摘の予診票の発行の際の対応につきましては、他の自治体の取り組みや事例等も参考に

して、より好ましい形の発行に努めたいというふうに考えております。 

◎上地廣敏君 

  若干再質問をいたしたいと思います。 

  まず、１点目の農業振興でありますけれども、今市長の答弁では、９月30日までに総合的な基本計画を

策定して、それに基づく実施計画も策定していきたいというふうな答弁でありました。ぜひ早急な策定、

そして宮古島市の農業の振興の指針となるような実施計画など策定していただきたいと思います。 

  ちなみに、175億円の宮古島市の農業生産額を上げるためには、最初の質問でも申し上げましたけれども、

基幹であるサトウキビの生産量の増というのは、避けて通れない大きな課題であると思っております。昨

年70億円ちょっとの生産額でありましたけれども、資料調べてみますと、平成元年、平成２年は、これは

多良間村も含めての金額でありますが、50万トン、いわゆる生産額にして100億円を突破したことがあるん

です。今75億円前後に低迷しているというふうなことでありますが、恐らく収穫面積、栽培面積もそんな

に変わっていないと思うし、むしろ条件は、地下ダムの水を利用した生産体制がとれるというふうなこと

からすると、非常に条件は当時、25年前と比較するとよくなっていると思っておりますけれども、なかな

か生産量が上がってこない。 

  少なくともサトウキビの生産額で、今70億円ちょっとですけれども、これをあと10億円引き上げる、85億

円ぐらいに持っていく。施設園芸、これは拠点産地品目のカボチャ、トウガン、ゴーヤですね、そういっ

たものを中心に今施設園芸農家がどんどんふえてきております。こういった冬春期における施設園芸を中

心にですね、先日のＪＡの本部長の談話では10億円を来期目指したいというふうなものがありましたけれ

ども、最終的には12億円ぐらいに引き上げることができるんではないのかと思っておりますし、また果樹、

特にマンゴーにつきましては、面積にして今70ヘクタールを超えているという状況にあります。ですから、

10アール１トンと仮にいたしましても700トンは確実にとれると。技術の高位平準化を図っていけば、10ア

ール当たり1.5トンは夢ではないというふうに私は思っております。そういったことからすると、マンゴー

だけでの生産額も15億円は達成可能な数字になるというふうに思っておりますし、葉たばこを現状維持、

あるいは若干伸びがあるということで、30億円はちょっと厳しい数字かもわかりませんけれども、28億円

ないし29億円ぐらい。それから、肉用牛、多良間村含めて去年30億円を突破しましたけれども、ぜひ宮古

島だけで30億円に達成するような形で後継者の育成などを図っていければ、トータルで175億円の農業生産

額、平成19年に作成された175億円でありますが、その達成は必ずやできるものだと信じておりますので、

市におきましての農林水産部におきましても、市長が宮古地区農業振興会の会長でもありますから、ぜひ

第１次産業である農業の振興にもっともっと力を入れていただきたいと要望したいと思います。 
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  次に、予防接種事業についてでありますが、厚生労働省は、2013年の４月から定期接種になったという

ことで、４月から７月末までの４カ月間にわたる副作用の報告をまとめております。厚生労働省の発表で

は、副作用の報告が291件ありました。そのうち143件については、入院や後遺症が残る重篤と判断された

件数であるということであります。非常に今全国的に子宮頸がんワクチンの接種について敏感になってお

りますし、宮古島市の状況を見てみましても、初年度の、これ３回接種をやっておりますけれども、初年

度こそ3,380人であったものの、平成25年度は170人に減っているというふうな状況であります。質問いた

しました後遺症に関する調査票も予診票配布と同時に一緒の封筒に入れて、接種を受ける方に送付をして

いただきたい。熱がなかったのか、あるいは別の痛みがなかったのかですね、その辺のところは着実に吸

い上げていただけるように、受診者の皆さんにも周知徹底を図っていただきたいと思っております。接種

をした医療機関は、直接厚生労働省のほうに報告の義務があるようでありますけれども、個別の接種を受

けた個人の発熱だとか、あるいはしびれ、そういったものはなかなか実態がつかめていないというふうな

のが現状であると思っておりますので、その辺についてもぜひ注意を払っていただいて調査を進めていた

だきたいというふうにお願いをいたします。 

  それから、公園整備でありますが、私もきょう昼ですね、県のほうに確認をしてみました。農林水産整

備課では、インギャーマリンガーデン内の砂浜、海浜は博愛漁港の区域内に入っているというふうなこと

で、県が一義的には管理をするということになっているようであります。ただ、合併前の旧城辺町がです

ね、この砂浜に砂を何回か投入したというふうな経緯などもあるようでありますから、その辺については

ぜひ県の農林水産整備課のほうと協議調整をしていただいて、どこがやろうがですね、早急に今の状況を

回復できるような形で取り組みをしていただきたいと。10月のなりやまあやぐまつりまでではなくて、７

月から夏休みに入ります。児童生徒が海水浴を楽しむ。浜辺に来ていろんなレクリエーションを楽しむ人

が市民だけではなくて、観光客の皆さんも多くなってくるという時期に入っていきますので、早急にその

対応をとってもらいたいというふうに思っております。 

  最後の道路行政につきましては、関係団体、関係機関などと調整が済み次第、早急に事業実施を図って

いきたいということでありますから、ひとつ早急に進入路の拡幅工事ができますようにお願いを申し上げ

たいと思います。 

  何といっても宮古島市の経済の活性化は、私は１次産業、特に農業の活性化が基本になるというふうに

思っております。市長におかれては、農業振興会の宮古地区の会長でもあります。最後に、市長の１次産

業の振興に対する熱い決意をぜひ話していただければ幸いに存じます。それを聞いて私の一般質問は終わ

りたいと思います。ありがとうございました。 

◎市長（下地敏彦君） 

  宮古島市の経済における農業の占める割合はかなりのウエートがあるということは、皆さん共通の認識

であるというふうに思っております。宮古島の活性化を図るためには、農業を振興しなければならないと

いうことで、これまでも農業の政策は手厚くやってきたつもりでございます。今持っている農業振興基本

計画の中でも、175億円を目標に今施策を進めておりますけれども、これからも着実に農業の振興策を進め

てまいりたいと思います。今回つくります構想、それに基づく新たな農業振興計画、そして実施計画を策

定し、着実に農業の振興に努めてまいりたい、そう思っております。 
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◎議長（眞榮城德彦君） 

  これで上地廣敏君の質問は終了いたしました。 

◎平良敏夫君 

  自由民主党の平良敏夫です。風邪引いてですね、きょうに間に合わせようと思って一生懸命薬たくさん

飲んだんですけど、大分よくなっています。 

  まず最初に、一般質問の前に一言申し述べたいと思います。去る６月10日、午後４時から、造成工事の

済んだ建設予定地において、宮古島市新ごみ焼却施設建設工事安全祈願祭がとり行われました。私も地元

議員として出席させていただきましたが、これまでのことを考えますと感慨深いものがあります。建設工

事が安全対策に十分配慮して事故のないことと、すばらしい施設が完成することを祈願するとともに、施

設に隣接する保里２区自治会、添道自治会の環境整備、発展にも力を注いでもらいますよう、宮古島市長

にお願いしたいと思います。 

  通告に従いまして一般質問を行っていきたいと思いますけど、通告が重なる部分が幾つかありますが、

私なりに質問したいと思います。教育行政についてということで山里雅彦議員も質問していましたが、去

った市議会３月定例会の粟国恒広議員の老朽化した久松小学校のプールの対応を問いただした一般質問に

田場秀樹教育部長は、従来の学校ごとに整備するという計画は改め、市全体のプール整備計画の中で、効

率的なあり方を検討する。この全体計画の中で新たに整備するプールの位置や規模、数等について検討を

進める。また、市民共有のプールもこの中で検討していくと述べ、市教育委員会は、学校ごとに整備する

従来方針を見直し、市民も利用できる開放型の温水プール建設を模索する考えを示しました。今現在プー

ルの位置や数、そして規模等は決まりましたでしょうか、ご答弁ください。 

  また、温水プールの場所選定の１カ所に、宮古島市の北部地域の児童生徒及び市民が利用できるよう、

ごみ焼却施設の廃熱を利用して焼却施設の近くに建設できないか検討してみる価値はあると思いますが、

いかがでしょうか、どうぞご答弁ください。 

  次に、観光行政について。宮古島市の観光は、今入域者数40万人を達成し、新たな目標50万人に向かっ

て官民一体となって頑張っているところでありますが、危惧することは、青い海、青い空、白い砂浜、い

わゆる自然はすばらしいが、まちの中、あるいは島のあちこちがごみで汚いとの声を来島者から聞きます。

宮古島市全体としての美化について市としてはどう考え、どう取り組もうとしているのでしょうか、ご答

弁よろしくお願いします。 

  次に、宮古島市陸上競技場のあり方についてですが、これまでも何名も議員が質問していますが、私は

視点をちょっと変えて質問してみたいと思います。大胆に私は宮古島市陸上競技場をもっと市民が利用し

やすいように開放できないか。時間的制限、使用料徴収を取り除いて、お年寄りが使いやすいようにでき

ないか。また、現在どんな目的で使用時間制限したり、使用料金を徴収したりしているか、どうか教えて

ください。ご答弁をよろしくお願いいたします。 

  ４番目に、市のエコアイランド構想ということですけど、沖縄電力の太陽光発電の受け入れ限界のこと

ですが、これまで何名も議員が質問しているので、これは割愛したいと思います。 

  ５番目に、道路行政についてということで、下崎線先嶋シャッター前の交差点に点滅信号が設置されて

いますが、それでも危険度は解消されていません。普通の信号にかえるべきだと思いますが、どうでしょ
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うか。特に吉信産業側から来ると、右側の下崎部落方面から左カーブになっていることもあって全く車が

見えません。結果中央線近くまで出ることになりますが、下崎からの車がスピードを出してくるので、非

常に危険です。優先順位１番で普通の信号機を設置してください。 

  もう一つ、宮古島市陸上競技場の正面玄関前交差点が児童生徒にとって大変危険な交差点となっていま

す。先日も私の息子の知り合いの児童が車と接触して複雑骨折しました。命に別状はなかったものの、一

歩間違えれば大変なことになったかもしれないと思うとぞっとします。大変なことが起こる前にぜひ信号

機を設置すべきだと思いますが、当局の考えをどうか聞かせてください。 

  最後に、産廃行政についてということで、新ごみ焼却施設での産業廃棄物受け入れ（あわせ産廃）につ

いて平成20年９月17日付、文化環境部長通達により、各市町村に対し、一般廃棄物処理施設における産業

廃棄物の処理（あわせ産廃）について協力依頼があったと思いますが、宮古島市はどう対応するのか、考

えを聞かせてもらえばと思っております。 

  答弁を聞いて再質問したいと思いますので、ひとつよろしくお願いします。 

◎副市長（長濱政治君） 

  観光行政について、宮古島全体の美化に関してどう考えているかということでございます。市の取り組

みといたしましては、不法投棄されている現場に看板を設置し、職員及びクリーン指導員等によるパトロ

ールを実施するとともに、不法投棄が多量にある現場については、監視カメラを設置して、不法投棄防止

に取り組んでおります。また、海開き等のイベント開催時に観光協会等の関係機関と協力し、清掃を行い、

環境美化に努めるとともに、市民に対して美ぎ島の実現、不法投棄の防止等について啓蒙、啓発に努めて

いるところでございます。さらに、今年度は観光地のみならず、通り会を中心とした市街地に花木等を植

栽し、観光客や市民の皆様が快適に過ごせるよう、官民一体となった宮古島の美化活動につながる花いっ

ぱい推進事業を計画しているところでございます。 

◎生活環境部長（平良哲則君） 

  まず、１点目に、ごみ焼却施設の廃熱を利用して温水プールはつくれないかというご質問でありますが、

本市の新ごみ処理施設は、施設としては処理能力が63トン以内で、また炉の稼働時間が１日16時間と短い

ことから、ごみ焼却に伴う回収熱量は施設内の給油、シャワー、小型浴槽程度といったものへの温水利用

を考えており、大量の温水を利用する温水プールへの供給は困難であるというふうに考えております。 

  次に、点滅信号機への変更でありますが、議員ご指摘の下崎線先嶋シャッター前交差点に設置してある

点滅信号機の変更につきましては、宮古島警察署に問い合わせをしたところ、同交差点は視認性、見通し

がよく、交通の安全と円滑を図ることは可能で、現段階において信号機変更の必要性は低いという回答で

ありました。しかし、同交差点は今後交通量の増加等も予想されることから、市としましては、引き続き

変更の要請を行いたいというふうに考えております。 

  次に、信号機の新設についてでありますが、議員ご指摘の宮古島市陸上競技場南北側に位置する交差点

周辺には東小学校、宮古工業高校があり、また平成23年には東保育所が新設されたため、交通量が以前よ

り増加しているというふうに考えております。早急に児童生徒等の交通の安全を図るため、信号機の設置

を要請していきたいというふうに考えております。 

  次に、新ごみ焼却施設での産業廃棄物受け入れ、いわゆるあわせ産廃についてでありますが、一般廃棄
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物処理において、農業用廃ビニール等の産業廃棄物を一般廃棄物とあわせて処理することは、廃棄物処理

法上認められております。しかしながら、本市の新ごみ焼却施設は、一般ごみを対象とした焼却炉である

ことから、あわせ産廃が対応可能な施設にするには大幅な計画変更をすることになります。そのため、現

在進行している施設整備を一旦中止して新たな設計を行わなければならず、新ごみ処理施設の建設が大幅

におくれることになり、あわせ産廃処理施設に変更することは考えておりません。 

◎教育部長（奥原一秀君） 

  市民共用プールの建設につきましては、教育委員会としまして、今後学校プールの新築及び改築は実施

しない方針であるため、年間を通し、市民と小中学校が共用できるプールの建設を検討しております。建

設場所につきましては、市民共用のプールは本市の体育施設として建設されるため、既存の体育施設の配

置場所や市民及び学校の利便性を考慮し、検討してまいりたいと考えております。 

◎生涯学習部長（垣花徳亮君） 

  宮古島市陸上競技場をもっと市民に開放できないか、また時間的制限、金銭的制限など開放してお年寄

りに使いやすいようにできないかというご質問でございます。宮古島市陸上競技場は、休場日を除き、午

前８時半から午後９時30分まで開場しております。ただし、利用の際は利用料が発生いたします。時間や

利用料に制限なく、自由に利用できる場所は、総合体育館周辺及び市民球場周辺の遊歩道や各地区の陸上

競技場がありますので、ご利用いただきたいと思います。 

  次に、時間的制限や利用料金の設定についてでありますが、時間的制限や利用料金は、施設の適切な管

理運営のため、宮古島市の体育施設条例で制定されており、市といたしましては、条例を遵守しながら業

務を遂行しているところであります。 

◎平良敏夫君 

  まず、信号機の件なんですけど、先嶋シャッター前交差点の信号機ということなんですけど、見通しが

悪いというのは、仲間賴信議員がいらっしゃるから、わかると思うんですけど、あの方向から来ると全く

下崎線から来る車が中央線まで出ていかないと見えない。危ない。これは、はっきりして、私も何度も経

験しているし、みんなからも言われているところでありますので、ぜひ普通の信号機にかえてほしいなと

思っております。 

  それと、宮古島市陸上競技場前の玄関前の交差点ですけど、本当に児童の通行が多くて、本当に危険な

地域でありますので、一刻も早い信号機の設置を要望します。 

  温水プールの件なんですけど、ごみ焼却施設での処理能力は１日当たり63トン、１日16時間しか動かな

いので、シャワー、そういうものにしか使えないというんですけど、私も仕事はエンジニアというか、そ

ういうところあるもんだから、普通に考えてできそうな気がします。多分できると思います。ちょっと私

の見解を述べてみたいと思います。 

  宮古島市は、平成20年３月に「私たちはみんなの知恵と工夫で限りある資源を大切にします」とエコア

イランド宣言を高らかにしています。そして、今定例会においてエコアイランド宮古島の推進に関する条

例の制定を目指しています。このような中、温水プールの温水をごみ焼却の廃熱で温めるということは、

省エネ及びエコアイランド宮古島の観点からも、これ以上マッチするものはないと思います。今定例会に

提案するエコアイランド宮古島の推進に関する条例の目的の中に、市は、幼児、児童生徒を初めとする市
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民、事業者及び観光客にエコアイランド宮古島の理念に関する啓蒙、普及を行うとともに、教育環境の整

備を図り、学習活動に必要な措置を講ずるよう努めるものとするという条文があります。幼児、児童生徒、

市民が１年中泳げる温水プール、ボイラー、燃料を必要としない、省エネ、児童生徒のエコアイランドの

学習、啓蒙、普及。それと、ごみ焼却施設を利用した温水プールは、一石二鳥も三鳥もあることになりま

す。どうか無理と言わずにですね、研究して実現できるようよろしくお願いしたいと思います。そこのと

ころをもう一度ご答弁もらえればと思っております。 

  観光行政について、宮古島市も一生懸命美化のために不法投棄を防止する取り組みや、花、木を植えた

り、市民に啓蒙、啓発を行ったりして大分やっているわけでありますけれども、私の視点からそれもちょ

っと話してみたいと思います。宮古島市の観光行政は、観光入域者数で隣の八重山に追いつけ、追い越せ

で躍起になっていて、数字に一喜一憂しているように見えます。八重山は、ことし新空港効果もあり、100万

人を突破することは確実で、宮古の倍以上になっていて、到底追いつけるようには思えません。もう八重

山に追いつくのはやめて、宮古は宮古なりに、いわゆるオンリーワンということでいったらいかがでしょ

うか。観光入域者数は伸びたほうがいいに決まっていますが、要は宮古島の経済が観光で活性化すればい

いわけであって、お金に余裕のある定年退職者、シニア層の取り込みが大切かと思っております。 

  観光商工局の下地信男局長も毎日新聞の私見公論で、観光の基本は魅力づくり、誘客活動、受け入れ態

勢の３点を挙げています。誘客活動には、観光協会を中心として商工会議所、行政が連携して頑張ってい

るところであります。魅力づくりとしては、青い海と白い砂浜、海を基調とした自然でありますが、その

中にごみ一つ落ちていない美しい島ということを加えたいものです。受け入れ態勢では、宮古空港におけ

るＣＩＱの整備、また大型クルーズ船の受け入れバースの整備等ハード面の整備も必要かと思いますが、

何よりもごみ一つ落ちていないきれいな島にしてお客様を迎え入れたいものです。 

  宮古島の現状は、レンタカーの通る道路の路肩はごみで散らかっており、観光地はごみが目につき、街

路樹は一貫性がなく、雑然としていて、とてもきれいな宮古島とは言えません。ある事業者は、道路清掃

車が使われない、維持費で大変だと話しておりました。道路を掃除したくても予算がないということでし

ょうか。では、どうすればいいか。ボランティアに頼むか、市民の意識改革を促すのか、もちろんそれも

いいでしょうが、とにかく抜本的な解決にはならないと思います。私の考えは、宮古島全体をきれいにし

て、それを継続していくためには、どうしてもお金が必要になります。そのお金をどうするか、どこから

持ってくるか。それを観光客から集めればいいかと思っています。１人当たり300円徴収すると40万人で１

億2,000万円になります。そんなことすると観光客が減ってしまうと言う人もいるかと思いますが、最初は

減っても、きれいな島にすれば必ず戻ってくると思います。例えば環境美化目的税、観光入島税として観

光客から徴収できないものか研究してみる価値はあるかと思っております。市長の見解をぜひ市長の口か

ら聞かせてもらいたいと思っております。よろしくお願いします。 

  次に、宮古島市陸上競技場のあり方について、下地勇德議員、山里雅彦議員からもありましたけど、私

はちょっと視点を変えて市民目線のほうから再質問したいと思います。宮古島市陸上競技場は、改修以前

４年ほど前には朝早くから人１人通れる扉が開いていて自由に出入りすることができました。私もそのこ

ろまでは、朝５時ごろから入ってトラックの外周芝生をよくウオーキングしたものです。そして、競技場

の中では親に連れられた子供からお年寄りまで、一般市民が朝早くから思い思いに運動していたものです。
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競技場の改修工事が始まると、立入禁止となりましたが、工事が終わるころにはまた入れるんだろうなと

思っていましたが、朝早くから自由に出入りできなくなり、改修工事が終わって、トラックもフィールド

も新しくなり、仕方ないかなと諦めていました。しかし、何名かの市民からウオーキングしようと思って

中に入ったら、受付があって、住所、氏名を書いて使用料を払った。面倒くさいから、競技場には行った

ことがないという話を聞きました。 

  調べてみますと、使用時間は午前８時30分から午後９時30分までで、高校生以下は４時間で50円、一般

は100円入場料を払い、休場日は月曜日と国民の祝日だということを知りました。受付に聞いてみますと、

一般市民は１日にわずか３名から５名ですね。金額にして500円です。高校生が４時ごろから20名ほど利用

していると。１日の金額にすると1,500円程度になります。そういうことを考えると、この競技場は何のた

めにあるのか。競技者のためなのか、トライアスロンや各種競技会のイベントのためなのか。もちろんそ

れはそれで大切なことで必要なことには間違いありませんが、宮古島市立体育施設の設置及び管理に関す

る条例で開場時間や入場料の規定も決められていますが、その条例の設置の第１条、一番最初のところに、

市民の健康の増進及び市の体育振興を図るため、宮古島市立体育施設を設置するとうたわれています。市

民の健康の増進、市の体育振興を図るため、この２点は現在余り当てはまっていないように思われます。

市民の健康増進のためならば、以前のように早朝も自由に出入りできるようにしたらいかがでしょうか。 

  ちょっと話が飛びますが、私たち文教社会委員会は、長野県の長野市と東京都日野市の医療社団法人佐

々木クリニックを先月行政視察してきました。佐々木クリニックは、医療、保育、老人介護の複合施設で、

理事長夫妻の理念が大家族と地域社会づくりというしっかりしたもので、すばらしい施設でしたので、そ

の報告はほかの委員に譲るとして、私は長寿県の長野市と宮古島市の比較検討してみました。 

  宮古島市の現状は、メタボリックシンドローム率と肥満率は、全国で沖縄県が第１位ですが、その沖縄

県の中でも宮古島市は断然トップの１位でした。とにかく宮古島市は日本一太っているということです。

それでは何が長野市と違うかというと、いろいろありますが、その中の一つが長野県は高齢者就業率が全

国１位で沖縄県は最下位となっています。ということは、65歳以上の仕事についている方が沖縄県は最下

位ということです。また、長野県は、健康長寿要因の分析結果の一つとして、県民の健康に対する意識の

高さと健康づくり活動、ジョギングやウオーキング、それの成果だと分析しています。今回の行政視察に

より長野市から得られた教訓は、バランスのよい食事と適当な運動、ウオーキングで健康寿命、平均寿命

とも延びるという簡単明快なことでした。 

  そういう意味で、健康に対する意識の高さと健康づくり活動を市側は市民に強力に啓蒙していかなけれ

ばならないと思います。市側が立派に改修した施設を大切にして長らく使い続けたい気持ちはわかります

が、市民に運動して健康になってもらいたいならば、宮古島市陸上競技場の時間的制限、児童、お年寄り

の使用料徴収をやめ、市民に競技場に来て運動するよう呼びかけるべきだと思います。６時半からのラジ

オ体操流して、多くの市民がラジオ体操してもいいかと思いますが、いかがでしょうか。いろいろ問題も

あると思いますが、宮古島市の健康寿命を延ばすという大きな目的のため、英断をお願いしたいと思いま

す。どうぞご答弁をよろしくお願いしたいと思います。 

  答弁を聞いて再々質問を行いたいと思います。よろしくお願いします。 

◎市長（下地敏彦君） 
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  まずは、島をきれいにするために観光客から目的税を取ったらどうかという提案であります。まず、基

本的に、ある特定の人からだけ税金を取るということは、税の公平上、これはだめだというのが国の指導

であります。したがって、取るならみんなから公平に取るという形にまずなります。それを踏まえてです

けれども、島の環境保全を目的とする法定外目的税の徴収については、市民を初め来島する全ての人を対

象とする方向で今検討をいたしております。その理由は、島の環境は、島に住む人、そして来る人全てが

一丸となって取り組んで初めて効果が発揮できると考えているからであります。未来環境税の制定に向け、

今準備を進めているところではありますけれども、ことしの４月から消費税や軽自動車税が引き上げられ、

市民の負担感が今増大しております。市民生活への影響を注視しながら、いつ導入したらいいのか、いつ

議会に提案するのか、これを導入等の時期についてこれから検討してまいりたいというふうに思っており

ます。 

  それから、ごみ処理施設の廃熱を利用した温水プールということでありますけれども、温水プールとな

りますと大量の水を温めなければなりません。したがって、先ほど生活環境部長から説明があったように、

大容量の温水を温める、それも24時間温めているというふうなことは、なかなかあの施設では無理だとい

うふうに思っております。 

  それから、陸上競技場についてでありますけれども、健康アイランドを宣言している宮古島としては、

市民が宮古のいろんな施設を利用して健康づくりに取り組んでいただけるということは、非常に進めなけ

ればならないというふうに思っています。しかし、ご提案のように、いつでも、だれでもというふうな形

になりますと、では事故が起きた場合にだれがその責任をとるかという問題も発生してまいります。もう

一つ、施設の維持管理をどうするかと、その費用をどうするかという問題も出てまいります。等々考えま

して、やはりある程度の制約は必要があるというふうに思っています。ただ、できるだけ市民が活用でき

るようにすべきであるというふうな趣旨は理解できます。したがって、陸上競技場の利活用についてどう

すればいいのかというのは、管理している教育委員会と私ども行政の部分、しっかりとこれから調整をし

てまいりたいというふうに思っております。 

◎平良敏夫君 

  まず、市長の未来環境税の制定に向けてという言葉にすごく感動を受けました。観光地は、宮古島、自

然すばらしい、人柄もすばらしいよ。だけど、それだからといって島が汚れていていいわけがありません。

そのお金でですね、目的税ですので、ぜひ宮古島をきれいにして、やってできないことはないと思います

ので、八重山と勝負しても負けないような観光地になってほしいなと思っております。ありがとうござい

ます。 

  それと、プールの件ですけど、僕のイメージとしては、プールの水を温めるのに100度に温めるわけでは

ないし、多分35度ぐらいに温めればいいですから、それをもし温水を例えば中に配管が何本かあって、ず

っと循環させていると温度はどんどん上がっていく、そういうふうなイメージで私はできると思っている

し、それをちょうどメーカー側とそういう、ほかの件でしたけど、会うことがありまして、そのときにそ

の話をしますと研究してみるという話がありました。いろんなやっぱりエコアイランド、例えばそういう

ことを考えるとできるとすばらしい子供に対する教育になるし、エコアイランドに対する啓蒙にもなるん

じゃないかと思っておりますので、もう一つ言うと久松地区、下地地区、城辺地区にどんどん、どんどん
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市街地延びていくんだけど、北学区には何もないと。それもすごくやきもちを妬くところでありまして、

どうか北学区にもすばらしい施設をつくってほしいなと思っております。 

  宮古島市陸上競技場のあり方もそうなんでけど、きょうは私はちょっと突拍子もないこと言っていると

自分で思いながら言っているわけですけど、ぜひ物事を総体的に考えて市民の健康をとるのか、向こうの

維持管理費をとるのか、そこら辺から考えて、みんなが向こうでウオーキングする、ジョギングする、運

動することによって宮古島が少しでも健康寿命、平均寿命が延びればいいじゃないですか。どうにかそう

いうことがやっていければいいかなと思っておりますので、ぜひそのほうも研究していただきたいなと思

っております。 

  最後に、市長がウオーキングしている姿に時たま出会いますが、現在も続けていらっしゃるでしょうか。

大変忙しい中ウオーキングする時間をつくるのも大変だとは思いますが、市長みずからがウオーキングす

る姿を市民に示すことが大切かと思います。市長みずからの健康のため、また宮古島市のためにもどうか

これからもウオーキングを続けてくださるようお願いいたしまして、私の一般質問を終わりたいと思いま

す。 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  これで平良敏夫君の質問は終了いたしました。 

  本日の会議はこの程度にとどめ、延会いたしたいと思います。これにご異議ありませんか。 

                 （「異議なし」の声多数あり） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  ご異議なしと認めます。 

  よって、本日の会議はこれにて延会いたします。 

                                     （延会＝午後２時38分） 
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◎議長（眞榮城德彦君） 

  これより本日の会議を開きます。 

                                     （開議＝午前10時10分） 

  本日の出席議員は、25名で定足数に達しております。 

  本日の日程は、お手元にお配りした議事日程第５号のとおりであります。 

  この際、日程第１、一般質問について、昨日に引き続き質問を行います。 

  本日は、粟国恒広君からであります。 

  これより順次質問の発言を許します。 

◎粟国恒広君 

  週末金曜日、本議会も一般質問最終日ということで、少しお疲れぎみだと思いますが、最後まで頑張っ

ていきますので、よろしくお願いいたします。 

  きょう朝、ワールドカップサッカーブラジル大会、くしくも引き分け、ぜひ勝ってほしかったんですけ

ど、引き分けということで、次のコロンビア戦ですかね、頑張ってもらいたいなと思います。また、國仲

君が頑張っている姿ちょっとテレビで拝見できなかったのが少し残念でしたけど、市長はきょうは朝早く

から東小で一緒に子供たちと応援したというふうに先ほど伺いました。市長におかれましては、どうもご

苦労さまでした。 

  それでは、通告に従い、私見と要望を交え、一般質問をさせていただきます。誠意ある当局の答弁をよ

ろしくお願いいたします。 

  まず、市長の政治姿勢についてお伺いします。天然ガスの試掘調査が終了したと伺っていますが、４月

末で、現在ではやぐらも撤去されていますが、試掘調査の結果は、新聞報道によると、８月ごろに調査結

果が出ると伺っています。現在わかっている範囲で構わないので、お伺いいたします。また、この分析次

第によって今後どのように取り組んでいくか、それもまたお伺いします。 

  次に、与那覇湾環境総合整備事業計画について、いわゆるラムサール条約です。与那覇湾環境総合整備

事業計画書がことしの４月29日に作成されました。ハード事業とソフト事業に分けて事業を進めていくそ

うですが、私は過去に開かれたワークショップに３回参加して、ハード事業面で川満団地入り口付近から

久松集落入り口までの市道松原27号線の海岸線の改良工事を要望してきましたが、今設計書には盛り込ま

れていません。今後護岸改良工事が盛り込まれないかお伺いいたします。 

  次に、ソフト事業面で、久松漁港の西側水路と南側の水路のジェット水上バイクの速度制限を海上保安

庁と協力しできないかお伺いいたします。この区域は、ラムサール条約でも認められている海域なので、

水鳥の生育地区でもあり、また地元漁師も水上バイクがかなりのスピードで水路を航行している、水路の

船舶航行が危ないということを聞いています。ぜひ水上バイクの速度制限ができないか検討をよろしくお

願いします。 

  次に、西浜﨑、通称サニツ浜の西側です。あの付近でカイトを使用して海面上空を飛んでいる方々が多

く見られます。この海域は、昔から下地地区の与那覇の漁民、久松地区の漁民の間では魚が産卵のために

この海域を通って与那覇湾に入ってくると言われています。海面上空をカイトが飛ぶようになってから与

那覇湾では魚が少なくなっていると伺っています。また、この区域もラムサール条約の保護地域区域にな
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っていますので、カイトの規制ができないかどうか、例えば魚の産卵時期には使用禁止とか、そういうこ

とができないか検討をよろしくお願いします。 

  次に、スポーツ観光交流拠点施設の設計についてお伺いします。土地の所有者、久貝、松原両自治会の

皆さんも去った５月に臨時総会で満場一致で売却を決めました。下地敏彦市長は、世界に誇るスポーツ観

光交流拠点施設を建てるという思いが伝わったと思います。その施設は、いわゆるドーム型の施設だと思

いますが、ドーム型の施設の中で一番肝心なことは、私は空調設備だと思います。耐震性はもとより、台

風の強風にも耐えられる設計になっていると思いますが、屋根がオープンできて、晴れたときには宮古島

の青い空が拝見でき、夜には夜空の星が拝見できるような開閉式のドームにしたらいかがでしょうか。ま

た、暑い宮古島です。観客席などの下のほうから冷風が吹いて涼しくスポーツまたはイベントが観戦でき

るような設備を完備し、宮古島にしかない世界一の設備にしてほしいと思います。いかがでしょうか。日

本はもとより、世界の人々が宮古島のスポーツ観光施設はすばらしい、もう一度あの施設でスポーツ、イ

ベントがしたいなと思うような設計にしてください。ちなみに、シンガポールでは現在世界一の開閉式の

空調設備を備えたサッカー場を建設中だと伺っています。そういう意味では、ぜひ一度視察して参考にし

てみてはいかがでしょうか。ご検討をよろしくお願いします。 

  次に、エコアイランド推進についてお伺いします。現在エコアイランド推進化を進めている宮古島市で

すが、再生可能エネルギー固定価格買い取り制度が2012年７月に施行されて以来、急速に太陽光発電設備

の導入が進み、導入済み、申し込みを合算すると宮古島市全体の要求に迫る勢いの発電規模になりつつあ

ると言われています。現在でも、同僚議員が質問したとおり、200件近くの接続が待たされているという状

況です。ここまで再生可能エネルギーの導入が進んだ事例は、宮古、石垣、久米島でも受けていると言わ

れますが、スマート化されたスマートグリッドを活用し、再生化エネルギーの導入の割合をどこまで高め

られるか、これまで世界各国で進められてきたさまざまな研究開発の知恵を日本国内のみならず世界に先

駆けて実証フィールドに展開できる環境が宮古島市にあると言われています。そこで、今後の取り組みと

して、本市はエコアイランドを推進していく中で、沖縄電力と本市とで協力し、昼間太陽光で発電した電

気を蓄電する大規模な発電施設を増設し、電力の安定事業化を導入する計画はできないかお伺いします。

また、エコアイランド宮古島を観光客にも振興するためにも、レンタカー業界と連携し、ＥＶ車、電気自

動車の導入を進め、エコアイランドをＰＲしていくことが大事だと思います。その取り組みができないか

お伺いします。また、本市の公用車で電気自動車は現在何台所有しているのか、できれば公用車を全て電

気自動車にかえていく取り組みもいかがでしょうか、お伺いします。 

  次に、教育行政についてお伺いいたします。プールの件では、昨日山里雅彦議員、平良敏夫議員も質問

しましたが、あえて私は久松小学校プールについてお伺いします。３月定例会でも質問しましたが、答弁

の中で「宮古島市の全体のプール整備計画の中で有効的なあり方を検討していきたいと考えております。

また、水泳授業に関しては対策をしっかり検討し、支障がないように取り組んでいきたいと思います」と

の答弁がありました。現在、久松小学校プールは老朽化が進み、使用できない状況にあります。水泳の授

業に関しては、隣接する中学校のプールを使用して対応していますが、小学校低学年、１、２年生の水泳

の授業は、水位の関係上安全が確保できないということから、水泳授業は行われていません。築40年が過

ぎている施設です。プール周辺のフェンスも腐食が激しく、大変危険な状況です。児童生徒の安全の面か
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らも一日も早く取り壊しを行い、３月定例会でも提案した市民共用の室内温水プールの建設をお願いしま

す。ちなみに、各学校の水泳授業は年間通して、５月から６月にかけてですね、約10時間というふうに伺

っていますけど、この温水プールが建設されますと、プールの授業の時期をずらすことによってプールの

一元化が大きなメリットだと思いますので、ぜひ室内温水プールを久松地区に導入してみてはいかがでし

ょうか。よろしくお願いします。 

  次に、預かり保育についてお伺いします。本年度４月から鏡原幼稚園、下地幼稚園でモデル校としてス

タートしています。現在、鏡原幼稚園で20名、下地幼稚園で８名の園児が預かり保育を受けているという

ことですが、対応する職員が１人のため、新たに１人の職員を採用して、代替、要するに病気、用事など

で休んだときの代替と伺っています。また、時間的に16時30分から18時30分までの間はパート保育士を起

用するという文教社会委員会で報告がありました。市長、預かり保育は各地区においても非常に高い関心

を持っています。安心して子供を預け、仕事ができるという高い評価を受けています。スタートしたばか

りですが、現場のほうの戸惑いもあると思いますが、改善をしながら、ぜひ職員、保育士の数をしっかり

確保し、保護者の子育て支援ができるようお願いいたします。ちなみに、久松幼稚園も本年度で幼稚園が

新築計画進められています。面積も今の1.5倍になると聞いていますので、来年度はぜひ久松幼稚園にも預

かり保育の計画をよろしくお願いいたします。 

  次に、保育行政についてお伺いします。保育士の就労雇用支援について。本市でも潜在保育士がたくさ

んいると思われます。潜在保育士とは、子供を出産、子育てなどを理由に離職した元保育士が資格を持ち

ながら保育士として働いていない方を示す言葉で、待機児童解消に向けた取り組みを本格化させる中、潜

在保育士の活用に向けた就職先の紹介、雇用、賃金の相談、実技研修などを行う保育士支援センターの設

置はできないかお伺いします。 

  次に、公立認可保育所の遊具についてお伺いします。遊具の点検は年何回行われているか、また破損箇

所は何カ所あるか、修繕して再利用する箇所も何カ所あるかお伺いします。 

  次に、農林水産業について。土地改良事業の防風林についてお伺いします。宮古島の各地区で土地改良

事業が行われていますが、３月定例会でも質問しましたように、防風林が少ないという農家の皆さんの声

が多く聞かれます。防風林の苗を畑と畑の間の境界線上に植えたいという意見が多くありますので、本市

としても森林組合、みどり推進課等で防風林の苗の配布計画はないか、また苗木の種類が何種類あるかお

伺いします。 

  次に、宮古島、伊良部、池間３漁協の近海マグロ船の船舶電話の設置についてお伺いします。2013年４

月に日台漁業協定を取り決めていますが、台湾船の宮古近海での違法操業が後を絶ちません。最近の新聞

報道でも台湾のサンゴ船が宮古島の北側、沖縄本島と宮古島の中間点、宮古の漁師の間では宝山と言われ

る場所です。違法操業して拿捕されています。また、尖閣諸島周辺の魚釣島を初めとする日本の海域、領

海はこの取り決めに含まれていない水域ですが、台湾船らの違法操業は後を絶たず、３漁協所属の船舶と

の小競り合いがあると伺っています。そこで、宮古島、伊良部、池間所属の漁師が安全に操業する意味で

も船舶電話の設置が必要だと思われますが、船舶電話の設置に助成はできないかお伺いします。 

  次に、宮古島漁協の製氷機についてお伺いします。本年度で宮古島漁協への製氷機の設置計画が予定さ

れると伺っていますが、小型でコンパクト的なシャーベット製氷機が沖縄本島の漁協で導入され、すごく
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高い評判を受けています。宮古島漁協への製氷機設置と同時に小型でコンパクト的なシャーベット製氷機

の導入はできないかお伺いいたします。 

  次に、久松地区の赤浜の船着き場についてですが、３月定例会でも取り上げました伊良部大橋工事の影

響による砂の流出がとまりません。去った６月６日、市長初め農林水産部長、水産課長も同席し、視察し

たように、砂の流入が多く船舶の出入港ができない状況です。過去にも伊良部大橋の工事が始まって以来、

砂の流入があり、除去してきましたが、今では砂の流入が多く、防波堤の下を通り港内へと流入している

と思われることから、防波堤がいつ崩れてもおかしくない状況です。市長、私はこれは伊良部大橋工事に

よる災害だと思います。一日も早く県と協議し、砂の流入を食いとめると同時に、防波堤と船着き場の整

備はできないでしょうか、お伺いいたします。 

  次に、道路行政についてお伺いします。松原32号線ですが、議会のたびに取り上げています。この道路

は、久松小中学校児童生徒の朝夕の登下校の通学路です。道幅が狭く、大変危険な通学路です。道路整備

には優先順位があると答弁を伺っていますが、どうか優先順位を上げ、一日も早く道路の拡幅、歩道つき

の道路の拡幅整備をよろしくお願いします。また、トゥリバー臨海道路が計画されたことから、松原32号

線を県道平良久松漁港線を通り、トゥリバー臨海道路につなげるよう松原32号線の延長ができないか、あ

わせてお伺いします。 

  次に、県道平良久松港線ですが、久貝集落の入り口付近の松田整形外科の交差点です。この件に関して

は、同僚の仲間則人議員も何回か質問していると思いますが、信号機の設置がまだできていません。去っ

た４月の地元の説明会では、県伊良部大橋工事事務所の主幹、宮古島警察署の交通主幹が参加し、信号機

設置は早目にやるという説明でしたが、早目にやると言いながらもまだ予定が立っていません。この件は、

伊良部大橋の計画の時点で、交差点ができたときにはもう既に信号機も設置するという感じで地元には説

明をいたしました。ぜひ早目の設置をよろしくお願いします。 

  以上、答弁を聞いて再質問したいと思います。よろしくお願いします。 

◎市長（下地敏彦君） 

  天然ガスの試掘調査の結果についてであります。県が行っている天然ガスの試掘調査の分析結果の報告

は、当初６月にするという予定でありましたけれども、少しおくれて８月ごろになるという連絡でありま

す。おくれている理由ですけれども、県は宮古島だけでなくほかの地域でも同様な試掘調査を行っており

ますけれども、そのほかの地域での試掘業務が少しおくれていること、それから原状の回復するための追

加業務が発生したことというふうなことで、全体を取りまとめて報告するということでおくれているとい

うことであります。市といたしましては、８月ごろに提出される調査報告書の内容を確認し、天然ガスや

付随水の利活用について、県と具体的な利活用に向けた協議を進めてまいりたいというふうに思っており

ます。 

  なお、試掘が終了した時点での粗々の報告が来ておりまして、まず天然ガスは日量545立米ぐらいは出る

と。温泉水は１日620トンが出ると。温泉水の温度は約70度ぐらいというふうな粗々の数字は出ております

けれども、それをもとに分析がなされているところであります。 

◎副市長（長濱政治君） 

  与那覇湾環境総合整備事業についてでございます。一括してお答えいたします。 
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  与那覇湾周辺を対象としたハード事業では、野鳥観察小屋、それから自然学習館等の設置、遊歩道、こ

れは木道ですね、及び底質改善、作澪と言っていますけども、しゅんせつです。それから、魚垣の設置を

ハード部門としては計画しているということでございます。また、ソフト事業では、赤土防止のため、農

家に対しリュウノヒゲの植栽を奨励するとともに、ガイドの養成及び与那覇湾の環境を学ぶ子供レンジャ

ーの育成などに取り組みます。議員ご指摘の海岸線の護岸改良につきましては、海岸線は県の管轄ではご

ざいますけれども、今度の与那覇湾及び周辺利活用基本計画には自然海岸湧水保全エリアとして位置づけ

ておりまして、同計画では改良の計画はございません。しかしながら、満潮時に護岸を越えて浸水する箇

所等の対策については県に要請していきたいと思います。 

  それから、水上バイクの速度規制につきましては、市が関係者の間に入りまして、水上バイク利用団体

や３漁協等を交えてルールづくりについて話し合っていきたいというふうに考えております。また、カイ

トの規制につきましても関係機関とルールづくりについて話し合っていきたいと思います。魚の産卵時期

等の禁止とか、そういったものが漁業者のほうから出てくれば、その辺を踏まえてルールづくりをしっか

りとやっていく必要があるだろうなと思っております。水上バイク速度の規制やカイトの規制について、

関係者間でルールの合意が得られました場合は、行政チャンネルや広報誌等で市民にも周知を図りたいと

いうふうに考えております。 

◎企画政策部長（古堅宗和君） 

  エコアイランド推進についてのご質問であります。太陽光発電接続保留問題につきましては、沖縄電力

に対し継続的な導入を可能にするよう現在要請を行ったところであります。また、議員ご提案の大規模蓄

電池の導入につきましては、課題解決に向け、石垣市、久米島町とともに県と４者で国への要請について

現在調整中であり、その中で要請内容については協議をしてまいりたいと思っております。また、電気自

動車化につきましては、本市の地域新エネルギー・省エネルギービジョンにおいて導入目標を掲げる中で、

現在国土交通省の実証事業としまして、ホンダと東芝と連携し、超小型電気自動車の社会実験を行ってい

るところであります。ＥＶ導入につきましては、価格や充電設備等の課題もあり、現時点においてはＥ３

の推進とあわせて考えていきたいと思っております。 

◎福祉部長（譜久村基嗣君） 

  就労雇用支援について、本市で保育士・保育所総合支援センターの設置はできないかというご質問でご

ざいました。お答えいたします。 

  本市においては、現在、沖縄県保育士・保育所総合支援センターと本市との連携を持ちまして、宮古地

区での潜在保育士確保のための登録会あるいは就職相談会を実施しております。その登録会において、そ

の登録後は保育士と働きたい方に県内の就労状況、あるいはそうした情報をですね、提供して、本市とし

て県の総合支援センターと連携を密にして行っている状況でありますので、本市においてご指摘の総合支

援センターの設置については今のところ考えていないということになります。この対応で、県との連携で

十分に対応できているかなという感じがいたしますので、今後注視してまいりたいと思っております。 

  次に、保育園の遊具の点検、それから破損状況、破損の修繕の状況ということで３点ほどありましたの

で、一括してお答えいたします。宮古島市には現在公立保育所が10園、それから法人保育所12園、それか

ら認可外保育所11園の計33カ所の施設があります。議員ご指摘の遊具の点検、修繕については、全ての保
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育所において日常的に遊具の安全点検を行い、破損、危険箇所があれば早急に修繕を行うことは当然の対

応であるというふうに考えております。また、児童福祉法に基づき、公立保育所においては宮古保健所に

より毎年１回指導監査の実施がされており、安全確保のできない遊具など、破損箇所があれば改善の指導

を受けることになっております。また、法人保育園及び認可外保育園の施設については、市の担当課によ

り毎年１回指導監査あるいは立ち入りの調査をすることになっており、これは義務づけであります。なっ

ており、破損が確認されたときは改善を指摘し、その改善報告を行うという段取りになっている状況です。 

◎生活環境部長（平良哲則君） 

  信号機の設置についてでありますが、議員ご指摘の久松、久貝集落入り口付近の松田整形外科前交差点

につきましては、宮古島警察署に確認したところ、伊良部大橋の開通により交通量の増加が予想されるこ

とから、現在信号機設置に向けて県警察本部に上申しているという回答を得ております。 

◎農林水産部長（村吉順栄君） 

  まず、１点目の防風林の苗木の配布についてでございますが、防風林用の苗木については、みどり推進

課において、例年９月の防災月間において市民の皆様に防風林の苗木を通常価格の半額において販売して

おります。種類については、クロキ、イヌマキ、ハイビスカス、セイロンマンリョウ、ヤブツバキ、オオ

ギバショウ、クロトン等がございます。 

  次に、３漁協のマグロ漁船への船舶電話設置についてでありますが、平成25年度において沖縄振興特別

推進交付金により石垣市が事業実施した事例がございます。市の実施については、今後漁協、漁業者から

設置要望に関する聞き取り調査を行い、設置台数、設置事業費、漁業者の自己負担額等について検討した

いと考えております。 

  次に、シャーベット製氷機の購入でございますが、今年度で新たな製氷施設の取りかえを行う予定であ

ります。特にシャーベット製氷機については計画はございません。 

  次に、久松地区赤浜船着き場整備についてでありますが、赤浜地区は漁港として指定されておりません

が、港の出入り口から港内にかけて砂がかなり堆積しており、漁船の出入港に支障を来しております。堆

積砂の除去に関しては、県が10月ごろ除去作業を行うと聞いておりますが、それまでの間、漁船が出入港

できるよう早急な措置を行います。防波堤の改修については、今後検討してまいります。 

◎建設部長（下地康教君） 

  松原32号線の整備についてのご質問にお答えいたします。 

  この質問に関しましては、去った３月定例会にも同様のご質問をいただいております。松原32号線につ

いては、現時点では道路の整備計画はありませんということでございますが、この路線は延長871メートル

で、以前に約520メートルは歩道つきで整備をされております。残りの区間につきまして、歩道なしで整備

をされておりますけれども、本路線周辺の住宅の増加に伴い交通量もふえているということは我々認識を

しております。このようなことから、現在、事業継続路線の執行状況を見ながら、今後補助事業での整備

を県と調整をしていきたいというふうに考えております。 

  また、松原32号線の延長についてのご質問もございました。これは、県道を越えて西側へ延び、現在新

たに整備事業が行われております臨港道路伊良部島線に連結できないかというようなご質問の内容だった

と思います。それにつきましては、現在計画はありません。しかしながら、今後地域住民の皆様方の要望
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や交通需要を見ながら検討していきたいというふうに考えております。 

◎振興開発プロジェクト局長（友利 克君） 

  施設の屋根、開閉式にできないかということでございますけども、現在予定しております屋根の構造、

基本的には2003年の台風14号クラスに耐え得る鉄骨造をその鉄骨を金属、それからテフロン膜で覆う設計

になっています。開閉式にはなっていないということです。福岡のヤフードーム、恐らく開閉式だという

ふうに思いますけども、事業費、建設費といいますか、非常に膨大になるということで、基本的にはそう

いう開閉式のドームというのは資金力の豊富な民間の企業が建設をしていると。自治体が整備をするわけ

ですから、公共的な施設であるドーム型で開閉式のドーム施設は今のところ確認できていないという状況

です。大変心強い提言ではありますけども、なかなか困難といったところだというふうに思います。 

  それから、空調設備、冷房かというふうに思います。冷房をですね、アリーナ内の冷房です。一年中使

用できる状態にするとなりますと、これ電気、電力料金ですね、これが非常に大きいということで、基本

的には大きなイベントに使用できるような電源方式を採用していると。先ほど申し上げました一年中、通

常といいますかね、いつでも使用できるような、冷房が使用できるような状態での契約ですと、これ商用

電源方式というんですけども、基本料金などが非常に高くなる。したがって、年間の電気料金もあくまで

も試算ではございますけども、1,000万円を超えてしまうと。そこで、先ほど申し上げました大きなイベン

トに使用できるような設計にしているということで、基本的には発電機、それから残り半分を仮設の発電

機で賄うというような発電機の併用方式というものを取り入れているところです。ですから、粟国恒広議

員から提言のある空調の設計にはなっていないという状況です。 

◎教育部長（奥原一秀君） 

  教育行政について、久松小学校プールについてお答えをいたします。 

  久松小学校プールは、築40年を経過しており、修繕に多額の予算を要することから、現在のところ修繕

は考えておりません。なお、既存プールの撤去時期については、本年度に久松幼稚園舎を改築を実施する

ことから、園舎改築後に県教育庁との協議を実施して、その後に撤去を行っていきたいと考えております。

また、今後は年間を通し市民と小中学生が共用できるプールの建設が望ましいと考えますので、既存の体

育施設の配置場所や市民及び学校の利便性を考慮し、検討してまいりたいと考えております。 

  次に、預かり保育についてでございますけども、現在の預かり保育で保育人数は鏡原幼稚園が３クラス

54名中20名で、下地幼稚園が２クラス31名中９名の預かり保育となっている状況であります。 

  次に、代替職員及びパート補助員の配置の件ですが、預かり保育担当の職員が病休等の休暇取得時の対

応や幼稚園教諭の勤務時間終了後から預かり保育終了までのサポートとして当初幼稚園教諭で対応を予定

しておりましたけども、実施をして実際に運用を開始してみますと、幼稚園教諭に負担があることが判明

をしたため、今後の預かり保育の職員体制を検証する上から、代替職員の確保と幼稚園教諭の勤務時間終

了後から預かり保育終了時間までの管理体制の強化のため、補助職員を配置したく、本議会の補正予算に

代替職員と補助職員の賃金をお願いしているところでございます。他の幼稚園につきましては、今現在行

っている２園の実施状況と保護者のニーズ等を調査し、順次実施していく計画であります。 

◎粟国恒広君 

  再質問をいたします。答弁ありがとうございました。 
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  天然ガスですけど、この分析結果次第でですね、宮古島市の未来構想ができると思うので、しっかり分

析をしてですね、これからどういう利活用するのかというのはすごく楽しみですので、ぜひしっかり分析

結果を調査してほしいと思います。 

  与那覇湾環境総合整備事業計画ですが、この道路はですね、言われたように伊良部に送水する送水管も

埋設されているんですよ。そういう意味で高潮対策とかですね、今道路は異常気象の高潮で侵食され、陥

没箇所が以前にも何カ所か見られたということなので、現在中間地点に県のこれ農地保全対策事業ですか、

そういう意味で現在600メートルぐらいできているんですよ。だから、こういった感じを久松集落入り口ま

で持ってこれないかということですので、県と調整してですね、市道松原20号線の道路の保護のためにも

ぜひこの計画を盛り込んでほしいなと思います。それには遊歩道はついていますので、そこから与那覇湾

を眺めるというのは本当すばらしい景色ですので、ぜひその辺も含めてですね、この道路計画はないと言

わずに、ぜひこの計画を盛り込んでもらいたいなと思っています。 

  あと、ソフト事業の面で水上バイクの速度規制、これはもう地元の漁師もですね、水路を航行するのに

本当に非常に危険だと。最近亀の死骸が２体ほど上がりましたけど、やはりこれも水上バイクとの接触か

なと、原因はまだつかめていないんですけど、そういうやっぱり感じが見られます。そういう意味で水上

バイクの、通るなじゃないんですよ。通ってもいいんですけど、水路内での速度規制、かなりのスピード

で通っています。なので、その辺の水上バイクのね、速度規制ができればいいかなと思います。 

  また、サニツ浜西側のカイト、やはりこれも今までは考えられなかった魚への影響でですね、本当に魚

が与那覇湾に入ってこないんですよ。だから、せめて産卵時期だけにでもやっぱり規制をかけてやっても

らうような方向でこれも検討をお願いします。それに関しては、答弁よろしくお願いします。 

  スポーツ観光交流拠点施設、屋根がオープンできないと。工事費がかさむと。私が調べた限りでは、屋

根をオープンするとき、あれぐらいの規模ですと３億円から５億円でした。こういったドームをつくると

きに、さきの総務財政委員が兵庫県姫路市の視察したというんですけど、僕はああいうのはスポーツだけ

でなくて、宮古島で一番大事なイベント、興行をやるようなね、施設をつくってほしいなと思います。市

長はいろんな意味で問い合わせがあるんだけど、雨天のためできないということがあります。仮に今ロッ

クフェスティバルを開催していますけど6,000名来るというふうに言われています。チケットが6,000円、

当日は7,000円。これで3,600万円ですか、こういう施設をつくることによってイベント興行が２カ月に１

回、5,000名というと、5,000円で売ると2,500万円ですか、年間に通すと６掛けると１億5,000万円、そう

いった経済効果も出てくると思うんですよね。なので、スポーツ、もちろんスポーツも大事ですけど、観

光交流拠点施設ということから、興行、いろんなイベントを含めてね、立派な設備をつくらないと、離島

でありますから、人が島に来ない。離島には飛行機でリスクをかけてくるんですから、設備が本当に世界

一の設備をつくらないと人来ませんよ、これ。なので、しっかり今シンガポールでつくっている施設を見

てですね、つくるときには若干工事費はかさむと思うんですけど、あの施設でもう一回やりたいというよ

うなね、施設をつくってほしいなと思います。市長、よろしくお願いします。 

  あと、久松小学校プールについてですけど、私は立地条件としてもですね、久松は市内にも近いし、ま

たこの用地を見ても南側に大きな駐車場あるんですよ。プールの一元化という意味で、室内温水プールが

久松にできたときに各地区からプールの授業にね、来るときにバスを利用してくると思うんですよね。そ
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ういう意味で駐車場も完備されているという面で、まずモデルというんじゃなくて、本当にプールをつく

るんであれば久松地区でつくってもらって、市民の健康促進のために夕方みんな市民に開放してもらって、

健康促進のためにこのプールが使用できて、市民のために利用できるようなプールをつくってほしいなと

要望していますので、ぜひその辺は前向きにご検討して、ぜひ久松地区でのプール建設をよろしくお願い

します。 

  それと、赤浜の船着き場ですけど、本当に赤浜の船着き場にはですね、伊良部大橋工事が始まってから

砂の流入があると。本当にここの漁民たちは、最初は流入がそれほどでもなかったんですけど、やはり工

事が進む中で、工事の進捗率によって、もう仮橋も一部撤去されるということから、砂の流入が物すごく

多くなっているんですよね。それで、実際防波堤の下を砂が流入してくるもんですから、防波堤も動いて

いますよ、これ。そういう意味で伊良部大橋は宮古圏域のためだということで地元の久松の方々はですね、

大いに賛成して、農水路の管の埋設工事に対しても農繁期の忙しい12月から３月の間にも、工事期間中何

一つ文句も言わないで、これは宮古圏域のためだと思って我慢してずっと今日までやってきました。そし

て、この漁師たちが、こういうすばらしいのができた陰にこういった被害をこうむっている方々がいると

いうことで、この赤浜に関してはですね、これ本当県と協力して何とか砂の流入防止と赤浜の防波堤、船

着き場のね、整備をぜひ市長、やってもらいたいと思います。 

  あと、船舶電話に関してもですね、石垣のマグロ船はほぼ船舶電話を完備しているということです。宮

古のマグロ船にしてもぜひ、漁業無線があるんですけど、やはり情報交換、台湾船とのいろんな位置の情

報とかですね、やはり漁業無線ではちょっと聞き取れないところがあると。今は船舶電話といって感度の

いいすごい電話がありますので、この辺をしっかり漁協と協議して、ぜひ設置できるように、設置した場

合にはまた使用料というのがあると思いますので、その辺の助成もしながらしっかり対応してもらいたい

なと思います。 

  そして、シャーベット製氷機、これは本当に離島だから従来の製氷機よりもシャーベットの製氷機つく

ると魚の鮮度のもちが全然違うということを伺っていますので、ぜひ、離島は輸送面でいろんな時間がた

つのがあります。時間がたつと鮮度は落ちます。その鮮度を保護するためにも今後シャーベット製氷機の

導入をですね、前向きに進めてほしいなと思っています。 

  以上、答弁を聞いて再度質問いたします。よろしくお願いします。 

◎市長（下地敏彦君） 

  まずは、天然ガスなんですけどね、状況についてはお話をいたしました。ただ、しっかりと認識してお

かなければいけないのは、あの井戸１本で事業化できるということではないわけです。ですから、もし事

業化するとなると数本井戸を掘らなければ事業化はできないということですから、あの１本ですぐ事業化

ができるというふうなことではないということは理解をしていただきたいというふうに思います。 

  次に、与那覇湾、ラムサール条約にも指定されて、水鳥もしっかりと管理しなければいけないんですけ

れども、水上バイクが水路でもスピードを出していると。カイトが産卵期でちょっと、魚が寄ってこない

というふうな問題についてはよくわかりました。これは漁協とですね、実際にやっている利用者との意見

交換会をしながらルールづくりをやってまいります。 

  それから、赤浜の砂の除去については、県は10月にやると言っておりますんで、とりあえず当面はこれ
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で切り抜けられるかなというふうに思いますが、防波堤の話になりますと、これは漁港でもない、これま

でずっと慣例として使ってきた船揚げ場であるという程度でありますから、そこに防波堤をつくるという

ことについてはかなり、本音を言うと、きついなという気がいたしますが、これちょっと何かできないか

県と少し話し合ってみたいというふうに思います。 

  船舶電話については初めて聞きました。前に漁業者に対して日台漁業協定のときにですね、新しく魚探

を入れたらどうかと、性能のいい魚探を入れたほうが効率よく魚がとれるんじゃないかというふうに言い

ましたけれども、漁業者としましては今持っている魚探でそんなに不便はないということで、その話は諦

めたんですけれども、船舶電話、これだけ外国といろいろとやっているという中ですからね、これ漁業者

の意見を聞いてみたいというふうに思います。 

  シャーベットの製氷機、私、今回製氷機を入れるに当たってシャーベットの話は出てまいりませんでし

た。これを入れるとなるとちょっと金もかかるし、困ったなというのが正直なところなんですけれども、

氷感冷蔵庫というのが伊良部漁協に設置してあるんですね。シャーベットになる、要するに魚を凍るか凍

らないかぎりぎりのところでやるための冷蔵庫というのは伊良部漁協に今つくってあります。ですから、

それが活用できないのかな、橋もかかりますしね、そういうのも含めて、いきなりシャーベットの製氷機

というよりも、今ある氷感の冷蔵庫の利活用も含めながら、これは少し時間がかかると思いますので、検

討させてください。 

◎振興開発プロジェクト局長（友利 克君） 

  イベントあるいは興行ができるような施設ということでありますけども、基本的にはもうロックフェス

ティバルなども十分開けるような対応ができると、そのための吸音施設ですね、そういったものもしっか

りしたものを用意するということになっておりまして、粟国恒広議員がご指摘するようなイベント等には

十分応え得ると、応え得る施設ということになっております。 

  それから、天候に左右されないと、まさにこれがまた１つの大きなこの施設の目的でございますので、

先ほどのロックフェスティバルなどの雨天によるイベントの中止あるいは延期などのリスク、コストを軽

減するというのも兼ねているということでございます。 

  それから、経済効果の話がございました。これまでも述べてきておりますとおり、９億1,800万円ほどの

経済効果というものをこの施設整備によって一応試算をしているということでございます。シンガポール

の施設の件は、少しご検討させてください。 

◎教育長（宮國 博君） 

  いわゆる学校と市民の共有するプールですね、これ議会のほうからも３名、粟国恒広議員も含めて３人

の方からの質問ございました。議会のほうからの我々が市民共用のプールを今後の方針として持っている

ということについては、ご理解をいただいているものと思っております。ただ、場所等になるとですね、

今どこでつくりましょうという話は現在のところ申し上げられません。といいますのは、これからの宮古

島市のいろんな計画がございますのでね、もろもろそういうものも含めて最もいい、利便性のいいところ

はどこかと、学校の児童生徒も含め、市民も含めて最も利便性のいいところはどこかと、あるいは施設の

バランスとかですね、今後の我々の検討しなきゃならない課題になると思います。それから、温水プール

となりますと、これ熱源の問題が出てきますので、この熱源の対応をどうするかというふうなこと等も今
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後の課題としてございますので、今後私どものほうでその検討をですね、深めていってみたいと思ってお

ります。 

◎粟国恒広君 

  答弁ありがとうございます。 

  観光交流拠点施設ですけどね、やっぱり運営上でもういろんな問題があると思うんですけど、やはり興

行主体、イベント、興行をですね、主体とするほうが私はいいということで、5,000名というイベントに来

るには、この島には3,000メートルの滑走路はあるんですよ。ジャンボ機10便飛ばせば十分日本国内から移

動できる航空手段があるんですよね。そういう面を考えていると、やはりスポーツもそうですけど、イベ

ント、興行をですね、盛んにして、この島を観光客50万人を目指す意味でも、やっぱりこういったものを

年６回ぐらい、２カ月に１遍、本当に日本を代表するミュージシャン、アーティストですね、こういった

興行やればこの運営は必ず島の活性化になると思いますので、ぜひその辺も含めて立派な設備をつくって

くださいということですから、ぜひ振興開発プロジェクト局長、よろしくお願いします。 

  最後になりましたけど、先日仲間賴信議員が拉致被害者について質問しましたけど、私も30年前はマグ

ロ漁船の船員でした。このことはですね、マグロ船の船員の間でもよく話を聞かされ、私はちょうど18で

した。こういうことがあったよと。だから、不審船が来たときには必ず船長に報告しろという感じでです

ね、航行中には本当にこういうことがあったということをね、私も聞いていますので、ぜひそういった面

でも、市長、国としっかり連携してですね、行方不明者のいろんな手がかりをですね、やってもらいたい

なと思います。 

  以上で６月定例会の粟国恒広の一般質問を終わります。ありがとうございました。 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  これで粟国恒広君の質問は終了いたしました。 

◎亀濱玲子君 

  通告に従いまして一般質問をさせていただきます。 

  議会は、さまざまなことを提言する場所でもありますけれども、またチェックをきちっとしていく場所

でもあるというふうに思います。私は、今回の質問では、今頑張れというエールを送った質問もありまし

たけれども、むしろ宮古島市の財政体力で、これから後たくさんの事業をやっていくけれども、本当に大

丈夫かという心配する市民の声が届きます。きのうの嵩原弘議員の資料使った質問を聞いていて、本当に

それを言いたかったというようなことを恐らく何名もの議員が、視察に行かれた議員は感じたはずです。

宮古島市が抱えている課題はもっとチェックして、しっかりと財政を相談しながら、身の丈に合ったこと

をしていかなければ次にツケを残すなということを感じて、姫路みなとドームをごらんになった議員たち

は口々に、何名かはそんなことも感想述べておられたというようなことも聞いておりますので、やっぱり

その観点から私も幾つか質問させていただきたいと思います。 

  ことし１月、市長は臨時会を招集して、一括交付金によって上野の旧ごみ処理施設解体事業をするとい

うことで、跡地利用を準天頂衛星システムの受信施設をつくることになっているというようなことが矢継

ぎ早に話がありまして、臨時会が招集されて、本当に大丈夫なのかというようなことで私はこれは疑問を

呈した側であります。しかしながら、それは一括交付金だからいいだろうと、あとの事業があれば一括交
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付金出るのだというような説得で、恐らく皆さんそれを納得してこの補正予算は通りました。この６月に

来て一般会計から２億2,000万円、これを持ち出すという形で補正予算が計上されております。市長、こう

いう行政に熟知されている市長らしからぬ行政手法というものはいかがなものかというふうにやっぱり申

し上げざるを得ません。この行政の交付金申請までの経緯、これは副市長がこの間、実はこの準天頂シス

テム、これ資料要求したらこういうのが臨時会で配られました。あとはもう既に準備されているのだ、大

丈夫だ、この関係者が来て、実は閣議決定があってこれができるようになったんだという情報から私たち

は臨時会を開いているわけなんです。このことをしっかりと精査しないまま議会は通してしまったという

ことを言わざるを得ないというふうに思うんです。これがこれまで、もちろんやってほしい、やってほし

かった、早目に一日でも早くやってほしかった解体工事というものを涙をのんで、一般会計からは出せな

いので、これができないというので延び延びになって、この６月に来て一般会計からやりましょうよと、

なぜなら後ろにこの事業者がもう後控えているんですというようなことで行政が動いていく、私はこれは

本当に市民に申しわけがないというふうに思うんです。なので、市長にこのこと２点お伺いしたいと思い

ます。交付金申請までの経緯と準天頂衛星システムの事業者がどのようにかかわってこの事業を取り入れ

ようというふうになったのかというご説明を求めたいと思います。また、一般会計から、一般財源から２

億2,000万円も出すというこの大きい出費をどのように考えているのか、組まざるを得なくなったというこ

の行政運営について、市長はこの責任をどう考えていらっしゃるのかをしっかりと市長からお伺いしたい

というふうに思います。 

  さて、２点目です。児童館建設事業における委託料が今定例会で一般会計から設計委託料の追加という

形で発生いたしました。381万円です。これが補正額が計上されて説明を受けますと、都市計画に係る用地

取得、用途の変更が困難であること、時間がかかること、それらの理由から、そのときはなかなか場所も

しっかりと挙げない状況でした。なので、この経緯をちゃんと文書で示すようにというようなことでお願

いをいたしましたら出てきました。そのときは、担当部長は、ここは未来創造センター、仮称ですけど、

図書館の残っている土地なので、委員からあれは国有地でしょうと、あれはじゃ買うめどは立ったのか、

買ったのかという質問が出ました。そのときに市有地だという説明だったんです。それで、それならば買

い取るという、買うという金額は発生しないんですねというふうなことがあって、じゃ説明の文書を出し

ていただいたら通しましょうということで通した経緯があります。しかし、ここに来てその経緯を見ると

保留地となっています。竹原地区区画整理事業の保留地。であるならば、この保留地は保留地の処分要綱、

区画整理事業保留地処分要綱によってしかこれは処分できないのではないか、それを勝手に市が使うから、

じゃ市が市から買えばいい、そんな安易なことでまたやったときに、この380万円余のプラスした額という

のが、これがまた何かで頓挫したときに私たち議会は問われることになります。本当にそれでいいのかと

いうことをやっぱり考えるわけです。これは、区画整理の対象になった住民が優先してこのところを必要

ならば必要というふうになっていくべき場所だというふうに思っています。なので、なぜそこがそんなふ

うに市の土地だというふうな説明になって、委員会の審査が通ることになるのかということですね、この

説明からいうと保留地というふうにいただいています。この乖離は何かということをお答えいただきたい

というふうに思います。これについての用途変更や土地購入ということをもう少し丁寧に説明いただかな

いと納得できるものではありません。よろしくお願いいたします。 
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  さきに粟国恒広議員も取り上げましたスポーツ観光交流拠点施設事業です。私は、全く違う観点からで

す。これは、先日の嵩原弘議員の説明、あのとおりだと私は思っているんです。あのときに嵩原弘議員は、

市長、足踏みする、とまるという選択肢だってあるじゃないかと、それに近いことが、正確ではないと思

いますけど、それに近い、行政はそういうことがあっていいんじゃないかと。私もそう思うんです。視察

した先が８億5,000万、人口規模は10倍です。宮古島市は約５万5,000人。その中で370億円、380億円の予

算規模の、そしてその35億円というお金をそれにつぎ込むということに関して、その費用対効果、その後

の係る経費、そしてメンテナンス、さまざまなことを考えたときに、当初から赤字が見込まれる運営の仕

方でこれを議会が通していっていいのかということは、とても私は疑問を感じます。なので、私はやっぱ

り市長に問いたい。その行政に詳しい市長だからこそ、例えば新市の建設計画にのってやるからつくって

当たり前、公約に言ったんだから当たり前、そうではなくて、やっぱりこの35億円というお金が将来にど

ういうツケを回すかということも考えて、今市民の意見もしっかりと聞いてこの事業の再考をすることが

必要なのではないかと思いますので、市長のご見解をよろしくお願いいたします。 

  続いて、平和行政について伺います。市長が先日上里樹議員の質問に答えて、核兵器廃絶平和都市宣言

に関する質問に対し玄関でしょうか、ロビーでしょうか、新しいパネルをかける用意をしているというふ

うにおっしゃっていましたので、それはとてもうれしいというふうに思います。ただ、これを聞かないと

また再質問ができませんので、重なりますけれども、宮古島に自衛隊を配備、なぜしつこく聞くかという

と、この間市長は積極的には誘致をしません、もしそういうことがあれば市民と一大論議をして考えまし

ょうということでした。しかし、この間の市長の答弁は、かなり積極的に、一般論という前置きをしなが

ら、これが経済効果があるかのごとく説明をされております。なので、私はもう一度市長にこの説明内容

について、市長がどのように受けとめていらっしゃるのかということを確認をさせていただきたいと思い

ます。 

  ２点目です。下地島空港について、市長はこの間、屋良覚書を遵守するということに変わりはないよと

いうことをずっとおっしゃってきましたが、ここに来て自衛隊が来るということになると、それは揺らぎ

ます。市長のお考えは揺らいでいっているのかということを確かめたいと思います。それは、あわせて建

設当時、確認書で自衛隊等、これは自衛隊等ですよ、自衛隊等、軍事使用は認めないということがうたわ

れて、これがセットになって下地島は今守られてきているわけです。かつて2005年に旧伊良部町で住民大

会を開いて、誘致決議上げる寸前で議員たちが住民の前に出されて、それで自衛隊誘致の決議を取り消す

という、そういうことがあった歴史のある下地島空港です。それを重く受けとめるならば、自衛隊はもち

ろん宮古島のどの地域にも私は来てほしくないわけですけれども、重ねて下地島空港はそういう場所では

ないだろうということを市長に再度確認をさせていただきたいと思います。 

  庁舎のことですけれども、しばらく前に全職員のパソコンが新しく導入されたときがありました。その

ときもすごく驚いたんですが、ことし平良庁舎の電話機が、新しい、古いということではなくということ

なようですが、入れかえを全部実施したということなんですけれども、この実施内容と理由についてお聞

かせいただきたいと思います。このお金の使い方、これまで総務部長が一生懸命職員の手を使って経費か

からないようにやっているのだという説明もいただいたと思うんですが、実はこんなふうに全部をかえる

というような作業が本当に何か驚くようなことだと思うんですが、それについてはいかがなものでしょう
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か、よろしくお願いいたします。お答えいただきたいと思います。 

  あと、福祉行政です。総合福祉保健センターの建設に当たっては、私は多くの市民が利活用できるよう

な、これ複合施設を望む声ってとても多いんですね。これはどういうことかというと、障害を持っている

方たちが活動する拠点、集う拠点、そして例えばがん患者や病気を持った難病患者が集うところ、そして

ボランティアが活動の拠点として、さらには市民の健康の増進に、そして例えば石垣とかだったら社会福

祉協議会とかですね、さまざまなことが入る、これ複合と言わなければ、例えば多目的に使える施設と言

ったほうがいいんでしょうか、そのためにはたくさんの市民の知恵が必要なんだと思うんです。それなの

で、タウンミーティングやワークショップ等開催をして、その設計にできるだけ間に合うように生かして

いっていただきたいと。なぜこういうこと聞くかというと、市長は平成25年度の施政方針には総合社会福

祉センターというふうにうたわれているんですよ。今年度は市民総合健康保健センターと変わっています

けど、できれば健康と福祉が融合したような施設であっていただきたいと思うので、ぜひ当時者の声含め、

市民の声を聞く場を設定していただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

  続いて、島外の治療に係る渡航費の助成というものをやっていただいて本当に助かっています。ただし、

これはもっともっと充実してほしいというのは利用者から聞きます。例えば血液の病気の方が宮古島に専

門の医者がいない、そのたびに島外に渡らなきゃいけないという方はもう悲鳴を上げています。それで、

実費が欲しいという、何かこの前どうですかと言うと、本当にもっといただけたらありがたいというよう

なお声も聞きました。なので、その回数の増と付き添いの方の助成というものをこの間見直すというふう

なことでありましたので、早期に検討していただきたいということ、拡充していただきたいという希望で

あります。お答えいただきたいと思います。 

  あわせて、島外で不妊治療をされている方についても、難病患者あるいはがん患者の皆さんの支援同様

していただきたい。これなぜそういうこと言うかというと、調べている中で実はこういうことに出会った

んですね。渡嘉敷村、座間味村というところを調べたら、このがん患者や難病患者の渡航費助成の中に不

妊治療の渡航費の助成もしっかりと入っているというのがありました。これについても少子化対策で子供

を育てやすい環境、あるいは子供を産み育てられるような条件整備というものを行政うたうわけですから、

ぜひこの不妊治療の方々のためにも渡航費の助成に加えていただきたいというふうに思います。この点を

よろしくお願いいたします。 

  続いて、母子支援施設です。私は、ぜひ市長、これをずっと言ってきているんですけど、これ実現でき

ないので、もう一度言います。一括交付金を活用して母子支援施設をつくっていただきたい。これは実は

うるま市がうるはしというようなのをつくりました。それを私は見てきました。それは今10世帯を対象に

ということで、うるはし、これ職員が、課長がつくったデザインだということで、とても丁寧に説明して

いただきました。住宅支援、そして子育て支援、そして就労のサポート、仕事につくためのアドバイス、

さまざまなことをしながら自立に向けてサポートしている。これはやっぱり私は、宮古島市は女性が生活

するには、例えばＤＶ一つ、私が女性相談員をふやしてほしいと言ったＤＶ一つとっても、全県、県の合

わせた数からすると宮古島市は４倍なんです。こんなような状況の中で、さらに母親がシングルマザーで

子供を育てていくという環境は、やはり私は行政支援が必要だというふうに考えます。それで、これに一

括交付金、うるま市も２年ほどかかって頑張って県とやりとりをして実現したということですので、風穴
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はもうあいています。これについて、宮古島市が必要というのであれば、これを一括交付金に乗せていく

という努力ができるのではないかと思いますので、よろしくお願いいたします。 

  続いて、今月は市役所のロビーでハンセン病の啓発月間、去年もありましたけど、開いています。これ

をぜひ、宮古島市がこれまでお約束いただいた啓発をですね、職員についての啓発をぜひ早目に実施して

いただきたい、この取り組みについてもお伺いしたいと思います。 

  次のノンステップバス、まちなかバス関連はは割愛して、次に先送りしたいというふうに思います。 

  消費者相談についてです。これ県に委託されている県民生活センターの宮古分室が実施してきた月２回

の夜の相談、時間外の相談がとてもこれは市民に頼りにされておりました。これが６月で終わるというふ

うに県の方針、ＮＰＯの方針でしょうかね、出ているということで、私はもうせっかくあるものを、これ

までも行政は宮古島市は取り組むべきだという立場で主張してきましたけれども、県の県民相談、県民生

活課に聞くと、県内11市ほとんどのところに非常勤あるいは委託という形で置かれているということでし

た。なので、これについては、これですね、この制度があるんですよ。これ国の事業を県に申請します。

この名称は地方消費者行政活性化基金という基金がもう既に決まっていまして、それを取り崩して使うん

ですけど、手を挙げたほうが勝ちというようなことになっています。これぜひ実現していただいて、非常

勤の専門の方であれ、あるいは今やっているＮＰＯに委託であれ、これできるはずです。これぜひ取り組

んでいただきたい。県に行ったら、どうも宮古島市は検討しそうだぞというようなことを担当はおっしゃ

っていました。ぜひよろしくお願いいたします。 

  学校の統廃合についてです。宮原地区での説明が持たれておりますけど、これ父母が対象だったようで

すね。それで、どういう意見があったのか、新聞によると９月定例会でも議案を提出するとの報道もあり

ます。それは、住民の合意のないまま進めるのはとても強引だと考えます。地域の努力や、あるいは父母

の声に丁寧に向き合うことが求められていると思います。その対応をお伺いしたいと思います。 

  さて、次に伊良部地区、佐良浜地区ですね、両方の小中一貫校の案がこの間提案されておりますが、私

はこれまでの住民説明会を聞いてきて、もしあそこを防災拠点とするのであれば、もっと父母だけではな

く住民の声も聞くべきだというふうに思っています。それは、例えば伊良部と佐良浜一緒にすることなの

か、伊良部だけの小中一貫なのか、あるいは佐良浜の小中一貫なのかというのは、住民からはいろんな意

見が出るんじゃないでしょうか。なので、その住民の声をまず、説明はされている、丁寧に向き合ってい

るというのはこの間説明はお伺いしておりますけれども、どういうふうに進めていくかということをお聞

かせ願いたいと思います。 

  続いて、学校の校舎の学習環境についてであります。ちょっともう写真を持ってくるの忘れちゃったん

ですが、東小学校の雨漏りのひどい状態が続いています。これは学校の階段であったり、フロアであった

り、子供たちからすると滑ってとても危険なのではないかなという状態が続いていて、先生方に聞いても

早く何とかしてほしいというようなことはずっと聞き続けてきていますけど、あちこち順番だというよう

なこともあって、少しずつ直しているということでありますが、急ぎ対応していただきたいと思います。

よろしくお願いいたします。 

  北中学校の校舎の、もう既にご存じだと思うんです。長年、建ててから、しばらくたってからもう出て

きています。校舎の中には室温がとても高くて学ぶ環境としてはとても大変である、改善が必要だという
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ふうな指摘がずっとあります、この間。それがなかなかできないでいますけど、この対応どうされるおつ

もりかということをお聞かせ願いたい。また、他校にもこんな事例があるかをお伺いしたいと思います。 

  続いて、文化庁の補助事業についてです。文化庁の委託事業が、ふるさと文化再興事業があります。そ

れに苧麻糸手績み技術者養成事業というのがありますけれども、これが新聞によるとどうも教育委員会が

補助金を返還したということがあって、これ戒告に係る報道でした。これは教育委員会が受ける予算では

ありませんから、そういう教育委員会が返還したということではなかろうと思うんですが、正しい説明を

お伺いいたします。 

  それと、この戒告処分された職員がまるで一人で全部使い込んだかのような報道になっています。これ

は決してそういうふうな、ずさんな事務処理であったとは思いますけれども、そういうふうに正しくない

状況の中でその人一人に何かがかぶさっていくみたいなことって、本当はよくないのではないかなと思っ

ていまして、それをしっかりと事実を担当から伝えるべきだというので取り上げました。何よりもこの苧

麻績みの事業が平成24年からとまっているんですね。これはぜひちゃんと精査して、しっかりした組織を

つくっていただいて、宮古苧麻績み保存会ですね、それを続けていくというようなことをしていただきた

い。見通しを教えていただきたいというふうに思います。 

  次の空き家活用は、今回の質問から外して次回に回したいと思います。 

  お答えいただいて、また再質問させていただきますので、よろしくお願いいたします。 

◎市長（下地敏彦君） 

  武田良太防衛副大臣の説明の内容はということですが、これについては昨日上里樹議員にお答えしたと

おりであります。 

  次に、屋良覚書は遵守されるべきかということですが、これまでも再三申し上げているとおり、遵守さ

れるべきだと思います。 

◎副市長（長濱政治君） 

  準天頂衛星システムの事業所とのかかわりの関係で２件ございます。一括してお答えいたします。 

  準天頂衛星システム関連事業について、内閣府から事業を受けた民間事業者から平成25年７月ごろ宮古

で追跡管制局を整備したいという相談があり、市として幾つかの候補地を提案いたしました。事業者の説

明によりますと、同追跡管制局は沖縄本島、久米島、宮古、八重山に設置する考えであり、災害を受けに

くい場所、不要な電波がないこと、それから視野が広いことなどの条件を踏まえて調査した結果、宮古島

の旧宮古清掃センター跡地が最適と判断されたとのことでございます。このような経過の中で、市として

は準天頂衛星追跡管制局の誘致と観光施設の整備を関連づけることで一括交付金の活用が可能になると考

え、国、県と調整をいたしました。そのような中、同地域に国から追跡管制局を２基設置する意向がある

ことが伝えられたことから、観光関連施設は他の地域で建設する方向で行うこととし、現在その内容等に

ついて検討中でございます。しかしながら、旧宮古清掃センターは景観を損ね、環境への影響も懸念され

る中、老朽化のため危険建築物となっており、その取り壊しについては市としても長年の懸案事項であっ

たことから、一般財源で取り壊すことといたしました。 

  それから、児童館建設事業に係る委託料関係でございます。児童館の整備につきましては、公共施設を

集約し、効率的な土地利用を図る観点から、旧ＮＴＴ宿舎跡地に保健センターと隣接して建設する方向で
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調整してまいりました。しかしながら、同地は都市計画法上の第１種低層住居専用地域であることから、

保健センターを建設するためには用途地域の変更が必要であり、その変更にかかる期間は長時間を要する

ことが判明したため、児童館及び保健センターの建設場所を見直すことにいたしました。現在児童館の建

設を予定しております旧宮古病院跡地に隣接する用地は市の区画整理事業の保留地であることから、用地

の取得が容易であること、また隣接して未来創造センターの整備が予定されていることから、同センター

との連携利用が可能であること、そして旧ＮＴＴ跡地と比較し、児童館建設に係る事業費の抑制が図られ

ることなどから、同地での整備を決定したところでございます。 

◎教育長（宮國 博君） 

  宮原地区のご質問と、それから伊良部地区ですね、学校の校舎の環境状況、それから文化庁の委託事業

等についてのご質問でございますので、順を追って説明をしたいと思います。 

  まず、宮原地区についてはですね、これまで児童の保護者の皆様や地域の団体代表者、地域の団体代表

は７つほどございましてですね、意見交換を行ってまいりました。その中で教育委員会としては平成27年

度の学校規模適正化の作業は動かないですねというようなことをお話をして、それで統合協議会の早目の

設置をお願いをしてきたところでございます。説明会の中ではですね、参加者の皆さんからは統合に向け

ての前向きな意見や、あるいは教育委員会等への要望がございました。今後我々としましては保護者や地

域団体の代表者の皆さんの意見、要望など聞きましてですね、今後は地域説明会を持ちたいと思っており

ます。それから統合協議会の設置なども進めていきたいと思っております。 

  伊良部地区から小中一貫校の提案が伊良部島の新しい学校をつくる会の皆さんから出ていることにつき

ましては、既に新聞等で議員の皆さん方もご承知のことと思います。伊良部中学校のＰＴＡ、それから伊

良部小学校のＰＴＡからも一貫校の提案がなされております。この要請についてはですね、地域の有志で

子供たちの将来の教育環境を憂慮して情報を集めながら議論を重ね、地域の理解と協力を求めて活動した

結果であり、地域の未来は地域で築いていくという姿勢のあらわれだと我々は評価しております。教育委

員会としましても地域の声に十分に耳を傾けながらですね、伊良部地区の教育環境をよりよいものに整備

していけるように取り組んでいきたいと考えております。 

  学校の校舎の環境については、学習環境については教育部長のほうから答えをさせます。 

  次に、文化庁の委託事業ですね、教育委員会が補助金を返還したというのは、これは誤りでありまして、

補助金を返還したのは宮古苧麻績み保存会であります。宮古苧麻績み保存会は、宮古島市教育委員会に事

務局を置いておりまして、教育委員会は宮古苧麻績み保存会の運営に関する指導、監督をする立場にあり

ましたが、長年にわたり事務担当としてかかわってきたところです。事務担当としてかかわってきたその

中でですね、日ごろからの適正に事務を執行すべき義務を怠ってしまって補助金返還の一因になったとい

うことで、今回のいわゆる処分ということになったところでございます。 

  今後の補助事業についてというふうなことですが、平成24年度からもう文化庁からの補助金はストップ

しております。いわゆるこの事業は平成15年からスタートしておりましてですね、それでもやっぱりまだ

いまだ苧麻糸手績み技術の人ですね、こういう人たちが不足というふうなことでございます。ご案内のと

おり宮古上布は国指定になっておりますので、それに関連する事業がたくさんあって、この苧麻績みもそ

の一つの関連するということでこの技術者の養成のために文化庁からの支援ということになっております
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のでね、今後はですね、この苧麻績みの技術者を養成するために講習会などを開催してですね、後進の育

成につなげていかなければならないと。そのためには、苧麻績み保存会ですね、この再生、この組織を整

えて、早い時期に文化庁あるいは県のほうにですね、補助事業の再開に向けての働きかけをしなければな

らないと、こういうふうに考えているところでございます。よろしくお願いします。 

◎総務部長（安谷屋政秀君） 

  平良庁舎の電話の入れかえについてお答えしたいと思います。 

  平良庁舎の電話設備のメイン機器のシステムがもう20年以上経過しているということで、この老朽化を

原因とするふぐあい等が生じたため、機器の入れかえを実施しております。それに伴って一部の受話器も

取りかえておりますけど、大体電話関係の耐用年数というのは約６年と言われておりますので、業務に支

障のないように古い電話機については順次取りかえていきたいと思っております。 

◎福祉部長（譜久村基嗣君） 

  母子支援施設の設置についての内容でございました。お答えいたします。 

  現在、沖縄県内で一括交付金を活用し、母子支援事業を実施している箇所は、沖縄県が平成24年７月に

与那原町において、一定の条件を付して県内に住所を有する母子家庭を対象とした沖縄県マザーズスクエ

アゆいはぁと、それから平成25年９月にうるま市が設置したうるはしの２カ所が県内にはございます。い

ずれも沖縄県母子寡婦福祉連合会と業務委託をいたしまして事業を現在行っているところでございます。

今のところ宮古島市において母子家庭生活支援モデル事業の実施予定はございませんが、今後宮古島市に

おいて自立支援事業を必要とする母子家庭がふえる状況であれば検討してまいりたいと考えております。 

  ちなみに、参考まででありますけども、宮古島市における、これは平成25年度の実績、８月の調査での

実績なんですが、宮古島市においては全世帯に対する母子世帯の割合を示す出現率がありますが、宮古島

市が4.7％、それからうるま市が7.9％、沖縄県全体で全地区対象での数字が5.4％となっております。した

がいまして、宮古島市についてはまだその出現率は低い状況であるということを私は考えていますので、

一括交付金を活用した施設の設置は今のところ考えておりません。 

◎生活環境部長（平良哲則君） 

  １点目に、島外での治療に係る渡航費用の助成についてでありますが、まず難病がん患者支援の渡航費

の助成回数につきましては、宮古島市難病患者等に係る航空運賃の一部助成交付金要綱で２回までと定め

ておりまして、また難病がん患者を支援する付添を必要とする基準につきましても見直しに向けて検討を

してまいります。 

  次に、不妊治療に係る渡航費の助成につきましては、現在助成の予定はありません。不妊を難病の範疇

に含めるべきかどうか、他の病気との兼ね合いもあることから、慎重な比較検討が必要であるというふう

に考えております。 

  次に、ハンセン病啓発についての本市の取り組みでありますが、市としてはこれまでも宮古島市のグル

ープウエアを活用して宮古南静園の証言文を掲載したり、パンフレット等については各部署の職員や関係

機関に配付して周知を図っております。また、本年度は、ハンセン病問題について正しい知識を得てもら

うために、ハンセン病問題に造詣の深い方を講師に招いての研修会も計画をしております。なお、来月の

10日から11日にかけまして全国ハンセン病療養所所在市町連絡協議会が開催されますが、本市も会議に出
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席し、各地域の動向や各地域の代表との意見交換を通して宮古島市の役割や取り組みにつなげたいという

ふうに考えております。 

◎観光商工局長（下地信男君） 

  夜間暮らしの無料法律相談を市で実施できないかというご質問ですが、これまで県民生活センター宮古

分室におきまして実施してきた夜間暮らしの無料法律相談事業は近々終了するということを県から聞いて

おります。市としましては、この事業につきまして、多重債務に悩む市民の皆さん方が多く相談している

ということもありまして、やはり継続していく必要があるという立場に立ちまして、市が事業を今後引き

継ぐ形で実施していきたいと考えております。今後県や県民生活センターとも相談しながら進めてまいり

ます。また、これに伴いまして相談窓口の設置が必要となります。この相談窓口の設置につきましてもあ

わせて進めてまいります。 

◎振興開発プロジェクト局長（友利 克君） 

  スポーツ観光交流拠点施設事業、本施設の整備に当たりましては、県内外の類似施設の視察調査を行っ

ております。県内の視察施設は、奥武山のセルラードーム、それからうるま市の具志川ドーム、沖縄市の

多目的運動場、嘉手納スポーツドーム、宜野座ドーム、名護市のあけみおＳＫＹドーム、恩納村の赤間ド

ームを視察しております。いずれの施設も多くの市民等の利用があり、住民の健康増進、それからコミュ

ニティーの強化に大きな貢献をしているとのことでした。また、県内では北中城村がこれも35億円ほどか

けて建設を計画をしている、同様に沖縄市、浦添市も同施設、ドーム施設の整備計画があるというふうに

聞いております。 

  それから、市民意見を聞く機会としては、商工会議所、観光協会、青年会議所、観光関係業者、体育協

会、地元の音響業者等の関係団体に個別にヒアリングを実施し、意見の集約を図っているというところで

ございます。 

  それから、事業費関係、大きな予算がかかるということでありますけども、スポーツ観光交流拠点施設

の事業費、約35億円を見込んでいます。市の財政負担を極力抑制するため、交付率の高い一括交付金を活

用して整備いたします。そのため、財政負担の抑制は十分図られているものと思っております。 

  次に、総合福祉センターの建設に当たってということで、当初は福祉と保健の両機能を複合する施設整

備を検討しておりました。その中で福祉関係については対象業務が多岐、広範に及ぶことなどから、時間

をかけて検討する必要があると判断し、保健センターを先行して整備することになりました。保健センタ

ーの整備に向けては、今年度基本計画を策定することになりますけども、その中で市民意見を取り入れた

保健センターの整備に取り組む考えでございます。 

◎教育部長（奥原一秀君） 

  教育行政についてお答えいたします。 

  まず、東小学校の雨漏りにつきましては、４月に現場調査を行った結果、教室棟、管理棟、エントラン

ス部分、食堂棟と広範囲にコンクリートの劣化による雨漏りが確認をされましたので、現在修繕を実施し

ておりますが、修繕箇所が多いため継続して実施をしているという状況にございますので、ご理解をお願

いしたいと思います。 

  次に、北中学校の教室につきましては、立地条件や建物の構造上から風通しが悪く、室温が高くなる原
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因となっておりますので、早急に改善策を検討してまいります。改善策としましては、学校長とも面談を

しまして、空調機等の設置を考えております。 

                 （「休憩お願いします」の声あり） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

休憩します。 

                                     （休憩＝午前11時58分） 

  再開します。 

                                     （再開＝午後零時04分） 

◎市長（下地敏彦君） 

  屋良覚書は遵守されるべきであるというのはずっと言っていますし、確認書の中で自衛隊等軍事使用は

認めないというふうに確認書は言っていないんですよ。言っていないんです。そしてですね、政府は国会

の答弁でどんなこと言っているか。国会での国の答弁をこれからご紹介をいたします。「空港の使用方法

は、管理者である当時の琉球政府が決定すべきものであり、現在においても空港法の規定により空港の利

用、調整の権限は沖縄県が有しているとしています」と。次があるんです。また、下地島空港は公共の用

に供する飛行場として適切に使用する必要があり、パイロット訓練及び民間空港以外の利用が当然に許さ

れないということではないという見解を述べております。 

◎副市長（長濱政治君） 

  市長が答えるべきであるとか、市長に答えてほしいと言ったから全て市長が答えるというふうなもので

はないというふうに思います。私も市長といろいろ話をしながら、市長の意を呈して答えているつもりで

す。 

  それから、児童館建設事業の保留地の件でございます。議員おっしゃるとおり、宮古都市計画事業土地

区画整理事業施行条例というふうなものがございまして、保留地の処分というのがございます。第６条で

す。第６条の第４項、前項の規定にかかわらず次の各号のいずれかに掲げる理由に該当するときは随意契

約によることができる。その第３号、国または地方公共団体が公用または公共の用に供するために必要と

するときと、そのように書かれております。 

◎亀濱玲子君 

  市長に答弁いただいたので、１つはちょっとお答えいただいていないんですが、２億2,000万円のことで

すね、お答えいただいていないんですが、下地島空港のことは、この間私は何度もお聞きしてきました。

これはやっぱりいろんなところが軍事利用に係る危険性というのが今宮古島が出てきているということが

あります。私が何を活用して市長にお聞きしたかといいますと、これは今私が読み上げたのは宮古島の下

地島空港利活用に書かれている中身で、このことを検討委員会は確認して、ちゃんと下地島空港は今日に

至る歴史的経緯の中で平和的利用が要件となっているというようなことの中でるる書かれているので、そ

のことを市長に確認しただけなんですよ。別にどこかから遠いところから持ってきて、これを市長に押し

つけて必ずそう言いなさいと言っているわけではなくて、宮古島市が下地島空港の利活用の中でうたって

いるから、そのことを市長に確認をしているということです。 

  不妊治療というのに関しては、難病と並べて言ったわけではなくて、宮古島市が少子化対策で宮古で治
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療ができない方に産みやすい環境というのをつくっていく工夫ということでお尋ねしました。これをほか

の自治体がやっている、その並列してね、がん患者さんや難病患者さんが渡るときに並列して載せている

ので、それも加えてくださればどうでしょうかという意味で、別にそれが難病と同じレベルの話で言った

わけではありません。なので、ほかの自治体で取り組んでいるのを、よいものは取り入れて、そして宮古

の子育て環境をよくしていくということに関しては検討していただけたらありがたいかなというふうに思

いますので、またこれをお答えいただけたら助かります。 

  文化庁の事業ですけど、ちょっと新聞を持ってくるのを忘れましたけれど、その中でその職員が流用し

たというようなことで書かれていた部分があったので、それについてはそうじゃなくて事務局としての作

業がずさんであったというようなことでの認識でよろしいということですね。 

                 （「そうですね」の声あり） 

◎亀濱玲子君 

  ありがとうございます。 

  母子支援施設について、福祉部長、今の国勢調査が５年ごとですよね。平成20年度の11市の中の値は、

出現率は実はうるま市に次いで宮古島市は２位、6.14でした。それで、私、これは宮古島市は厳しい状況

だなと思って出しました。市長が使ったのは、平成25年度の資料でお使いになられたんでしょう。それが

少し落ちついているから、考えることではないとおっしゃっているけれども、これはやっぱり推移を見て、

それとその数字だけではない、宮古島における女性が子育てをする環境の厳しさというものを鑑みて私は

質問しているわけなんですね。なので、その数字だけではなくて、女性を取り巻く環境、シングルマザー

を取り巻く環境というのもぜひ考えていただきたいというふうに思いますので、これはその推移を見なが

ら、状況を見ながらということの丁寧な対応していただきたいというふうに思いますので、この点お答え

いただいて、また再質問させていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

◎市長（下地敏彦君） 

  不妊の治療についてでありますけれども、なぜ慎重になっているかといいますとね、宮古病院に産婦人

科がある、民間にも産婦人科はいる、座間味村はそういうところがないんです。したがって、座間味村が

やっている意味は十分理解できる。でも、宮古島市にはそういう専門医がいるということであれば、まず

それを活用してほしいと。どうしてもだめだという人は、それはみずから別の医者を選択するというのは

個人の自由であるというふうなことも検討の一つの視点になっているわけです。ですから、慎重に検討し

てくださいと言っているのはそういう意味です。よろしくどうぞ。 

◎福祉部長（譜久村基嗣君） 

  ご存じだと思うんですが、県が設置した一括交付金を活用してつくった県内の施設については、沖縄県

が母子世帯の出現率が全国の２位というデータ、それから離婚率が全国１位というデータ、それから児童

扶養手当などの受給率がそれも全国１位というような県内の状況下の中で母子世帯の支援をしようという

ことで県は動き出したというのが前提があります。ご質問の宮古島市でその支援をするという意図、その

意図についてはご理解をします。ですから、議員がおっしゃるように宮古島市の今後の推移、その出現率

の推移を見ながらですね、今後検討していくということになります。先ほどこういう意味での発言でした

ので、ご理解をお願いしたいと思います。 
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◎亀濱玲子君 

  お答えいただきました。消費者行政の窓口ができるということに関しては、大きな前進だなというふう

に思います。政府もこれは各自治体に多重債務の対応をして滞納している税金等を納めるというふうなこ

とを進めているという経緯もあります。 

  さきに答えていただきました不妊治療の件です。市長、実は国もこの不妊治療については助成を拡充し

てきている経緯があるんですね。それは、ただおっしゃっている宮古でもその治療ができないという方た

ちが実はいて、そのことを指して、やっぱりそれは経済的な負担がとても大きいという現実があって、も

ちろん知っています。宮古に病院もありますし、産婦人科も民間であることも知っていて、そこで間に合

わない、できない人たちが本島に通っているという現実はぜひお伝えしたいかなというふうに思います。 

  さて、これを見ていただきたいと思うんですけど、これ宮古島市が毎年やっている慰霊の日のライトダ

ウンというのが、いつもこれと、きょうはちょっと持ってこなかったんです。小さなろうそくをやって配

っているんですね。その日命のことを考える、受け継いだ命、受け継がれていく命というようなことで、

平和のことを考えようというのを宮古島市がやっているんですよね。これをボランティアでつくった小さ

なろうそくを配って、それでその日を夜しばらくの時間過ごそうというのを宮古島市がずっと、ずっとか

な、この何年かやっているという事業があって、何かいい取り組みをされているなというふうに思ってい

ます。昨日も上里樹議員が言いましたけれども、宮古島市は核兵器廃絶平和宣言都市であります。その中

で平和憲法の精神から全ての国の核兵器の全面廃絶と軍備縮小を強く訴えて、人類の永遠の平和を希求し、

ここに核兵器の廃絶を宣言する都市となるというふうに書かれているのが宮古島市の私は誇れるところだ

というふうに思っているんです。市長は、例えば公安の管理者ですから、さまざまなことがあるときに住

民の命を守るためにできる立場にあるんですよね。なので、そういう意味では本当に軍事に進むというこ

とにはやっぱり反対で、しっかりと平和を守る、島を守るというふうな立場であっていただきたいと願っ

て一般質問を終わります。ありがとうございました。 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  これで亀濱玲子君の質問は終了いたしました。 

  午前の会議はこれにて休憩し、午後の会議は１時45分から再開いたします。 

休憩いたします。 

                                     （休憩＝午後零時17分） 

  再開します。 

                                     （再開＝午後１時45分） 

  午前に引き続き一般質問を行います。 

  順次質問の発言を許します。 

◎垣花健志君 

  いよいよ一般質問も最終日となっております。３月の定例会では24名の方が一般質問をしておりまして、

５日間にわたって一般質問を行いましたけれども、今定例会は４日間ということで、少し短くなりました。

議員それぞれいろんな地域の自治体の議会の実態をというか、実情を調査をしたり、視察をしたりしてい

ると思うんですけれども、大体24名、25名の方ほぼ全員が一般質問をするというのは非常に珍しいという
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か、いや、ほかのところにはないというぐらいの人数でありまして、それでも我が宮古島市議会は非常に

議員それぞれが真面目なのかなというふうな気持ちもしておりますが、でもやはりこの４日間ぐらいが非

常にいいのかなというふうな気もいたしております。私も３月定例会の一般質問は、お休みいただきまし

たが、今定例会は一生懸命質問をしてまいりたいというふうに思っております。当局の丁寧でわかりやす

い誠意のあるご答弁をお願いを申し上げて、一般質問に入りたいと思います。 

  まず、市長の政治姿勢についてお伺いいたします。初めに、外国人観光客受け入れについてであります

けれども、今非常に外国人の観光客がふえているということでありまして、宮古島観光協会に行きました

ら韓国の方が大勢いらして、ゴルフをやってですね、ゴルフのトライアスロンということで３つのゴルフ

場を１日でかけ持ちをして回っているとかというふうな話も聞いておりまして、市長も営業に行かれまし

てですね、この辺のところは一生懸命取り組んでいるのは前回の一般質問でも取り上げて、市長からの答

弁もいただいているところではありますけれども、例えば空港施設についてということで書いてあります

けれども、これは３月の一般質問で佐久本洋介議員も取り上げてありますけれども、空港でのＣＩＱの施

設の整備が現在どのようになっているのかお教え願いたいというふうに思います。 

  そして、受け入れについて、１番、宮古島観光協会のほうに聞きましたらですね、やはり問題点として

は通訳のガイドの育成が非常に今強化が望まれているというふうなことでした。ガイドブックやパンフレ

ットなども外国語のパンフレットも必要であるが、今なかなか取り組みができにくいという状況だという

ふうに話しておりました。次に、やっぱり観光案内、案内板、説明板がやはり多くの外国の言葉の説明が

必要だろうなということでありました。これについて、現在市の取り組みとしてどのようなことを行って

いるのかお聞かせ願いたいというふうに思います。 

  次に、公共施設の削減についてでありますけれども、これについては実は１度だけですね、ＮＨＫのほ

うで合併後の施設が非常に多いということで、その削減について取り組んでいる市町村の調査を行ってい

るということをテレビで見ました。ところが、ちょっとだけ見たもんですから、余り内容についてはわか

りにくかったんですが、ただうるま市と久米島町ともう１市町村のどっちかだったというふうに聞いてい

るんですが、ＮＨＫの記者のほうに問い合わせてみますと、そういう放送についての問い合わせについて

は受け付けてはいないというふうなことで、聞くことができませんでした。なおかつマスコミの方に連絡

をして聞きましたら、一放送局とか企業で取り組んだものに関しては、自分たちでは放送したり、記載は

するんだけれども、ほかのマスコミに情報流すようなことはないというふうなことを言っておりました。

そういう意味では私もぜひ、この２番目に書いてありますように、合併後、各旧市町村の各地にですね、

体育館、公民館、非常に多くの施設があるというふうな意味では、うるま市も久米島町もそうだと聞いて

おりますけれども、やはり削減をしてどこか１カ所にまとめていくようなことが必要ではないかというふ

うに考えておりますので、このような調査を行ったことがあるのかどうかということとですね、そういっ

た削減について取り組む計画があるかどうかということをお聞かせ願いたいというふうに思います。 

  ３つ目に、スポーツ観光交流拠点施設の周辺整備についてでありますけれども、実は鏡原の小中学校の

周辺の住民の方々は非常にこの交流施設についてですね、好意的なというか、非常に喜んでいるという現

状であります。ただ、私も何度か一般質問させていただいておりますけれども、学校からあの上野線に抜

ける道路でですね、やはり未整備な部分が非常に多いというふうに考えております。場所によってはすれ
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違うこともできないほどの小さな道もありまして、やはり学校からいろんな形で施設にですね、向かう際

に道路の不備があるというふうなことではちょっと問題が出てくる可能性もあるんではないかというふう

に聞いて、この質問を書いてあります。やはりアクセス道路の整備というのは必要だというふうに考えて

おりますが、それについての整備計画あるのかどうかお聞かせ願いたいというふうに思います。 

  ４番目の街灯の設置についてでありますが、これは私のちょっと思い違いであったんですが、平成24年

度の施政方針の中で、私は街灯と思っていたんですが、これは防犯灯ということだったということで、聞

き取りの中でわかりました。ただ、私は防犯灯についてもいろいろお話を聞かせていただいたり、設置に

協力をしてきたりしたんですが、どうも料金の問題でですね、滞っている部分があるかと思います。私は、

街灯についてお伺いをしたいと思います。平成24年度の施政方針での実績と今後の対応については答弁い

ただかなくて結構です。一括交付金またはスポンサー制度によって街灯の設置をしたらどうかということ

ですが、これは山口県の宇部市の話でありまして、これは恐らく国内でも珍しい例だというふうに聞いて

おりますけれども、スポンサー制度を設置して、企業の企業名を入れた、広告も入れたですね、街灯を設

置していると、それを呼びかけていくというふうな制度ができたというふうなことであります。ぜひこの

辺も含めて今後、12月定例会の一般質問でもやったと思うんですけども、非常に暗いんですね。我々はい

つも車で走っているもんで、わかんないんですが、実際ライトを消してしばらくしてみると物すごく暗い。

人が歩いていてもわからないぐらいの道路が非常に多いというふうな意味では、ぜひ街灯についての取り

組みを強化していただきたいというふうに思いますので、その辺の取り組みの実績、今後の対応について

お聞かせ願いたいというふうに思います。 

  第三セクターの運営または廃止についてということでありますけれども、これは昨年の新聞ではありま

すが、政府が第三セクターの財政支援をするというふうなことで、自治体支援の検討をなされたというふ

うなことで新聞に載っておりました。この辺の取り組みとして、今皆さんご存じのように宮古でも第三セ

クターが非常に厳しい状況にあるというふうな意味では、こういった支援策を検討していかれたことはな

いのか、それを国に問い合わせをして支援策を求めたことがないのかどうかをお聞きしたいと思います。 

  次に、自衛隊誘致についてでありますけれども、私たちは今まで自衛隊誘致、誘致というふうに言って

おりましたが、これまでは日本全国ですね、自治体から誘致があって初めて自衛隊の配備をしてきたわけ

でありますけれども、今回に限り国のほうから設置をしたいというふうな話があったということは、非常

に画期的なことではないかというふうに考えております。市長は、武田良太防衛副大臣が記者会見の中で

示した350人から400人の部隊を配備するのであれば、その配備のために施設整備を行うのであると、また

人員増に伴う地方交付税、市税もふえると、当然家族も来るので、購買力や人口も大幅にふえて活性化す

るということが考えられるというふうに述べております。実はこれは与那国町のですね、配備をする際に

使った説明資料をいただいてまいりました。これによると、与那国町で大体160人規模の自衛隊の配備があ

ります。これを地方税として入る数字を確認しますと、増収が2,500万円ということでありますが、これを

宮古島に当てはめてみますとですね、１人当たり１万5,625円、350名で掛けますと5,468万円という数字が

出てまいります。非常に大きな地方税が入ってくるというふうに考えていいと思います。それと、実はこ

れ私の独自な調査ですけれども、１人当たりの自衛隊の給与がですね、35万円と考えたときに、大体１家

族25万円ぐらいの消費があるというふうに考えて、そして350名掛けるとですね、8,750万円程度の消費が
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あるというふうに考えていいと思っております。 

  それと、医療支援についてというふうな部分でありますけれども、これは一番災害対策ということで、

もし台風14号など、地震などがあったときには全員この隊員がですね、１時間以内にはその現場に駆けつ

けることができるという状況をつくっているんだという話でありました。医療支援についても医師がいま

すので、緊急の場合の対応もできるというふうなことでございました。 

  それと、これまで、スポーツ観光交流拠点施設について、いろいろお話があります。特に午前中の粟国

恒広議員の質問でもできるなら世界一の施設をつくってほしいということでありました。私も大賛成であ

ります。ただ、予算面が伴うというふうな意味ではいかがなものかというふうに考えますけれども、実は

この自衛隊の補助事業の概要の中にもありましてですね、いろいろ聞きますとドーム建設については厳し

いだろうというふうなことでございました。しかし、避難拠点としての使用もあるということで、避難拠

点としての整備及び支援については十分なされる可能性はあるということでございました。そういう意味

でもこの体育館をそのまま、スポーツ観光交流拠点施設も体育館もということですけども、やはり大きな

災害があったときに避難拠点としての利用も兼ねるということであれば当然国の支援が受けられるという

ことでありますから、この辺のところもぜひ問い合わせというか、考えていただきたいなというふうに思

っております。 

  ついでですから、全部言いますが、食材の調達という部分があります。これは160名として、約２倍とし

て考えてですね、鳥肉や豚肉で40キロ、１日ですね、40キロですから80キロになりますね。野菜が220キロ、

ミルクや牛乳、飲み物が約160リットル、魚や肉が28キロ、パンとか御飯などが240個、これはあくまでも

１日であります。地元業者との契約実績も一応示してありますけれども、これについては割愛させていた

だきます。 

  次に、いろんな施設の概要について書いてありますが、一番大きいものだけちょっと報告をさせていた

だきたいと思います。実は宿舎をつくることになります。これは、今現在の自衛隊の人数からいいますと

約半数が単身赴任、残りの半数が家族であるというふうに聞いております。現在の数字から大体はじき出

しますと、単身赴任の建物が10坪で大体10億円ぐらいの建物が必要であると。これ宿舎ですよ。 

                 （「あれ隊舎という」の声あり） 

◎垣花健志君 

  隊舎。失礼しました。隊舎だそうであります。四、五名という家族の隊舎の建物が大体24億円から25億

円、トータルでやっぱり35億円ぐらいの建物の建設費があるというふうな意味でも、非常に大きな金額が

地元に落ちるということは、これを見ていただけるのかなというふうに思っております。市長の見解とい

うことでありますけれども、やはり市長がいつもおっしゃっていますように、自衛隊配備というのは国防

の問題であるから、これ国が考えるべき問題だと。しかし、我々議員であったり、市民からするとですね、

やはりどれだけのメリットがあるかというふうな意味では、財政的なもの、そして子供たちがいることに

よっての学校の子供たちの増加というものは大きなメリットであろうというふうに考えております。ぜひ

早い機会にこの配備が決定することを私も望んでおきたいというふうに思っております。 

  次に、教育行政についてお伺いいたします。小中学生の携帯電話利用についてということでありますけ

れども、いつの記事でしたか、非常に子供たちの携帯電話の利用がふえていると、これについての料金に
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ついて家族とのトラブルがあるというふうなことが載っておりました。利用状況の調査はしているのかど

うか、そして事件や事故、料金等々の問題で父兄とのその対応についての会議等はなされているかという

ことであります。 

  それと、学校選択制についてお伺いいたします。実は私の知り合いの子供がですね、平良第一小学校に

通っているんですが、どうしても平一学区なもんですから、平良第一小学校に通っているんですが、バレ

ーがしたいということで、南小に学校終わってからですね、行っていて、できれば南小学校に移りたいん

だというふうなことを言っていたんですけれども、本当に子供が自由に選べるということがすごく大事だ

というふうに思っております。そうすることによって学校が努力をすると思うんですよ。ですから、それ

も含めて自由な学校の選択制がないのか、制度の説明を求めたい。そして、その利用状況、それとメリッ

ト、デメリットについてお教え願いたいと思います。 

  道路行政についてお伺いいたします。まず、城辺のこれは根間地と書いて方言ではニーマズというらし

いんですが、これについて、下地明議員、そして西里芳明議員からですね、毎日利用しているけれども、

何とかできないかということで、私も行ってみました。大体５回信号が変わるまで待っていたんですが、

一度も城辺線と十字路の相手の側から来ないんですね。５回待ちました、暑い中で。これを警察に行きま

してこんな状況で実際利用している皆さんも点滅か何かにしてほしいというふうに言っているんだと言い

ましたら、警察のほうから電話がありまして、我々も点滅にしていいと考えていますということでした。

きょうさらに確認の電話入れましたら、実は警察のほうでも駐在に電話を入れましてね、地元の声を聞き

たいということで聞きましたら、地元自治会長が、いや、現状のままでいいということだったということ

でありますから、地元の人がいいと言っているんですから、私としてね、これ以上申し上げることはあり

ませんので、これについての答弁は要りません。 

  次、カーブミラーについての設置と補修について、これ実はもうずっとやっているんです。ところが、

ずっと変わっていないんです。私がもう本当に畑に行くと、下地の川満に行くんですが、もうそれこそ行

き始めてから三、四年になるんですけれども、一つも改善をされておりません。質問は五、六回以上やっ

ているかと思います。聞きましたら、本当に事故があったらどうするんだと、本当にいつも思いながらも、

失礼な話かもしれませんが、防風林を植えているところというのは特に非常に危険なんですよ、見えにく

くてですね。特に軽トラックの場合いいんですが、乗用車の場合にはどうしてももう道路に一、二メート

ル出てしまうという現実がありましてですね、もし本当に事故があってからでは遅い。そういう意味では、

実際何回も、そして大分時間がたっているにもかかわらず、カーブミラーが補修も設置もされない、それ

はなぜかなと思いますけども、これまでやった平成22年度から去年までのですね、実績報告を求めたいと

思います。対応についてもお願いをいたします。 

  次に、福祉行政についてお伺いいたします。実は私、沖縄県後期高齢者医療広域連合の議会に行ってお

りまして、その報告を新聞に掲載をしていただきました。そしたらですね、お年寄りの方から、大体２人

か３名ほどから電話がありましてですね、確かに投稿では宮古の後期高齢者の料金は安く書いてあると。

設定されていると。しかし、年金を五、六万円しかもらわなくてそれだけのお金払っていて、我々は非常

に苦しい生活をしているんだよという話でありました。これ特別給付金というのが７月22日からの受け付

け開始というのが新聞に掲載されておりました。そういうふうに生活困窮者にとっては非常にありがたい
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制度じゃないかなというふうに思っておりますので、ぜひ啓蒙のためにもですね、この辺の説明、そして

給付額はどの程度見込んでいるのか、期間についてもぜひお教え願いたいというふうに思います。 

  観光行政についてお伺いいたします。まず、公設市場でありますが、これは先日上里樹議員からいろい

ろありました。私のほうからは１つだけ聞かせていただきたいと思いますが、実は公設市場はですね、聞

きましたらもうオープン当時から雨漏りをしているというふうに言っておりました。実は亀濱玲子議員も

東小学校の雨漏りの件を話しておりましたが、私も平良第一小学校にですね、完成をしてまだ半年ぐらい

だったか、１年だったかのころにですね、行きましたら雨漏りをしているんですね。普通、市民感覚でい

くとですよ、つくってすぐ雨漏りをする、１年もたたないのに雨漏りをするというのは正直なところ考え

られないと思うんです。ところが、行政の建物はつくったすぐから雨漏りをしても市がまた予算を出して

補修をしているという状況。これ例えば建築をする際に何年かは当然建築をしたですね、業者が保証する

というのはできていないのかどうか。正直なところ、平良第一小学校はもうバケツを置いてありましたよ。

新築ですよ。それで、市場に関しても水がずっと来るもんですから、毎日それを拭いているという状況。

なぜこのようなことが起こるのかなと不思議でたまりませんが、これについてですね、もちろんこれ観光

商工局の答弁になるかとは思うんですが、実際本当にこの辺のところは行政として考えていく必要がある

んではないかというふうに思っております。 

  次に、観光客誘致についてお伺いをいたします。この観光客誘致についてはですね、実は非常に石垣、

90万人とも言われます。宮古島はその半分。その理由は、ある専門家に言わせると宿泊施設だとも言うん

ですね。宮古の倍宿泊施設があるそうであります。宮古で今２つほどホテルの建設をしておりまして、そ

の建設に関しては大体、マックスバリューのところにあるのがホテルライジングサンというホテルらしい

ですけれども、これ105室だそうであります。今大体ホテルの稼働率が70％と聞いておりますから、それを

１日当たり、そして１カ月、そして１年掛けるとですね、１つのホテルで２万6,465人ぐらいの集客数があ

るだろうと。そして、今そこにオープンしようとしているピースアイランド宮古島、これ２号店らしいん

ですが、そこも大体同じような数だというふうに聞いております。これを両方換算をすると５万2,000余り

になるんですね。だから、簡単にお客さんを奪い合うということよりも、ホテル、ホテルでそれなりの努

力をしますから、やはりそのホテルができることによっての観光客の増加というのは見込まれると考えて

いいと思います。実は、昔の話になりますけれども、丸勝ホテルの平良玄勝さんが東急リゾートができた

ときに非常に喜んでおりまして、私はなぜ競争相手ができるのに喜ぶのかなというふうに思っておりまし

た。いや、実はこれはね、宮古島の観光の夜明けなんだよというふうな話をしておりました。その後トラ

イアスロンが誘致をされて、それこそ爆発的に右肩上がりで宮古の観光客は伸びてきたということであり

ます。そういう意味でも、ぜひ市長、ホテルをですね、ふやすという意味では、石垣のような全日空、Ｊ

ＡＬ、そういった大手の航空会社にホテルの建設のお願いをしていくというのも一つの手だと思いますが、

それについて市長の考えをお聞かせ願いたいと思います。 

  農水行政の中で避難港についての質問がありますが、台風シーズンになりまして、実は１度台風で避難

をしている乗組員の方とお酒を飲んだことがあるんですが、船の中で泊まっているんですね。だから、そ

の避難港としての、これは避難港としては池間港が指定されているようでありますけれども、乗組員につ

いての対応はどうなっているのかということをお聞かせ願いたいと思います。 
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  以上、答弁をお聞きして再質問したいと思います。よろしくお願いします。 

                 （「ちょっと休憩」の声あり） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  休憩します。 

                                     （休憩＝午後２時09分） 

  再開します。 

                                     （再開＝午後２時10分） 

◎市長（下地敏彦君） 

  なかなか難しい答弁になってまいりました。今回武田良太防衛副大臣がお見えになったのは、配備をす

るための適地調査をしたいということであります。そして、どんな調査をするかはこれから具体的に提示

をしたいということでありまして、今与那国町の事例でいろいろお話をいただきましたけどもね、そうな

るのか、それ以上になるのかも今よくわからない。昨日私が言ったのは一般論の話をしただけであってで

すね、それは来るからそうなるというふうに言ったわけでもないし、一般論として考えられるのはこんな

のかなという程度であります。したがって、私はこれまでも自衛隊は積極的に誘致するということは言っ

ておりません。やはり国防上どうしても必要というなら十分論議する余地はあると考えておりまして、や

っぱり市民の意見も聞きながらしっかりと対処していきたいと思っております。ぜひですね、議会におい

ても議員間での活発な論議をしていただきたいと、これを期待したいと思います。 

◎副市長（長濱政治君） 

  第三セクターの運営または廃止についてでございます。第三セクター等改革推進債というのがございま

した。これは、平成21年度から平成25年度までのこの期間内で集中的に第三セクターの整理等を推進する

ということで制度化されております。当市におきましては、同地方債を発行できる期間内に第三セクター

の整理を行うかどうかの検討がされていなかったために、同地方債の活用はありませんでした。 

◎総務部長（安谷屋政秀君） 

  公共施設の縮減についてお答えしたいと思います。 

  宮古島市の抱える公共施設は、合併前、合併後において同様の目的で建設された類似施設及び老朽化に

伴う施設の更新など、さまざまな問題を抱えております。本市では、平成24年度に固定資産税台帳を整備

しており、その中で本市の保有する公共施設の状況は把握しております。今後の予定としましては、旧市

町村から引き継がれた類似施設の統廃合や危険建物の撤去等含めた公共施設などの総合管理計画の策定を

予定しております。 

◎教育長（宮國 博君） 

  学校選択制度のことについて、制度のあり方と利用と、それからメリット、デメリットについての３点

のご質問がございました。学校選択制度とは、市町村教育委員会が就学校を指定する場合に、就学すべき

学校について、あらかじめ保護者の意見を聴取し、この保護者の意見を踏まえて市町村教育委員会が就学

校を指定する場合の制度です。本市においては、各小中学校における就学校区を設定し、居住する現住所

に基づき就学校を指定し、保護者へ就学通知を行っているところであります。文部科学省の「通学区域制

度の弾力的運用について」という通知によりますと、就学すべき学校の指定の変更や区域外就学について
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は、市町村教育委員会において、地理的な理由や身体的な理由、いじめの対応を理由とする場合のほか、

児童生徒らの具体的な事情に即して相当と認めるときは、保護者の申し立てによりこれを認めることがで

きると、このような通知内容になっております。通学指定校変更に関する運用基準も設定し、保護者から

の申し立てに対し基準に相当と判断される場合は指定校変更を認めております。その状況については、今

年度の入学時において、指定校変更は小学校が94名、中学校においては45名となっています。学校選択制

度についてのメリット、要は賛成意見としては学校の活性化や魅力の拡大、学校間競争による教育の質の

向上などの声がある一方で、反対者の意見として学校の序列化、学校間、地域間の格差の拡大、固定化、

それから地域との関係などコミュニティーの希薄化、それから学校、家庭での防犯管理領域の拡大などが

あります。実際に長崎県長崎市、あるいは群馬県ですね、前橋市、では制度導入後に生徒数が激減し、部

活動の廃部や学校行事など学校運営に大きな影響を与えるなどの状況から、制度廃止に踏み切ったという

一例もあるということでございます。 

◎福祉部長（譜久村基嗣君） 

  お答えする前にですね、両給付金の周知をするという意味で取り上げていただきました垣花健志議員に

感謝を申し上げます。ありがとうございます。臨時福祉給付金と子育て世帯臨時特例給付金についての質

問で３点ほどありました。まず１点目に、給付対象世帯の説明と、それから給付額の見込み額、それから

申請期間ということでありましたので、一括してお答えいたします。 

  臨時福祉給付金は、消費税の引き上げに伴う低所得者対策として、また子育て世帯臨時特例給付金も消

費税の引き上げによる子育て世帯への影響を緩和する観点から、平成26年１月１日に本市に住民票がある

市民に対して支給されます。臨時福祉給付金は、平成26年度分の市民税が課税されていない方が対象で、

１人につき１万円を支給いたします。ただし、市民税が課税されている方の扶養親族や生活保護の受給者

である場合は対象外になります。また、支給対象者のうち老齢基礎年金、それから障害基礎年金、遺族基

礎年金、児童扶養手当、特別障害者手当などの受給者については１人につき5,000円の加算がされます。子

育て世帯臨時特例給付金は、平成26年１月分の児童手当、これ特例給付を受給している方、平成25年度の

所得が児童手当の所得制限額未満の方が対象であります。対象児童１人につき１万円が支給されることに

なります。 

  ２点目の給付見込額については、臨時福祉給付金が２億3,580万円、それから子育て世帯臨時特例給付金

が5,400万円を見込んでおります。 

  ３点目の申請の期間なんですが、平成26年７月22日から平成26年12月26日までとなっております。 

  今回の給付金の支給については、周知活動といたしまして市の広報誌やマスコミ、それからパンフレッ

トなどを作成いたしまして、市民への周知を図っているところでございますけども、せっかくの機会であ

りますから、対象者の皆さんにお知らせをしてお願いをしたいと思います。対象者の皆さんに一日も早く

この給付金を支給し、負担軽減が図れるように取り組んでおりますので、市役所から申請書の届いた方は

早目に申請をお願いをいたします。また、給付金を狙ったですね、振り込め詐欺、よくマスコミで取り上

げられております。振り込め詐欺や個人情報の詐取などに注意をしていただければなというふうに思って

おります。 

◎農林水産部長（村吉順栄君） 
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  まず、１点目のカーブミラーの設置と補修について、農道に関してご答弁申し上げます。 

  市町村合併後、農道にカーブミラーを設置した実績及び破損箇所の改善の実績はございません。今後の

対策、対応についてでございますが、合併前、旧市町村の農道にカーブミラーを設置した箇所については、

破損状況調査を実施し、対応してまいりたいと思っております。 

  次に、池間漁港についてお答えいたします。池間漁港は、第４種漁港で指定されており、離島その他の

辺地に当たって漁場の開発または漁船の避難所を特に必要なものとなっており、県管理の漁港であります。

宮古島近海で操業している他地区の漁船等が台風時や緊急な場合など、避難港として利用されております

が、利用状況や管理につきましては、沖縄県漁港管理条例に基づき沖縄県が管理しております。また、避

難船の乗組員は通常は船舶の安全管理をしながら船舶内で宿泊しております。しかしながら、大型の台風

時のときは島内の民宿や漁家での民泊等をしております。 

◎建設部長（下地康教君） 

  ３点ほどご質問がございました。 

  まず１点目に、外国人の観光客受け入れについて、空港施設についてでございます。ＣＩＱ施設につき

ましては、県、市の関係部局並びに宮古空港ターミナルビル株式会社で構成される宮古空港ＣＩＱ等連絡

会議におきまして、施設の規模、配置計画、整備、管理運営、スキーム等について協議、調整を重ねてお

ります。県の予定としましては、平成26年度上半期に実施設計を発注し、平成27年度の工事完了に向けて

取り組んでいくという形になってございます。 

  次に、街灯設置及び整備状況についてのご質問でございました。まず、街灯の整備条件としましては、

交差点部分や見通しの悪い部分の局所灯などの設置というふうになっておりまして、その整備につきまし

ては、今後緊急性や必要性を考慮しながら整備をしていきたいというふうに考えております。また、防犯

灯は道路の附帯設備でないことからですね、地域住民がその費用を負担することとなっております。議員

ご指摘の山口県宇部市の道路照明スポンサー制度に関するご提案がありましたんですけども、概要を調べ

てみますと、１基当たりですね、100万円程度の道路照明の設置をスポンサーの負担としておりますので、

このように高価な照明負担においてはですね、本市においてはちょっとなじめないのではないかなという

ふうに考えております。 

  ３点目に、カーブミラーの設置につきましてでございます。これにつきましては、交通安全対策特別交

付金事業で実施をされております。内容としましては、ガードレール及びカーブミラーの設置ということ

になっておりまして、今年度は1,200万円程度の予算が組み込まれております。その設置につきましてはで

すね、各地域住民の皆様方からの要請や要望などを受けまして、緊急性や安全性、その他いろいろなこと

を勘案しましてですね、我々のほうで検討しながら設置を行っているという状況でございます。 

  それと、実績についてのご質問もございました。そのカーブミラー等の設置につきましてですね。平成

23年度には12基、平成24年度には９基、平成25年度には19基を整備してございます。 

◎観光商工局長（下地信男君） 

  まず、外国人観光客の受け入れについてでございますが、外国人観光客の受け入れの課題といたしまし

ては、まず議員ご指摘のとおり、語学、言葉の対応をどうするかということがあります。市では、観光ガ

イド養成事業として韓国語、英語、中国語の語学研修を行っております。また、同じく宮古島市雇用創造
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協議会におきましても外国人観光客受け入れ基礎講座を実施しております。また、民間企業でもそれらに

対応する取り組みが進んでおりまして、例えば韓国のあるホテルでは韓国の大学生をインターンとして受

け入れて、卒業後に社員として採用する、そういう独自の対応とっている企業も出てきております。それ

ぞれの外国人観光客のふなれに対する備え、準備は進んでいるということになります。もう一つの課題は、

市内の各店舗あるいは観光事業者のやはり意識改革が必要であると考えています。言葉の対応もさること

ながら、商品や値段への表示、そういうものの細やかな気配りというのが今後必要になってくると思いま

す。今後宮古島観光協会とも共通認識を持って取り組んでまいります。 

  それから、多言語の観光案内板の設置ですが、これも一括交付金で平成24年度から実施しておりまして、

宮古島内に海中公園等の６カ所、それから伊良部島の通り池などに12カ所既に設置をいたしております。 

  それから、公設市場の雨漏り対策でございますが、上里樹議員にも昨日お答えしましたとおり、オープ

ン当初から何度か確認されておりまして、その都度施工業者に修繕とその対策を、対策と申しますか、原

因究明ですね、お願いしてきたところです。梅雨時期、今月の上旬にも雨漏りが確認されました。やはり

今後はですね、原因究明と、やはり雨漏りが大変営業に支障を来しておりますので、全面的な防水舗装を

施すようにという協議が調っております。 

  それから、観光客誘客につきまして、今後の観光客、60万、70万人という入域観光客を見据えた場合に、

やはり指摘でありました宿泊客室数ですね、ホテルの数というのはやはり必要条件になってくると考えて

おります。ホテルの誘致はできないかというご質問ですが、市内のホテル建設が進んでおりまして、やは

りこれらによって観光客数の底上げが期待できると思いますけども、市でホテルの誘致ということではな

くて、やっぱり今後、市のといえばトゥリバー地区の開発も滞っておりますけども、その課題があります

し、また全体的に今後ですね、民間の動きを期待したいと思います。 

◎振興開発プロジェクト局長（友利 克君） 

  スポーツ観光交流拠点施設の周辺整備についてでありますけども、議員ご指摘のとおり、建設予定地周

辺は道路網の整備が進んでいません。そのため、施設への進入路を整備し、アクセスの向上を図る計画で

す。具体的には、県道高野川満線、これは空港線ですね、空港線の信号の部分、交差点部分ですね、それ

と県道平良新里線、これは上野線です、の２カ所から総延長460メートル、車道７メートル、歩道が５メー

トル、総幅員が12メートルで整備することにしております。 

◎教育部長（奥原一秀君） 

  教育行政の小中学生の携帯電話利用についてお答えをいたします。 

  平成25年10月に沖縄県教育委員会によって、小学生５年生、６年生と中学生を対象に携帯電話やスマー

トフォンに関するアンケート調査が行われました。その結果、本市において携帯電話やスマートフォンの

所持率は小学生が約24％、中学生が約42％の割合で所持しており、中学生の方が所持率が高い結果となり

ました。ただし、この中には携帯電話やスマートフォンを家庭の固定電話のかわりにして使用しているも

のや、児童生徒と保護者の共有としている場合、機種変更によって電話会社やプロバイダーと契約してい

ない写真機能のみの場合も含まれています。近年携帯電話やスマートフォンが普及する中、インターネッ

トでのサイバー犯罪による被害の増加、ラインやＳＮＳへの書き込みによる誹謗中傷によるいじめ等の増

加が懸念されており、本市においても例外ではありません。本市の小中学校においても携帯電話やスマー
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トフォンによる諸トラブルの未然防止に向けた対策を行っています。例えば学校への携帯電話の持ち込み

禁止や許可制とし、保護者会や学級懇談会において扱い等についてお願いをしております。また、学校に

よっては児童生徒保護者及び地域の方とともにサイバー犯罪防止教室を開催しております。また、学校に

おけるふだんの教育活動においても、情報教育、人権教育、道徳、特別活動等を通し、サイバー犯罪の防

止、予防、ラインやＳＮＳ等によるいじめの未然防止にも努めております。本市においても、平成25年度

には宮古島市、宮古島警察署の生活安全課との連携によりサイバー犯罪防止教室を開催しました。本年度

においてもサイバー犯罪及びいじめ予防のためにサイバー犯罪防止教室等の開催を校長研修会等でもお願

いをしております。今後も携帯電話やスマートフォンによる犯罪やいじめから児童生徒を守るために努力

していく所存でございます。 

◎垣花健志君 

  答弁ありがとうございました。少しばかり再質問をさせていただきたいと思います。 

  まず、外国人観光客受け入れについてでありますけれども、宮古島観光協会からいただいた資料ではで

すね、すごい数の外国人が、特にこれの場合クルーズ船の寄港の回数と人数があるんですけれども、一番

多いときではですね、平成16年の１万2,000名、平成17年の１万3,000名という数が来ているんですね。こ

れはトータルでありますから、その中で外国人というのは、今までのトータルでいいますと、平成12年が

3,800名、平成15年で4,900名、平成16年で１万2,000名、平成17年で１万3,000名という数で、どんどん、

どんどんふえてくる可能性が十分に考えられます。そういう意味でもぜひ通訳も含めたですね、取り組み

の強化をお願いしたいというふうに思っております。市長も先日話しておりましたけれども、宮古の観光

入域客数は、上半期、４月、５月でですね、これまでにない好調な推移を見せております。ことしも40万

人を超えるものというふうに期待をいたしております。 

  観光客誘致について、もう一つだけお願いをしたいと思いますが、実はこれ私何度もやっております。

旧城辺町のふるさと文化村基本計画構想ですね、実はこの質問の中でも観光客の施設がもっと欲しいとい

うふうに感じます。１人当たりのですね、観光客消費額は今４万5,000円なんですね。すごく観光客が伸び

始めたころは５万円でした。そういう意味でももっと宮古島ではですね、観光地、要するに自然ではお金

が取れないわけでありまして、こういった施設をつくることによって初めて観光客がお金を使ってくれる

というふうなことと、下地信男観光商工局長も観光については、平良敏夫議員の言葉にもありましたけれ

ども、観光は誘致、受け入れ、魅力づくりだというふうな意味では、こういう魅力のある計画を実施して

ですね、やはり宮古の観光に役立てていくというふうなことが一番大事かなというふうに思っております。

この計画、旧城辺町でつくられて、恐らく市長も助役のときに携わっていると思いますけれども、ぜひこ

の構想をそのまま眠らせておくんではなくてですね、ぜひ実現に向けて努力をしていただきたいと思いま

すが、いかがでしょうか。先ほど言いました自衛隊の協力も得られるものというふうに思っております。 

  最後に市長に質問させていただきますが、実は最初に質問をしたときに市長に答弁求めなかったのはで

すね、再質問でやりたかったからなんですけれども、市長は答弁の中で議会でも論議をしてほしいという

ことでした。実際この自衛隊を誘致するに当たってですね、市長がこれからなさりたいこと、どうしたら

いいのかと、我々も含めてですね、本当にこの配備のための準備というか、段階的なことを考えた場合に、

配備をどこどこにやりますという時点で、決まった時点で我々が議会でそれを議決する必要があるのか、
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それとも市長としてはこれを住民投票をやりたいと考えていらっしゃるのかどうか、これも含めてですね、

この誘致、今調査に入りました。恐らく私の情報では年内にはある程度のことが決まっていくのかな、そ

して来年には場合によっては具体的な話が出てくると。そのときに市長はどのように対応なさるおつもり

なのかをお聞かせ願いたいと思いましてですね、一番最初は自衛隊が配備されることによっての経済的効

果を述べさせていただきました。ぜひこの辺のところを市長の答弁いただいて私の一般質問をこれで終わ

りたいと思います。ありがとうございました。 

◎市長（下地敏彦君） 

  先ほども答弁しましたとおりですね、どうしても必要というんだったら十分論議してみる必要はあるな

ということであります。市民の意見を聞く方法として、やはり市民から選ばれた議会の皆様方がこれにつ

いてどういうふうに宮古島を将来持っていきたいのか、先ほど申し上げたように議員間でですね、大いに

論議をしていただきたいというふうに思っております。 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  これで垣花健志君の質問は終了いたしました。 

◎國仲昌二君 

  今定例会最後の一般質問であります。よろしくお願いします。質問が多岐にわたりますので、また質問

時間の都合上、割愛する質問もあるかもしれません。当局にはですね、そのあたりも整理しながらのご答

弁よろしくお願いいたします。 

  それでは、まず予算の計上についてであります。初めに、一括交付金事業の計上です。宮古清掃センタ

ー解体事業については、去った１月24日に解体事業の委託料のみの議案で臨時会が招集されました。その

中で、この事業の本市におけるメリットは何かとの質問に対し、「これまで単費でしか壊せないと言われ

ていたごみ処理施設が、準天頂衛星システム事業導入によりこれを一括交付金で解体できるというところ

が大きなメリット。みんなに早く撤去しろと言われていたものがもう本当に日の目を見るということ」と

答弁しております。そして、さらに12月定例会が終わってわずか１カ月で補正予算が出てくるのかという

質問に対し、「12月の末ごろ内閣府のほうで最終の審査会がありました。それを待たないと公表できない

し、それを待たないと補正予算も組めないというところでした」との答弁で、もう一括交付金事業の採択

が決まったんだなとみんなに印象づけられ、予算は可決しました。もしこれが単費での解体事業予算であ

れば予算は通らなかったかもしれません。 

  そこでお聞きいたします。この時点、いわゆる臨時会の時点ですね、何を根拠に一括交付金事業が活用

できると判断したのか答弁を求めたいと思います。 

                                                

                                               

                                         

                                                

                                               

               

  次に、財源の振りかえについてです。今回の補正予算では、今回だけでもないんですけども、幾つかの
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財源振りかえが計上されています。初日の質疑において、財源振りかえの理由に「交付税措置などの優遇

措置がないため、地方債を減にして一般財源に振りかえた」という答弁がありました。制度の確認は予算

を計上する前に行うべきではないでしょうか。今回の財源振りかえはほとんどが県の振興資金だと伺いま

したが、県の振興資金に交付税措置などの優遇措置があるのかないのか、事前に知らなかったのかお答え

をしてください。 

  次に、公共事業についてお伺いいたします。初めに、宮古島市庁舎等建設委員会についてであります。

宮古島市庁舎等建設委員会は、旧平良市時代に条例が制定され、現在は宮古島市に引き継がれております。

考え方としては、広く市民の英知を集めて審議する必要があり、市民各階層の知識経験者や市の職員も交

えた組織にするということで、対象施設は条例制定当時建設予定だった市庁舎や中央公民館、総合体育館

などでしたが、その後一部改正し、その他の施設も対象になっています。役割としましては、１、庁舎等

の位置及び敷地の選定に関すること、２、庁舎等建設の基本的事項に関すること、３、その他必要な事項

となっております。 

  ところで、今宮古島市は図書館や中央公民館、児童館、保健センター、スポーツ観光交流拠点施設など

大型の公共施設が次々と計画、実施されています。先ほど亀濱玲子議員の質問に対し振興開発プロジェク

ト局長の答弁で市民の意見は個別に聞いているという答弁がありましたが、この条例に定められている庁

舎等建設委員会は開催されているのかお伺いいたします。 

  次に、スポーツ観光交流拠点施設についてお伺いいたします。このスポーツ交流拠点施設の答弁に７月

の採択に向けて頑張りたいという答弁があり、新聞報道などでは委員会ではあくまで一括交付金でできる

と考えていると答えるにとどまっています。ということは、スポーツ観光交流拠点施設事業についても一

括交付金の採択は決定ではなく、今後調整しながら交付決定していくのでしょうか。 

  この件について２点お伺いいたします。１点目は、宮古清掃センター解体事業のように採択されない可

能性はあるのか、２点目は、もし不採択となった場合、約35億円と言われる事業は単費になるのか、いわ

ゆる一般財源になるのか、この２つについてご答弁願います。 

  次に、事業の優先順位についての考え方について質問いたします。市の考え方として「合併により同じ

機能を持つ公共施設が分散している。これをどのように利活用していくかが課題」と新聞に載っていまし

た。先ほども同じような答弁がありました。まさにそのとおりです。宮古島市のスポーツ施設を初め多く

の公共施設が老朽化し、新たな施設とその機能について、多くの市民が英知を集めて将来を見据えた検討

が必要であります。宮古島市に今求められるのは、同じ機能を持つ施設も含めて公共施設全体の利活用方

針を定め、その中においてスポーツ観光交流拠点施設について議論することが優先だと思います。市長の

ご見解をお聞かせください。 

  施設の概要、経済効果、収支計画については、質問時間を確認しながら後ほど質問したいと思います。 

  次に、今回のスポーツ観光交流拠点施設の用地は財産区からの用地購入ということです。財産区という

聞きなれない言葉が出てきましたので、当局に説明資料の提出をしていただきました。この資料は、地方

自治法第１条の３第３項及び第294条から第297条に規定する財産区を根拠とした説明資料でありまして、

つまり今回の用地購入は地方自治法に規定する財産区の財産処分であり、地方自治法の規定どおり特別会

計を設置し、基金条例を制定し、財産区の収入を歳入とする特別会計予算案を提案しています。私は、こ
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の資料を読み、また地方自治法を調べているうちに宮古島市の財産区というのは地方自治法で定める財産

区に該当するのかという疑問が湧いてきました。１つ目は、地方自治法で規定する財産区は昭和28年の町

村合併促進法制定時の財産区であること及び翌昭和29年の町村合併促進法改正後の市町村合併等により関

係市町村が協議して設置したものであることが要件であること、２つ目に地方自治法で規定する財産区は

特別地方公共団体で、都道府県や市町村と同じ位置づけがされているということ、さらには地方自治法で

規定する財産区は議会を設置し、市町村議会の権限を持つことができるというふうにされているというこ

となどです。疑問がさらに深まったので、総務省のホームページでも財産区について調べてみました。す

ると、財産区に関する調べという調査を総務省が行っていることがわかりました。そこで、この調査につ

いて沖縄県の市町村課へ照会したところ、地方自治法で定めている財産区は沖縄県内には存在しないとい

う回答でした。ということは、宮古島市の財産区は地方自治法で規定する財産区ではないということにな

ります。今定例会に提案されております議案第44号、平成26年度宮古島市平良字久貝財産区特別会計予算、

45号、平成26年度宮古島市平良字松原財産区特別会計予算、47号、宮古島市財産区特別会計条例の制定に

ついて、54号、土地の取得については今回の用地購入が地方自治法で定める財産区を前提としております

が、その根拠がなくなったことになります。そのことについての見解を求めます。 

  次に、財政について質問させていただきます。まず、財政計画についてであります。さきの３月定例会

の信頼性のある財政計画を立てて市民に公表し、説明する必要があるとの私の一般質問に、「平成27年度

から平成31年度までの財政計画を平成26年度に策定する予定で、当然公表します」と答弁していますが、

その進捗状況はどうなっているのでしょうか。公表はいつごろになる見通しなのかお聞かせください。 

  次に、宮古島市の財政力に対する認識についてお伺いいたします。今回の一般会計補正予算で計上され

ているがんばる地域交付金の交付対象等に関する説明で、財政力が弱い団体の定義は財政力指数が0.3以下

だと答弁していました。つまり国の基準では財政力指数が0.3以下は財政力が弱いと考えていることになり

ますが、宮古島市の財政力指数は0.31で、ぎりぎりのところにいます。また、新聞報道による市のコメン

トとして、宮古島市は自主財源が３割自治どころか２割にも満たない状況だというのが載っていました。

宮古島市の財政力について、市長はどういうご認識なのかお伺いいたします。 

  次に、宮古島市の組織についてお伺いいたします。組織の管理体制についてであります。私は、これま

で組織の管理体制について、些細なルール違反や事務ミスを許容する雰囲気を懸念し、ハインリッヒの法

則を用いながらたびたび指摘してきました。今回も指摘したいと思います。昨年の12月定例会で工事請負

契約の追認議決が提案されました。これは、議会の議決を要する契約を議会の議決を経ずに契約したこと

が県の検査により発覚し、県から不適正な事務処理であることはもとより、議会の議決という極めて重要

な手続を欠く違法なものであるという強い指摘を受けたものであります。その後、宮古島市は県に対し改

善策等を報告していますが、その中でも非常に重要であるべき確認作業の怠りにより発生したものと強く

反省を込めて報告しております。ところが、同じ12月定例会の下地明議員の質問への答弁では「これは単

純なミスだというふうに思っております」と答弁しております。私は、何も答弁の言葉尻を捉えて質問す

るつもりはありません。ただ、単純なミスだというふうに思っておりますという答弁は、私がこれまでも

指摘しているとおり、市全体が行政事務を軽々に考える傾向があり、それが答弁に素直にあらわれたと思

われ、このような意識が事務ミス等を誘発していると思い、私はそこに強い危機感を感じているのですが、
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このことについての見解もお伺いしたいと思います。 

  その他の通告につきましてはですね、質問時間を確認しながら後ほど質問したいと思います。 

  それでは、答弁を聞いた後、再質問したいと思います。よろしくお願いします。 

◎市長（下地敏彦君） 

  宮古島市庁舎等建設委員会条例では、審議される公共施設については市長が必要と認める施設と定義を

されております。スポーツ観光交流拠点施設については、新市建設計画に位置づけられた施設であると理

解をしており、新市建設計画は合併に際し旧市町村の英知を集約して策定されたものだと考えております。

また、宮古商工会議所や宮古体育協会などにもヒアリングを実施し、規模の検討等を行っております。さ

らに、場所の選定についても別に委員会を設置し、審議を経た上で決定をいたしております。 

  次に、公共施設全体の利活用を定めてからスポーツ観光交流拠点施設についても論議すべきだというこ

とでありますが、事業の優先順位におけるスポーツ観光交流拠点施設の位置づけでありますけれども、先

ほど申し上げましたように、市の総合計画ではスポーツ施設の整備とスポーツを活用した観光振興を図り、

スポーツアイランドの形成を目指すというふうに示されております。また、私はかねてより沖縄県のコン

ベンションセンターと同様に、音楽やスポーツ、イベント、国内外の大規模会議の誘致が可能な施設整備

の必要性を強く感じていました。そのため、２期目の市政運営を担うに当たり、同事業を優先的に取り組

むことにいたしました。新たな施設整備については、一括交付金の活用、市の財政状況を勘案し、計画を

いたしております。 

◎副市長（長濱政治君） 

  まず、予算計上の仕方について、何を根拠に一括交付金事業が活用できると判断したのですか、調整が

決定してから予算は計上すべきではないですかにお答えいたします。 

  まず、沖縄振興特別推進市町村交付金、いわゆる一括交付金事業の最初の交付決定日は４月１日である

ことから、これを待っていては当初予算に計上できなくなります。また、一般的には交付金事業の内示は

７月でございます。事業によっては年度当初から執行しなければならない事業もあり、事業の円滑な推進

のためには当初予算に計上することが望ましいと考えております。 

  それから、交付金活用の重要なポイントは、解体撤去後、特に旧上野村の宮古清掃センターの問題です

ね、重要なポイントは、解体撤去後に宮古島市の振興発展につながる施設を整備するということであり、

準天頂衛星追跡管制局が整備されることで宮古島市の振興発展につながるとの判断で申請をいたしまし

た。しかし、県や国と調整する中で、準天頂衛星追跡管制局の整備だけでは十分ではなく、解体撤去後に

宮古島市の振興発展につながる施設を市が事業主体となって跡地に整備する必要があると指摘されまし

た。 

  次に、同じく予算計上の仕方について、予算計上後の変更は他の市町村でもあると答弁しています。他

の市町村とは具体的にどの市町村ですかにお答えしたいと思います。答弁する前に、國仲昌二議員にご教

示願いたいことがございます。國仲昌二議員は、私が予算計上後の変更は他の市町村でもあると答弁して

いると述べておりますが、私の答弁を議事録で確認されているのでしょうか。私が確認したところでは、

「他の市町村でも計上してできないというふうなものなど結構出ております」と答弁しております。つま

り予算計上後の変更について言及しているわけではありません。どの議員に対して私がおっしゃるような
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答弁をしたのか、今回の質問の根拠をご教示願えれば幸いに存じます。 

  以上のことを踏まえまして答弁いたします。上里樹議員にも答弁いたしましたが、平成24年度は、特に

一括交付金制度の創設初年度のため、自由に使える交付金制度という認識のもと多くの事業を計画いたし

ましたが、その事業が一括交付金制度になじむのか、そうでないのかについての理解が十分ではなく、当

初予算で計上した事業で同交付金にはなじまない事業が結構出ております。なお、同制度の活用につきま

しては、徐々に理解は深まりつつありますが、毎年度国や県と調整して決まっていく制度であり、難しい

事案が出てくることも予測されます。 

◎総務部長（安谷屋政秀君） 

  まず、予算計上の仕方について、財源振りかえについてお答えします。 

  本補正において減となっている起債の種類は沖縄県振興資金貸付金でありまして、元利償還金の交付税

措置はないものの、合併団体において借り入れ利率がゼロ％という起債です。平成26年度当初予算におい

ても、前年度以前と同様予算計上を行いましたが、合併特例債や一括交付金を活用した事業の導入等によ

り、当初予算編成において起債総額が前年度に比べ大幅に増額となりましたので、平成26年度各種起債計

画の提出に合わせて起債種類の見直しを行い、財源の振りかえとしております。 

  次に、スポーツ観光交流拠点施設の久松、久貝の財産区についてお答えしたいと思います。久貝、松原

財産区を地方自治法にいう財産区と言う根拠はということでありますけど、財産区は明治、昭和の全国的

な市町村合併が推進される中、合併の円滑化を図るため、特別の法規制により設置されたものであります。

久貝、松原財産区は、登記簿によりますと所有権の保存が昭和７年になっていることから、昭和７年には

既に法人格を持った財産区が存在し、今回の土地管理する権利を保有していたという認識のもとで本議会

に対して財産区特別会計の条例を提案しているところであります。 

  次に、財政計画についてお答えしたいと思います。宮古島市第２期中期財政計画の策定は、第１期の期

間が平成22年度から平成26年度までの５カ年間で策定されていることから、本年度において次期中期財政

計画の策定を行うこととしております。現状の進捗状況としましては、第１期の中期財政計画の決算の分

析を行い、平成27年度以降の歳入と事業費算出資料の収集に努めております。年度内にその計画について

は公表したいという予定をしております。 

  次に、財政力が弱い自治体の認識についてお答えしたいと思います。平成26年度一般会計当初予算にお

ける宮古島市の自主財源比率は17％であります。依然として国、県の補助金及び交付金に頼っている状況

であります。第２期中期財政計画において公共施設の整理、縮小を視野に入れ、各種単独補助金の見直し、

物件費等の抑制などを図るなどして健全な運営に努めてまいりたいと思っております。 

  次に、組織の管理体制について、職員には常日ごろから法令を遵守し、服務規程の確保に努め、緊張感

を持って業務に当たるよう指導しているところであります。再発防止に向けては、昨年の議会でも申し上

げましたが、議会に付すべき事案を掲示し、全職員が認識を共有するように注意を喚起しました。また、

平成24年４月１日からは契約検査課を新設し、入札から契約までを一元化し、事務処理の強化を図るとと

もに、財務会計システムでも支出負担行為作成時に議決が必要な事案については要議決と自動的に表記す

るよう改修が行われており、こうしたことが二度と繰り返されないよう再発防止に万全を期してまいりた

いと思います。 
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◎振興開発プロジェクト局長（友利 克君） 

  １点目、これ今年度の事業が交付金決定されているかどうかという確認の質問だと思います。２点目が

採択されない可能性ということですね。 

  それでは、お答えします。まず、今年度のスポーツ観光交流拠点施設関係の交付金、これは当初予算で

交付金ベース４億7,600万円、これ決定しております。今回の議会で上程をしている補正、１億円余になり

ますけども、これは７月４日の交付決定予定でございます。今のところ確認事項といいますか、内閣府か

らの確認事項というのはありませんので、決定していただけるものというふうに思っています。 

  次に、次年度以降も交付金の採択の可否についてでございますけども、一括交付金を活用しての事業は

毎年度、継続及び新規を問わず県、国との調整を経ることになっております。ですから、次年度以降も当

然国、県との調整を経た上で事業は採択されることになると思いますけども、一括交付金が活用できるよ

う国、県と調整をしていくということでございます。 

◎國仲昌二君 

  ご答弁ありがとうございました。副市長、きちんとですね、正確に答弁を引用しなかったということで、

おわびしたいと思います。申しわけありませんでした。 

  それでは、再質問したいと思います。今回の予算計上については、先ほど指摘したですね、宮古清掃セ

ンター解体工事あるいは財源振りかえ、それ以外でもですね、いろいろ私が感じるところがありました。

まず、児童館の建設です。当局が委員会に出した経緯ですね、これによりますと、旧ＮＴＴ宿舎跡地で児

童館と保健センターを隣接する方向で調整してきたと。ところが、都市計画法で用途変更が必要になり、

変更に時間がかかることから建設場所を見直すことにしたということですが、ちょっと考えられないミス

ではないかと思います。事業を計画するときには基本的なことを確認するのは当たり前のことでして、そ

れが事業が始まって、それも設計委託も契約して、実はここではできませんでしたということでは話にな

らないんじゃないかと思います。しかも、増額補正が発生するということですね。行政として、しかも公

金を使って事業を行う公共事業でこんなお粗末なことでは話にならないと思います。 

  それからまた、増額補正の理由としてですね、先ほどの経過の報告によりますと、その経過報告の最後

にですね、増額補正をする理由は旧ＮＴＴ宿舎と比較して事業費の抑制が図られることにあるというふう

に言っているから驚きます。増額補正の理由は、当局が都市計画法の確認という基本的なことをしなかっ

たことにあります。だから、増額補正して新たなまた予算の歳出というものが出てくるわけです。今すべ

きことは、そういった確認すべきことをですね、しなかったという反省をしてもらってですね、言いわけ

をするということではないということを指摘したいと思います。これもですね、先ほど私が指摘したハイ

ンリッヒの法則ではないんですけども、やっぱり行政事務ですね、しっかりと緊張感を持って取り組んで

いくという、そういうところにつなげていってほしいと思います。 

  それからまた、今回ですね、予算計上の話になるんですけれども、増額補正の必要のない予算が計上さ

れているというのもまたありました。この予算の中身はですね、増額補正じゃなくて財源振りかえだけで

十分対応できたというのが見られました。合理的にきちんとした基準によりその経費を算定し、これを予

算に計上しなければならないという財政法の規定もありますけれども、こういった趣旨をですね、尊重し

て精査、そして計上するように希望したいと思います。予算計上についてご見解があればお伺いしたいと
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いうふうに思います。 

  それから次にですね、宮古島市庁舎等建設委員会設置条例について再質問したいと思います。昭和58年

２月にですね、旧平良市の臨時会で条例が上程されています。これがそのときの議事録のコピーですけれ

ども、ちょっと中身を読み上げたいと思います。議案第９号、平良市庁舎等建設委員会設置条例でござい

ますが、これは新しくこの条例を設置しようという案でございますが、これは平良市の庁舎や、これは庁

舎だけではなく庁舎等とありますのは、庁舎、中央公民館、総合体育館等の建設に関し必要な事項を調査、

審議させるために建設委員会を設置しようという案でございます。これは広く市民の英知を集めて審議す

る必要がありますので、市民各階層の知識経験者や市議会議員の方々、あるいはこれに市の職員も交えた

組織にしたいというふうに考えております。この時点では、庁舎、市庁舎ですね、中央公民館、当時予定

だった総合体育館、この３つに一応限定してこの条例はつくられております。その後ですね、昭和62年に

改正されております。これもちょっと読み上げます。次に、議案第10号、平良市庁舎等建設委員会設置条

例の一部を改正する条例、これは現在の条例は平良市庁舎、中央公民館及び総合体育館だけに限定されて

おりますので、既に中央公民館や総合体育館は完成していることから、現条例中の「庁舎等」の字句を改

めて、今後予定されています博物館やその他の施設等にもこの条例ができるような内容にしたいから、こ

の案を出しているわけでございます。昭和62年にその庁舎、それから中央公民館、総合体育館に限定して

いたものをその他の施設まで対象としますよという改正案がされております。そして、平成11年には、ち

ょっと市議会議員はメンバーにはふさわしくないんじゃないかということでメンバーから議員が外されて

いるという、こういう流れでこの委員会の設置条例というのは来ているんですけども、先ほどですね、市

長が答弁した合併時に策定された新市建設計画、それのプロジェクトに入っているというのもあるんでと

いうような話でしたけれども、そういうことではなくてですね、例えばそういうプロジェクトに入ってい

た図書館などは多分この委員会を立ち上げてですね、いろんな検討したというふうに思います。それとあ

とですね、場所についてはほかに委員会つくってやったんだという話があったんですけども、やっぱり条

例があるからにはこの条例を使ってやるべきじゃないかなという考えもあります。 

  市長は、昨年12月定例会のですね、私の一般質問の中の市民主権という考え、つまり行政運営の場面、

場面で直接市民の声を聞き、行政に反映していく、そういう努力をしていくことが市民主権の趣旨であり、

より民主的な行政の進め方だと考えますという私の質問に対してですね、「私も考え方は同じくするもの

であります」という答弁をいただいております。この考え方からすると、やっぱりこの委員会を設置して

ですね、市民の意見を反映することが最善策だと思いますが、いかがでしょうか。特にですね、スポーツ

観光交流拠点施設は、例えば赤字が見込まれているということで収支見込み、あるいはですね、例えば児

童館は公共施設の集中化が有効利用になりますよということで移転しているんですけども、やっぱり場所

が１つだけ離れているという部分、あるいは施設の機能についてもですね、人工芝ということですけれど

も、姫路みなとドームですか、向こうでは人工芝にしたということで使い勝手が悪いというふうな指摘も

あるということなどもありますので、こういったのもですね、この建設委員会を立ち上げてですね、そこ

でいろいろ市民の意見を聞くというのがよろしいんじゃないかと思うんですけれども、これについてもち

ょっとご見解をお伺いしたいと思います。 

  それから、財産区についてちょっと話ししたいと思います。実はこれは字有地というのが昔からずっと
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間切時代の前からあったという話を聞いておりますけれども、本土復帰をするまではほとんど原野である

とか、山であるとかというのは売買の対象にはならなかったんで、そんな表面化しなかったんですけれど

も、本土復帰以降ですね、企業による開発行為とか、あるいは公共事業、道路建設等ですね、ということ

でこの字有地の売買が必要が出てきたんですね。ところが、ほとんどの市有地というのは私人名義ですね。

いわゆる非法人格であって売買が困難だということがありました。そこでですね、昭和56年に当時の宜野

湾市長がですね、那覇地方法務局長に照会を出しているんですね。要するにもう私人名義で登記されてい

るんで、売買したいんだけども、できないと、権利関係なども複雑でもうどうしようもないけど、どうし

たらいいんですかみたいなもので出してあるんですね。それで、当時の法務局長が、それじゃもう便宜上、

便宜的に財産区ということで逃げ道をつくろうということでできたのが今の宮古島市あるいは沖縄県内に

ある財産区なんですね。地方自治法で定めた財産区ではないんですよ。その後でいわゆる認可地縁団体と

いう制度ができて、それから地縁団体での売買になっているということでですね、ですから私が沖縄県市

町村課に地方自治法に定めてある財産区というのは沖縄県内にあるのかという質問に対しては、いや、そ

れはないということなんですね。ですから、私がとても心配しているのは、その地方自治法に規定する財

産区ということで、久貝、松原両自治会が本来は自分たちで管理して自分たちで使うべき収入を市がこれ

を取ってですね、管理するという自治法上のやり方というのは問題があるんじゃないかなと、根拠がない

んじゃないかなというふうに私は思いますけれども、この辺についてですね、再度ご見解を求めますので、

よろしくお願いします。 

  答弁を聞いて再々質問をしたいと思いますので、よろしくお願いします。 

                 （「議長、休憩を」の声あり） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  休憩します。 

                                     （休憩＝午後３時24分） 

  再開します。 

                                     （再開＝午後３時30分） 

◎國仲昌二君 

  先ほどの質問で答弁書を正確に反映しなかったということは申しわけないと思っております。その部分

についての発言を取り消したいと思います。 

◎市長（下地敏彦君） 

  宮古島市庁舎等建設委員会においてスポーツ観光交流拠点施設も論議すべきではないかということであ

りますけれども、この委員会のこれまでの歴史的な経緯はお話しをいただきました。昭和62年に改定され

た平良市庁舎等建設委員会の中では、市長が必要と認める施設、これを調査等というというふうに改めら

れております。このスポーツ観光交流拠点施設については、私は、新市建設計画等で位置づけられている

んで、わざわざ建設委員会で諮る必要はないというふうに判断をいたしたわけであります。しかし、やは

り多くの意見を聞く必要があるということで、商工会議所、宮古体育協会、その他関係者にもヒアリング

をして決定をしたということであります。 

◎副市長（長濱政治君） 
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  財産区の問題でございますけども、結局久貝と松原の自治会で登記簿が財産区という名称で登記されて

いるんですね。これを財産区じゃないと言って、所有権持っているのはこの財産区なんですよと、この処

理をじゃどうするかということで考えているわけですね。これが地縁団体ということであれば別に全然問

題ないですよ。しかし、登記簿上財産区となっているものを財産区じゃないと我々が言って、これを今み

たいな手続をとらない、じゃそういった場合の根拠は何になるんですかということなんですよ。その辺を

考えてやっているわけです。そして、これは財産区として登記した財産区の方々が手続をとって地縁団体

にするというんであれば、それはそれで全然問題はないと思います。問題は、財産区として登記簿に載せ

て、そしてそれを運用してきているその財産区の方々がいらっしゃるわけですね。じゃ、それに対して何

の根拠でもって契約をしていくのかということを考えますと、それまたちょっと違う話になると思うんで

すね。そしてまた、財産区の認定は県知事が行い、地縁団体の認定は市長が行うということになっていて、

この財産区の認定を受けた団体の自主的な判断、自主的な運営で地縁団体に持っていくと、持っていって

これがそうなったんだったら、おっしゃるような形で多分処理できるんだろうと思います。しかしながら、

あくまでも登記簿上財産区となっている以上、正式な形をですね、とるべきだというふうに思います。 

◎國仲昌二君 

  ご答弁ありがとうございました。先ほどのですね、庁舎等建設委員会についてですけど、私はスポーツ

観光交流拠点施設だけではなくてですね、やはり大型の公共施設をつくる際には、条例がきちんと制定さ

れていますので、この委員会の活用をして多くの市民の意見を取り入れるべきだというふうに考えます。 

  それから、今財産区の答弁がありましたけれども、もう時間ないんですが、私が調べたというか、私の

いろんなところで調べた限りでは、いわゆる地方自治法での規定されているようなやり方というのはいか

がなものかという人たちもいますので、これについてはですね、またこれからも勉強していきたいと思い

ます。 

  最後にですね、「来たるべき民主主義」という本がありまして、これにとてもいい言葉がありましたの

で、ちょっとお話ししたいと思います。「おかしいと思ったらおかしいと言っていかなければ社会は少し

もよくならないし、時折取り返しのつかないことが起こってしまうだろう。住民にはそれを訴える権利が

ある。住民は主権者である」と。私たち議会もですね、あるいは市当局もいろんな目の前の事業を一生懸

命やっている中でですね、主権者がどこにあるのかというのをちょっと忘れがちになる部分がないのかな

と自分に問うております。これからもですね、この主権者は住民にあるということをきちっと認識して議

会活動頑張っていきたいと思います。どうもありがとうございました。 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  これで國仲昌二君の質問は終了いたしました。 

  これをもちまして一般質問を終わります。 

  本日の日程は、これで終了いたしました。 

  議員の皆さん並びに当局にお知らせいたしますけれども、次回の会議についてはですね、一般質問終了

に伴い、25日に予定しておりました各議案の委員長報告から採決については次回24日火曜日の会議におい

て処理したいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

  本日の会議はこれにて散会いたします。 
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                                     （散会＝午後３時37分） 



平 成 26 年 

第４回宮古島市議会(定例会)会議録 
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（委員長報告、質疑、討論、表決） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 237 - 
 

平成２６年第４回宮古島市議会定例会（６月）議事日程第６号 

 

平成２６年６月２４日（火）午前１０時開議  

 

日程第 １    議案第９５号 宮古島市職員の再任用に関する条例          （委員長報告） 

 〃 第 ２     〃 第９７号 宮古島市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例（  〃  ） 

 〃 第 ３     〃 第９８号 宮古島市現業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条 

               例                         （  〃  ） 

 〃 第 ４     〃 第９９号 宮古島市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例 

                                         （  〃  ） 

 〃 第 ５     〃 第４６号 エコアイランド宮古島の推進に関する条例の制定について（  〃  ） 

 〃 第 ６     〃 第４７号 宮古島市財産区特別会計条例の制定について      （  〃  ） 

 〃 第 ７     〃 第４８号 宮古島市平良字久貝財産区基金条例の制定について   （  〃  ） 

 〃 第 ８     〃 第４９号 宮古島市平良字松原財産区基金条例の制定について   （  〃  ） 

 〃 第 ９     〃 第５０号 宮古島市職員の給与に関する条例及び宮古島市職員の修学部分休業に関す 

               る条例の一部を改正する条例             （  〃  ） 

 〃 第１０    〃 第５１号 宮古島市職員の高齢者部分休業に関する条例の一部を改正する条例 

                                         （  〃  ） 

 〃 第１１    〃 第５２号 宮古島市固定資産税の課税免除の特例に関する条例の一部を改正する条例 

                                         （  〃  ） 

 〃 第１２    〃 第５３号 宮古島市火災予防条例の一部を改正する条例      （  〃  ） 

 〃 第１３    〃 第３９号 平成２６年度宮古島市一般会計補正予算（第２号）   （  〃  ） 

 〃 第１４    〃 第４０号 平成２６年度宮古島市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 

                                         （  〃  ） 

 〃 第１５    〃 第４１号 平成２６年度宮古島市港湾事業特別会計補正予算（第１号） 

                                         （  〃  ） 

 〃 第１６    〃 第４２号 平成２６年度宮古島市農漁業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 

                                         （  〃  ） 

 〃 第１７    〃 第４３号 平成２６年度宮古島市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） 

                                         （  〃  ） 

 〃 第１８    〃 第４４号 平成２６年度宮古島市平良字久貝財産区特別会計予算  （  〃  ） 

 〃 第１９    〃 第４５号 平成２６年度宮古島市平良字松原財産区特別会計予算  （  〃  ） 

 〃 第２０    〃 第５４号 土地の取得について                 （  〃  ） 

 〃 第２１    〃 第５５号 土地の取得について                 （  〃  ） 

 〃 第２２    〃 第５６号 財産の取得について                 （  〃  ） 

 〃 第２３   陳情第 ２ 号 これからの勤労青年教育のあり方に関する要望書    （  〃  ） 
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日程第２４   陳情第 ５ 号 住民の安全・安心を支える公務・公共サービスの体制・機能の充実を求め 

               る陳情書                      （委員長報告） 

 〃 第２５   陳情第 ６ 号 住民の安全・安心を支える「国の出先機関の原則廃止」に関する要請書 

                                         （  〃  ） 

 〃 第２６   陳情第 ８ 号 学校規模適正化に関する要請書            （  〃  ） 

 〃 第２７   陳情第１０号 市民総合健康保健センター（仮称）建設にむけての要望書（  〃  ） 

 〃 第２８   陳情第 ７ 号 船員税制（住民税）の減免に関する申し入れについて  （  〃  ） 

 〃 第２９   陳情第 ９ 号 労働者保護ルール改悪反対を求める意見書の採択を求める要請書 

                                         （  〃  ） 

 〃 第３０   諮問第 ４ 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて   （市長提出） 

 〃 第３１  決議案第 １ 号 宮古島市議会議会改革調査特別委員会の設置について 

                                     （議会運営委員会提出） 

 〃 第３２   指名第 １ 号 宮古島市議会議会改革調査特別委員会委員の選任について 

                 ～ 休 憩（委員会構成） ～ 

 〃 第３３   派遣第 １ 号 議員の派遣について 

 〃 第３４ 意見書案第 ２ 号 集団的自衛権行使を容認する解釈改憲の慎重なる審議を求める意見書 

                                          （議員提出） 

 

◎会議に付した事件 

    議事日程に同じ 
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平成２６年６月２４日 

 

宮古島市議会 

議長 眞榮城 德 彦 殿 

 

                                   総務財政委員会 

                                   委員長 嵩 原   弘 

 

委 員 会 審 査 結 果 報 告 書 

 

 本委員会は、付託された事件を審査の結果、下記のとおり決定したので、会議規則第１０９条の規定によ 

り報告します。 

 

記 

 

議案番号 件                  名 結  果 

議案 

第９５号 
宮古島市職員の再任用に関する条例 否  決 

議案 

第９７号 
宮古島市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例 〃 

議案 

第９８号 
宮古島市現業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例 〃 

議案 

第９９号 
宮古島市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例 〃 

議案 

第３９号 
平成２６年度宮古島市一般会計補正予算（第２号） 原案可決 

議案 

第４４号 
平成２６年度宮古島市平良字久貝財産区特別会計予算 〃 

議案 

第４５号 
平成２６年度宮古島市平良字松原財産区特別会計予算 〃 

議案 

第４６号 
エコアイランド宮古島の推進に関する条例の制定について 〃 

議案 

第４７号 
宮古島市財産区特別会計条例の制定について 〃 

議案 

第４８号 
宮古島市平良字久貝財産区基金条例の制定について 〃 
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議案番号 件                  名 結  果 

議案 

第４９号 
宮古島市平良字松原財産区基金条例の制定について 原案可決 

議案 

第５０号 

宮古島市職員の給与に関する条例及び宮古島市職員の修学部分休業に関する条例

の一部を改正する条例 
〃 

議案 

第５１号 
宮古島市職員の高齢者部分休業に関する条例の一部を改正する条例 〃 

議案 

第５２号 
宮古島市固定資産税の課税免除の特例に関する条例の一部を改正する条例 〃 

議案 

第５３号 
宮古島市火災予防条例の一部を改正する条例 〃 

議案 

第５４号 
土地の取得について 〃 

議案 

第５６号 
財産の取得について 〃 

 

※議案第９５号、議案第９７号、議案第９８号、議案第９９号は、平成２６年第２回宮古島市議会定例会（３

月）からの再々継続審査事件。 

 

◎議案第９５号、議案第９７号、議案第９８号、議案第９９号 

 議案第９５号、議案第９７号、議案第９８号、議案第９９号については、「フルタイム勤務を認めないと

いうことを条文では明記できないということは、新採用等にも影響してくるので認められない」との反対意

見と、「各市町村とも再任用についての条例は大半が可決している中で、宮古島市が否決し、宮古島市から

再任用の条例をなくすことは問題だと思う」との賛成意見があった。採決の結果、賛成少数で否決された。 

 

◎議案第３９号 

 議案第３９号については、「スポーツ観光交流拠点事業に関する予算が計上されているが、同事業はもっ

と議論を深めてから対処すべきであると考えるが予算措置をされており、認められない」との反対意見があ

った。採決の結果、賛成多数で原案可決された。 

 

◎議案第４４号、議案第４５号 

 議案第４４号、議案第４５号については、「スポーツ観光交流拠点事業を実現するための特別会計予算で

あり、同事業に反対の立場から認められない」との反対意見があった。採決の結果、賛成多数で原案可決さ

れた。 
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平成２６年６月２４日 

 

宮古島市議会 

議長 眞榮城 德 彦 殿 

 

                                   総務財政委員会 

                                   委員長 嵩 原   弘 

 

陳 情 書 審 査 結 果 報 告 書 

 

 本委員会は、付託された陳情書を審査の結果、下記のとおり決定したので、会議規則第１４２条の規定に

より報告します。 

 

記 

 

議案番号 件             名 結  果 措  置 

陳情書 

第 ５ 号 

住民の安全・安心を支える公務・公共サービスの体制・機能の充実を

求める陳情書 

不採択とす

べきもの 

 

陳情書 

第 ６ 号 

住民の安全・安心を支える「国の出先機関の原則廃止」に関する要請

書 
〃 

 

陳情書 

第１０号 
市民総合健康保健センター（仮称）建設にむけての要望書 

採択すべき

もの 

 

 

◎不採択の理由 

 陳情書第５号については、「陳情の趣旨が道州制の議論自体を否定している。また、道州制の議論が進め

ば国民のくらし等が大きく後退するとの内容になっており疑問を感じる」との反対意見があった。採決の結

果、賛成少数で不採択とすべきものと決した。 

 陳情書第６号については、「構造改革路線の問題点が指摘されてとあるが、現在、構造改革路線からの脱

却とのことで、新しい政策が始まっていると理解している」との反対意見があった。採決の結果、賛成少数

で不採択とすべきものと決した。 

 

◎採択の理由 

 陳情書第１０号については、陳情書の趣旨を了とし、全員異議なく採択すべきものと決した。 
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平成２６年６月２４日 

 

宮古島市議会 

議長 眞榮城 德 彦 殿 

 

                                   総務財政委員会 

                                   委員長 嵩 原   弘 

 

閉会中、継続審査の申し出について 

 

 本委員会は、下記の事件について、閉会中もなお審査を要するものと決定したので、会議規則第１１０条 

の規定により申し出ます。 

 

記 

 

１．件 名 

議案番号 件                       名 

陳情第 

第 ７ 号 
船員税制（住民税）の減免に関する申し入れについて 

陳情第 

第 ９ 号 
労働者保護ルール改悪反対を求める意見書の採択を求める要請書 

 

２．理 由 

  陳情第７号、陳情第９号については、閉会中も慎重審査を要する。 
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平成２６年６月２４日 

 

宮古島市議会 

議長 眞榮城 德 彦 殿 

 

                                   文教社会委員会 

                                   委員長 垣 花 健 志 

 

委 員 会 審 査 結 果 報 告 書 

 

 本委員会は、付託された事件を審査の結果、下記のとおり決定したので、会議規則第１０９条の規定によ 

り報告します。 

 

記 

 

議案番号 件                  名 結  果 

議案 

第４０号 
平成２６年度宮古島市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決 
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平成２６年６月２４日 

 

宮古島市議会 

議長 眞榮城 德 彦 殿 

 

                                   文教社会委員会 

                                   委員長 垣 花 健 志 

 

陳 情 書 審 査 結 果 報 告 書 

 

 本委員会は、付託された陳情書を審査の結果、下記のとおり決定したので、会議規則第１４２条の規定に 

より報告します。 

 

記 

 

議案番号 件             名 結  果 措  置 

陳情書 

第 ２ 号 
これからの勤労青年教育のあり方に関する要望書 

採択すべ

きもの 

 

陳情書 

第 ８ 号 
学校規模適正化に関する要請書 〃 

 

 

※陳情書第２号は、平成２６年第２回宮古島市議会定例会（３月）からの継続審査事件。 

 

◎採択の理由 

 陳情書第２号、陳情書第８号については、陳情書の趣旨を了とし、全員異議なく採択すべきものと決した。 
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平成２６年６月２４日 

 

宮古島市議会 

議長 眞榮城 德 彦 殿 

 

                                   経済工務委員会 

                                   委員長 西 里 芳 明 

 

委 員 会 審 査 結 果 報 告 書 

 

 本委員会は、付託された事件を審査の結果、下記のとおり決定したので、会議規則第１０９条の規定によ 

り報告します。 

 

記 

 

議案番号 件                  名 結  果 

議案 

第４１号 
平成２６年度宮古島市港湾事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決 

議案 

第４２号 
平成２６年度宮古島市農漁業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 〃 

議案 

第４３号 
平成２６年度宮古島市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） 〃 

議案 

第５５号 
土地の取得について 〃 
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平成２６年第４回宮古島市議会定例会（６月）会議録 

 平成２６年６月２４日 

                                      （開議＝午前10時35分） 

◎出席議員（２６名）                            （閉会＝午後２時16分） 

 

議   長（４ 番） 

副 議 長（１７〃） 

議   員（１ 〃） 

  〃  （２ 〃） 

  〃  （３ 〃） 

  〃  （５ 〃） 

  〃  （６ 〃） 

  〃  （７ 〃） 

  〃  （８ 〃） 

  〃  （９ 〃） 

  〃  （１０〃） 

  〃  （１１〃） 

  〃  （１２〃） 

 

眞榮城 德 彦 君 

佐久本 洋 介 〃 

濱 元 雅 浩 〃 

粟 国 恒 広 〃 

下 地 勇 德 〃 

上 地 廣 敏 〃 

平 良 敏 夫 〃 

國 仲 昌 二 〃 

上 里   樹 〃 

仲 間 賴 信 〃 

高 吉 幸 光 〃 

仲 間 則 人 〃 

西 里 芳 明 〃 

 

議   員（１３番） 

  〃  （１４〃） 

  〃  （１５〃） 

  〃  （１６〃） 

  〃  （１８〃） 

  〃  （１９〃） 

  〃  （２０〃） 

  〃  （２１〃） 

  〃  （２２〃） 

  〃  （２３〃） 

  〃  （２４〃） 

  〃  （２５〃） 

  〃  （２６〃） 

 

嵩 原   弘 君 

棚 原 芳 樹 〃 

新 城 元 吉 〃 

亀 濱 玲 子 〃 

下 地   明 〃 

垣 花 健 志 〃 

富 永 元 順 〃 

平 良   隆 〃 

前 里 光 惠 〃 

山 里 雅 彦 〃 

池 間   豊 〃 

下 地   智 〃 

新 里    聰 〃 

 

◎欠席議員（０名） 

 

◎説 明 員 

 市       長  下 地 敏 彦 君  総 務 部 長  安谷屋 政 秀 君 

 企 画 政 策 部 長  古 堅 宗 和 〃  教   育   長  宮 國   博 〃 

 

◎議会事務局職員出席者 

 

事 務 局 長 

次       長 

補 佐 兼 議 事 係 長 

 

上 地 栄 作 君 

伊 波 則 知 〃 

友 利 毅 彦 〃 

 

議 事 係 調 整 官 

議   事   係 

 

 

仲 間 清 人 君 

下 地 博 正 〃 
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◎議長（眞榮城德彦君） 

  これより本日の会議を開きます。 

                                     （開議＝午前10時35分） 

  本日の出席議員は、26名で全員出席であります。 

  本日の日程は、お手元にお配りした議事日程第６号のとおりであります。 

  この際、日程第１、議案第95号から日程第29、陳情書第９号までの計29件を一括議題とし、各所管委員

長から審査結果報告を求めます。 

◎総務財政委員会委員長（嵩原 弘君） 

  委員会審査結果報告書。 

  宮古島市議会議長、眞榮城德彦殿。総務財政委員会委員長、嵩原弘。 

  本委員会は、付託された事件を審査の結果、下記のとおり決定したので、会議規則第109条の規定により

報告します。 

  議案第95号、宮古島市職員の再任用に関する条例、否決。 

  議案第97号、宮古島市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例、否決。 

  議案第98号、宮古島市現業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例、否決。 

  議案第99号、宮古島市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例、否決。 

  議案第39号、平成26年度宮古島市一般会計補正予算（第２号）、原案可決。 

  議案第44号、平成26年度宮古島市平良字久貝財産区特別会計予算、原案可決。 

  議案第45号、平成26年度宮古島市平良字松原財産区特別会計予算、原案可決。 

  議案第46号、エコアイランド宮古島の推進に関する条例の制定について、原案可決。 

  議案第47号、宮古島市財産区特別会計条例の制定について、原案可決。 

  議案第48号、宮古島市平良字久貝財産区基金条例の制定について、原案可決。 

  議案第49号、宮古島市平良字松原財産区基金条例の制定について、原案可決。 

  議案第50号、宮古島市職員の給与に関する条例及び宮古島市職員の修学部分休業に関する条例の一部を

改正する条例、原案可決。 

  議案第51号、宮古島市職員の高齢者部分休業に関する条例の一部を改正する条例、原案可決。 

  議案第52号、宮古島市固定資産税の課税免除の特例に関する条例の一部を改正する条例、原案可決。 

  議案第53号、宮古島市火災予防条例の一部を改正する条例、原案可決。 

  議案第54号、土地の取得について、原案可決。 

  議案第56号、財産の取得について、原案可決。 

  議案第95号、議案第97号、議案第98号、議案第99号は、平成26年第２回宮古島市議会定例会（３月）か

らの再々継続審査事件。 

  議案第95号、議案第97号、議案第98号、議案第99号。議案第95号、議案第97号、議案第98号、議案第99号

については、「フルタイム勤務を認めないということを条文では明記できないということは、新採用等に

も影響してくるので認められない」との反対意見と、「各市町村とも再任用についての条例は大半が可決

している中で、宮古島市が否決し、宮古島市から再任用の条例をなくすことは問題だと思う」との賛成意



- 248 - 
 

見があった。採決の結果、賛成少数で否決された。 

  議案第39号。議案第39号については、「スポーツ観光交流拠点事業に関する予算が計上されているが、

同事業はもっと議論を深めてから対処すべきであると考えるが予算措置をされており、認められない」と

の反対意見があった。採決の結果、賛成多数で原案可決された。 

  議案第44号、議案第45号。議案第44号、議案第45号については、「スポーツ観光交流拠点事業を実現す

るための特別会計予算であり、同事業に反対の立場から認められない」との反対意見があった。採決の結

果、賛成多数で原案可決された。 

  陳情書審査結果報告書。 

  宮古島市議会議長、眞榮城德彦殿。総務財政委員会委員長、嵩原弘。 

  本委員会は、付託された陳情書を審査の結果、下記のとおり決定したので、会議規則第142条の規定によ

り報告します。 

  陳情書第５号、住民の安全・安心を支える公務・公共サービスの体制・機能の充実を求める陳情書、不

採択とすべきもの。 

  陳情書第６号、住民の安全・安心を支える「国の出先機関の原則廃止」に関する要請書、不採択とすべ

きもの。 

  陳情書第10号、市民総合健康保健センター（仮称）建設にむけての要望書、採択すべきもの。 

  不採択の理由。陳情書第５号については、「陳情の趣旨が道州制の議論自体を否定している。また、道

州制の議論が進めば国民のくらし等が大きく後退するとの内容になっており疑問を感じる」との反対意見

があった。採決の結果、賛成少数で不採択とすべきものと決した。 

  陳情書第６号については、「構造改革路線の問題点が指摘されてとあるが、現在、構造改革路線からの

脱却とのことで、新しい政策が始まっていると理解している」との反対意見があった。採決の結果、賛成

少数で不採択とすべきものと決した。 

  採択の理由。陳情書第10号については、陳情書の趣旨を了とし、全員異議なく採択すべきものと決した。 

  閉会中、継続審査の申し出について。 

  宮古島市議会議長、眞榮城德彦殿。総務財政委員会委員長、嵩原弘。 

  本委員会は、下記の事件について、閉会中もなお審査を要するものと決定したので、会議規則第110条の

規定により申し出ます。 

  陳情書第７号、船員税制（住民税）の減免に関する申し入れについて。 

  陳情書第９号、労働者保護ルール改悪反対を求める意見書の採択を求める要請書。 

  理由。陳情書第７号、陳情書第９号については、閉会中も慎重審査を要する。 

◎文教社会委員会委員長（垣花健志君） 

  委員会審査結果報告書。 

  宮古島市議会議長、眞榮城德彦殿。文教社会委員会委員長、垣花健志。 

  本委員会は、付託された事件を審査の結果、下記のとおり決定したので、会議規則第109条の規定により

報告します。 

  議案第40号、平成26年度宮古島市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）、原案可決。 
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  陳情書審査結果報告書。 

  宮古島市議会議長、眞榮城德彦殿。文教社会委員会委員長、垣花健志。 

  本委員会は、付託された陳情書を審査の結果、下記のとおり決定したので、会議規則第142条の規定によ

り報告します。 

  陳情書第２号、これからの勤労青年教育のあり方に関する要望書、採択すべきもの。 

  陳情書第８号、学校規模適正化に関する要請書、採択すべきもの。 

  陳情書第２号は、平成26年第２回宮古島市議会定例会（３月）からの継続審査事件。 

  採択の理由。陳情書第２号、陳情書第８号については、陳情書の趣旨を了とし、全員異議なく採択すべ

きものと決した。 

◎経済工務委員会委員長（西里芳明君） 

  委員会審査結果報告書。 

  宮古島市議会議長、眞榮城德彦殿。経済工務委員会委員長、西里芳明。 

  本委員会は、付託された事件を審査の結果、下記のとおり決定したので、会議規則第109条の規定により

報告します。 

  議案第41号、平成26年度宮古島市港湾事業特別会計補正予算（第１号）、原案可決。 

  議案第42号、平成26年度宮古島市農漁業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）、原案可決。 

  議案第43号、平成26年度宮古島市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）、原案可決。 

  議案第55号、土地の取得について、原案可決。 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  これで委員長報告は終わりました。 

  これより委員長報告に対する質疑に入ります。 

  質疑があれば発言を許します。 

◎亀濱玲子君 

  総務財政委員会の委員長に質疑をさせていただきます。 

  内容は、議案第95号から議案第99号についてでありますが、主に議案第95号の宮古島市職員の再任用に

関する条例について、限定しても構いませんので、お聞きいたします。これは、慎重審査を要するとして、

再々継続審査になってきた案件であります。この間、その再任用については沖縄県下でも各市町村ほぼ、

80％以上というんですかね、大体の市町村がこれを、再任用の条例は通してきているという、採択されて

きているという結果を見ると、これはやっぱり必要というふうに意見も出たかというふうに思いますが、

この中で通すべきだという意見の中に、宮古島市から再任用の条例をなくすことは問題だと思うという意

見、通すべきだという意見の中に出ておりますけれども、どういうことが問題だとして指摘されているの

か、詳しくお聞かせ願いたいと思います。これが１点ですね。 

  もう一点、同じく議案第39号、平成26年度宮古島市一般会計補正予算（第２号）ですね、一般会計の中

でスポーツ観光交流拠点事業の予算について、賛成、反対に分かれて、賛成多数で原案が可決されており

ますけれども、この間総務財政委員会は同じ型のスポーツ交流施設、ドームを視察をされております。そ

の中では、こういう事業については、大型の事業については、市民負担あるいは市の負担というのが将来
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的に見込まれるので、慎重であるべきという意見も多々出たというふうに伺っておりますけれども、この

ような意見は委員会の中ではどのように議論されたか、出たかということについてお聞かせ願いたいと思

います。 

◎総務財政委員会委員長（嵩原 弘君） 

  ２点ほど質疑がありましたので、お答えしたいと思います。 

  まず、議案第95号、議案第97号、議案第98号、議案第99号についてですが、主として議案第95号、宮古

島市職員の再任用に関する条例についての質疑だったかと思いますが、県内でもですね、南城市において

はこの条例を制定していないというものがありますし、また議員の皆さんにもお配りされていたと思いま

すが、特に合併をした市と、していない市との差があると。そして、合併をした、特に宮古島市の場合は

県内の11市の中でも石垣市と宮古島市だけが離島になっていて、市の雇用というのは若者の雇用の場とし

ては非常に大きな雇用の場であります。総務財政委員会では、フルタイムでの再任用をしないという条文

を条例の中に入れることができるかという意見もありましたが、当局の説明では、それはできないと。そ

れができないとなると、若者の雇用に大きく影響するということが１つ。そしてまた、市が計画している

定数の削減にも大きく影響してくるのでないかというのがありまして、短期での採用を限定するというこ

とでしたら認められたかと思いますが、それができないということで、いわゆる地方公務員法第28条の４

を無視できないということで、その結果、否決となったということであります。 

  次に、スポーツ観光交流拠点事業についてでありますが、今定例会にはですね、１億5,000万円の用地取

得費の補正が出てきておりました。総務財政委員会としましては、類似施設の視察もしてきた中において、

いろんな意見が出ましたけど、確かに反対の立場から認められないという意見もあった中で、また宮古島

の将来について、さまざまな観光、またイベントを実施するにおいて、この施設は必要であるという意見

もありまして、採決の結果、可決ということになった次第であります。 

◎亀濱玲子君 

  議長、私が聞いているのは違うんですよ。総務財政委員会の委員長、いいですか。再任用の条例をなく

すことは問題だと思うという意見が出ているんですね。この再任用の条例をなくすことについて、どのよ

うな問題があるというふうに意見が出たかということについて聞いているわけで、全く今逆のお答えいた

だいているわけで、なくすことは、つまり再任用の条例は通すべきだという意見があって、これが分かれ

たわけですけど、その条例を宮古島市からなくすことがどのような問題が発生するのかというふうに指摘

されたかということを私は伺っているわけなんです。これについてお答えください。 

◎総務財政委員会委員長（嵩原 弘君） 

  この再任用の条例をなくすことがどういった問題があるかということですね。いわゆるこの条例は、ご

存じのとおり、年金の空白期間を補おうという、接続するということで出されていると思いますけど、本

当に働きたいという意思のある方はですね、実際に宮古島市では非常勤職員も採用しているわけですね。

ですから、委員の中から出た意見の中では、本当に働こうという意思があるんであれば、ハローワークに

ちゃんと掲示していますから、そこで申し込んでも雇用できるのではないかという意見もありました。そ

れと、同じことの繰り返しで、ご理解いただけないかもしれませんけど、やはり若者の雇用を最優先すべ

きじゃないか。この条例がないから、実際全国ではですね、この条例を否決した自治体もあるわけです。
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ですから、これについては若者の雇用の場の確保を最優先するということと、先ほども言いましたけど、

市職員の定数の削減の計画にも影響を与えるということで、決定したことでありますので、どうぞご理解

をお願いしたいと思います。 

◎亀濱玲子君 

  私は、どういう意見が、賛成、反対のどういう意見が出ましたかと伺っているわけじゃないんですよ。

反対、これを通さないと、どういう問題が市に生じるのか、どういう不都合が生じるのかと懸念をされて、

これはぜひ通すべきだという意見があった。それについて、総務財政委員会の委員長、いわゆる全員の意

見を伺っているわけじゃないです。どういう問題があると指摘した意見が出たはずです。これは、具体的

にどういう問題があるから、宮古島市はこれを通さなければいけないんだよというふうに言ったかという、

このことを指して私は、このことを言っているんですよ。賛成、反対、どういう意見が出たかと伺ってい

るわけではありません。通さないときにどういう問題が生じるというふうに指摘されたかということにつ

いてお答え願いたいと思います。 

◎総務財政委員会委員長（嵩原 弘君） 

  どういう問題が生じるということは…… 

                 （議員の声あり） 

◎総務財政委員会委員長（嵩原 弘君） 

  想定されることは、我々議会で審査することではないですから、それについては実際条例化して、問題

が起きたときに当局が対処することだと私は考えております。 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  ほかに質疑はありませんか。 

◎上里 樹君 

  ただいまの宮古島市職員の再任用に関する条例についてなんですけども、議案第95号の、どんな問題が

発生するかは想定していないと。全く今の宮古島市における今の再任用に当たって、どの課でどういう実

態になっているかという、そういう実態については把握しないまま決めてしまったということですか、お

伺いします。いわゆるこれまでの再任用の条例があったから、今までそれに基づいてやってきたわけです

よね、宮古島市は。ところが、これを否決した関係で、全くそれが運用できなくなってしまったんです。

だから、それに伴う関係各課でどのような問題が発生するのかという話は、問題は議論されなかったのか

どうか、お伺いします。 

◎総務財政委員会委員長（嵩原 弘君） 

  そのような議論はありませんでした。 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  ほかに質疑はありませんか。 

◎新城元吉君 

  文教社会委員会の陳情案件について、陳情書第８号ですね、学校規模適正化に関する要請書、これにつ

いては文教社会委員会でいろいろ意見が交わされて、その結果、複数の委員がいわゆる賛成できないとい

うことで、採択に賛成できないということで退席したということをお聞きしています。そこでどのような
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意見が交わされて、結局どういうようなことで退席せざるを得ないようになったか、その状況についてお

伺いいたします。 

◎文教社会委員会委員長（垣花健志君） 

  今お尋ねの陳情書第８号についてですよね。陳情書第８号、学校規模適正化に関する要請書というのが

出ておりました。採択の理由からでよろしいですか。地域のほとんどが賛成の考えを持っている。文部科

学省が進めている小中一貫校の推進に乗って進めていくほうがよいと。防災の面からも早急に新しい学校

として進めている。伊良部小は海抜４メートルということで、別のところで建てたほうがいいということ

であります。学力面、競技力を父兄は心配。小中一貫にすることにより、より多くの生徒で学校生活が送

れると。学校の改築時期も来ているので、タイミング的には平成29年度をめどにしてもらいたいというこ

とでした。 

  反対の意見は出ませんでしたけれども、反対ではないけれども、継続審査にしてほしいために表決を退

席した委員がいらっしゃいます。その理由として、地域の声をもっと丁重に聞いたほうがよいということ

と、教育委員会、地元の成り行きを注視したいと。それと、もう一つ、２つですが、地域住民ときちっと

話をして、総会等で話されているものではないと。財政の絡みもあるので、慎重にしてほしいという、ほ

ぼこのような意見で退席をされたということであります。 

◎新城元吉君 

  この学校規模適正化については、過去にもですね、やはり地域住民への説明がね、いろんな地域であり

ましたね、統廃合の対象になる地域で。そこではかなり、住民を交えてやると、いろんな意見が出て、反

発などが多いということで、今度は２度目からは、一部ではＰＴＡだけ、いわゆる在学生の父兄だけ集め

た説明会やって、これはもう参加数が物すごく少ない。非常に客観的な統廃合に対する意見が受けとめら

れる状況ではない形で２回目、一部行われたと。そういうことに鑑みてですね、今回のこの陳情書はです

ね、本当に地域住民と十分に小中一貫校について説明会を持った上で、それに基づいて出てきた陳情書な

のかどうかということは議論されたのかどうか。それとも、一部の有志によって出された陳情書、地域住

民は余り知らないんじゃないかというような思いもするんですけど、そういう点についての議論など、あ

るいは議論があったり、意見が出されたりはしなかったのかということについてお尋ねします。 

◎文教社会委員会委員長（垣花健志君） 

  通常陳情書とかいうものに対してですね、どういった経緯で出されてきたかということを委員会は諮る

場じゃないと思います。実際出てきたものに対して我々はどう考えるかという場だと思いますから、陳情

書が出されたものの経緯とか、そういったものまで審査をする場ではないと思いますし、その審査はして

おりません。 

◎新城元吉君 

  ほとんど賛成であったということなんですけど、私が聞いているのは、退席した委員の中からですね、

そういうようないわゆる地域も一体となった要請に基づくものであったのかどうかという確認を要求する

ような意見とか、あるいは小中一貫校の要請が出てきた背景とか、こういうものはどういう形で出てきた

のかというような意見はなかったのかということを聞いているんであって、陳情書の扱い方については全

く聞いていませんので、もう一度質疑の趣旨に従ってですね、ご答弁願いたいと思います。要するに地域
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に対する住民説明会十分やった上での陳情書である、そうではないという意見などは出たのかどうかとい

うことを聞いているんです。 

                 （「休憩お願いします」の声あり） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  休憩します。 

                                     （休憩＝午前11時05分） 

  再開します。 

                                     （再開＝午前11時06分） 

◎文教社会委員会委員長（垣花健志君） 

  もう一度申し上げますが、退席する理由の中で、この陳情書は地域住民と余り話もされていないし、総

会等で決定されたものではないというふうに判断されているということでした。それをちゃんと質疑に対

して答えたつもりです。 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  ほかに質疑はありませんか。 

                 （「質疑なし」の声多数あり） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。 

  まず、日程第１、議案第95号、宮古島市職員の再任用に関する条例に対する討論の発言を許します。 

                 （「討論なし」の声多数あり） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  これにて討論を終結いたします。 

  本案に対する委員長報告は否決でありますので、会議規則第69条の賛成者先諮の原則に基づき、原案に

ついて挙手により採決いたします。 

  なお、挙手のない者は否とみなします。 

  議案第95号は、原案のとおり可決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

                 （挙手少数） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  挙手少数であります。 

  よって、議案第95号は否決されました。 

  次に、日程第２、議案第97号、宮古島市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例に対する討論

の発言を許します。 

                 （「討論なし」の声多数あり） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  これにて討論を終結いたします。 

  本案に対する委員長報告は否決でありますので、会議規則第69条の賛成者先諮の原則に基づき、原案に
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ついて挙手により採決いたします。 

  なお、挙手のない者は否とみなします。 

  議案第97号は、原案のとおり可決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

                 （挙手少数） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  挙手少数であります。 

  よって、議案第97号は否決されました。 

  次に、日程第３、議案第98号、宮古島市現業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する

条例に対する討論の発言を許します。 

                 （「討論なし」の声多数あり） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  これにて討論を終結いたします。 

  本案に対する委員長報告は否決でありますので、会議規則第69条の賛成者先諮の原則に基づき、原案に

ついて挙手により採決いたします。 

  なお、挙手のない者は否とみなします。 

  議案第98号は、原案のとおり可決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

                 （挙手少数） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  挙手少数であります。 

  よって、議案第98号は否決されました。 

  次に、日程第４、議案第99号、宮古島市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例に

対する討論の発言を許します。 

                 （「討論なし」の声多数あり） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  これにて討論を終結いたします。 

  本案に対する委員長報告は否決でありますので、会議規則第69条の賛成者先諮の原則に基づき、原案に

ついて挙手により採決いたします。 

  なお、挙手のない者は否とみなします。 

  議案第99号は、原案のとおり可決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

                 （挙手少数） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  挙手少数であります。 

  よって、議案第99号は否決されました。 

  次に、日程第５、議案第46号、エコアイランド宮古島の推進に関する条例の制定についてに対する討論

の発言を許します。 

                 （「討論なし」の声多数あり） 
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◎議長（眞榮城德彦君） 

  これにて討論を終結いたします。 

  これより議案第46号を採決いたします。 

  本案に対する委員長報告は可決であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。 

                 （「異議なし」の声多数あり） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  ご異議なしと認めます。 

  よって、議案第46号は可決されました。 

  次に、日程第６、議案第47号、宮古島市財産区特別会計条例の制定についてに対する討論の発言を許し

ます。 

◎國仲昌二君 

  私は、議案第47号、宮古島市財産区特別会計条例の制定についてに反対の立場から討論いたします。 

  私は、これまで地方自治法、あるいは昭和56年の法務局長の回答、市の過去の事務処理あるいは答弁な

どから、久貝、松原両財産区が地方自治法に基づく財産区であることに疑問があります。また、沖縄県市

町村課によると、久貝、松原両財産区は地方自治法に基づく財産区ではないということです。したがって、

地方自治法に基づいた今回の特別会計設置には根拠がなく、設置する必然性がないと思われます。よって、

議案第47号、宮古島市財産区特別会計条例の制定についてに反対いたします。 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  ほかに討論はありませんか。 

◎亀濱玲子君 

  同じく議案第47号の宮古島市財産区特別会計条例の制定についてに反対の立場から討論させていただき

ます。 

  これは、一般会計の補正予算から議論するとわかりやすいとは思うんですが、これはスポーツ観光交流

拠点事業に係る財産区の条例の制定でありますので、スポーツ観光交流拠点事業に反対という立場から、

この条例にも反対いたします。 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  ほかに討論はありませんか。 

                 （「討論なし」の声多数あり） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  これにて討論を終結いたします。 

  これより議案第47号を挙手により採決いたします。 

  なお、挙手のない者は否とみなします。 

  本案は、原案のとおり可決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

                 （挙手多数） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  挙手多数であります。 
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  よって、議案第47号は可決されました。 

  次に、日程第７、議案第48号、宮古島市平良字久貝財産区基金条例の制定についてに対する討論の発言

を許します。 

◎國仲昌二君 

  議案第48号、宮古島市平良字久貝財産区基金条例の制定についてに反対の立場から討論いたします。 

  先ほど議案第47号、宮古島市財産区特別会計条例の制定についてで述べたとおり、久貝財産区は地方自

治法に基づく財産区ではないと思われます。したがって、地方自治法に基づいた今回の財産区基金設置に

は根拠がなく、設置する必然性がないと思われます。よって、議案第48号、宮古島市平良字久貝財産区基

金条例の制定についてに反対いたします。 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  ほかに討論はありませんか。 

◎亀濱玲子君 

  議案第47号、宮古島市財産区特別会計条例の制定についてと同様なんですが、議案第48号、宮古島市平

良字久貝財産区基金条例の制定についても、この案件がスポーツ観光交流拠点事業に係る案件であること

から、反対いたします。 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  ほかに討論はありませんか。 

                 （「討論なし」の声多数あり） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  これにて討論を終結いたします。 

  これより議案第48号を挙手により採決いたします。 

  なお、挙手のない者は否とみなします。 

  本案は、原案のとおり可決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

                 （挙手多数） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  挙手多数であります。 

  よって、議案第48号は可決されました。 

  次に、日程第８、議案第49号、宮古島市平良字松原財産区基金条例の制定についてに対する討論の発言

を許します。 

◎國仲昌二君 

  議案第49号、宮古島市平良字松原財産区基金条例の制定についてに反対の立場から討論いたします。 

  これも先ほど議案第47号、宮古島市財産区特別会計条例の制定についてで述べたとおりですね、松原財

産区は地方自治法に基づく財産区ではないと思われます。したがって、地方自治法に基づいた今回の財産

区基金設置には根拠がなく、設置する必然性はないと思われます。よって、議案第49号、宮古島市平良字

松原財産区基金条例の制定についてに反対いたします。 

◎議長（眞榮城德彦君） 
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  ほかに討論ありませんか。 

◎亀濱玲子君 

  議案第49号、宮古島市平良字松原財産区基金条例の制定についてに反対の立場から討論いたします。 

  さっきの議案第47号、宮古島市財産区特別会計条例の制定について、議案第48号、宮古島市平良字久貝

財産区基金条例の制定についてと同じように、宮古島市平良字松原財産区基金条例の制定についてもスポ

ーツ観光交流拠点事業に係る案件であることから、反対いたします。 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  ほかに討論はありませんか。 

                 （「討論なし」の声多数あり） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  これにて討論を終結いたします。 

  これより議案第49号を挙手により採決いたします。 

  なお、挙手のない者は否とみなします。 

  本案は、原案のとおり可決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

                 （挙手多数） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  挙手多数であります。 

  よって、議案第49号は可決されました。 

  次に、日程第９、議案第50号、宮古島市職員の給与に関する条例及び宮古島市職員の修学部分休業に関

する条例の一部を改正する条例に対する討論の発言を許します。 

                 （「討論なし」の声多数あり） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  これにて討論を終結いたします。 

  これより議案第50号を採決いたします。 

  本案に対する委員長報告は可決であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。 

                 （「異議なし」の声多数あり） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  ご異議なしと認めます。 

  よって、議案第50号は可決されました。 

  次に、日程第10、議案第51号、宮古島市職員の高齢者部分休業に関する条例の一部を改正する条例に対

する討論の発言を許します。 

                 （「討論なし」の声多数あり） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  これにて討論を終結いたします。 

  これより議案第51号を採決いたします。 

  本案に対する委員長報告は可決であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。 
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                 （「異議なし」の声多数あり） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  ご異議なしと認めます。 

  よって、議案第51号は可決されました。 

  次に、日程第11、議案第52号、宮古島市固定資産税の課税免除の特例に関する条例の一部を改正する条

例に対する討論の発言を許します。 

                 （「討論なし」の声多数あり） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  これにて討論を終結いたします。 

  これより議案第52号を採決いたします。 

  本案に対する委員長報告は可決であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。 

                 （「異議なし」の声多数あり） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  ご異議なしと認めます。 

  よって、議案第52号は可決されました。 

  次に、日程第12、議案第53号、宮古島市火災予防条例の一部を改正する条例に対する討論の発言を許し

ます。 

                 （「討論なし」の声多数あり） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  これにて討論を終結いたします。 

  これより議案第53号を採決いたします。 

  本案に対する委員長報告は可決であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。 

                 （「異議なし」の声多数あり） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  ご異議なしと認めます。 

  よって、議案第53号は可決されました。 

  次に、日程第13、議案第39号、平成26年度宮古島市一般会計補正予算（第２号）に対する討論の発言を

許します。 

◎國仲昌二君 

  議案第39号、平成26年度宮古島市一般会計補正予算（第２号）に反対の立場から討論いたします。 

  清掃センター解体工事については、一括交付金事業が充当できるという説明で当初予算で計上されまし

たが、今回の補正予算では２億2,000万円が一般財源で計上されています。理由は、国、県との調整で一括

交付金が充当できないとのことです。つまり国、県との調整が未決定で予算を計上したことになり、それ

を可決した議会の責任も大きいものがあると思います。そして、今回の一般会計補正予算にも、まだ採択

が確定していないスポーツ観光交流拠点施設事業１億5,000万円余の予算が計上されております。清掃セン

ター解体工事の例もありますので、予算計上は採択決定後にすべきだとの考えから、議案第39号、平成26年
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度宮古島市一般会計補正予算（第２号）に反対いたします。 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  ほかに討論はありませんか。 

◎亀濱玲子君 

  議案第39号、平成26年度宮古島市一般会計補正予算（第２号）に反対の立場から討論いたします。 

  この一般会計に係る２点指摘したいと思います。まず、１点目は今定例会で一般会計補正予算の中での

17ページにあります第２款総務費、１項の総務管理費の中にスポーツ観光交流拠点事業、これ沖縄振興と

して上がっておりますけれども、工事請負費が１億5,000万円です。これについては、これまで…… 

                 （議員の声あり） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  休憩します。 

                                     （休憩＝午前11時19分） 

  再開します。 

                                     （再開＝午前11時19分） 

◎亀濱玲子君 

  今定例会で一般会計補正予算の中で総務費の中の総務管理費、スポーツ観光交流拠点施設事業が工事請

負費１億5,000万円が計上されました。一括交付金とはいえ、類似施設から考えると、建設費が非常に大き

い負担になると。35億円という事業費が宮古島市のこれから将来にわたって、建設費もさることながら、

できたとしても当初から赤字が予定されていること、そして将来にわたって運営費、維持管理費、メンテ

ナンス、さまざまなことを考えると、将来にわたって財政負担、市民負担が大きな負担が想定されるとい

うことから、やっぱり自治体の身の丈ほどに合った、市民の暮らしに依拠した事業というものをやっぱり

考えると、この大きな支出に関しては反対せざるを得ない、反対いたします。 

  またさらに、21ページの補正予算の中に４款衛生費、３目の環境衛生費というのがありますけれども、

ごみ処理施設の解体事業が委託料と工事請負費、合わせて２億2,000万円ということが一般会計から計上さ

れております。この事業は、さきに國仲昌二議員もおっしゃいましたけども、ことし１月に本当に急ぎ駆

け足でというような形で臨時会が招集されて、市長は一括交付金事業として行うのだとそのときはおっし

ゃいました。その後の利用が準天頂衛星システム事業というのが跡地利用にあることから、それが可能な

のだという議会への説明でした。当局の説明の経緯から明らかになったのは、一つの民間企業からの情報

によって事業を計画し、そして臨時会が開催されたということがわかります。さらには、その上で臨時会

開催後にこれが一括交付金として難しいということになって、一般会計からの支出を余儀なくされるとい

うことになります。当然私たちも一日でも早い解体工事は望むところなんですが、これまで財政負担が大

きいから、難しいと言い続けて、今日この事業がこんな形で支出されるということは、行政手法としてこ

れはあってはならないと。また、それを上げたものを私たちが議会が追認機関として認めていくというこ

とは、これは認められないというから、市民に議会のありようも問われることだと思いますので、この予

算２件に関しては一般会計に含まれていることから、反対いたします。 

◎議長（眞榮城德彦君） 
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  これにて討論を終結いたします。 

                 （「議長、休憩お願いします」の声あり） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  休憩します。 

                                     （休憩＝午前11時26分） 

  再開します。 

                                     （再開＝午前11時26分） 

  これより議案第39号を挙手により採決いたします。 

  なお、挙手のない者は否とみなします。 

  本案は、原案のとおり可決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

                 （挙手多数） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  挙手多数であります。 

  よって、議案第39号は可決されました。 

  次に、日程第14、議案第40号、平成26年度宮古島市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）に対

する討論の発言を許します。 

                 （「討論なし」の声多数あり） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  これにて討論を終結いたします。 

  これより議案第40号を採決いたします。 

  本案に対する委員長報告は可決であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。 

                 （「異議なし」の声多数あり） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  ご異議なしと認めます。 

  よって、議案第40号は可決されました。 

  次に、日程第15、議案第41号、平成26年度宮古島市港湾事業特別会計補正予算（第１号）に対する討論

の発言を許します。 

                 （「討論なし」の声多数あり） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  これにて討論を終結いたします。 

  これより議案第41号を採決いたします。 

  本案に対する委員長報告は可決であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。 

                 （「異議なし」の声多数あり） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  ご異議なしと認めます。 

  よって、議案第41号は可決されました。 
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  次に、日程第16、議案第42号、平成26年度宮古島市農漁業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）に

対する討論の発言を許します。 

                 （「討論なし」の声多数あり） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  これにて討論を終結いたします。 

  これより議案第42号を採決いたします。 

  本案に対する委員長報告は可決であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。 

                 （「異議なし」の声多数あり） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  ご異議なしと認めます。 

  よって、議案第42号は可決されました。 

  次に、日程第17、議案第43号、平成26年度宮古島市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）に対す

る討論の発言を許します。 

                 （「討論なし」の声多数あり） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  これにて討論を終結いたします。 

  これより議案第43号を採決いたします。 

  本案に対する委員長報告は可決であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。 

                 （「異議なし」の声多数あり） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  ご異議なしと認めます。 

  よって、議案第43号は可決されました。 

  次に、日程第18、議案第44号、平成26年度宮古島市平良字久貝財産区特別会計予算に対する討論の発言

を許します。 

◎國仲昌二君 

  議案第44号、平成26年度宮古島市平良字久貝財産区特別会計予算に反対の立場から討論いたします。 

  これ議案第47号、宮古島市財産区特別会計条例の制定について、議案第48号、宮古島市平良字久貝財産

区基金条例の制定について、議案第49号、宮古島市平良字松原財産区基金条例の制定についてでも説明し

たとおりですね、久貝財産区は地方自治法に基づく財産区ではないと思われます。よって、地方自治法に

基づいた今回の特別会計設置には根拠がなく、設置する必然性はないと思われます。よって、議案第44号、

平成26年度宮古島市平良字久貝財産区特別会計予算に反対いたします。 

                 （「休憩お願いします」の声あり） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  休憩します。 

                                     （休憩＝午前11時29分） 

  再開します。 
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                                     （再開＝午前11時32分） 

  ほかに討論はありませんか。 

◎亀濱玲子君 

  今の議案第44号ですね、平成26年度宮古島市平良字久貝財産区特別会計予算についてですが、これはス

ポーツ観光交流拠点施設に係る案件であることから、反対いたします。 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  ほかに討論はありませんか。 

                 （「討論なし」の声多数あり） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  これにて討論を終結いたします。 

  これより議案第44号を挙手により採決いたします。 

  なお、挙手のない者は否とみなします。 

  本案は、原案のとおり可決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

                 （挙手多数） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  挙手多数であります。 

  よって、議案第44号は可決されました。 

  次に、日程第19、議案第45号、平成26年度宮古島市平良字松原財産区特別会計予算に対する討論の発言

を許します。 

◎國仲昌二君 

  同じく議案第45号、平成26年度宮古島市平良字松原財産区特別会計予算に反対の立場から討論いたしま

す。 

  これも先ほど議案第47号、宮古島市財産区特別会計条例の制定について、議案第48号、宮古島市平良字

久貝財産区基金条例の制定について、議案第49号、宮古島市平良字松原財産区基金条例の制定についての

中で述べたような理由によってですね、松原財産区は地方自治法に基づく財産区ではないと思われます。

したがって、地方自治法に基づいた今回の特別会計設置には根拠がなく、設置する必然性はないと思われ

ます。よって、議案第45号、平成26年度宮古島市平良字松原財産区特別会計予算に反対いたします。 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  ほかに討論はありませんか。 

◎亀濱玲子君 

  この議案第45号、平成26年度宮古島市平良字松原財産区特別会計予算について、この案件がスポーツ観

光交流拠点事業に係る案件であることから、反対いたします。 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  ほかに討論はありませんか。 

                 （「討論なし」の声多数あり） 

◎議長（眞榮城德彦君） 
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  これにて討論を終結いたします。 

  これより議案第45号を挙手により採決いたします。 

  なお、挙手のない者は否とみなします。 

  本案は、原案のとおり可決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

                 （挙手多数） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  挙手多数であります。 

  よって、議案第45号は可決されました。 

  次に、日程第20、議案第54号、土地の取得についてに対する討論の発言を許します。 

◎上里 樹君 

  議案第54号、土地の取得についてですけども、この用地の取得がスポーツ観光交流拠点施設づくりのた

めの用地取得になっています。このスポーツ観光交流拠点施設の工事、これについては市町村合併に当た

って、宮古島市はこれから施設の統廃合、集積を計画を進めるところであります。それに伴って、総務省

は平成26年４月22日に、公共施設等総合管理計画の策定要請で、公共施設等総合管理計画の策定に当たっ

ての指針を地方公共団体に対して通知しました。その内容は、早急に公共施設等の全体の状況を把握し、

長期的な視野をもって、更新、統廃合、長寿命化などを計画的に行うことにより、財政負担を軽減、平準

化するとともに、公共施設等の最適な配置を実現することが必要となっていますと指摘しています。国に

おいては、「経済財政運営と改革の基本方針～脱デフレ・経済再生～」におけるインフラの老朽化が急速

に進展する中、新しくつくることから賢く使うことへの重点化が課題であるとの認識のもと、平成25年11月

には、インフラ長寿命化基本計画が策定されたところです。各地方公共団体においては、こうした国の動

きと歩調を合わせ、速やかに公共施設等の総合的かつ計画的な管理を推進するための計画の策定に取り組

まれるよう特段の配慮をお願いしますとしています。本市は、旧市町村の施設の統廃合、集積を図る課題、

これに市民の英知を結集した計画が必要です。それに照らして、スポーツ観光交流拠点施設は市民の合意

を得られた施設とは言えません。事業計画も赤字を見込みながら、市民の負担は１割程度と言いますが、

その全てが交付税で充当されるとは思えません。大型公共工事による市の負担が26億円、公債費はピーク

時に41億円というのは、どのような自主財源を想定しているのか、その説明もなされていません。自主財

源が極端に低く、財政力指数も0.3という現状を考えると、新たな借金をつくることは極力抑制しなければ

なりません。 

  以上の理由から反対討論といたします。 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  ほかに討論はありませんか。 

                 （「討論なし」の声多数あり） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  これにて討論を終結いたします。 

  これより議案第54号を挙手により採決いたします。 

  なお、挙手のない者は否とみなします。 
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  本案は、原案のとおり可決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

                 （挙手多数） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  挙手多数であります。 

  よって、議案第54号は可決されました。 

  次に、日程第21、議案第55号、土地の取得についてに対する討論の発言を許します。 

                 （「討論なし」の声多数あり） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  これにて討論を終結いたします。 

  これより議案第55号を採決いたします。 

  本案に対する委員長報告は可決であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。 

                 （「異議なし」の声多数あり） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  ご異議なしと認めます。 

  よって、議案第55号は可決されました。 

  次に、日程第22、議案第56号、財産の取得についてに対する討論の発言を許します。 

                 （「討論なし」の声多数あり） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  これにて討論を終結いたします。 

  これより議案第56号を採決いたします。 

  本案に対する委員長報告は可決であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。 

                 （「異議なし」の声多数あり） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  ご異議なしと認めます。 

  よって、議案第56号は可決されました。 

  次に、日程第23、陳情書第２号、これからの勤労青年教育のあり方に関する要望書に対する討論の発言

を許します。 

                 （「討論なし」の声多数あり） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  これにて討論を終結いたします。 

  これより陳情書第２号を採決いたします。 

  本件に対する委員長報告は採択であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。 

                 （「異議なし」の声多数あり） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  ご異議なしと認めます。 

  よって、陳情書第２号は採択されました。 
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  次に、日程第24、陳情書第５号、住民の安全・安心を支える公務・公共サービスの体制・機能の充実を

求める陳情書に対する討論の発言を許します。 

◎上里 樹君 

  陳情書第５号、住民の安全・安心を支える公務・公共サービスの体制・機能の充実を求める陳情書に賛

成の立場から討論させていただきます。 

  憲法第25条は、「すべて国民は、健康で文化的な最低限度の生活を営む権利を有する」、同条第２項は

「国は、すべての生活部面について、社会福祉、社会保障及び公衆衛生の向上及び増進に努めなければな

らない」とうたっています。また、憲法第11条は「国民は、すべての基本的人権の享有を妨げられない。

この憲法が国民に保障する基本的人権は、侵すことのできない永久の権利として、現在及び将来の国民に

与へられる」としています。今求められるのは、小泉構造改革の推進によって深刻になった住民生活、地

域格差の解消であり、憲法の精神を生かすことです。 

  陳情は、国民の命を守り、安全、安心を確保するためには国と地方の共同による責任と役割の発揮が不

可欠であることを強調しています。東日本大震災で被災地への物的、人的輸送を可能にしたのは、国の出

先機関が現地の建設業者と連携して、不眠不休の作業で、寸断された道路の復旧でした。４日間で復旧さ

せたといいます。この復旧作業により、自衛隊や救急隊が被災地に入ることができたと言われています。

この作業は、全国から地方整備局職員が２万人が派遣されたそうです。こうした復旧活動は、台風災害で

も取り組まれています。このように迅速な復旧活動ができたのは、全国一律の法律や基準で災害対応機器

を常備していたからです。そのような役割を果たしている国の出先機関が廃止され、地方移譲されると、

どうなるでしょうか。指揮系統が地方ごとに異なれば、それこそ大規模災害に全国的な支援が困難になり、

国民の安全と安心を守るべき国の防災、災害対応に対する責任も果たせなくなります。さらに、財政基盤

が弱い自治体は、緊急の災害対応はもとより、防災のための河川整備や砂防事業、日常生活のための道路、

河川維持、橋やトンネルなどの補修ができなくなるおそれがあります。さまざまな問題が発生したときに

対応してくれるのは、地方の出先機関です。国の出先機関が地方に移譲されれば、住民の安全、安心を守

れる対策は可能でしょうか。総務財政委員会の出された結論は大変残念に思います。よって、私は陳情の

願意を妥当と認め、全会一致で採択することこそ政治の責務である、ひいては住民の利益、安全、安心な

国づくり、地域づくりを進める立場に立つものと確信します。 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  ちょっと休憩します。 

                                     （休憩＝午前11時43分） 

  再開します。 

                                     （再開＝午前11時44分） 

  ほかに討論はありませんか。 

                 （「討論なし」の声多数あり） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  これにて討論を終結いたします。 

  本件に対する委員長報告は不採択でありますので、会議規則第69条の賛成者先諮の原則に基づき、本件
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については挙手により採決いたします。 

  なお、挙手のない者は否とみなします。 

  陳情書第５号については、これを採択することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

                 （挙手少数） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  挙手少数であります。 

  よって、陳情書第５号は不採択されました。 

  次に、日程第25、陳情書第６号、住民の安全・安心を支える「国の出先機関の原則廃止」に関する要請

書に対する討論の発言を許します。 

◎上里 樹君 

  陳情書第６号、住民の安全・安心を支える「国の出先機関の原則廃止」に関する要請書に賛成の立場か

ら討論いたします。 

  小泉構造改革によって市町村合併が強力に進められた結果、住民生活、地域格差の広がりが深刻です。

陳情は、現在の都道府県をなくして…… 

                 （議員の声あり） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  静粛にお願いします。 

◎上里 樹君 

  社会福祉と社会保障、公共施設の維持管理など、道州に丸投げする道州制の導入がさらなる市町村の合

併によって、住民生活、地域格差の拡大が一層進行し、住民との距離が広がることによる住民自治の形骸

化の懸念を指摘しています。そして、国民の就業、営業や就職、就学の困難が増し、格差と貧困が広がっ

ていること、今後想定される大規模災害から国民の命を守り、安全、安心を確保するために行政サービス

の低下を招かないようにすること、基本的人権の保障のために慎重な議論を行うことで、被災地での救援、

復興を行うための国の出先機関の体制と機能の充実を求めています。今こそ東日本大震災の教訓を生かし、

全国一律の法律や基準で災害対応に当たる、その役割を果たす国の出先機関を守り、充実することが強く

求められます。道州制の導入は、それに逆行します。よって、私は陳情の趣旨を妥当と認め、全会一致で

採択することこそ議会の責務であると確信し、賛成討論といたします。 

                 （「議長、休憩してください」の声あり） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  休憩します。 

                                     （休憩＝午前11時47分） 

  再開します。 

                                     （再開＝午前11時47分） 

  ほかに討論はありませんか。 

                 （「討論なし」の声多数あり） 

◎議長（眞榮城德彦君） 
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  これにて討論を終結いたします。 

  本件に対する委員長報告は不採択でありますので、会議規則第69条の賛成者先諮の原則に基づき、本件

については挙手により採決いたします。 

  なお、挙手のない者は否とみなします。 

  陳情書第６号については、これを採択することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

                 （挙手少数） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  挙手少数であります。 

  よって、陳情書第６号は不採択されました。 

  次に、日程第26、陳情書第８号、学校規模適正化に関する要請書に対する討論の発言を許します。 

                 （「討論なし」の声多数あり） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  これにて討論を終結いたします。 

◎亀濱玲子君 

  陳情書第８号、学校規模適正化に関する要請書についてですが、私たちはこれ文教社会委員会でも退席

をしたんですね。それについては、その理由は、上げてあるグループの要請というのが例えば防災につい

てのことがあって、それは本当に地域の声であろうとは思います。しかしながら、これまで教育委員会は

複式学級の解消ということでこの間説明を地域でしてきているんですね。その地域住民の説明会には私も

参加させていただきました。その中で、今現在、例えば伊良部小中、佐良浜小中を一括してそれを進める

ということに関しては、住民の戸惑いの声が届いています。なので、さっき文教社会委員会の委員長が地

域のほとんどが賛成ということもありというふうにお話をされていましたけれども、それはそういう状況

ではないだろうというふうに思って、やっぱり慎重審査という立場から、具体的に平成29年度までに学校

を開校することというふうに要請もあります。それについては、まだまだ地域の声を十分に聞く必要があ

るということから、慎重審査を求めて退場した経緯がありますので、退席させていただきます。 

◎新城元吉君 

  陳情書第８号、学校規模適正化に関する要請書について、これ委員会の報告でも質疑したんですけど、

学校規模適正化に関する今度の要請書を見ますと、今まで統廃合の対象にされていた学校に小中一貫校。

小中一貫校については、文部科学省の新しい見解が出てきて、そういう形で全国的に進められる可能性も

あるんですけど、しかし今現在出てきていたのは教育委員会が進めていた学校統廃合とはちょっと趣旨が

違う形で出てきていると思います。そうすると、今まで長年、２年、３年かけて議論してきた教育委員会

の方針に基づく各地域での学校統廃合に対する説明の仕方とちょっと違う形になってきていますので、こ

れがそのまま議会で認められてしまうと、同じような形でですね、ほかの地域にも、説明しないまま、一

部の人たちからの小中一貫校の要請など、いろんな形で出てくると思います。そうすると、今まで教育委

員会が進めてきた学校統廃合に関する、適正規模に関する意義というのがかなりまた住民に説明し直さな

けりゃいかんというような状況になると思いますので、この要請書についてはですね、本当は慎重に受け

とめる意味で継続審査なり、そういうぐあいにすべきであっただろうと思います。これは賛成、反対の意
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見というよりも、そういう思いであるので、採決に加わることができません。退席させていただきます。 

◎上里 樹君 

  私も亀濱玲子議員、新城元吉議員と同じく、退席させていただきます。 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  休憩します。 

                                     （休憩＝午前11時51分） 

                 （亀濱玲子君、新城元吉君、上里 樹君、退席） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  再開します。 

                                     （再開＝午前11時51分） 

  これより陳情書第８号を採決いたします。 

  本件に対する委員長報告は採択であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。 

                 （「異議なし」の声多数あり） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  ご異議なしと認めます。 

  よって、陳情書第８号は採択されました。 

  休憩します。 

                                     （休憩＝午前11時52分） 

                 （亀濱玲子君、新城元吉君、上里 樹君、着席） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  再開します。 

                                     （再開＝午前11時52分） 

  次に、日程第27、陳情書第10号、市民総合健康保健センター（仮称）建設にむけての要望書に対する討

論の発言を許します。 

                 （「討論なし」の声多数あり） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  これにて討論を終結いたします。 

  これより陳情書第10号を採決いたします。 

  本件に対する委員長報告は採択であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。 

                 （「異議なし」の声多数あり） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  ご異議なしと認めます。 

  よって、陳情書第10号は採択されました。 

  次に、日程第28、陳情書第７号、船員税制（住民税）の減免に関する申し入れについて及び日程第29、

陳情書第９号、労働者保護ルール改悪反対を求める意見書の採択を求める要請書の２件については、総務

財政委員長から会議規則第110条の規定により、お手元に配付しました申出書のとおり、閉会中継続審査の
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申し出がなされております。 

  お諮りいたします。ただいまの２件については、総務財政委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続

審査に付することにご異議ありませんか。 

                 （「異議なし」の声多数あり） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  ご異議なしと認めます。 

  よって、陳情書第７号及び陳情書第９号は総務財政委員会に閉会中の継続審査に付することに決しまし

た。 

  次に、日程第30、諮問第４号、人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについてを議題とし、討論

の発言を許します。 

                 （「討論なし」の声多数あり） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  これにて討論を終結いたします。 

  これより諮問第４号を採決いたします。 

  本件は、これを適任と決することにご異議ありませんか。 

                 （「異議なし」の声多数あり） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  ご異議なしと認めます。 

  よって、諮問第４号は適任と決しました。 

  休憩します。 

                                     （休憩＝午前11時55分） 

  再開します。 

                                     （再開＝午前11時55分） 

  次の日程第31、決議案第１号から後の日程は、市長、教育長、企画政策部長、総務部長の議場での出席

を必要といたさないと議長は判断いたしますので、退席させたいと思います。 

  それでは、市長以下、教育長、部長２人、お疲れさまでした。 

  休憩します。 

                                     （休憩＝午前11時55分） 

                 （市長、企画政策部長、総務部長、教育長、退席） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  再開します。 

                                     （再開＝午前11時56分） 

  午前の会議はこれにて休憩し、午後の会議は１時半から再開します。 

  休憩します。 

                                     （休憩＝午前11時56分） 

  再開します。 
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                                     （再開＝午後１時36分） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  まず、日程第31、決議案第１号、宮古島市議会議会改革調査特別委員会の設置についてを議題とし、提

案者から提案理由の説明を求めます。 

◎議会運営委員会委員長（棚原芳樹君） 

  決議案第１号、宮古島市議会議会改革調査特別委員会の設置について。みだしのことについて、別紙の

とおり議会の議決を得たいので、会議規則第14条第２項の規定により本案を提出します。平成26年６月

24日、宮古島市議会議長、眞榮城德彦殿。議会運営委員会委員長、棚原芳樹。 

  提案理由。地方分権化により地方自治体の権限や機能が強化されていくなかで、議会の役割や責任もよ

り重要となっている。これまでの議会を検証し、新たに求められる議会の役割や運営について、調査研究

のため特別委員会を設置する。 

宮古島市議会議会改革調査特別委員会の設置について 

  １ 特別委員会の設置 

     地方自治法第109条第１項及び宮古島市議会委員会条例第６条の規定により特別委員会を設置す

る。 

  ２ 特別委員会の名称 

     宮古島市議会議会改革調査特別委員会 

  ３ 特別委員会委員の定数 

     11人 

  ４ 付議事件 

     （１）議会基本条例について 

     （２）議員定数について 

     （３）反問権について 

     （４）一般質問の方法について 

     （５）その他議会改革に関することについて 

  ５ 調査期限 

     付議事件の審査が終了するまでとし、閉会中もなお審査を行うことができる。 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  これで提案理由の説明は終わりました。 

  これより質疑に入ります。 

  質疑があれば発言を許します。 

                 （「質疑なし」の声多数あり） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  ただいま議題となっております決議案第１号は、委員会提出の案件でありますので、会議規則第37条第

２項の規定により委員会の付託を省略し、直ちに処理します。 
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  これより討論に入ります。 

  決議案第１号、宮古島市議会議会改革調査特別委員会の設置についてに対する討論の発言を許します。 

                 （「討論なし」の声多数あり） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  これにて討論を終結いたします。 

  これより決議案第１号を採決いたします。 

  本案は、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

                 （「異議なし」の声多数あり） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  ご異議なしと認めます。 

  よって、決議案第１号は可決されました。 

  次に、日程第32、指名第１号、宮古島市議会議会改革調査特別委員会委員の選任を行います。 

  特別委員会委員の選任については、委員会条例第８条第１項の規定により、國仲昌二君、上里樹君、亀

濱玲子君、新里聰君、高吉幸光君、嵩原弘君、下地明君、平良隆君、棚原芳樹君、佐久本洋介君、それに

私、眞榮城德彦の11名を指名いたします。 

  ただいま特別委員会委員を指名いたしましたが、しばらく休憩し、正副委員長の互選をお願いいたしま

す。 

  休憩します。 

                                     （休憩＝午後１時41分） 

  再開します。 

                                     （再開＝午後１時51分） 

  ただいま宮古島市議会議会改革調査特別委員会から正副委員長の互選の結果報告がありました。 

  特別委員会委員長に下地明君、同副委員長に新里聰君がそれぞれ選任されました。 

  次に、日程第33、派遣第１号、議員の派遣についてを議題といたします。 

  お諮りいたします。本件については、派遣第１号のとおり、世田谷区で開催される第37回せたがやふる

さと区民まつり参加のため、８月１日から４日までの４日間、嵩原弘議員、仲間則人議員、佐久本洋介副

議長の３名を派遣したいと思います。これにご異議ありませんか。 

                 （「異議なし」の声多数あり） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  ご異議なしと認めます。 

  よって、そのとおり決しました。 

  なお、この際お諮りいたします。ただいま議決した事項について、諸般の事情により変更する場合は、

これを議長に一任願いたいと思います。これにご異議ありませんか。 

                 （「異議なし」の声多数あり） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  ご異議なしと認めます。 
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  よって、そのとおり決しました。 

  次に、日程第34、意見書案第２号、集団的自衛権行使を容認する解釈改憲の慎重なる審議を求める意見

書を議題とし、提案者から提案理由の説明を求めます。 

◎新城元吉君 

  意見書案第２号、集団的自衛権行使を容認する解釈改憲の慎重なる審議を求める意見書。みだしのこと

について、別紙のとおり議会の議決を得たいので、会議規則第14条第１項の規定により本案を提出します。

平成26年６月24日、宮古島市議会議長、眞榮城德彦殿。提出者議員、新城元吉。賛成者議員、亀濱玲子、

上里樹、國仲昌二。 

  本文を読み上げて提案理由の説明にかえさせていただきます。 

集団的自衛権行使を容認する解釈改憲の慎重なる審議を求める意見書 

  現在、政府は憲法改正の手続きを踏まず、憲法解釈することで、集団的自衛権の行使を可能にすべく、

今国会中にも閣議決定による変更を目指し、準備を進めている。 

  これまで歴代内閣は、集団的自衛権の行使については、長年にわたり国会での議論が積み重ねられる中、

憲法９条の許容範囲を超えるもので、憲法上認められないものであるとの解釈を示し、その行使はできな

いという立場を堅持してきた。 

  それゆえ一内閣の政治的な判断により、集団的自衛権の行使を可能にする憲法解釈の根本的な変更を行

うことは容易ではなく、このような国の安全保障政策の大転換に関わる重大問題について国民的な議論も

なされないままに、なし崩し的に閣議決定を急ぐ安倍内閣の姿勢は、あまりにも拙速であり、到底容認で

きるものではない。 

  国民主権の立場で国家権力を制限し、国民の人権を守るのが憲法の本質的役割であり、立憲主義の原理

である。このような憲法の本質に照らして、憲法の解釈は権力者の恣意に任せられることがあってはなら

ない。憲法の改定は、国民主権の下、厳格な要件の下での国会発議に基づき国民投票にかけられて初めて

可能（憲法96条）である。 

  本県は先の大戦において、唯一の地上戦を体験し、二十数万人もの尊い生命を失うという厳しい戦禍を

被った悲惨な歴史があるだけに、県民の平和を希求する思いは強い。また、国内の７割にも上る米軍基地

が存在し、基地と隣あわせの生活を送っている現実からも、多くの県民が、将来、集団的自衛権が行使さ

れることで、他国の戦争にまきこまれる恐れはないかとの不安と危惧を抱いている。 

  よって本市議会は、平和への強い思いとともに、市民・県民の安心・安全な生活を守る立場から、集団

的自衛権行使容認の改憲解釈を強引に推し進める安倍内閣にたいし強く抗議し、慎重なる審議を行うよう

強く要請する。 

  以上、地方自治法第99条の規定により、意見書を提出する。 

               平成26年（2014年）６月24日 

                          沖縄県宮古島市議会 

  宛先、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、内閣官房長官、外務大臣、防衛大臣、沖縄及び北方対

策担当大臣、沖縄防衛局長。 

◎議長（眞榮城德彦君） 
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  これで提案理由の説明は終わりました。 

  これより質疑に入ります。 

  質疑があれば発言を許します。 

                 （「質疑なし」の声多数あり） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  これにて質疑を終結いたします。 

                 （議員の声あり） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  休憩します。 

                                     （休憩＝午後１時58分） 

  再開します。 

                                     （再開＝午後１時58分） 

  お諮りします。ただいま議題となっております意見書案第２号については、会議規則第37条第３項の規

定により委員会付託を省略し、直ちに処理したいと思います。これにご異議ありませんか。 

                 （「異議なし」の声多数あり） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  ご異議なしと認めます。 

  よって、そのとおり決しました。 

  これより討論に入ります。 

  意見書案第２号、集団的自衛権行使を容認する解釈改憲の慎重なる審議を求める意見書に対する討論の

発言を許します。 

◎垣花健志君 

  ただいまの意見書案第２号、集団的自衛権行使を容認する解釈改憲の慎重なる審議を求める意見書に対

して反対の討論を行いたいと思います。 

  私は、昨年５月に尖閣諸島に行ってまいりました。そのときに中国の公船が３隻ほどあらわれまして、

我々の５人の乗っている15メートルほどの船の周りにですね、来たわけでありますけども、これを日本の

海上保安庁の船７隻で、国民、我々を守るために中国公船との間に入って、まさに盾になる状態で中国公

船から我々を守っていただきました。今本当にこの日本という国が、中国でありましたけれども、そうい

ったほかの国からまさに侵略を受けているような状況の中で、国民の、県民の命がさらされている状況を

見たときにですね、憲法の改正も含めた集団的自衛権もできるだけ早い時期に解決をしていただきたいと

思う一人であります。自分を守るすべを失った動物は、僕は恐らく生きていけない。これは、国も同じだ

と思います。国民を守る、国を守る、領土を守るという意味でも、集団的自衛権も含め、国の憲法改正も

必要だと私考えておりますので、この提出については反対をしたいと思います。 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  ほかに討論はありませんか。 

◎亀濱玲子君 
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  私は、この意見書案第２号、集団的自衛権行使を容認する解釈改憲の慎重なる審議を求める意見書に対

して賛成の立場から討論をさせていただきます。 

  この間、戦後、平和憲法と言われて、交戦権はこれを認めないという憲法９条のもとに、日本は人の命

を殺すこともなく、また殺されることもないというような歴史を踏んでまいりました。特に沖縄県は、こ

こに書かれている意見書のとおりなんですが、沖縄県は歴史的に多くの犠牲を出した沖縄戦を経験してい

ます。さらに、戦後、それこそ日本の国土面積の0.6％しかない沖縄県に、日本にある米軍基地の約74％を

押しつけられて今日に至っています。ベトナム戦争で私たちが経験したのは、加害者になるという、そう

いう経験でした。さらには、テロが、同時テロがあったときに沖縄県は観光客が減ったという、本当にこ

ういう経験を持っています。この経験からすると、本当に私たちは憲法をただ解釈のみによって交戦権を、

そして戦争できる国にするというようなことは、これはあってはならないことだと思います。もし憲法を

変えようとするのであれば、この手続は憲法の96条、国民投票にかけられて初めて可能であるというふう

に考えます。なので、特に沖縄県と集団的自衛権の問題というものは深くかかわって、危険性をはらんだ

問題だと思います。特に慎重でなければならないと思います。この意見書は、ぜひ宮古島市議会でも可決

をして、しっかりと声を届けていっていただきたいというふうに賛成の立場からの討論といたします。 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  ほかに討論はありませんか。 

◎平良敏夫君 

  意見書案第２号の集団的自衛権行使を容認する解釈改憲の慎重なる審議を求める意見書に反対の立場か

ら討論いたします。 

  アジア、日本周辺での安全保障の環境は厳しくなっています。テロやサイバー攻撃など、国境を越えた

脅威も広がっている。自分の国が攻撃されなければ安全という一国平和主義の発想では、国際社会に受け

入れられないと思います。憲法の制約を理由に米軍への攻撃を傍観すれば、日米同盟が破綻し、人道的に

も国際的にも非難されることになると思います。よって、この意見書に反対したいと思います。 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  ほかに討論はありませんか。 

◎上里 樹君 

  ただいま提案されました意見書案第２号、集団的自衛権行使を容認する解釈改憲の慎重なる審議を求め

る意見書に賛成の立場から討論いたします。 

  安倍晋三首相は、５月15日に、従来の憲法解釈を大転換して、集団的自衛権の容認を目指すと表明して

います。まともな国会論議もないまま、密室での与党協議と閣議決定で踏み切ろうとしています。このよ

うなことは、断じて許すことができません。さきの大戦で、日本国民はアジア諸国民に2,000万人余の犠牲

を与えました。そして、日本国民も310万人余がとうとい人命を失いました。さらに、沖縄の地上戦では20万

人余、大きな犠牲を払っています。その痛苦の反省の上に立って、政府の行為によって再び戦争の惨禍が

起こることのないようにとする決意を憲法前文に掲げました。この憲法９条が明らかにしていることは、

武器を持たない、武力行使をしない、交戦権を持たないことであり、戦後歴代政権は、日本は主権国家で

ある以上、自衛権を有しているが、海外での武力行使はできないとの立場を69年間踏襲してまいりました。
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日本は、そのために、一人も人を殺さない国として、そして殺されない国として、名誉ある地位を担って

まいりました。 

  国連憲章は、武力の行使をしない、いわゆる戦争を否定する立場での国連憲章を持っています。これに

51条によって集団的自衛権の行使を盛り込ませたのは、いわゆる冷戦体制をつくってきた大国によるアメ

リカであり、ソビエトの要求に基づく要求でした。ですから、このような集団的自衛権の行使、これが認

められた中で、大国が中小国に攻め込むこと、このような戦争が過去に、名前を上げればベトナム戦争や

レバノン、それから旧ソ連によるハンガリーの侵略、こういった戦争になっています。 

  世界各地で日本が平和憲法を持つ国として信頼をされてきた。日本が国連に加盟するときも、９条を持

つ国として歓迎されたわけです。世界の大戦で人類が初めて受けた核兵器による被害、こういった人類の

人道上の問題含め、戦争となれば、もはや人類が生存できないという、そういった核兵器の使用を受けて、

戦争による国際紛争の解決というものを否定する流れ、これが今世界の趨勢にもなっています。そういっ

た中で、殊さら敵国をあえてつくって、その構えを備えるようなやり方、これは日本の憲法の９条にも、

世界の平和を願うたくさんの国々の信頼にも応えるものにならないと思います。国の方針を180度転換す

る、こういった大事な中身だけに、しっかりと慎重な審議を進めるべきだということを申し上げまして、

私の賛成討論といたします。 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  これにて討論を終結いたします。 

                 （「議長、採決前に」の声あり） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  休憩します。 

                                     （休憩＝午後２時08分） 

  再開します。 

                                     （再開＝午後２時09分） 

◎新里 聰君 

  21世紀新風会という形で申し上げたいと思いますけど、まずですね、きょうこの本会議にこの意見書案

が出たことにちょっと理解が示せない。議会運営に関する申し合わせ事項というのがございまして、平成

24年７月19日に意見書案、決議案の成案提出という議題で話し合いがされている。意見書案、決議案につ

いて、議会運営委員会による本会議提案を求める委員は、委員会に対し成案を提出するものとすると話し

合いがされているわけです。ですから、きょうこういう形で意見書を出すというんであれば、まずは手続

上、議会運営委員会に申し出て、議会運営委員会の中で議論して、それが通らなかった場合は、会議規則

による今回のような議員提案という形がとられるべきだと思うんですけども、そういった手続がとられて

いない。議会運営に関する申し合わせ事項で決定していたものがまずされていないということに、これは

前回もそういったことがあって、それが理由できょうの本会議も30分以上のおくれがあります。ですから、

議会におけるそういった申し合わせ事項というものは、提案者については徹底して守っていただきたいと

いうのが１点です。 

  もう一点、ものの30分前に、９時30分にこの意見書が出されて、これを判断せよということであります。
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私たちもできる限り会派で議論しました。慎重なる審議を要することですから、賛成してもいいんじゃな

いですかという意見もありました。しかしまた、逆になかなか憲法改正も遅々として進まない中で、こう

いった解釈改憲もいいんではないですかという意見もありました。ただ、意見はいろいろあるんですけど

も、それを30分間で会派で統制しようとしたら、到底それが、こういう重大な問題で、すぐできる問題で

はない。ですから、私どもはこの意見書案については採決に加わらないと。もちろん閉会後もこの議論に

対しては徹底して会派内で議論はこれからも進めていくんですけども、きょうのこの本会議における採決

には加われないということで、退席します。 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  第１点のほうの疑問点に私としても議長の責任として答えておきたいんですけども、やはりその当日、

最終本会議にですね、急に日程に上げてきて、意見書を審議するというのは、これは適切ではないと私も

提案者に注意を申し上げました。しかしながら、本人のお話によりますとですね、先週の時点で議会運営

委員会を開催してほしいという要望したらしいんですけども、委員長がいろんな諸般の都合で、急に言わ

れても議会運営委員会というのは招集できないということで断った経緯があります。ですから、提案者と

しては、どうしてもこの本会議にですね、意見書案を上げたいと、そして審議をしてもらいたいというこ

とがありましたので、議会事務局の職員ともいろいろ相談をした結果ですね、こういうやり方でもいたし

方ないと、これは意見書案として本議会で審議をすべきであろうという結論に達しましたので、私はそれ

を許して、これを意見書案の審議を今やっているところをご理解いただきたいと思っております。できる

だけ今回の提案者にはですね、そのようにばたばたと本会議の最終日にですね、午前中に意見書案を出し

てきて、日程にのせるということを今後は控えていただきたいと思っておりますので、これは議長から要

望しておきたいと思います。 

                 （議員の声あり） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  できるだけ皆さんと一緒に議会運営に関する申し合わせ事項は遵守していきたいと思っております。 

                 （議員の声あり） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  これは、私からは何とも言える立場にありませんので。 

  どうぞ退席をなさってください。 

  休憩します。 

                                     （休憩＝午後２時14分） 

                 （新里 聰君、前里光惠君、山里雅彦君、池間 豊君、 

                  下地 智君、着席） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  再開します。 

                                     （再開＝午後２時14分） 

  これより意見書案第２号を挙手により採決いたします。 

  なお、挙手のない者は否とみなします。 
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  意見書案第２号は、これを可決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

                 （挙手少数） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  挙手少数であります。 

  よって、意見書案第２号は否決されました。 

  休憩します。 

                                     （休憩＝午後２時15分） 

                 （新里 聰君、前里光惠君、山里雅彦君、池間 豊君、 

                  下地 智君、着席） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  再開します。 

                                     （再開＝午後２時16分） 

  これで今定例会に付議された案件の審議は全部終了いたしました。 

  お諮りいたします。ただいま議決された各議案について、会議規則第43条の規定による条項、字句、数

字、その他の整理を要するものについては、これを議長に委任されたいと思います。これにご異議ありま

せんか。 

                 （「異議なし」の声多数あり） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  ご異議なしと認めます。 

  よって、そのとおり決しました。 

  お諮りいたします。今定例会に付議された案件は、全て議了いたしました。よって、会議規則第７条の

規定により、本日をもって閉会したいと思います。これにご異議ありませんか。 

                 （「異議なし」の声多数あり） 

◎議長（眞榮城德彦君） 

  ご異議なしと認めます。 

  よって、今定例会は本日をもって閉会することに決しました。 

  これをもちまして平成26年第４回宮古島市議会定例会を閉会します。 

                                     （閉会＝午後２時16分） 

  上記のとおり会議の顛末を記載し、相違なきことを証する為ここに署名する。 

                           平成26年６月24日 
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